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青森県水産試験場事業概要

昭和 44 年度
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頁 S T 項 目 水 深 誤 正

6 7 3 水 温 2 0 0 1う.60 5.60 

11 6 ワイヤー延長 5 0 11 2 

6 8 1 0 日 時 分 9.2 

11 PL 採集形式 ⑧ 稚

，γ 9 塩 素 量
。1 8.1ラ9 1 8. 5 1 9 

6 9 う 雲 形 Ca Cu 

11 7.1< 温 7 5 1 0.0 9 1 8.0 9 

7 0 8 日 時 分 2 0.2 0 2 0.3 0 

11 1 3 7.1< 色 1 1 5 

11 11 透 明 度 ラ 1 1 

11 11 7.1< 温 ラ0 1 9.0 0 1 9.80 

7 1 2 11 100 1 1. 1 0 1 1. 9 0 

11 3 11 7 5 1 1.8 6 1 1. 8 5 

11 7 11 11 1. 8 7 1.82 

11 記 事 消去， 
7 2 1 3 位 置 N 4 00 00 4 10 0 0' 

11 雲 形 C c C C i 

11 1 4 7.1< 温 7 5 1 7.39 1 2.39 

7 4 観 測線名 膿作崎 4 1・N
11 1 2 日 時 分 1 3.うち 1 2.う5

7 5 4 7.1< 温 3 0 9.00 9.0 5 

11 11 11 1 00 8.69 8. 7 9 

11 11 11 150 8. 0 8. 5 1 

11 塩 素 量 2 0 .2 7 2 1 8.2 7 2 

H 記 事 安定 定点

76 8' (頃 角 1 0 日ラ。 ラ。ザ

77 6 塩 素 占E邑E 3 0 .82 0 .8 2 8 

7 8 8 S T 番号 8 8' 

11 1 3 水 温 1 0 7. 1 9 7.1 7 

/1 1 2 ワイヤー延長 うO 11 

11 1 1 塩 素 量 ラ0 .04 6 1 9.04 6 

1/ /1 /1 7 5 .8 8 9 1 8.8 89 

8 0 ロ 日 時 分 う.00-う.05 1.30-1.50 

/1 ーー 水 温 3 0 5. 67 5.69 

8 1 基準水深 1 1 0 1 0 

8 3 欄 外 太平洋定織目測結果表 太平洋定線海洋観測結果表

11 14 7.1< 温 lぅ0 ラ.50 ラ.52 

11 1 3 塩 素 量 300 .7 0 2 .7 0 :3 

8 4 7 風 向 NF  NE 

11 記 事 ホクネシエク? ホワネシエソ?

8 5 2 日 時 分 2 0.1 0 2 0.0 1 

/1 3 気 圧 999.5 9 97. 5 
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頁 S T 項 目 水 深 誤 正

8う 記 事 C SWに変化 CoSWに変針

8 7 2 PL 採集形式 稚

8 9 1 7 位 置 N 4 00 3 0' 4 00 3 l' 

11 言己 事 02 I 0.7 o 2 I 0.6 
11 11 イカ釣試験 イカ主強試験

9 1 11 され念った され主主かった。

9 3 1 6 71< 温 5 0 I 7.59 I 2. 5 9 

" 1 3 塩 素 量 2 0 .3 6 2 .2 6 2 

" " 11 7 5 .4 3 2 .5 3 2 

11 " 11 I 00 .4 3 2 .5 3 2 

9 4 C 波 浪 2 

" C' 水 温 500 3.2 I 3. 1 2 

95 8 日 時 分 00.5 0 o 8.ラO
11 う 傾 角 1 0 3 00 3 0 

11 4 11 11 400 40 

" ラ 水 温 2 0 0 3.2 7 3. 7 2 

11 記 事 S t .44 S t • 4 

97 観測線名 中間名 中間点

99 1 7 雲 量 1 0 

11 F 傾 角 30 0 11 

100 C' PL 採集形式 PL 

" 9 ワイヤー延長 lラO +7  I 7 

1 0 2 イ 日 時 分 o 1. I 2 o 1. 2 0 
I 0 3 2 0 PL 採集形式 稚 pL ⑮ ⑪ 
" 1 8 

昼， 11 稚 PL ⑫ ⑪ 
" 2 1 7.k 温 I 0 0 I 2. I 6 1 2.6 I 

ぎ， 18 塩 素 量 5 00 .7 7 3 .7 0 3 

1 04 1 3 " 1 0 .8 7 7 .8 7 9 

106 イ 日 時 分 9/ 1 5 9/16 

11 

" ワイヤー延長 5 0 11 

1 I 0 3 PL 採集形式 稚 PL ⑧⑪  
" 8 塩 素 量 400 .9 7 3 .7 7 3 

1 1 4 2 日 時 分 I 1/13 

11 雲 形.雲量 St.NBI8 St.NB8 

1 1 9 ロ 傾 角 5 0 " 1 5 

" " 
11 1 5 0 I 2 2 1 

11 11 ワイヤー延長 ラ0 11 2 
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頁 行 誤 正
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2 2 1 第2表全 上 全 上

2 2 3 第3表全 上 全 上

223 透視度 > 3 03 > 30 
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228 第9表 強熱減量 29.9 1 9.91 

2 3 5 4 第 l表操業時間数 1 68 0 1，56 0 
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iま じ め

青森県水産試験場は明治 33年 4月に業務を開始L，今年で丁度 70周年を迎えた

ことになります。

との 70年間水産試験場が歩み続けた足跡を顧みるとき，県水産界に尽した功績は

大きいものがあると考えますがι 時代の進展と共に，水産業の発展はもとより， これ

を取まく諸情勢ならびに環境の変化は固まぐるしいものがあり，とれに対応する試験

場の姿勢は果してこれでよいか，というととを思うとき柳か明快な回答を出すことが

できない現状です。

何と言っても試験研究は漁民のためになることが目的であり，とのためにはl職員の質

の向上，研究施設，事業費，環境の整備がともなわなくてはなりません。今年度の事業

概要は，これからの新しい研究体勢を築くための第 1歩として. r今後の課題Jを特

に取上げました。各位の御叱正をお願いいたします。

昭和4 5年 8月

場長 馬場勝彦
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日本編スノレメイカ漁場調査

I 調査目的

青森県日本海沿岸Kかけるスルメイカの来遊状況を把握するため漁獲試験を行なうと共V'L.標識放流K

よる魚群の移動状況念らびに生態調査による魚群の性状を把握し，漁海況予報の基礎資料Kするととも

に当業船の経営安定に資する.

E 調査内容

(1) 調査期閥 H静044年 6s-，同年11月

(21 調査員かよび調査船

イ調査員 技師十三邦昭 技師中田凱久

口調査船 瑞鴎丸(4 0.8トン

東奥丸(3 8.3 5トン

(3) 調査海域 青森県日本海沖合

(41 調査項目

イ 漁獲試験 ロ 漁場調査

E調査結果

イ 漁獲試験

SD160PS) 

D120PS) 

ハ標識放流 ニ魚体調査 ホ 漁況調査

6月10日から 11月13日まで 31回漁獲試験を実施し，総漁獲量43.5 3 8尾. 1航海当り

1.404尾で 43年の 50-60%.42年の 40a，らであった。文，月別にみると. 1隻当りでは各

月共.. 43年.42年を下廻って色、T.本県沖への魚群来淘:少をかったととがうかがわれた。

ロ漁場調査

例年同様，北上期，南下期共，権現沖水深100-200m前後の大陸棚沿岸部で操業がみられた

が，夏イカは昨年同様，盛漁期の遅れが目立ち，との原因は佐渡近海の海況にあヲたものと考えられ

た。又，昨年のように漁況が長続きし宏かったととは.*遊魚群密度が小さかったものと考えられる。

一方. 9月以降の漁場水温も例年と変った現象がみられ左いのに，好漁場が形成されをかうたのは，

漁場環境よりも来遊資源、量が少をかったととと，季節風による時化の影響によるものと考えられる。

ハ標識放流

6月 656尾. 8月. 1ρ00尾の標識放流を行なったが， 6月は再捕 5尾で再捕率0.8%. 8月は

9尾の再捕率 0.9%で例年より再捕率が非常に悪かった。又. 6月に放流したものは津軽海峡に移動

する傾向が強いというととと. 8月U亡放流したイカは通商日本海側の松前~奥尻沿岸K移動する傾向

が強いというととが再確認された。

ニ魚体調査

本年の魚体は分布巾及びモード，平均外套長共IfLOI芹より 1-2cm小型であった。生殖線は卵巣重

量及び精巣重量共，とと 3ヶ年では本年が最も大型であった。又，交接イカも 7月と11月が特に多<.

とと 3ヶ年のうち本年が最も多かった。性比は例年同様1対1で. 7月の維の成熟イカが特K多かっ

1to 

ホ 本年の日本海K辛子ける夏イカ漁獲量は 4.065トシで1隻当り O.7トンと君主 bとと 5ヶ年間では40年

K次〈・不潟、と在った。又，秋イカ漁も 439トンで昭和40年以降最も悪<.1隻当り 0.3トンであった。

N 今後の課題および問題点

本県沖K来遊するイカは，春期Kは敷網，定置網K乗網する体長3-7cmの幼イヵと釣の対象と念る

- 3一



12-13cn以上のイカがみうけられるが，敷網，定置網による幼イカの来遊持期及び量等を明確に把

握する ζ とは非常にむずかし(，あ〈まで推定の域を脱け切れ念いが，とれが判明されると漁況予報K

大いに役立つものと考えられるので，今後幼イカの生活パターンの究明が急務と考えられる。又，標識

放流にしても本県沿岸域からの凪遊移動状況がかを b把握されてきたが，秋イカの標識放流!d多〈行制つ

れて会らず，南下移動持期と，移動経路が具体的にまだ解明されていをいので，今後との持期に制ナる

数多〈の標識放流が必要と考えられる。とれと同持Uてとの回遊移動の要因は水温によるものか，餌料に

よるものか，イカ自身の成熟度によるものか，具体的に明らかにする必要があろうが，今年の調査から

では解明され左かった。又，海況とのd組闘係におWても，初漁期持 5-6月は暖流勢力の強弱， 7月以降は

沖合冷水の接岸度が漁況の豊凶K影響を与えるととがうかがわれるが，偶々一致しをい場合もある。特

K初漁期にとの傾向が強いが，ととで問題と在るのは南方漁場の俗況が非常K悪(，本県沖K来遊する

魚群がさえぎられていたら，いぐら本県沖の海況がよ〈ても漁況は好転するはずが左いので，今後の予

報資料としては本県沖の海況の把鐘は勿論g日本海全体の海況を把録するととが重要と考えら:nる。

44年 月別操業日数並びに漁獲高(試験船)

月 月リ 6 7 8 計

操業日数 2 21 10167ラ!1l11 O 1 3 

漁獲尾数|
尾

1，4叩| 仏 160I 1，100 6， 43，ラ31

1 日 当 り| 5ラ4 i 7'2fJ ! 日 18I 1，216 881 I 。 1， -40 

43年

月 別 5 6 7 8 9 10 11 計

ト一一一一一一一

操業日 数 5 2 9 。 7 3 2 28 

i 漁獲尾数 ~'2fJ 1 1，5∞|  42，715 
。12，8∞ 3，900 1，450 74，566 

I 1 日 当 2，440 i 7ラO 4，746 。 1，829 I 1，300 1 725 i 2，663 

4 2年

7 8 9 

日数 11 3 

巨 尾数 65， 672: 33， 2)0 10，330 1，000 川[ う， 67司副77
i 1 日 当 .b I う， 473 3，026 : 3，443 1，∞o ! 703 2，835 3，514 

一一 4 一一
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4 4年日本海スルメイカ漁場調査表

月日 6.10 I 6.12 I 7.21 17.25-2618. 9-10 I 8.11-12 I 8. 12 8.19 

航海次数 1 I 2 I 3 I 4下 5 I 6 I 6 I 7 
一ー トー一一一一一卜一一

位 N ¥ 4; "08， I 400Zl' I 4(1"4:7， 1 41004， 141011.デ 40049'40052' I 410cv 

E 135P59' I 139046' I 139055' I 139058' I 139.052' I 138u48' 1 138050' 

権現 大戸瀬権現権現鯵ケ沢舶作崎
置 W/NI2 鰹作宵6.5' I wi~ 12' I WN官 18 I w/N63' IWNW5ぴ

ト一一一一一一一一

持闘 始 19.001 18.001 20.001 19.051 19.00 I 21.00 1 17.50 

同終 了 24.0C1 22∞ 23.45 1 a.45 1 0 犯 02:~~WI;~-;-~ 1 

水 深 931 170 1 130 1 455 1 140 1 140 

天 候 BCI RI BCI BCI CI BCI CI B 

気風向.風力 SW21 SE21SSW2 SE11 NW31wSW21sSE21wSWI 

気 温 lう.0 I 14. 0 I 22. 0 I 26. 0 1 18 1 18 I 23 I 19 

波 浪 1 I 2 I 1 I 0 I 2 I 2 I 1 I 1 

象ワネリ 2 I 1 I 0 I 0 I 1 I 1 I 1 

流向速 E-NE I ENE I NNE 

o m I 13. 6 I 15. 1 I 22. 2 I 23824.4 I 226 I 226 I 24.4 

水 10m I 13. 3 I 14. 3 21. 80 I 23∞ 23. 00 I 22. 0 I 22. 4 I 24. 3 i 

20m 1 13.4 I 13. 7 21. 01 1 20. 30 お 90I 14.9 

30m I 13. 2 I 13.4 I2O.32 I 19.7'0 I 21. 10 I 9. 0 I 9. 

50m 仏 i|126l1712I 1820 払 90I 4.9 I 6 

75m 1 11.51 11.11 14.3114ωI 11. 60 I 2. 7 I 4. 

温 100 m I 9.812. 50 12.201O. 10 I 1. 9 I 2 

td1  5 0 m I 8.51O.8o  I I 1 1. 6 ! i1・ I

200ml'l  7・60I 1. 11 1.2 

漁獲尾数 1， 100 1 7! 180 I 1，260! 360ii，叫 3，仰 160 I 

魚 獲高 11箱 o I 3 j 6l t J-jl 
1 I 7 ム「訂刊111

平均体長例 1 21凶 1 2126 2314マjー一一一一 「

平均体重 (Fl| 217.5 187沼( l m6!  
-6-



8.19-20 8.21-22 8.22 8.29 -30 8改} 9. 5-6 9. 9-10 9.10 9.13-14 

8 9 9 10 11 12 13 14 1う

41015' 41012' 41015' 41015' 41015. 5' 41015' 41015' 41014.5' 41019' 

139ρ54' 139056' 139056' 139056' 139054' 139"'56.5' 13905ラ' 139057.5' 14ぴ02'

権 現 権 現 権 現
" 
権 現 権 現 権 現 権 現 権 現

同VW18' WN-WI5' 前/布16' NW/wI8' 町 /wI6' N写/wI7' 師VW15' 同/伯15' 

24.40 18.20 18.ラO 18.50 18. 10 19.00 17.40 18.00 18.20 

03.00 03.00 包 00 02.00 22. 50 01. 00 02.00 22. 00 01. 30 
卜一一 ャ一一一一一一一一一一一一一一

125 130 I 124 12ラ 140 230 140 140 145 

一
C C B C Cぷ B R B 

SE2 WS羽T1 E5 WNW2 ENE3 WNWl Wl S 3 W3  

22 22 17.0 18 17 14 20.5 

3 2 2 2 

3 2 2 2 

NNE NN E NNE NNE NNE E 

24.2 24.2 24. 6 24.2 24.7 24.6 23.8 24.2 24.ラ

24.0 24.6 23. 4 24.3 22.3 23.9 23.6 23. 6 

22.2 21. 8 20. 8 24.3 21. 4 23.5 23.3 

23.~ 20.6 18.4 18.8 20.4 19.6 21. 4 22.4 

15.4 i 16. 7 16. 2 17.4 2). 1 16.8 18. 6 

8. 9 12. 5 14.4 1う.2 1う.6 13.9 13. 1 1).4 

10.4 11. 4 12.6 11. 5 9.5 9.2 11. 0 

一一卜一一一一一一一一一i

6，930 2， 860 1，320 385 2，4釦[ 3，旬O 540 84U 

126 ! 24 I 98 44 51 9 14 

28う 44 28 85 14 ! 4う 41 15 13 

21. 64 I 21. 86 22.41 23.13l 21. 89 21. 82 I 

2∞31 213，06 I 2お.54 I 2低 26 間 76 200.82 

- 7ー



月 日

航梅次数

位 l N 
E 

持 II調 始

同[終 了

水 E事

!天 候

気 i風向・風力

気 温

波 浪

象 ウ ネ リ

流向速

水干m
20m 

30m 

19.1ι.15 

13::::;13:;:4727;ーlU121;:;:i
yhif116113たJffT
川町oI おむ Iz2∞円rlぅ円:l

cト~-一一
九+NNW，:I-~~i-:.: I~I:: ~:.n-J72i 

2251;:luu-::; 

コ:づH--~:;
391ご

9.16 9.17-Hl 9.H.l 

16 17 18 18 18 19 

O. 10 

122 120 

C BC BC B 

3 3 3 

3 2 2 

E SE 

23.6 23.8 21. 2 21. 0 

23.4 23.6 21. 15 

23.2 23.2 21. 07 19.85 

50 m 
18. 8 22.0 9.00 9. 26 
16. 2 6. 24 17. 4 4. 01 

12.8 

2.48 8.ラ 1. 90 

0.87 

715 2，ωo 275 。
13 5 38 

1人 1崎間当毘) I
l
l
i
-
-
斗

l

M
明 l

i
j
寸

斗

お

白

川

明

明

μ

日q，ゐ

28 I 

斗
21. 97 ! 

7 205.24 
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11.13 10.23 10.2Q 10.15 10.14-15 10.8 10.30-31 
ートー←ー + 

28 zl 26 25 24 23 22 

41008' 41008' 41004 41006' 40052' 41008' 410部'

140勺l' I 140000' 

権現l権現!権現I{権現
w7.5' 1 0/811' IW/N11' いv/NI3'

139058' 14ぴ03'1390595' 139059.ラ'139059.5' 

鯵ケ沢
師/市vl1' 

権現
W/NI2' 
現
w12' 
権

16.30 17. 30 16.50 16.30 16.40 14.40 
十」
01. 30 2<:.00 23.20 ⑦.30 2].00 

140 140 2∞ 160 145 
ト一一一一一一一」一一一一一一

B 
イー

C B C C C 

S 1 N4 E4 S E 2 

ートーーー←一一一←一一 一

9.0 17.0 

一一一一一一一一一」一一一一一一ー~，-+一一…一

2 

1う.015.0 

2 

W2 

U-一
u
」
U

ESE3 

17.0 

2 

十 2 1 2 2 

一一一一一一一一一

イ11:::lード1:fUi--
;Fi7 

一←寸一一一一一一一←ート一 一一 ー

17. 0 19.3 19.2 19. 2 20.4 

19.8 18.8 !9.3 

12 

。

19. 1 

11. 9 

トづL1 
7一三訂正十一

350 

18.2 1う.6

165 

3 1 
1 

う50I 

10 

18. 1 

14.0 

17.6 

13.5 

40 

3 

223.48 j 1 

21. 51 21. 8 21. 3 
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昭和 44年度日本海スルメイカ標識放流再捕結果

百212 注lEE 
ω|権現I656 I 6月20日
W/N 12浬 I 福島沖 18 
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日本海スルメイカ外套長組成吋
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交接率

月 方リ 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11月 計 夏イカ 秋イカ

調査尾数 4 2 8 8 8 7 I 7 2 I 4 I 1ぅ6 I 9 705 530 1 7 5 

471221 ラ 13 1 交接尾数 。 2 0 3 6 1 0 4 2 7 

交接率 。 1. II 2 3.0 I 20.9 3 3・3I 1 4・II 2 6. 3 11 8. 6 I 9.6 I 1ぅ.4

性比

月 月Ij 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 計 夏イカ 秋イカ

♀ 4 2 8 8 87 172 1 4 I 1ぅ6 1 9 705 530 I 7 5 
一一一一一トー一一

8 5 8 6 2 6 3 178 I 5 9 1 44 3 1 6 9ラ 520 I 7 5 

%十8 4 2 ラ81 4 9 3 8 5 0 5 0 

成熟個体出現状況

月 男リ 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 計 l夏イカ 秋イカ
卜一一一一一一一

調査尾数 I 0 0 1う G I 5 0 350 300 3 00 5 0 1，400 1，050 3ラO

トー

♀ 4 2 88 8 7 172 1 4 I 1 5 6 I 9 705 530 175 

3 5 8 62 6 3 I 7 8 I 5 9 144 3 1 695 520 175 

一 一十一 ーー一一一一一一

成熟率 。 。I 4.0 I 2.3 lラ.7I 8.3 I 2 8ρ10  
♀ 。 2.6 

8 。 7 1 9. I 
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太平洋スルメイカ漁場調査

I 調査目的

本県太平洋側に来遊するスルメイカの凪追生態，環境，釆遊資源量を調査究明して漁侮況予報K役

立て，当業者の経営安定K資する。

H 調査内容

(11 調査期同

昭和 44年6月20日~同年12月4日

(21 調査員及び調査船

イ調査員 技師赤羽光秋

H 田村真通

口 調査船

黒崎

(4) 調査項目
第1歯調査海域

イ 海上1'0 ，>ける調査

十一一一一一一一」一寸 40

漁場観測〈一般海気象，各層水温)・誤験操業・スルメイカの外套長

測定・標識放流...・H ・..……実施状況は下表のとかり。

よ寸 航海数
実調査|調 査| パンチシグ 標識放流 j備 考|
日数回知|回数尾数 回数尾数(調査期同)

瑞鴎丸 19 23 31→ l 7 687 。 。
1422 6日

東奥丸 35 37 40 10 594 5 1，098 

計 54 I 60i 71 17 i 1281 I 5 I 1，098 168 

-14-



ロ 陸上lfLi>~ける調査

多項目魚体測定・毎日の漁況及び漁場形成位置

多項目魚体測定の実施状況は下表のとなb

月

E調査結呆

一 八戸港にかける本年の年間水揚量(近海イカ)は.36，旬。
航トンで，過去 5ヶ年平均の 72，6 % lfLとどまり，不漁であ

雪った。

不漁年と在っている。

次Uて本年の得、況の特徴的をととを述べると，

イ 夏イカ漁期が例年より薄れ 7月に入ってから本格化

了 証 人した。

i ロ 6-12月の聞各月とも昨年及ひ守平年工り低調だった
沙2'図 3 水湯量経年変動 l実線 γ水揚量 が，特に 6， 7， 10月は全〈低調で， 9月K小さを漁

点線:1航海平均水揚量
獲の山が出るのが通例であるが，本年9月は逆に谷の部分を形成した。

漁場形成位置は，当初(7月上旬)泊，白糠寄りから開始され，その後少しづっ南下し， 8月は鮫

角 NE方向が中心と宏った。その後漁場は散らばり宏がら北上し9月下旬-10月上旬の出41"N以

北に中心が見られるように宏九 11月Kは再び鮫角NE海区が中心と在った。漁場位置は とのよ

うに南北に移動した。〈貨当3図)

(第3図) 時期別漁場形成位置

fo差点以 介記抑 止江dlFl

bfui弘羽与:!ヤPMJj神
/ r ¥.f'-J代記 7ん :' r IJ'-' 10..:. 8/ .1 i I J'.ノ I!i...
ノ ー 同室 fLシノ i 可臥~y-ちノ/_.-J ~ ¥lT 
(組作崎 ¥プvrd上{組作崎 ム¥_'V: ~<..艦作崎 で句
、幅四司 )噌問 、 1 勧""号、 '、 V-'ト町 、-

¥ -- 鮫角¥ " ¥ 即円。'¥.'， ~ 阪五
17耳上旬-8}jよ旬、 I E司中旬~ラ月よ旬、 ー I 9耳中旬 _" 
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次VC，小泊港，大畑港，

ると，

八戸港の目別水湯量変動力、ら，夫々の侮域vci，~ける漁況の共通点、を要約す

イ 大畑と八戸Kなける全般的念類以

ロ 各侮域の最初の2つの漁況の山(夏イカ Jの期以。

(2) 試験船の調査結果

試験船の漁場観測結果から，水温ととの侮域VC i，~ける i漁況との関係、を次のように分析した。

企 t

(+)8 

4 

(-j4 

7 8 

第 lのベターン|
成層前期

第 2
成層期

9 10 

第 3
成層後期

dt=To-TうO 一第4図

単位漁獲 t航 八戸前沖漁
4帰
車 場における

り 水温差
2漁 (dt)とヌ
警 /レメイカ漁
里 況の模式図

又，漁場になける風向と漁況との関係の分析を試みた結果， 7月と 9月は南風系の自に好漁をし，

1 1月はとの逆をとるととが傾向的Kみとめられた。 6，8， 1 0)3は資料不足のため，明らカに出来

念かった。漁況との関連について漁場水深及び天候との対比を試みたが，試験船の調査資料の不足の

ためか，顕著念変動の関連はみとめられ左かった。

標識放流によるスルメイカ群の移動調査は， 8月VC3回，計 600尾. 1 1月VC2回，計498尾

合計 1，098尾を放流した。放疏場所は鮫角NE梅区附近で， 10-60B後に何れも鮭崎附近で，

合計3尾が再摘された。

(31 多項目魚体側是結果

沿岸重要資源動態調査に記載。

(41 夏イカの凪遊

今年本県太平洋側に来遊したスルメイカの主群は，下記のととから判断して，

系群であったと推定される。

ほどんとが針馬畷疏

夏イカの場合

イ) 日本海，津軽海峡，太平洋それぞれの海域にむける漁況経過が類似している。

ロ)標識イカの詞捕結果(帰6図〉

ハ)漁場形成位置の移動状況(溺3図)

(第 5図)

ニ)との期聞にむける東北海区の梅況(漁梅況調査の項参照)VC i，~いて，親潮接岸分校が 4 0'に 40.5。

Nの三陸治岸K顕著念接岸を示し，黒潮系水の本県沿岸への北上接岸を阻んだとと。(弟7図)

第 5図海域別スルメイカ水揚模式図
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第6図 4 4年度標識放流再捕結果(スルメイカ)
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W 今後の課題と問題点

イ 標識放流の方法について

従来鉄込式標識を用いてきたカう とれは放流し易いけれども発見されKぐいと云う欠点があれ調

査担効果をあげるために相当量のスルメイカを放流するとと VC~ V不利である。(S27-42年の

平均再捕率1.3%………放流21.815尾，再摘279尾}

他県の例では，異った標識を使用して，詞;捕率をあげている。(岩手県:迷子札標識使{用Kより 4-

10%の再捕率}したが哩て標識放流の効果を高度化するため，効果的ま標識の利用と新たな崩発が

必要である。

ロ スルメイカの回遊と海l5lVCついて

主に資料分析により解決出来ると思うが，太平洋スルメイカの夏漁期を形成する群の回遊経路を知

るととは，予報に非常K役立つので，その究明が必要である。本年度の場合，日本海北上群がその主

群となったと推定したが， ζれを事前に知る手掛りとしては海況の特K水塊配置が亘要な要因となる

であろうから，との点は今後の謀長自となる。

次K本年の漁場水温及び風向と漁況との対比を試み，ある時期VCiiいて明らカな関連を見出したが，

とれらの点、も今後の調査Kよb検証して，漁況の短期予報K結びつけるととが可能である。

多項目魚体測定結果の中からは次のようなととが考察された。八戸近海K出現して漁獲の主対象と

をる群が単一的左もので長〈滞泳しているものであれば，生物的測定に持同的増加傾向がみとめられ

る筈であるが，今回の調査結果Kはそのよう宏傾向はみとめられ左いが，或いはある期間非常K急テ

ンポで増加した。したがって，スルメイカの来遊のしかえとしては，単一群として来遊するのでは念

( .常に新しい群の補給があるであろうと考えられる。

平均外套長の変動と性比との聞に，ある期間VCi.~いて相関がみとめられた。とのととは，スルメイカ

の生態(群行動性〉のある面を反映しているのでは左いかと考えられるが，とれらKついては，今後

の研究課題としたい。
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s. 44年度太平洋スルメイカ撫場開査表
瑞鴎丸

4 4年月 日 6月22日 6月22日

航海次数 " 

位 N 40-38 40-45 

E 141ーう7 141-55 

置 鮫角' E/IWl' .l¥E/E2ぴ
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I 44年月 日 7見al日 7月20日 7月20日 7月2la 7 月~日 7月22日 7月24日 7月25日
ト一一一 一 一一一一卜一一一一一一一一

航海次数 12 13 14 15 16 

ト一一一一一 ト一一 一 ト

位 N 

E 
一一一

， 
l¥N E 17' l'i/E 23' l'i 23' l'iE 18' El¥E 2ぴ 阻/E19' l'iE/E2ぴ 日 /EIVI
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140 120 
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浪
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水 10m 16.6 16. 1 18.9 
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1288一1川」-12424 E 

14.2 

7 5 m 1381 13.7 が 21 11. 
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7戸27日 7月27日 7月28日 7月31白 月白 8月68 8月9日

8H1)1!二ドL4-1J97  
17 18 19 2 

トーー トー←一一一一一一 。
404ぴ 40043' 40042' I 4005σ 
。

と 142∞' 141055' 141045' 141。おザ
11-

加すN21' NN E 19' NE 19' EN E 20' NE/N 18' 
よ

18-30 23-40 18-∞ 18-30 21-30 り 17-45 15-45 15-10 17-40 
東

20-30 28日 22-00 iチー 30 23-00 奥 23-10 ケ竺士一η，.-.40 
ト一一一一 丸

170 120 145 - 137 
95- 140 140 I 105 i 75 

160 100 調

B c c c F 
査

c B s C s c 

E 1 E 1 SW2 N E 1 NEl SE2 E 1 S E2 S 2 

210 19。 21" 180 180 21. 6 25.0 21. 0 

「一←

l 2 2 

S 0.5 
SEI S/E十一一W2NW ラ
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白本 ii#マスはえなわ漁業訊験

I 調査目的

日本海で生育するマス類の資源動向を明らかKし，資源を有効K不IJ用するための漁業管理念らひ:/(C， 

昌際的走資源評価にがいて，重要在役割を果す基礎資料を収集するとともに，本漁業の経営安定に資す

ゐ。

H 調査内容

E 

(1) 調査期尚 昭和 44年3月 15日-6月19日

(21 調査員むよび調査船

調査員 漁業謀長浅加信雄

技師中回凱久

調査船 東奥丸(3 8.3 5トン 1 20馬力)

(31 調査海域 日本海北部侮域

(41 調査項白

(1) 漁獲試験

(21 多項目魚体測定

調 査 結 呆

(1) 漁獲試験

日本海に生育するカラフトマスのうち，カラフト系群は註上滞がく期である 3-4月頃は大和堆から入場

崎にかけての冷水桜花分布していると位、定さオ1ているためとれらの分布，移動，匝避についての知見

を得るため，局 1図漁獲試験操業位置図Kょb調査は東経 137度以東海域に集中してかと念った。

本年は西歴奇数年の豊漁年にあたるため，釆遊資源量は多ぐ分布範囲も広かったが，中心i漁場は 4月か

ら5月上旬頃まで 50M層水温 6-70C即ち冷水域の外縁がはえ念わ漁場として良好であ司た。ぎた，

との期闘は魚群の移動も顕著で念〈幣泳期闘が長いようであ唖1tc 5月上旬以降は魚体も大き〈宏

九大和推方面から 50m層5"Cの等届線K沿 q て束行し，東経13 8度付近の冷水域縁辺を北上

しているととが漁獲試験の結果から推定された。

を$>， との魚群の北上移動期にかいては，移動速度が早まるとともに，遊泳層が浅〈をるためか水

温は 50 m層 2-3"C. 20m層 6-7"Cの水海が好漁場であった。

漁獲試験は3月29日から 6月2日まで 19回実施し，使用漁具数 2，456鉢で，漁獲量はカラフ

トマス 6，4 8 8尾，サクラマス 397尾. 1鉢当漁獲尾数 2.8尾でカラフトマスは1鉢当j)2. 6 4 

尾，サクラマスは1鉢当T0.1 6尾であった。念会期間中カラフトマス 184尾，サクラマス 17尾
計 201尾を標識放流した。
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(21 多項目魚体制定(カラフトマス)

狽1[ 工己 月 日 平均体長 平均一体重 l壁一旦」
4 4年3月29日 361耶n 5 3 1 ~ I 1 8・12 

4 • 1 365 5 84 1 3・17 

4 • 2 354 5 2 2 2 2 8 

4 • 1 2 3 6 1 う27 1 7 : 1 3 

4. 1 6 371 5 7 1 1 3 1 7 

4. 1 8 3 6ラ 556 1 8・12 

4 • 2 4 381 654 1 3・17 

4 • 25 37 8 6 3 3 1 7・13 

4 • 26 404 707 1 7・13 

4 • 2 7 376 59 8 1 3・I7 

5 • 1 2 369 613 1 3・17 

5. 1 3 383 66 8 1 9 : I I 

5 • 1 4 390 7 1 9 1 7・I3 

5 • 1 5 3 8 9 6 76 I 1 : I 9 

5 • 1 6 3 9 0 722 1 5・I5 

5. 2 7 4 I 7 983 I 8: I 2 

5 • 2 8 42 9 1，07 4 I 3・I7 

6 • 1 442 1，2 1 0 1 1 : I 9 

6. 2 434 1， 2 1 1 1 9・11 

(サクラマス)

測 定 月 雌雄比

4 4年 3月29臼 3 8 57m11 I 7 2 7 '1 5: I 

4 • 1 36 9 646 1 4: I 0 

4 • 2 3 8 4 7 3 1 2・11 

4 • 1 2 397 780 1 5 : 1 5 

4 . 1 6 412 8 9 8 1 8 : 1 2 

4 . 1 8 404 846 1 8 : 1 2 

4 • 2 4 4 04 812 5・ ラ

4 • 2 5 417 895 1 4 7 

4 • 2 6 4 3 1 1，0 5 9 1 4・ 6 

4. 27 4 2 8 1，07 6 2 1 9 

5 • 12 525 2，3 0 1 1 0 : 6 

5 • 1 3 488 1，8 70 1 1 9 

5 • 1 4 。 。
5 . 1 5 484 1，6 5 9 1 5・ 日

5 . 1 6 。 。
5 • 2 7 4う 1 1，2 8 7 4 : 3 

5. 28 。 。
6 • 1 。 。
6 • 2 。 。
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W 今後の課題および問題点

日本海マスは，豊漁年，不漁年が繰b返えされているが，豊漁年は流し網，はえ左わとも漁獲が良(， 

特K換期当初は，はえi1わによる漁獲差は年々大き〈念ってきている。

一般K不漁年のマスは，胃内容物が多(，魚体も大きし量耀率が悪いといわれているが，不漁年に

むける経営面からみた漁具漁法のあ b方について究明する必要があろう。

ゐ1図漁獲試験操業位置

l針。 lYlO l宮沢。 1390 

⑩ 
4 Ij ~O M 50C等温線

Q~ 

5 11うOM引 C等温線

③ 
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昭和44年日本海マス調査結果

操業回数I 1 I 2 I 3 

業位置INI 40-40 I 40-53 
JlJ:ごI4:lj:
39~-~~ム~~r-;-二 ~~-r-;努ー 21

天 B C F C 候

一斗一一一一一一一一ト一一一一

BC B B 

風 i自J.風力1 E/N 4 1 E 41N 41WSW 31NN羽T 3 I S E 3 I S 2 

気 1，02ラ 1，025 1，023 1， 022 I ~~;-rし 0221，025 ffi7め

気温℃ 4.6 う.3 6.2 

う.水色，透明度I7. 12M17. 7.5MI6. 9.0MI6. 

ぷ
U

0
0
 

OM 6. 6 I 7. 4 I 8. 2 

水

2 0 う951 4兜 1

4引 3821温 50

。'01 100 

9.0 6. 0 う.0I 6.5 

一
11M 弘 llMI

8.8 I 8. 8 I 7.5 

8 I 8.8 I 6.52 

-

7 I 8.8 I 2.80 

2 I 7. 90 I 1. 60 

12 I 3.50 I 1.10 

;羽T E 

8. 58 

8R 
1 

7.61 

8. 

8. 

8. 

2 00 1. 42 1 1. 40 I 4.∞ 4. 4.田

投縄方向 swl NWI s SE 

使用鉢数 80 1∞ 100 

330 ス

ス
h

マ

フ

ラ

ラ

ク

カ

サ

漁
獲
尾
数

83 I 

I10 I 10 

兜

12 29 

NE/EI.デ 1ENE 0.6' 1 E/N 1. 6' 流向.流速

NE 

I∞ 100 120 I 120 

95 3∞ 

18 30 30 

l
 
ro 
色、
J 354 361 371 381 カラフトマス

平均体長伽
丁叫「
wl

522 

17 : 13 13 : 17 I 

カラフト 211 
サクラ 1 i 

-1 

7

一
6
↑

‘E
‘
一
宮
a
a
-

-
-
一
曹
ト
'
-

3

一
フ
一

l

一
ラ
一

一
カ
一

q
L
 
I
 
--
0
0
 
1
 

カラフ ~7ス
平均体重 F

531 

カラフトマス ! 18:12! 13:17l 22:8 雌雄比率 lU • 14  .._. • & I 

震識放襲i孝三マゼizzつl;123つli
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操業凪数 8 9 1 0 1 1 1 2 13 1 4 

年月 日 4 4 4. 2 5 4.26 4.27 う.1 2 う.1 3 う.14 う.15 

操業位置 N 39-38 39-29 39-36 39-53 39-54 39-49 39-55 

E 138 - 20 138-31 口8-42 137-18 138-02 137-52 137 - 57 

天 f疾 R B B B B BC B 

風向・風力 N 3 I N 31 N E IIW 41 NNW  NE 3 I E N E 2 

気 庄町 1，017 1，018 1，013 1，位I 1， 015 

気 温℃ 7.0 7.0 8.0 6.0 10.0 9.0 8. 0 

水色・透明度 う. 11M 5 13M う. 13乱f う. 11乱f

OM  7.2 9.4 9. 6 10. 1 10. 2 11. 0 10.6 

水 20 5. 7 9. 1 9. 75 10.0 9.95 10.45 10.31 

5 0 2.8 7.5 7.0 6. 20 7.42 6.a 

温 1 00 2.2 う.7 4.60 3. 49 

。C

200 1.3 1.9 1，1 1. 64 

投縄方向 SSE SE S ESE E SW  SW/W 

130 1701 160 120 ! 
1引

漁 カラフトマス 168 

獲

258 i 514 lα| 400 I 

尾
21 16 I 数 サクラマス 20 20 : 10 20 

流向・流速

カラフトエス棚
平均体

378 404 376 ! 3691 383 ! 390 ! 389 

カラフトマス 707 598 I “8i 平均体重 F
613 

雌雄比率
17・13 17 : 13 13・171 13: 17 19・11 17 . 13 11 . 19 

!ヵラフト 32 |ヵラフト 46

一一，ー一一ー」一一一一ーーーーーー__J
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1 5 1 6 1 7 1 8 1 9 % コ 計

44. 
う.1 6 う.27 う.28 6. 6. 2 

ート一一一一一一一一

40-15 40一日 40-54 41-36.5 41-27.5 

138ーの 138 - 14 138-22 138-16.5 137 - 40 

ト 刊一一←

C C C C C 

SE 2 NNW 3 NNE 2 ENE 3 E 3 

→ート一一一一一←一一一一

1，016 1，010 1，007 i，OI1 1， 019 

10.0 

う 12M ラ， う

8.8 7.6 7.8 7. 7 7.6 

う.1 7. 6 う.42 7.30 6.90 

ー-一一一…

2.4 1.6 1.6 2. 12 2.印

1.48 0.9 0.8 1. 25 1. 28 

0.82 O. 7 o.ラ 0.61 

NW S SE SSW NE/E ssw 

120 168 200 150 I 140 2，456 

日0 610 1，田81 350 209 6，488 

ー←一一一一

10 7 。 。 397 

ml 417 

983 1，0741 1， 210 ! 1111 

一ーとif斗 !一瓦五五r184 
|サクラ 17 ! 
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日本海底棲生物調査

I調査目的

本県日本海沖合κ会ける底びき網漁業の対象と~る魚種Kついて，分布，回遊，成長産卵持期等の

生態学的究明を行うと共VL，漁場環境調査を実施して，同漁業のより合理的発展に資する。

E 調査内容

(1) 調査期出

昭和 44年 12月18日-45年 4月3日

(21 調査員及び調査船

イ調査員 技師赤羽光秋

か田村真趨

口調査船

船 名 総トン数 馬力数 乗組員数

東奥丸 38.35トン D120PS 10名

備 考|
S 45.1.10 - 2.26 
主として，鯵ケ沢沖

瑞鴎丸紛81 H imlゆ 10 f/ S 44.12.18 -S 45.4.3 
主として深浦沖

(3) 調査侮域

日本海本県

沖合大陸棚

(41 調査項目

A 海上V(iiサナる調査

付) 底びき網による漁獲試験

(ロ) 漁場観測...・H ・.......一般海気象及び定点海洋観測

ト) ヒラメの回避周査

B 陸上V(iiすTる調査

左図VL i>~~て斜線で描いた海域

(イ) タラ，ヒラメ， アプラツノヂメの多項目魚体測定・H ・H ・..体長，体重，性別，生雇腺重量及び腺

長・卵径・肝臓重量・胃内容物・その

他

日調査結呆

A 海上v(i，~ける調査

4 4年度Kなける鯵ケ沢地区底びき網漁船による漁獲量は 1，072.1トンで，とれは43年度の

50 3，1トシの約2倍Uても在ってb九 33年度以降にがいて最高を示した。

ζれはアプラツノサ・メのl漁獲が多か唖たととによる。試験船の漁獲量は当業1曳網当り漁獲量K

比較してやや少い程度であった。
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44年度陀討する試験船の淀獲状況は，東奥丸の場合総漁獲量3.19 6 ~で，操業回数が 4 3年よ

り多かったにもかかわらず， 43年(8，2 34. 6 ~)の 3 8.8 %!tC留った。しかし瑞鴎丸は東奥丸とは

逆に操業回数は43 年よりやや少~かったにもかかわらず， 4 3年度(5.6 99 Kii' )の約1.5倍で

ある 8，71 4 ~を漁獲した。とれは両年の漁場及び漁獲内容の相異がもたらした結果である。ヒラメ

標識放抗は2月20日， 2 5日の両日，計， 9 8尾Kついて実施した。昭和45年 5月3日現在の再

捕は1尾だけであったゑらとの1尾について移動速度をみると約1.500m/dayである。又， 底び

き網漁場の海洋観測結果によると，本年は昭和43年K比較して水温が全般的K低めに推移した@

底びき網漁場にかける水温の垂直構造は0-15 0 m層闘ではあまり変化してい念かった。塩素量

分布及びプランクトンの分布から見て，との水域は沿岸性の強い対馬暖流域内であり，持期的Kは対

流の盛ん~尉期であった。 200m 層の水温が急、に下がっているととは，暖流の厚さの限界を示すも

のと，恩tつれる。

ヒラメ，タラ，アプラツノサ・メ3魚種の操業位置がよび漁獲は，第I表a， b，弟日凶 a， b，. 

cのとがりである⑧

1 ヒラメ

ヒラメは，調査期間中(昭和44年 12月-45年3月)を通して，他2種に比較し.持期的変

動はみられをかった。深浦沖200m等深線内で，よい漁場が形成された。

2 タラ

タラ場と呼ばれる大戸瀬沖から鯵ケ沢沖Uてかけての200m等深線K沿った海域で多〈漁獲され

た。漁期は， 1月-2月初旬であった。

3 アプラツノサメ

1 2月-1月深浦沖200m等深線でか左りの漁獲を得た。 1網!tC3. 0 0 0 Kg-， 9 0 0 Kg-とまと

まって入網する所から濃密宏群を作っているととが覗われる。

当業船のとと数年閣の水場漁獲量の変動(第目図)を見るとアプラツノザメの漁獲を除いた他の魚

種は，たいたい均一念i漁獲をあげてなり，今後共との漁獲は保たれるものと思われる。漁場価値とし

ては高いと云えよう。

B 陪上!tCÌ>~ける調査

魚体調査の結果を項目別にみると

(1) 体長と体重の関係

a マダフ
'手 w= 4. 9 8 2 X 1 0 -7 L 2・4474 (K9 mu/単位〉
o W 4.948)(1 0-8L2.8029 (K9 腕単位)

b アプラツノザメ

w= 5.3 7 X 1 0-11 L玖.7357 (匂脚単位)
c ヒラメ
♀ 羽た=0.2 1 2 9 L 2.96会 (!1 71lJI1単位)

o w 0.2 2 3 7 L2. 878 (r; mu/単位)

以上体長と体重の関係式を得た。アプラツノザメについては雌雄を区別して測定していをいので，

雌雄混ったかたちで結果を出した。

(21 体長組成

a マダラ

今回の調査では体長45-95cmの範閤tてあり， 55-75閉までのものがもっとも多かった。

体重は 1-2Kii'の範凶 tてあり， 2_6K9のものが70%以上を占めていた。

b アプラツメノサメ

体長は40-1 OOcm，体重は1-7K9の範聞にあ丸 60-80cmのものが 90%，2-4 

K9のものが60%弱を占めでいた。
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体長，体重とも持出的K大き〈念る傾向は見ら:nるが，サンプルが少をいため充分な分がで

き左かった。

c ヒラメ

体長20-50ω』体重200-2.4 00 'I'の範囲にあれ体長25-40cmのものが 80%

強，体重では1.600 'I'未満の個体;O;90 %強を占めていた。

(3) 胃内容物

タラ，アプラツノザメ，ヒラメの3種は，高次の食性であり，何れも似かよ .，1t食牲を示したお

その内容はタコ，ソウハチガνィ，アプラメ，ニギス，イカ，ヒレグロ，カレイ類であった。魚種

別に摂餌個体の割合を見ると，

a タラ

5 1尾について調査したがその中 12尾(約24%)VL:は胃内に念んの捕食物も見られ念かっ

た。

b アプラツノザメ

2 0尾中の 80%の{固体の胃内には何らかの餌カ員られた。

c ヒラメ

計 34尾について調査したが， 1 8尾〈約50%)の胃内にはをんらかの餌が認められ九

(41 性比について

タラ
1月中には，オスの割合。方が多カ‘ったが， 2月に入って，メスの割合の方が多〈なっていた。

とのととはタラの移動生態と何かの関係があるのではないかと思われる。

アプラツノザメ
東奥丸の資料を丹いたが，ほιもどが維で匂モ。とれは漁場位置との関係があるものと思われる。
ヒラメ

雌雄比は同じであった。
(5) 卵径について

マダラ

放卵前の個体については，かを bのバラツキが見られたが，徐々に卵径は増している。

放卵後，卵巣内に残っていた卵から推察して，卵径は 1.271ml前後で，繋明日となり，放卵される

ものと思われる。

ヒラメ

まだ，産卵期K数ヶ月あるためか，一様K卵は小さ〈調査期聞になける一定の変化は認められ

念かった。

百今後の課題と問題点

本年度の調査は，特記魚種の生物調査を重点的に主?と設い， ζのほか凪遊調査及び環境調査を生?とだt

ゥ 1t。特定魚種としては，マダラ，ヒラメ，アプラツノザノを選んだが，本年はとれら魚種についての

生物的特徴を見出すととK目標をむいた。底接生物の資源状態を担握するためには，本年事?とをったよ

うを基礎調査及び研究が非常K重要であるととは，底棲魚族の生態キ生活史について，不明左点が多い

ととから明らかである。

したがって今後ひき続L 基礎的友生主閥査や環境調査を実施する必要がある。
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第 I表 a S. 44年度瑞鶴丸操業結果表

操業次数 1 2 3 4 5 6 7 
ト

操業月 日 44.1ζ/18 /21 /22 4う.1/10 1/12 /1う /19 
ト一一一一一一一一トー一一一 一一

操業位置

曳網回数 4 4 4 4 3 4 
ト~一一一一一一一一一一一

水 探 (M) 110-280 110~ 2∞ ~5i 130 ~300 100-130 l∞-2∞ 1∞-290 
底 質 lVl~S lVl SlVl SM lVl-SlVl SlVl RS-SM S孔f

NF でi1117EU  
潮流 i白] .速 N E 0.7 N E 1. 0 N E 1. 0 N N E 0.7 N E 0.7 

水 Olll 13.ト13.4 13.ド13.4 13.3 10.1 10.2 9.8 - 10.0 

温 100m

マダラ 60 20 20 

漁 アプラザメ 3， 900 40 120 

ヒ フ メ 23 15 7ラ 65 
一一一ー一一

獲 カレイ数 !o 6う 8 50 

アンコウ 20 6 1う 40 

量 タ コ 20 27 35 
トー←一一一一一

事司 ヤリイカ
一一一一

その他 うう 80 40 75 50 lラ

計 4，020 65 17ラ 120 

損リ
ヒラメ同

定 81 

尾
数

同

0.2瓦ず体

メ平均
一」一一一 l |寸重 範 関

向 l i平長1

I-考 操業位置備 11 " n 
" 11 

ふ 25 さ 27 才l 12 〈 22 I :tL 14 

〈 23 え 25 
ま 22 

13 〈 22 レ、才1

を 15 や 22 11 13 .$-. 
224 5 ゃ

22 ν、
ね 11 'i 22 ね 24 け レ、

3 7ー



操業次数 8 9 1 0 1 1 1 2 
ト一一一一一一一一 → 一一

操業月 日 45.1/20 /26 /28 /30 2/4 /81 /12 

操業位置

曳網凪数 2 6 3 4 3 云35114D~J1ω-130 水 深 (M) 280-300 100-220 I 100-130 120 - 300 

底 質 l SM SM  SM  S孔f SM SM  M 

E

一
N

一

速
一

m
一
n
u

f
 

-
一
雨
一流「

潮
一
水

温 I 100m 

マダラ

o. 7 1 N N E O. 5 I N N E O. 7 I N N E 1. 0 i N N E 0ぅfN-Ni-o.-7
10. 0 I 9. 6 -9. 8 I 9. 6 -9. 7 

30 

9. 6 8. 8 

7 
4 

50 

8. 8 

NE1.0-Lラ

8.9.-9.0 

漁!アプラサメ 5 

ヒラメ 130 85 40 30 

獲|カレイ類

アンコク

量|タコ

20 

24 

79 

え

ま

T
|
|
+
1
1
1
1
1
1
 

主
目

4
・

4

位業操
り

b
や

と

ふ

け

6

6

4

 

η

J

L

η

4

η
，L
 

15 I 32 

15 

nu 
l
 

25 

L
L

「
80 

11 

ねつ乙
内
J
ゐ 15 

lα) 

107 

'~1 -2271 

" 

q
J
 

q
J
L
 

まっ、J

戸、ノ

p
hノ

F
、ノ

F
「
J

つ
ム
勺
4

つ
L

q

4

つら

172 

ハUl
 

十

" 11 11 

131や 221 ( 

13 1 ( 21 Iゃ

141ふ 241ふ12 Iそ

そ 14 け

ふ

ふ
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1 5 1 6 1 7 1 8 1 9 2 0 2 1 2 2 

/18 /20 /2日 /26 /28 3/15 /19 /23 
一一一一

ト一一一一一一一一一一

弓 7 う 6 う 6 3 7 

95 ~ 125 90~ 1ラO lα)~ 120 110-150 110 --160 105 --1ラO 97 --140 100--120 

SM  SM  M M SM SM SM  S乱4

NEO.7--1.0 NEO.5-.0.7 N NNE N N E 0.5 N o. 7 N O. 7 

8.4 8.4 ~ 8.5 8. 9 8.0 7.8-7.9 7.2 7.6 

トー一一一

35 23 105 100 50 42 7 32 

II 65 42 4雪 9 60 22 90 

20 20 12 60 40 20 10 
ー一一“一→

7 14 25 lう

260 32 27 35 

121 69 10 48 9 134 24 33 

481 2印 183 278 1(沼 298 88 165 

8 

o.日-1.0ラ
ー一一一

f/ f/ f/ f/ " " " " 
や 23 や 23 j' 23 空 23 主テ 22 〈 22 〈 22 や 22 

け 24 ま 23 や 22 j' 23 ';I;~ 22 〈 22 や 22 〈 22 

」ι 25 て 26 や 22 Aュ 24 生子 22 おミ 22 ま 23 

..&-- 26 ふ 25 や 22 ..&-- 24 "1 23 お戸 22 23 

や 23 け 23 や 22 ま 23 や 22 幸子 22 ま 23 

や 23 ヒラメ標識 b 22 "1 23 〈 22 

〈 22 放流 80尾| ;f 23 

_i 
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操業次数

操業月日

操業位置

曳網凪数

水深 (M)

トー一一一一一一
底 質

潮流向.速

~~一三6

仁竺一二

J
斗
!
類イa

o m 

IUTーの
20 441--95 

26 I ')う44 

30 

IKi7J :その他

言十

測!
定|
主主 l 

長l
町ヒ範囲
iフ一一
iメ平均

重|閣

糊平
一一一一一一L一一
自街

(尾)

T

-
F

、ノー

60 

169 

30 I 20 

30 

14 

144 

44 

214 

(尾)

ro 
η
4
 

0
 

と
内
合
J
4
4
 

M
W
 

を

ふ

ゐ

主

主

主

け

1

十

斗
l

i

l

-

-

i

-

uー

2

2

6

2

「

η

4

q

，L

弓

4

η

ノ
-

ハU4A
 

ヌ

や

キ

お

置

mμ

位業操

〈

囲
」
削
寸考

〈

や

ふ

と

と

22 !や

2-3ζ 

2ラiや

26 

ト一一一一

25 I ( 22 

26 I ( 22 

23 I < 23 
23 I ( 23 

23 ( 22 

24 
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~I 表 b S . 44年度東奥丸操業結果重量

操業次数 1 2 4 5 
.j.-ー

操業月 日
S • 45 /12 /20 /23 
1/10 

← 十一

鯵 ヶ'IR " " " " 
操業位置 NW/N古N NW/N告N NNW NW/N NW/W ト

12. 5' 12' 12' 12' 12' 
一

曳網回数 3 3 6 3 4 

十一一一
水 設(M) 285 - 330 230_ 285 260-320 28ラ-310 290-310 

底質I M M M I lVl 

1 5 1N，R4 3SC E 引引(N L 潮流伯1・速 l W04/4~N 0.5 
N I NE I E， S E 

~05f七竺 -Ji
水 om I 10.3 10.2 I - 10.0 

m日 9. 4 

420 I 450 I 110 95 マダラ 9 

漁 アプラザメ
一一十一一

ヒラメ

獲カレイ類

アンコワ 10 

量タ コ Ilf 1ラ
(ヤリイヵ 30 
E専
)その他 12 I 1ラ

l計 l32[ 押 O

定測 ダラ伺 7 I 3 I 

7伺 (6)

プヲ 面1 11…1490-9301 
備考|… }l l… 

内数字は. i 40 K9 

i多項目測定 | 

|ι数を表わ | 
l す。
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操業次数 8 9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 

操業 月 日 1/30 2/4 /7  /12 /18 /20 /2ラ

鯵ケ 沢 " " " " " " 
操業位置 :NW/NtN NW/NをN 問有YN告N NW/N NW/NきN NW/N NNW 

10 - 12' 12' 12' 1 f-12' 12' 12' 7 - 12' 

曳網函数 5 4 4 4 う う 4 

水 深 (M) 55-28ラ 240_ 300 200~ 270 220-315 235~ 265 190-260 105 -240 

底 質 恥1，S M M M. SM  M M M 

潮流日J， 速 E， NE  NE NE N~NNE N~NNE S-SE W/~. SW 
0.4 -0.5 0.3-0.4 O. 3~0. 4 0.4-o. 5' 0.3-o. 4 0.2-0.4 0.3， 0.5 
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ト
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定 Iマダラ伺 36 lU 8 7 
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ぷ E表 詞験船の海域月Ij操業結果主主(弱 I 図参!\~)

東奥丸(s・45・1・1O~ 3・4) 

海区|水

A地区

札|曳
保|昨|凶

m 

8{)~ 1 I 0 1 

B 1240-320 

c 1 2 0 0-3 3 0 

D 1 1 9 0--3 1 5 

E 1290~310 

J三;

:1:::;( 
瑞鴎丸(s・44・12・18-S・45・4・3) 

海区|水
曳網 I._ ~~ ~， I 1曳網当り

深 I~_:: ::，" I漁獲量| 壮回数 1.... -_ -1漁獲量

m 

F海区 1100-200
回
2 

K~ 
9 1 

K9 

4う.5 !アプラツノザメ

G 9 0-2 2 0 2 8 1，5 1 3 う4.0I印ヤ川仇卜3日嗣
84.5 1ヒラメ，ヤリイ九 122円品i

i アプ判エメ，その他 γι ド叫

1 I 6.8 Iア汚ザペタラその他 j日間

|ラその他 川与のみy ;/. -"CVJ1凹川 /20

2 L 7戸hv1~-I:九み
十一一一

731!;  

H 90~200 

nu 
ハU

丹
、
J

~
 

nu 
n
t
 
l
 

v
'
A
 

J I 280~300 

kri 

う， 828 

1 
~I 

回十

1， 5 1 8 
i 

7 9 I 

1 
6 5 

E計
9， 0.9 4 
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l 寸曳網回数 (回)
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業事報予況海漁、

的

沿岸沖合漁業K関する漁況と漁況を調査研究し，その結果Uてもとづいて，とれを正確かつ迅速に予報

するととVてよ句，漁業資源の合理化豹用と操業の奴率化をはかり，もって漁業経営の安定K資する。

目査調I 

デミ
ζコ内査調

(1) 

E 

雄

治

昭

秋

久

通

2 0名乗組

10名 M

1 0名。

D400P.S 

D16uP-S 

D120P，S 

500m 300，400， 1 50~ 200， 1 00， 

臨崎

調査船

幸洋

瑞鴎

東奥

(3) 調査海域

日本‘侮，津軽侮況，大平洋の青森県沿岸，沿合

調査項目

A 侮況調査

げ) 各層側温

…-0， 10，20， 30，50，75， 

(ロ) 各層塩素量測定……・・向上

判卵，稚仔探集

{斗 プランクトン係集及び定量分析

体) 海気象観測

B 漁況調査

付) 地域別，魚種別，漁業別漁獲量調査

(ロ) 操業隻数調査

判漁場調査

ヒi その他の誌査…

D日

永

信

武

邦

光

凱

真

正

羽

田

村

尉

浅

富

十

赤

中

田

本

(21 

イ

調査期由

昭和44年 4月-45年3月

調査員及び調査船

調査員

漁業謀長

技師

1/ 

1/ 

1/ 

1/ 

人

121.22トン

4 O. 8 1トン

38.35トン

丸

丸

丸

ロ

(4; 

……漁期の遅速，魚体，水温等

4~8 月の期出と 9 月以降で大き〈異った。

ーラ υ一

呆

A 海況調査

(1) 水境配置を中心とした梅況説明

(太平洋J

本年の7J<焼配置は，

結査調III 



~1 図 544年夏期の水塊配置

記号. WT =津軽暖流域 WK =黒潮系暖水域

C 1 =親潮第1分校域 Cn =親潮第2分校域

4-8月の閥，親潮接岸分校は本県の 30マイノレ沖附近K延びていて鮫角以南では接岸が顕著であ唖

1L。との状態は， 5.40年及び43年並であった。又，との期f自，東北海区全般としての黒潮系

際水域は4O. 50N附近で親潮との闘に潮境を形成していたが，水温，塩素量とも高<，優勢であ

った。

津軽暖流の東方への張出しは，年闘を通じて平年並かそれJ.:;l上であ勺たが，との流域の水温は

春~夏幾分低めに経過し，秋Uては回復して12月にはやや高めに在った。

第2図 s・44年秩期の水線配置

←ラ lー



本県沖vci，~ける本年の代表的左水線配置を第 1 図及び第 2 図により示したが， 4-8月では概ね

8月の水線配置のように念勺て会丸 9月に走ると台風等の大型低気圧通過による情乱の結呆で

あろうが，第 2 図のように 9 月は 8 月とは一変した水境配置を示した。 9 月 VC i，~ける， 41010' 
N， 1 4 50 2 0' E附近の黒潮系暖水換は， 8月までは見られをかったもので，その起源、は恐らし

8月ぎで 40.50 N 附近tて北上していた黒潮系畷水域の一部がちぎれてできたものであろう。その

ほか， 9月の梅況は，それ以前とは全般に具司ていた。

最後VC45年3月の沿岸観測の結果では津軽暖流域の水温は大体平年並(6 'C)であ司たが，

i面積が狭かった。又，親潮接岸分校の西縁の位置は，本県の平均 30マイノレi中〈らいにあって，接

岸は非常に強<，中心水温はOOC以下(0 rn )で非主iて低かった。

(日本海 J

日本海沖合冷水域の接岸状態と対馬陵流域の水温等K大方IJして説明すると，冷水域は年闘を通じ

て，幾らか接岸気味であった。(第 3図=4-12月の

平均値)月別に見ゐと，接岸顕著であ司た月は， 4月，

8月， 4 5年 3月で，反対に 5月， 6月， 1 2月は離岸 旦線(11りo う'C)平均位置の年変動

が顕著で，その他の月は大体平年並の位置であった. 止

対馬厚長流域の水温は， 4月と 7月K奔温の遅れが目立芹601
ち低めであったが， 5， 6， 8， 9月は平年並であった。;2'I 
また 10月以降いつもより降温が早(.との尚各月との501

E巨 4
もやや低めの水温を示した。 離 1 
45年3月の対馬町域にかける7聞は例年より 1'C令401
v¥ 

低めで，しかも附の厚さが小さい点が目立ち，低温の九 J 
C 40 42 44 年次

傾向を示した。 第 3図 沖合冷水張出し位置経年変動j
(21 Plankton査定結果

親潮域，津軽傍流域，黒潮系混合域の3海域VCi，~いて，それぞれ Plankton 出現種の相異が認
められた。

津軽僻流域にかいては， S agitt呂田fIata(~主主流性)，. Oncheasp ( I続流性)， Oi thona S即

(泊岸性)， C andacia sp ( ~渉再定性)， CopiIia sp (断定性)等の種類が昆られ，版7~来，沿岸

のれ10特徴をもっているととが認められる。

黒潮系混合域では，前述した津軽陵涜域を特徴づける各種の中から， 0 i thona spp (沿岸性)

を除いた種類が認められ，暖流系*の特徴、を示している。

親潮域にかいては， Calanus p~urnchurus (寒流性)， C alanus Cristatus (寒流性)
E ucalilnus bllllgI I • Sagitt a e Iegans等寒流の特徴的種訟が昆られた。しかし宏がら，とれら 3

ヲの水域の接触域，すをわち潮境では様々をパターンを示」一定した傾向は見られず，潮境形成

状況から種組成を判断するととは難しいが，両水域の特徴種の混合した種組成であるととは明ら

かK言える。湿重量が22.7 0 'lという今回の調査の最高値を示した測点も潮境に属する点であ

った。

- 5 2 



湿重量は0.10 ~から 2 2.7 0 <;の同でいろいろと変化してかb次のよう念傾向がみられた。津

軽陵流域にかいては湿重量1-5 'J を示し.~潮系混合域と比較すると高い値を示している。津軽桜

流を除いた水域U亡をいて見ると，とれといった定まった傾向は見られ念凶が，どちらかというと寒流

の影響の強い方が湿重量は高い値を示している工うである。

以上水域的傾向陀ヲいて述べてきたが，さらに時期的Vとみるとたとえば，濯軽暖流域では. し 6月七頁

VC Plankton量は非常に多いが. 7. 8月頃には少左〈念丸再び9月に婚大し. 1 0月VC"ló~いて

減少するという変化が認められる。(第4図)同様左傾向は親潮域についても見られる。(持期的

変化は単K時間的変化はか ηではなし水温変化，餌料特K植物性プランクトン(P hyto pla出ton)

その他いろいろな要闘を加味したものである. ) 

水域的変化令よび持期的変化の総体として PI省Ikton出現かよび，消長のパターンが形成される

ものと，思われる。

プ

第4図 津軽桜疏中心Vてなける月尾Jの湿重量と積算温度CO-150m)

積算温ご 積

フ

八 / 算

ト

正|/Vi~ 
温

f日玄白ノ 内1，000

度

"'L 」
I cC 

， 

B 漁況調査
う 6 7 8 9 10月

(11 太平洋

八戸近海のスルメイカ漁獲量は，夏イカ，秋イカ共に不漁で前者は 18.6 3 9トンで昨年の約

6 4 %.とと10ヶ年では， 3 9年に次ぐ不魚、であった。又，後者も 27，0 76トンで 40年以降

では41年に次ぐ少をい水揚げである。

一方，年々上昇を続けてきた三陸沖のマサパ漁獲量は，本年は13 0.0 8 0トンで42年よ均

上廻ったが43年の 81%であった。

(21 日本海

スルメイカ 1本釣漁獲量は4，513トyで，とζ5ヶ年で40哨 ζ次ぐ不漁であ匂モ。 定置網では，

マグロが15 2 トシ漁獲され例年 VC~ ぐ好漁であったが，プリは， 1 6 0トンでとと5ヶ年では，

最も少左かった。マタ'イは，昨年をやや上似る程度で不振であったが，底ひき網ではアプラツノザ

メが好漁であった。 マダラは不振で，その他，棒受網Kよるヤリイカは例年VC~( 不振であった。

-5 3-



C スルメイカ漁海況予報と結果

太平洋(八戸港)

夏イカ 6 -9月

予報:津軽陵読の東方への張出しは 14 3"Eで

海 平年並。水温は低めから回復して平年並。

親潮前線は41 0 N以北Kあれ例年より北

偏し，面積も狭い。

実際:津軽峻読の張出域はやや広<.水温は大

況 体平均並。親潮前線(親潮域の南限)は

4 0.50 Nであった。

予報:魚群の北上がな〈れ，魚体は例年より小

漁 ざい等条件はよ〈左いが，今後回復し平年

並K走ろう。(平年 2 6，5 32トン)

係獲豆 (平

津軽海峡(大畑港)

夏 イ カ

予報:日本海からの凪遊条作，侮況，とれまで

の経過等有利な条件があり，夏イカ漁祝は

漁| i1Z年五Eか，ややそれを上回ろう。(平年

7，83 0トン)

実際:各月とも順調を延びを見ゼ，最近4ヶ年

況
では昨年に次ぐ豊漁であった。

漁獲量10.2 8 9トン(平年の131.4%)

秋イカ 10 -1 2月

予報:経過から見て東北海区の沿岸の水温は，

平年並か高めに経過するだろう。

実際:津軽暖流域の水温は10， 11月平年並

で12月やや高めを示した。

予報:夏イカ経過からみると資源、状態は悪いカー

海況予煙、が来迭に有利左ので，秋の漁況は

平年並かそれをやや下凪るだろう。(平年

2 3.0 0 0卜ン)

漁獲亙 トシ(平

秋 カ

予報:平年並か，そ才lをやや下回ろう。

(平年 2， 8 0 0トン)

実際.1 2月を除〈と各月とも順調で，夏

同様昨年K次ぐ豊漁であったが，単位

は0.8トンで平年よりやや悪力、司た。

漁獲量3，73 2トン(平年の133.3 

カ

漁獲

%) 

日本海{主要4港……小泊，下前，鯵ケ7尺，深浦の各港)

夏 イ カ

予報:対馬勝疏は例年より弱めに推移し，沖合

冷水は接岸傾向を示すだろう。水温は低め
海

に推移するだろう。

実際:沖合冷水外縁の接岸状態は8月35マイ

ノレ(平年50マイル}で接岸顕著であった

が. 7. 9月は平年立Eo ~量流の水温は， 7 
況

月2-300低めだったが. 8. 9月は平年

立Eであった。

予報:南方海域の状況から来週立遅れているが，

漁
今後水温の上昇Vてとも左『て， i漁況は上向

き，今夏は平年並か，それをやや上回る。

(平年 5，8 88トン)

実際:昨年同校8. 9月の漁況はよか唖たが，

況
，7月の漁況が極端に悪し 40年K次ぐ不

漁となった。

i ! 漁獲量 生o6 5トン(平年の69，0%) ! 

- 54← 

秋 イ カ

予報:対馬陽流は弱勢οまま沿岸寄めを1)

上し，7.ki，昆は平年立Eだろう。

実際:暖流域の巾は大体平年立E。

取手流水温は表層附近で平年並。

下層(50-100m)で1-2"(

プ乞勺た。

予報:補給源の資源状態が悪いので，今毛

況は平年を下回る。(平年 7 40 I 

実際:1 L 1 2月の漁況が特に振わず五

5ヶ年中最低の漁況を示した。

旋盤量439トン(平年の 59.3 % J 

ヰヒ

め

の漁

) 

iみで



W 今後の課題及び問題点

ζの事業が闘始されてから満6年を経過し，との出Uて梅況，漁況ともかをりの資料が蓄積された。

漁海況予報を行なうた刷亡は予報の根拠が必要であれその根拠を把握するためには豊富をデーターを

使用してあらめる角度からの研究が念されねばをらをい。しかし，現在，蓄積された資料の分析lは十分

とは言えないοで，予報理論を組立てるための努力が念され宏ければならをい。海況，漁況それぞれあ
る定常的左変動の形があれぎた両者の向にはそれらを結びつけるパイプ的をものがある筈で，あ〈き

でもとれらの要因Kついてかをりの研究が必要であるが，漁況は海況だけの要因で左右されるもので左

心侮況以外の要素についても眼を向ける必要があろう。

次に研究上の具体的問題点をあげてみる。

ζ;t1;fで，日本侮沖合冷水外縁の位置変動把屋方法として， 1 0 0 m層5"(j等温線の位置で資料整理

を事?と走ってきた。即ち..沖合冷水の接岸状態の表示方法として， 100m 5"C等温線の陸岸からの

距離を使用してきたが日本海沖合冷水の接岸状態と漁況とが密援を関係をもっととがわかり，とれらの

関係を更K検討するとと Kよれ潟、海況予報への活用が可能とをろう。しかし，日本海の水規分析は現

在十分主?と宏われてならず，したがってとのよう左関係の理論的説明も左されをい。今後とのよう左問

題を解決するために，漁況海祝相互関連について十分念分析検討が必要であろう。

." t.:: 
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第 1図

日本海沖合冷水外縁(T五00う。C.
・・4-7月平均)位置の年変動
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古置網漁獲量(プリ，マグロ，
タイ……4-7月)及びスノレ
メイカ漁獲量(う -9月)の
年変動
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青森県水産試験場 昭和45年 3月 日本海沿岸定線海洋観測結果表

観測線名 410 !期 813 旦 27 旦上~査EEi 東奥丸 i 詞査開名J

ff!日 Ij~ 十千円二三子ープ
l 持分 lzh;!あ弘 |fh??:19lii07330 I1;2fZ4ラltJ3i8.03 1 ←一
天候

気温

風向・風力 IW
水 深|王子寸
海流|!

日117lljll;I乙E 工
気圧I 1ρ20 I 1，020 I 1，020 I 1，020 I 1，019 I 1，019 

告で11111:;JH M三
むI~ I~ 化U;引ιIiCF引川1イ
!__ liU_lIQ !_.汀す寸，， 181，，18ーァコ 18¥，，18¥ ，， 1 II一丁一一!

傾 7KL__:;~ じ ?H か7!1Ml H218jl H2?2M片271mlM2(39J-7--て:王ゴ
角lflfl-JLln7UM214MlM2アρ ト7119JM1へj」二七d
l深 Lmト1I 167?L土品土411612k九円汁十tェニ;j
ヮII川ーァ寸fiH行平汁二平汁プ行十71102J l l ! 
?い I30り卜T十J17J汗 710018JM011mlr113H ( 「十っ
主!巴 I4uO卜I I I I I I ¥ I I I一寸ート Il ii士」(十 1_1 1_. .1 1. I i I子
準 id

分1:1古
川市「 l i← 1 1 

E 
一寸一一一一一

E B B B 

4 !W 4 I W 3 I 8'胃 3 I 自胃 3 I 8府
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青森県水産試験場 昭和45年 3月 日本海沿岸定線宵洋観測結果表

観測線名!臨作!期 日i3月幻日|調査船名!瑞鴎丸!調査員氏名|

ST・番 号 2 3 4 う 6 7 8 

位 置 N 一一一一一一
E 

日 均二 分 白3位;10 07.1oうfー30 aザぉo CG ~5 0 ____ ) 1. 1う~ 12.45人“ 14.lfZ30 15''KsS5 
IO.U5 11.3ラ U.OO 

一一←ーー
天 候 B Bc BC BC BC BC cB Bc 

_-一一一一一一一
気 温 4.5 50 6β 6β 9.0 10.0 

風向・風力 fW 2 胃 3 w 3 w 4 wsw ヲ sw 2 ssw 2 B 

水 深

海 流

水 色

透 明 f支 10 10 11 9 9 8 12 20 

波 浪 2 2 3 2 2 
一一一一一

う ね り 2 3 3 2 2 

気 圧 IP23 Ip23 1，023 1，023 1020 IP22 lρ22 1，021.5 

雲形・雲孟 3 6 う 7 4 6 6 

PL 探集形式 稚 iPL 稚 IPL 稚 IPL 稚 IPL 稚 IPL 稚 IPL 稚 IPL 稚 IPL 
7.1 68 7.5 72 6.9 6.8 42 33 

水
。
6.97 6.93 7.56 7D8 6.81 6[，7 3.1:話 287 

itlll. 基 10 
ヂ i 。。勺 1 。60 I 0 ぅ・ | 。4 I 。ず i 。30 I 。2わし一旦
7.07 7.14 7.49 6.48 652 ララ9 3.08 167 

F‘、 20 
" " " " " 

;;-r 
" " 。。 7.16 721 7.61 6.53 6.6ラ 4.8ラ 3.14 1.53 

、..; 準 30 11 11 11 1 11 " " " 1 " 11 1 " " 11 . 706 7.36 7う8 6.うO 6う8 428 298 1.21 
50 

7 11 1'2~ !~ 14 ! 11 7 I 11 1ラ1+2 6 I 11 。I " 121+1 
傾 7.19 7.46 アラヨ う95 6.02 3.06 2.59 1.08 

水
75 

11 11 " " 
11 

角 739 7.10 う62 ラ.21 2.47 2.44 1.09 
1ω 

11. 11 11 11 11 11 

. 7β日 620 3.97 420 2.00 2.17 099 

深
150 18 Iト&ユ主|土13 2ユl.:l::1♀ー 261+-16 2._LH_ 7111  ..1Q__U2L 

ワ 626 281 3.12 I. 45 1.17 058 

イ
200 11 か| 11 ~~ T " か T" 

;-1---;' M:Q仁2L三~
ヤ 2.71 2.39 1.'現 1.75 ω2 075 
，刷、 300 

" " " 
11 

延 M 

長
、..; 400 

500 

。 33.669 33.642 33.873 33.947 33.846 33.819 33.90ラ 33.900 
塩 基 10 .669 .611 .8う5 .911 .842 .806 .8うl .911 

20 .bヲb .6う6 .860 • ;;14 .782 .824 .1:1うう .905 

準 30 .660 .66ラ .860 .905 .779 .815 .860 .9ラ6

5り .651 .792 869 .914 .797 .846 .855 .896 

水 75 .6う6 .851 .878 .914 .801 .842 .846 .891 

100 .846 .869 .905 .819 .824 .837 .878 

分 深 150 
.900 914 .920 .824 .819 .842 .90う

2αj .911 .947 .960 .819 .81う .837 .950 

ち 間
300 .950 .960 .923 .846 .837 .864 仁ご~雪
400 
500 

言己 l量五

(見張調査)
漁獲試験
その他
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森県水産試'" 司U司戸--一 、， " ・・J ‘......" ，.“ー-"~"、."，・， ..，.，.......-、司"唱晶""司---崎、

観測線名艦f附十:=:1期~月 27 日 i 調査船名|端鴎丸調査員氏名|
ST・番号 8' 

位 置 N 一一一一一一
E 

日 持 分 th?? 
天 1疾 c 

6β ヤ一一一一一一一一
気 混

一一一一一ヤ←一一一一ー一一
風向・・風力 E 

水 深

梅 流

水 色
「一一一 一一一

透 明 度 12 

波 i'fI 
う ね り
気 圧 1，021 

雲形・雲量 8 

PL 彩集形式 稚 IPL 稚 IPL 稚 IPL 稚 ILP 稚 L~ 稚 1LP 稚 1pL 

。 37 
i よ

水 3[f) 
基
10 。i 。

温 3.11 

む
20 

か l " i i よ
198 4 準

30 
" I " . 161 

50 
" よ _j_ j 

傾 1.17 

水
75 。!

" 1 よ
角 1.09 

100 
" . 079 

深
150 12オ+ヲ

ワ 0.59 
イ

200 グ| " 」
ヤ 0.59 

~ 
300 

" 
延
長 400 

i i 

500 

。 33.960 
ト一一一一一一一一一

塩 基
10 .938 

20 .938 
.923 

準
30 

.911 50 

水
75 .887 
100 .887 

分 深
15り .824 
200 .d 01 

300 .810 

題。 1¥1 4UU . 
500 

記 事

(見張調査)漁獲試験
その他
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青森i県水産試験場 昭和44年 12月 日本海沿岸定線海洋観測結果表

観測線名 針。 N線|期 日lB・21-22 I調査船名|幸洋丸.瑞鴎丸 i調査員氏名 j佐藤勇・中川武光
ST・香 号 13 12 11 10 9 8' 8 

位 置 ilNE 

日 H守 分 ihoog.3 22025-030 22002-252 03~~05 うう 02.262: 50 0358410 
0ラ20-

18.jO (事.45

天 1戻 c R c c c R c 

気 温 7.0 7.0 う0 う0 6.0 6.0 60 

風向・風力 NW 3 資高 3 NW  3 SW 3 SW 3 目町 3 

深

海 統【

水 色

透 明 度

波 浪 3 3 3 3 3 3 3 

う ね り 3 3 3 3 ヲ 3 3 

気 圧 1，020 lp 19.6 1，018.5 1，016 1，014 1，013 1010.7 

雲形・雲量 8 ー 8 呂

PL 採集形式 備 IPL ;主 IPL ⑥L，PL (j) I PL ⑮ I PL ⑨ PL 十和 I PL 
。 128 11.0 10.0 100 87 91 11.2 

水

10 
1225 8.93 933 98う 8.51 900 10.70 

温 基 5・ 10 12・i 。9C 1 0 90 ! 。7 I n 10"! n 60 I n 

5 20 
12.95 10.96 1008 '~.72 8.52 9.04 9!l0 
ぅ I 11 12 1 I~ 9 I " 守J H LLーよ 10 1 LJー_JL_

. 30 
12.98 1095 1001 9.73 8.50 901 903 

準 ラ 111 12 1 11 CI 1 11 9 I " 7 1 " 10! " 

傾 5り
1288 10.66 9.97 966 8.4う 888 7.98 

Iう1+2 日 1+フ 141+2 19 ! +3 25 1 +ラ lラ I+2 13 1 +2 

角 75 
13.05 1句l 8.84 8.61 7.11 539 389 

水 15 1+2 13!十2 14 L+2 l里1+:0. 23 +'日 151+1 13 1 +2 

. 100 13β5 9.76 7.21 6.27 ラ36 388 328 

15 トト7 13 !十2目 141+2 191 +ヲ 21 1 +5 15 ! +2 日 1+2 

ワ 150 
12.91 7βラ う.63 2.64 2.14 1!l3 1.5 7 

深 27 1.ト17 ;0 Iト23 32 1+27 281+2) 32 1 +27 28 1+20 27 1 +2Q，_ 
イ 1217 3.40 2.93 1.52 1.34 092 093 

200 
ヤ 27↓+-17 30 1+-2l 32 4-27 281+2) '3_2 1:t2 7 ~8 L-+-~ 27 1+20 

30り 3.15 1.3ラ 1.21 1.80 069 0.62 0.54 

延
間 :z7_ft:l7 2Q_J←2l 32 1+27 28 1十aJ 32 1 +27 28 1+20 27 1 +20 、-'

長 40り

500 

。 18.738 18.788 18.783 18.806 18.886 18.849 18.738 

塩 基 10 .730 .816 .808 .808 .884 .841 .735 
20 .73う .818 .816 .828 .874 

-B36l1l aJ 88雪11032雪3 3 準 30 .733 .816 .813 .831 .884 .844 
50 .738 .833 .859 .821 .879 .871 

水 75 .74う .821 .889 .944 .B86 ~L ..2 
100 .76雪 .879 .917 ，932 .864 .8891 .881 

分 探 150 .791 .917 .929 902 .894 ~，__.， flQj， 
200 .881 .899 .899 .886 .886 .8う6 .859 

Z s 30り .896 .886 .881 .884 .884 .849 .369 
、、J 400 
500 

記 事
瑞幸鴎i年丸丸 81; 13 - 4 (12月 21-22日J 

ST. 1 ~ 3 (1::月 26日)

(見張調査)
S~ 14欠劇

漁獲試験

その他 l 崎化の為下旬観測と在った。

一一一一一 一一一一一__.Lー
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青森県水産試験場 昭和44年 12月 日本海沿岸定線海洋観測結果表

観測線名|略作崎W線|期 日!比払払26 I調査船名|幸洋丸品監4調査員氏名l佐藤勇・中川武光
ST・番 号 7 16!  5 141  1112  13  

N 
位 置 +ト一一一一一一

E 

日時分 6:4う-7(¥7 I 80う- I 93ふ 10か 子SL755-2 900~ 。
7D7 1 830 1 952 1 110ラ 7.201 8.25 1 93 

ト一一一一一 一一一一
天 候 c c→ R c I R I c I c c 

気 温 60 1 6心 6.o 1 6.0 ι.0 1 6.2 1 5.0 

風向・風力 Sw 3 8w 5 Ew 4 Sw 4 1 1 w 5 1 w 5 I w 6 

水 深
ト一一ー一一一

海 流
水 色 i ト一一一一

透明度 10 1 1 1 15 1 14 12 

波 浪 3131414 13  314  
一卜一 一

うねり 31414141  131313  

気圧 lρ10う lP098I IpO85 I 1ρ07 I I 1ρ06 1 1，∞51，004 
雲形・雲量一 8 1 - 8 1 - 8 1 - 9 1 1 - 10 ー 10 ー 10 

PL・傑集形式⑫lPL 命 1PL 命 l-竺直1PL 1 1 (秘iPL 骨 !PL 秘!PL。 11.6_ uJtO 11.3 1 128 1__ ___I 125 _1 11.8 118 

I I I I I I L I 
水 10 11.11 1 9.92 1 1098 1 1234 1 1 12.12 1 10.29 1 9.54 
基 17・I I 247+1 I 1デ 1 273し士1I ! I 70 I I _IC)"1 I 80 t 

温 20 1132 1 11.13 1 10.98 1 12.83 1 1 12:40 1 1221 1 1192 
争 171 1 24 I +1 I 1ラI I 27 1 + 1 1__ 1m __l_LL_ _j 10 I __L___s__J 
と~ 1117 I 11.11 I !1.2 1 I 1287 I I 12.4 3 I 1238 I 1 1 S29 
準 30II7l 2:4 I + 1 I 15! I 27 I + 1 I I I 7 I j____I_Q|8  1 
'1 I~ ! 9.921'0.16 1 1084 1 1191 1 1 1229 1 1198 1 1188 

241 +う___R_L+9351+10 I 301 +8I  1 1012ラL...-t516|+2
イ頃 l 75 6.24 1 826 1 9.12 1 10.86 1 1 12:41 1 Il:77 1 1120 
山問11* 241 +5 1 321 +9 35 1+10 1 301 +8 1 1 10i 2ラ| +5 1丘L土之

429 1 61)6 1 806 1 1027 1 1 11.2910.89 
100 1241刊 321+91 151+101 301 +81 1 1 i 1 251 +51 16|+2 
. 278  1 4.12 1 4.60 1 104o 1 1 10971010 
深 150 1 301+23401判 61 43 1刊 ;iT401刊 61 I I I 30 I +23 I 241+14 

~ 1" I 200 169 1 253 1 280 1 9.24 1 1 1 10.11 1 8.93 
ヤ 301+2..1...L1Q|+461 43i+5240 I+4_61 L__ 3Q_I42ll_241+14e 

08 1 1 1.07 1 1.167.29  1 1 4.12 1 3:48 
手l正 g300 30 l +LH3 1 401斗461 431 +ラ214ill+461 1 1 1 I 301+23 1 24114内

長 4∞ 1 I I I I I I I I I I I L I 

1500 1 I I I I I I I I I I 1 I I I I 
塩基 o 1 1875818.72う 18.768

10 1 .75う 69ラ .7ラ3
準 201 .760708 ・768 T一
301 .7631 .71弓 .763
5o 1 .924R01.871  

水 75 1 .864 I .826 ・798 二ト一一一二二二二一
分深 1001 .8561 _8811 .864 

15o 1 .879 I ~864 I .879 
況の勾oI .884 I .844 I .8ラ
)1tZ53∞ .3231 .828 I .841 

400 I ! I 1  
1 1500 I r 一一一一一一一一十 一一ー

ST ・7 観測後次第に風強(:.1:る。
記事

/〆見張調査¥

L空毛試詰)1

-6 1ー



青森県水産試験場 昭和 44年11月 日本海地先定線海洋観測結果丞

観測線名!贈 作!期 日I11.5 -11. 10 I調査船名|瑞鴎丸 i調査員氏名|
ST. 番 号 1 2 3 1 2 3 4 

位 置 N 
E 

日 持 分 71)'会 7 750- 8:4ら Jid 720 750- 8.45- 102%。
8.10 905 8.15 9.0ラ

天 候 C C c B R B c/R 
気 、iH圧且 6.0 6.5 7.0 165 18.0 19D 15.5 

風向・風刀 NW 4 NW  4 NW 4 日 2 E 日 3 日 4 

水 {保

i海 流

水 色

透 明 度 20 1ち 19 19 14 17 lう

波 浪 3 3 4 2 2 

う オ3 り 3 3 3 2 2 2 3 

気 庄 1，021 IP21.5 iρ22 1p20 1，020 IP20 lρ19 

雲形・雲量 9 8 

PL  採集形式 (和 IPL 和 IPL 時 IPL 説)I PL i産 PL 和 1--;1: 催)I PL 
。 17.2 16.8 16.8 1 7.3 17.3 

12平。 17.6 

水 10 
17.16 1う.70 1684 15.83 16.47 16.90 16.80 

基 60 I 。9U I ウ 1りυI 0 2' I 01 0 。12υI 0 ~o' 
20 

U.73 U.64 1769 17.18 17. 17 17.22 17.37 
温 " か" " I " T " " I " 瓦工コZ
む 30 17.79 1768 1770 1725 17.31 17.41 171-19 

'-../ 準 ff 1 " " " " 
50 

17.69. 17.14 1755 17.16 17.38 [7.31 17.70 . 
LU " 1-4-1 16 I +2 3 I " 19 I +3 1瓦1士之一" 

伯 75 lラ58
16.43 17.78 16.65 16.23 lう.76 16.54 

7]<. " " ，;-T----;， グ I " " I " ;-T 

100 
1う.10 15.16 14.46 14.56 14.71 

角

150 8.79 IOB3 11J.2(i 11.47 8.14 . 
深 i8 1 -t岳 25 ! +1コ 15 I +5 23 1+12 22 1+12 

200 
4.17 494 4.14 4匁 4.56 

ワ 。" " I " グT----; グ T-;
イ

1.47 176 1.64 1.47 1.6 2 
ヤ M 、 300 が|グ " ， " " 、m〆
延 400 

長
500 

。 18. 570 18.う42 18.542 18.ちらう

塩 基
10 .537 .534 .527 .ラ32

20 .545 .うu
..5う157
0 .540 

準
30 .542 .592 .540 
50 .542 ラ87 .545 .680 

水
75 .952 982 .985 .688 

_l1l0 970 .970 12塁5

分 深
150 884 912 L一一一一色旦~9
2∞ 786 .833 .841 

~ M 
3∞ .7う2 .776 .798 

)1400 持---
500 

言己 事
NW風強〈観測中止

漁獲誌験

その他
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青森県水産試験場 昭和44年 11月 日本海地先定線海洋観測結果表

観測線名|艦 作|期 日l_1_1_._!).-..!1_.10_ !調査船名瑞鴎丸|調査員氏名|

ST・番 号 i 日 6 7 8 8' 9 10 11 

位 置 N 
E 

臼 H守 分 ¥¥仏 13201-138 制~5.o 5 1611ド6.30 17551~ 8 19.4予20• 03 21ち曲|明15 

天 候 Bc B BC B BC Bc BC B 

気 温 20.0 19.0 lう.0 13.5 13.0 145 lラ5

風向・風力 B 4 B 4 s ヲ B 2 s 2 s 2 B 3 はE
水 深

ト一一一一一一一一 トー←ー

海 流

水 色

透明度 17 17 18 18 

波浪 2 2 2 2 1 1 1 2 

うねり 2 2_3 I 2 2 21  2 2 

気圧 1，018 iρ165 I 1，01ち 1，0 15う !μ5I 1ρ14 1，013.5 
弓三正三手 J必ク~ . ~管Z疋 t区pι 4 3 I 4 
PL 探集形式 働 IPL 偽 PL 偽 IPL (和 IPL i :和 IPL 稚)I PL 骨!PL 
。 17.5 16.8 I 15.8 148 138 I 137_ 1ラ6

水基 10
17.30 16.29τ-F1下5.441f 

1主11山吉 15，，11 

一-E1L730i UO
O! 5" I 0 

湿 20
16J 3 I 14.72 014l94 m 

~Lf ~J_ι-14u69 竺，....、 <40 1う.90 1384 14.49 
。C 準 30

" 11 か，， 1" ! " ，，[ "!，， I "j" 1"  " 1 " 、』〆

• 1 1 50 17.30 1ラ43 14.06 13.64 I 1254 1 4.75 13ρ8 
17 I +3 12 I + 1 I Il_J___:!:j 8 I "，，， i "， 10 I +1 15 ， +2 

傾 75 
1634 1485 

一一"一1一1γi0一0一H一十一I一一一"一一1了一8一2一4 H 77寸4-A9z-Ml177 M 瓦 4i88 z-二一下7男一7}<. fI " 

角 100 
12.88 10.42 8ω 6.17 2.46 1.53 283 488 

" " 伊" " I 11 " 1 " !!_J " ，，-_I_-，，- ヲ寸-UTT2平-.3FEu O 
150 

683 4.38 4.42 307 1:44 0.9宮 127 . 
深 25 1+16 25 !+1ラ 17 i +7 141 +3 ;--r--;; 13 1 +3 8 i +1 
200 

3.22 2.13 2:49 1.57 069 0.62 
，， 0L1E ，， 二互エコ〈ワ

" I " " I " " " I " イ 133 1.01 1.う4 085 0.60 0-56 067 0:π 
ヤ
〆園、 300 
M が ! 11 " " " " 11 " " : " " " " 、...;

延 400 仁二:
長

5α) 

。 18う82 18.582 18.615 18.670 18.667 18.652 18.622 18. 537 
塩 基

10 .587 .570 .617 .6ぅ7 .655 .632 .612 .527 

20 .ラ72 .580 .647 .544 .662 .630 .655 .54ラ

準
30 .ララ7 .64ラ .6ラO .6ぅ7 .6ララ .ララ7 .665 .617 
50 • 567 .6.67 .965 .693 .650 .733 .909 .781 

水
79 .992 .813 907 .849 718 728 .743 .720 
100 .932 .871 .828 .813 .743 .735 .735 .718 

分 深
1日) 823 .813 788 .768 .713 .730 .768 .72号
200 .786 .771 .763 .7うう .738 .740 .768 .723 

ヲ〆戸6、、0 ，圏、 300 ー76"1 .76雪 .640 .750 .753 .748 .760 .718 M 
400 、_. 、.J
500 

ST8スルメイカ 1尾釣獲す sT9スルメイカ 3尾長犠 STHサンマ若干

記 事 体長 23.5cm 体長 23ト 26.0cm2尾 浮泳あb

(γ調査) ST8'スルメイカ釣獲 3尾 サンマ l尾捕獲 約 25cm-26cm 

獲試験 体長 15.0cm 2叩 cm 22cm イカ釣獲左し
2ラ.0正m STIOサンマ 3尾約 25-26cm 
サシマ 2尾す〈い捕獲 イカ釣獲左し
体長 26.(肌
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青森県水産試験場 昭和44年 11月 日本海地先定線海洋観測結果表

作!両日!山~山01調査船名|瑞鴎丸 l調査員氏名l
12 13 1 14 I 

日 仕昔

天 候 c

気温 1日

風向.風刀 Is ラ Is 
水泳 1

海流

水色

透明度

波浪i
うねり l

i気圧
l雲形・雲量

PL 採集形式I(~骨 PL

i 基 1 _1~ヱη8
温 1=1 ーI 一寸干五
，...._ 1 1 勾 ~コヶ
"c I I 一寸一つ百7一
'-' I 準 I~Ol"ï"，;

50同昨3
__  1 性 17

唱し I" 1--:了寸ーで:
角 lmliwJ，百

1∞古主二

円』深 I~50 I石市E
1 I I 200什伊三
i I ~ I 30o17JZ 
延 |こ二 I-----t---->-
長 I I必oI 

ルA
P
7
ノ

傾

基

準

水

塩

剛
一

3
一m一
羽
一
別
一
日
一
則
一
同
一
側
一
説
明
一
51i 

¥
1
1
1
4
/
 

事
査
験
他

間
試
強
獲
¢

記
見
漁
そ

/
j
i
-
-、
¥

分lMLラ 3.4う 7Z051 
B 

15.0 

5 1 s 

mh
一B
一日一

3

。

3 

3 

Iflll 

2 

3 

1，010 

レ
山
長
官
E
m
一一汗一日心開一一品川一山閣一

丁
8.693 18..735 
.484 .482 
.487 .479 
.469 .492 
.492 .487 
.587 .う02
.932 .955 
.881 .904 

.803 

.745 

3 

IP09 

|幅上PL
17.0 
了
斗重丑豆

ラニーLJl
五旦
ι上一三
17.06 

4三
i 8下"
16児
w丁ーか
14.55 

H 下-H

」

寸

!._s_._2笠
.509 
.499 

d笠
.474 

.509 

.889 

よ

-二
l
二

i
z
-一

T
一
i
一
丁
一
主

よ

sr 13保水瓶う90破損してあった。

ー
一
一
i
一
寸
よ

7
一
寸
一
一
よ

1

よ

-

1

1
一
寸
よ
寸
，

丁
i
i
z
z
土

よ

寸
l

斗
寸
斗
一
よ
一
i

τ よ
一一一γ一一一

」

τ よ

→一一一一一一一一←ー

一一一斗

ヰコ
i
i

士一
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1..)"'"、"‘ '0‘ιニ1::..""'- ..-...，、~/_J 日 一， 「守 司 ，.~. ~-唱幽"、』ー・F，，~.，-.，. ， .-_由宇『圃，，--‘

観測線名艦 作!期 日I10.4-札 5I調査船名l瑞鴎丸|調査員氏名|
ST・番 号 2 3 4 5 6 7 8 

位 置 N ヤ一一一一一一一ト一一一一一←ー
E 

日 崎 分 JV JOG- 7.ラ58~.20 8..559~ 0 10.dO- 12d勺。 13159~ 151235 17 i 9~すo.2 11 り5 4.20 

天 候 B B E 日 C c c c 

気 llffi 13.0 15.2 16.2 16.0 15.5 ld.5 14.0 13.5 

風向・風力 N 2 NE 2 NE 2 H 2 N 2 H 3 NNE 3 H 3 

水 深 90 

海 流

水 色

透 明 度 1ち 17 1ち 16 16 18 17 16 

波 浪 l 

う ね り 3 2 2 2 2 

トIFiι
2 

気 圧 1，023 1，022.ラ 1，022.う 1，023 1，023 1，024 1，024 

雲形・雲量 3 2 言 3 8 9 9 9 

PL 保集形式 Id動IFL じ動 | 九 |⑨!凡 ⑮ I PL l⑩ I PL ⑫I PL 盈l凡 鈎 IPL 
。 20.7 21.3 20.4 20.8 22.0 19，1 IR.O 

三主自主j水 21.25 21.25 20.3ヲ 20.30 19.76 18.07 17.62 
基
10 2. 1 0 30 1 。60 1 。20 1 。40 1 。10 1 。弓三Ln

温 21.22 21，28 20，53 19.76 19.56 18.27 
17・48 世Etr、 20 

11 " " 1/ " 。| " か17l.91p ℃ 
1/ 1/ 

、、J
30 
21，42 21.62 20.85 17，91 18.33 18.41 

準 1/ " " グ i 1/ 。」 1/ 1/ 1/ " 1 1/ . 
50 
19.21 19.07 17.82 16.36 15.67 14.68 14，18 

1i9L.6J9 と
傾

d 1 1/ 111 +1 7 1 1/ u " 2_____l 1/ 3 1 " _w士1
J子号 15.56 1う.99 12. J 2 12.46 10.77 ブ 30

i 己ζ
角
水 75

1/ 1/ 1/ 1/ 1/ 
It I " 

100 
11.98 10，98 10，ラ9 10.13 7.a 4.16 雪.2号

1/ 

" " 1/ 11 を，
" . 

7.う7 6.13 6.20 6.38 3.8d 

深
150 

21 1+11 10 I +2 II I +2 22 1+12 171 +7 
ワ

4.51 3.ちO 2.91 3.08 1.93 
イ 200 

1/ 1 " d か i 1/ 

ヤ " " " 
r、、
300 

1う3 1. 38 1，08 1. 18 1.05 

延
M 1/ 1/ 1/ か| " 、-"

長 400 

500 

。 18.367 Iii..竺三L 18ヲ64 18.282 L8~ill 18.502 18.632 18.622 

塩 基
10 .349 .424 .349 .327 .384 .532 .622 '612 
20 .352 .427 .119 .522 429 602 .617 .605 

準
30 .387 ，412 ，307 ，854 .760 64ラ .617 ，667 
50 .1396 .849 .9"2 • 980 19.015 967 798 .803 

水
75 1 9.∞8 19.005 19.000 .970 18.932 891 778 .831 
100 18.934 18.929 .899 899 854 7% ，844 

813 
分 深

150 866 .846 .839 Jli1 801 .841 
200 806 .833 ，808 .81_3 801 

a.Z7旦9ι8 
一_.J346_J

，個、
""' 300 • 793 .79雪 • 786 798 • 798 • 849 

%。 M 400 、._;
500 i 

記 事
(見張調査 S.T 8引いか l尾釣獲

その他

一一J
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青潟県水産誌験場 昭和 44年 10月 日本海地先定線洋観測結果表

|観測線名|艦作 !期 日I14，4 -10.5|調査船名|端鴎丸|調査員氏名!
lST.番号 8' 9 10 11 12 13 14 

位 置 N 
E 

日 崎 分 lれら 20251 5- 232305.3-5 l時35 3.1ら'3.40 ぅ，2t.45 6.32:'40 .20 

天 1戻 c BC Bc R c C c 

気 温 12.5 11. 5 11.0 10.0 9.う 12.0 12.0 

風向・凪刀 N 4 lN  ι5 N 5 N 5 N 4 E 3 E 3 

水 苦註

事E 流

水 色

透 明 度

波 浪 2 3 3 3 3 2 

う ね り 3 4 4 4 3 2 2 

気 圧 1，025 1，026 1，026 1，026 1.026 1，026 1，026 

雲形・雲量 8 8 

PL 採集形式 催)i PL (fii:) 1 PL ⑨ i PL 曜)， PL 催)1 九 保)i PL 命 IPL |⑮ I PL 
。 16.6 15.9 16.3 16.2 16，ラ 20.4 20.4 

15• 73 15.62 16， 15 15.65 18，11 20. 79 19.28 
基
10 10'1 。 rl 。80 1 。10"1 。1501 。80 1 0 ゲ 1 0 

担 16.27 16.68 16.う8 16.18 18.う3 20.38 19.72 
，画、 20 

か| 1/ ! か|
1/ I " か r---;，-。C 1/ 1/ 1/ 1/ 1/ 

30 
11，73 16.49 13.09 16，63 19，07 20，82 20.74 

1/ 1/ 1 1/ 1/ か | 1/ 。 | ε， 1/ I 1/ " 
50 

7，15 17.62 7.72 9.74 16.13 17.19 18.00 

12 I " 161 +2 21 I +3 201 +3 8 I λF 。1+2 7 I " 
75 

ラ，"3 4.12 3，66 7.34 14，09 Iち.66 1ラ.58

角
水 fF l 1/ 1/ "! 11 " が 1/ ~~ 

3. 19← 4.01 1.8う 4.73 9.06 12.19 17.22 
100 

1/ I λ， I 1/ I 1/ か I " 1/ I " I 1/ " " " " . 
lS0 

2，10 1.22 1，28 2.80 4.78 6.82 

ワ
深 14 I -f-4 28 I +20 341+31 32 1 +27 10 I +2 1 1+8 

イ 200 
1，28 0.60 0，61 1， :B 2.43 3.93 

ヤ " か! " " I " 1/ I " が i " " I 1/ 
( 

300 
0.77 O.う2 0.51 0.69 1，01 1.29 

延
M 1/ " " " 1/ 

、_，

長 400 

500 

。 18.647 18.738 18.690 18.695 18，487 18.412 18.442 

塩 基
10 ，650 .693 .6ラ7 ，647 .462 ，397 .437 
20 .647 677 652 635 .う92 397 .440 

準
30 ! .768 . 684 ，710 ，647 .ラ87 .387 .457 

19~1fï万一50 .891 .811 .801 .919 19.038 924 . 
水
75 .889 836 .849 .894 .030 041 19.0ラ1

1∞ .854 818 .841 ，876 18.904 18，9切 18，980 

分 決
150 • Rう而 849 849 839 844 909 

200 .846 846 854 828 846 866 

切。
〆'、 300 .841 .849 .846 .833 .828 828 
M 

、-' 、、../ 400 
: ! 600 

記事 魚体 22- 23cm 

(見強調査/l s.T 13スルメイカ 8尾釣獲
漁獲試験
その他
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青森県水産試験場 昭和 44年 9月 白本海地先定線海洋観測結果表

観測線名|鱒 作|期 日t9 ，凶._~_ I調査船名|瑞鴎丸 i調査員氏名j
ST・番 号 2 3 4 5 6 7 8 

位 置]_~ 40ち6' 40 "36' ~O③ 36' 40036 ' 400 36' 40036' 40036' 40036' 

IE 1390ro句 139"45' 139038"う 139025'う 139012'う 138059'5 138047' 138036'ラ

日 崎 分 引に
9.32 

I11 包1.-20 1 ぅ2 14.1O4G.W 20 15， ~?47 1719行6 18182&.4-5 
天 1疾: Bc BC Bc BC Bc BC Bc Bc 

気 温 23.0 23，0 25.0 29.0 29，0 23，0 
Llw23t-2 風 I白1 ・風刀 WSW 2 w 2 w 2 w 2 W 2 w 2 

水 E表 90 

海 流
一一一

水 色 13 

透 明 度 8 11 18 17 25 

波 @ 2 2 2 2 2 2 

う ね b 3 2 2 2 2 2 2 2 

気 圧 1，016 1，016 1，016 1，016 1，016 ~~，_Q恒一亡豆E 1，016.ラ
雲形・雲量

PL 傑集形式 ⑭ 1 PL ⑮ I PL ⑮!  PL 骨 IPL 骨 IPL ⑨ I PL !動 IPL 任。 IPL 
。 25，2 2ラ.1 25.0 24.9 23.8 23.4 22.8 23.1 

水 10 
24.81 24，79 24.63 24，92 23.96 22，91 22.17 

主t凸~;~:1基 40 I 。6 。民。| ?O ワ。J 5'" 。p，O 
温 20 

25.01 24.77 24.弓2 24.33 22.77 21.68 20.47 
r、 主， " " 
。C

30 
24.59 22.う2 21.46 19.91 17.13 16.1ラ 13.34 

11.69 、、J
準 " " " . 20.75 19.92 18.33 15.79 14.08 11.59 9.03 7.27 
50 
か| 11 +1 12 I +1 2 I " l5_L土之~ _lf__j十1 1_1 I 平1一司11 

作語
75 
18.26 16.43 15.15 12.28 9，42 7.48 5.54 4.24 

水 " 11 11 ，，__ I " ~ " 。 u " 11 " 11 
角 100 

14.30 12.49 9.34 9.80 ラ.16 2.8ラ 2.う7

" " 11 . 11.31 9.30 五 14 6.09 3.6o 2_?1) '-7ι 

深
150 

20 ¥+10 131→与 131 +う 27 1+18 191 +9 22 1+12 19 I +9 
ワ

200 
ち.71 15.60 3.49 ~.3J 2.27 1.49 1.18 

イ 11 1 " か 1 " 11 " 11 

ヤ ，....、 300 
2.41 1.61 1.12 1.04 0.87 0.71 

v 
0工.二う9王M " 11 11 " 

延 、-'

長
400 

500 
し一

口 17.811 18.412 18.ラ65 18.602 18.622 18.540 18.うう2 18.う)4

10 .%4 .417 .7ララ .ラ90 .622 .ち22 う37 .ラ17
塩 基 20 18.322 .477 .ラ37 .889 .680 .650 630 .740 

準
30 .447 .7う3 .929 19.063 .934 .884 .793 .778 

50 .9U4 .すす5 19.051 18.99う .924 .924 .目-(';) :839-

水
75 19，0 Iう 1~.Uj ヲ .033 .9宮O .912 .919 .861 .844 

100 18.98ラ 18.990 .907 .927 .899 .841 .854 

150 .960 .904 .889 .884 .899 .8う6 .8う4
分 深

200 .9U9 .844 .881 .8ラ9 .8ラA .846 .844 

• oうI .587 .8ラ6 .846 .7ラ8 .839 .841 

;:::; I C 1___iQQ .823 

500 

1 600 

記 事

(見張調査)漁獲試験
その他
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青森県水産試験場 昭和44年 9月 日本海地先定線海洋観測結果表

観測線名十 三!期日I9.1...._ 9.2 I調査船名|瑞鴎丸|調査員氏名!
ST.番号 8' 1 9 IO 11 I 12 13 1 14 

|N 1 40C48 '|41000'1 41000' 1 4100O， 1 41000' 1 40000' 1 40。う3.5'
位置tE 1 138037' 1 1 138040'1 135ρ00'1 139u20'I 139040'1140000' 1 140000.7' 

日 片分刊715 2仇∞oJ5034汚ぅ叩?Z206bi% 慨す5
天候 Ec c I C C c I c I C 

気温 21. 5 1 21. 0 1 2 1.0 1 2 1. 0 1 21. 0 1 22. 0 1 22d 

風向・風力 Nw 2 Nw 2 附 2 :Nw 2 開 2 Hw 2E.fVI 2 

水深

海流

波浪 1 1 1 1 1 1 [ 1 1 1 1 

うねり 1 1 1 2 2 [ 1 2 

気 圧し0161 1 1，0161 1，016 1 [， 016 1 1，015 1 1，019 I 1，01 
雲形・雲量

PL 採集形式 l帰 1PL I 1 ⑮ I PL 勧 |PLi盆 1 PL l盤 1PL 躍)|九船 lPL 
i。22.4 22.0 22.2 1 23.2 1 23.0 1 24.2 1 24.6 

水 21.88 I I 21・80 1 21.83 1 22.10 1 232o 23.79 I 24.30 
10 16。1o1 1 2"" 1 0 1 70 1 0 1 4 c I 0 1 20 1 0 1 1" 1 0 1 10勺 o

山{日~ I I 2020.39 1 1 14.74 1 22.01 1 22.15 1 24.31 1 24.67 1 24.66'1 
( "1  ，， 1 1 I"! ，， 1 ，， 1 "1，， 1 "1 ，， 1 "T" Irr r'1 fI l 

♀ 準 30 12.18MlM9l.86m m191.36M M1うl.72MMルl47m H HI .62M M 凡i何M 

50 5.82 I I 6.26 I 7.37 I 11.58 1 17.23 1 22.23 21」之ー
{頃 ! 1 4 [ "ラ 1 ，，[ 6 [汐 8 1 ，， 1 3 1 +1 1 131 +1 
752.922.  c18 I 3・17 I 8，18 1 13・95 I 17.92 Uh_4_L_ 

角水 "1 ，，[ [，， 1 ，，[，， 1 ，，[，，! ，，[，， 1 ，， 1，， 1 "1 ，， 1 " 
100 1.6o 1 1 Y.77 1 2.14 与.83 1 11.23 I 15.11 1 4 • ラ 1

，，-1 ，， 11  1，， 1 r，1，， 1 "1，， 1 "1 ，， 1 "1，， 1"1 ，， 1 
1.07 1 1.3う 1.55 3..63 I 7.27 I 11...s"l 

ワ 1501  ! ，，[ 1 [5 1 +1 [ O 1 +1 [8 1 + 1 [ 13! +529J丑Ll__l
イ 200 0.72 I 1 0.840.80 I 1.9:l I 3.40 九06
ヤ。 1 ，， 1 I 1"1 ，， 1，， 1 ，， r， 1 "1 ，， I "1 ，， " 
1 1 ~ 1 30。 0.42 I I 0，.<l6 I 0.47 I 0.81 I 1.1う 0.6t 
延ぎ 3~~L' . ，，1 1.. 1" .1 F" i ，， 1 "[-，， 1 "1 ，， I "1 ，， ! ，， 1 1 

長 400~~~~~~~~===r==~==~==~t:~==~==~~~~=!~~=== 
500 r 1 I_I_.I L_  l____l 
o I 1司， 5[9 I I [8-.159 I 18.う47I 18.677 I 18.うラ5I 17.925 1 17.86号一
1o I .ラ021 1.  517 1 .542 1 .665! • 532.917.92ち

塩基 .ラ8o1 .743 1 .555 1 .718 1 .う42! 18.053118.100 
30-[ .7811 1 .7&>1 .7731 .8741 .8711 .4791 .103 

準 50 ・8?1 1 .8441 .818 ・9571 19.025 ・828 ・894
75 1 .854 I .8441 .8391 .9191 .02う 19.0461 19.010 

rJ¥ 100 ・8う61 1 .8491 .949 1 .9121 18.972 1 .05:3.∞B 
150.8う6I 1.出M8B5う44 .376 1 .927 1 lo.985 

分探 2001 .859 1 .8541 .854 .854 .859 1 .902 I 

分ウ'00 話 300 ・864 1 1.85  61 .856 1 .844 1 .796 1 .844 ト

~ I~ ¥400 1 1 1 1 
1 l__5Q.()_J___~I __  _ 

S.T 8'スルメイカ 30尾釣ル( 20分rBl) 
記 事 S.T 9 スルメイカ 20尾釣ル(20分出)

見張調査 日.T10 スルメイカ 10尾釣ル
漁獲試験
その他
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青森県水産試験場 昭和44年 8月 日本海地先定線海洋観測結果表

観測線名|綜 作!期 日!8・1-8.2 I調査船名i東奥丸!調査員氏名!
ST.番 号 2 3 4 5 6 7 8 

位 置it 40036' 40036' 40036' 40036' 40036' 40036' 40036' 40036' 139050'5 139匂う' 139038' 5 139 02 5~ち 139012'5 138059'う 138047' 138旬3' 

日 H守 分 弘A50 08~?27 10.1 000.~ 28 11f24.』10 ;31230.5-0 lkIα5o.-30 161740.~ 10 18.1820.-50 
トー一一 一一一一一一

天 候 Bc C C R BC B B B 

気 温 24.8 24.0 23.8 22.0 25.0 24.2 ロ江 23.6 

風向・風力 Sli: SE NW NW  N 日一一 1 N ト~__J

水 深 83 

海 流
トー一一一ー一一一一←一一 一一一一ー掴

水 色 う う 3 3 2 2 2 
122  6 」一一一

透 明 度 13 11 18 21 26 26 ト 26
波 浪 1 

一一一一
う ね り 2 2 2 2 2 

仁三:Eii気 圧 1，003 1，003 1.003 1，003 1，002 1.∞1 ____h_Q吐
雲形・雲量 ci ち 白色 9 S色 9 Bも 9 ca 7 d 2 ci 2 Cl 2 

PL 採集形式 Clt) I PL (動|乱 10稚D1 PL 桂o1 PL i船 IPL |⑩ I PL 盛)lPL (It) I_pr， 
。24.6 24.6 24.4 23.4 23.う 2'1.6 24.1 空4

水 10 
24.02 23.84 23.06 21.05 21. 33 21.20 2).93 20.47 

基 30 I 。2つ| 。2つ| 。o I 。2" I 。o I 。oi3. 0 o I 。
温 20 

22.75 21. 60 20.49 18.81 18.12 1凸.64 13.55 14.∞ 
" I " " I " " " ~I " " ，曲、

17.32 OC 
30 
21.40 19.69 18.99 14.25 9.29 7.50 9.28 

、、J 準 " " " 
を，
" I ，~ 。」 を， ~._l__ι . 

50 
19.ラ0 18.26 16.06 12.29 11.31 7.42 3.43 
ぎ， ラ! 。5 I " 2 I " 2 I " 2 ! " 4 ! 。

傾 75 
10.09 15.87 13.76 10.ラ4 6.89 4.61 t.う2 1.ラ7

水 " グ | " か| " " I " " " l' !'____l " 
角 100 

14.25 11.20 6.47 3.37 2.35 0.98 7 1.22 
" か| w " " I " ~ " 

グ| " " 11 . 
150 

12.46 8.39 4.2ラ 2.07 1.65 0.76 0.89 

深 10 I +ラ 7 I " 5 I " o I 
。5 I " 10 I 。五 i " 

ワ 200 9.79 4.71 2.28 1.26 1.07 0.66 0.66 

イ 。!
" " " " " 

を，
" 

ヤ ~OO 
6.07 1. 76 0.91 0.69 0.73 0.48 0.48 〆園、

M 11 11 11 " 11 " 
延
、匂J

長
400 

」 止 止 」

500 

。 17.821 17.535 17.880 18.677 18.う17 18.412 18.422 
J卜一ll_._}切笠王

基
10 18.009 18.382 18.6ラ7 .703 .582 .402 .4う3

塩 20 .422 . {ヲヲ .8ラ4 .816 .652 .387 .う92

準 30 .627 .813 .869 .879 .763 .662 .688 .677 
50 .783 9明)4 .982 .889 .733 .622 738 !J_4Ji__ 

水
75 .8雪9 .924 19.000 .854 728 .768 748 .743 

100 -g尽2 1R.864 .811 .776 .753 
11E4L 3 

.743 

深
150 .939 .839 .783 738 .743 .745 

分
200 .869 .808 .748 .738 .738 748 .738 

"‘、 ( 

300 .680 .7ち包 .738 .738 .733 .753 .743 
可も。 M 

400 、ー， 、、J
500 

三己 事

(見協調査)漁獲試験
その他
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青森県水産試験場

盟盟主j

;工二11
日 H守

角

400 

j ~j司

8' 

40048 ' 

138037' 

分I~'O~;'~ --~f~ 0う

B 

20.0 

N [ 

日〕止ニR.2
昭和44年 8月 日本悔地先定線海洋観測結果表

目玉itt'J;g1東奥

410∞'1 4[ 00ぴ
138040'1 [39000' 

~1f 4 0-22.3ルw
~3: ∞ 
B 

20.0 

N [ 

(鈴 IPL I⑨ |PL 

寸
20.06 
2ア了一O

M士二五

|戸2

II! " 

~_Lユ
:J_ cf) i 

亡同三五
グ工二H

Bc 

20.5 

NE [ 

丸~査亘氏五1
11 1 12 

4[000'1 4[000' 

139020' 1 [3~oA()' 

[， c口41 1，004 
cU 7 1 ci 3 

1錫 IPL 市 I PL I稚 |PL
22.8 1 24.8 1 24.6 
11  1 1 1 
22.39 1 ?4641 24.12 
2'1 0 I 20 I 0 I 20 1 0 
20.62 I 23.93 I 23.52 
M1 ，， 1，， 1 "1 ，， " 
18.68 I 19.82 I 22.90 
M ，， 1 " 1"い'1 11 

1う.17 1 19.∞ 1 19.89 
ぅ i ，， 141 ，， 1~I__~乙
10.58 I 17.1ち 1 18.44 

M 1 "1" 1 "1" 1 " 
7. 56 1 14. ~ 1 15.24 
M 1 "1"1 "1 ，， 1"  
4. 91 1 11. 0ち l

B1  ，， 1 7 1 " 
1.97 1 9.41 

M 1 ，， 1" 1 " 
0.94 1 3.40 
，， 1 ，， 1 竺~

02.5う~
Ö~U5 

BC 

22.0 

NE 2 

0う 05-
1:15';3ラ
Bc 

22.[ 

E 2 

13 

40000' 

! の。∞'

14 

400う3'5

14000(/7 

1

1

一山一吉一色

MEM宝石山一し一位一

2 

25 

[，003 

07.1う-
07~45 

BC 

23.4 

E 2 

う

一

2

L
J
一
一

O
一

4
0
ノ
一
ヨ
一
-

h
U

一ー一%-

C

E

 天候

気温

風向・風刀

水深
海流

水色

透明度

波浪I 1 
うねり 1 2 

気圧 I 1，003 

雲形・雲量IcU 3 
P L 採集形式i待了五
10円子

水 1 刊 1_2主47
基!一 10 1 0 

I I 20M苧万
31準|川J浮か

50片2「2jH
傾刊 I 1.79 

水 I~b 片寸マ寸一てア
100 k己 l

深|日0片円，

~ 1 12 " 

712l300M4  

延 I'--' 

長

-一
1

一月一町出品川市一品
ω
2
4
w
一一山一一

i 

し一ーー

500 
エ

o-M
一
豊
田
一
町
市
町
四
団
川
一
間

深

(
M
)

分
(
弘
)

塩 i基

準

水

止
18.467 
.597 

.677 
7う3

よ竺
.748 
748 

.743 
7う5

733 

よ 斗
18.467 
.637 
.638 
.708 
.771 
.7う8
.748 
.745 
万五百
.740 

18.529 
旦 532
572 
.677 
.738 
.'148 
.753 

.758 
773 
833 

18.733 

E亘
丘2
J益重
恒2
旦笠竺
.839 

」翌
包2
鐙亘

[8.7壬5
~ 
z豆盟
主22._
.869 
.955 

.914 

.879 

.854 

.833 

17.383 
18.188 
.412 

.899 

.944 

.975 
19.010 

18.98ラ
.934 

.869 

_jJLJ0l_ 
287 

丑_82_
.亘旦11
~l~ ← 
._92空
.942←」

¥
1
1
1
/
 

事
査
験
他

調
試
接
獲

q

記
見
漁
そ

〆

/
1
1
¥

S圃T 8 観測中いか調査
手動 I台
1う尾(大型J

S.T 10 いか調査
手動 1台
6尾
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， > '町Y目、，~、，~-司"巳ιノ、 7ノJ 日 ， ~ ト~ ，晶 r--:T -'"'"".....W N_'W..I、 I~II ""'".，.、>"干."、F

観測線名艦 作|期 日17・154.16I調査船名|東奥丸|調査員氏名!
ST.番 号 2 3 4 う 6 7 8 

位 置
N 40036' 40036' 40036' 40036' 40036' 40036' 40036' ~-l~i:~f， 138059'日

一一一一一
E 139050'ち 139045' 13ヨ。38ち 139025'日 139012'う 138047' 

日 持 分 5-10288.4・4 09'b争10.~40 IM42ぅ 1 1.J~ラ5..25 13135-~ o 4.00 151~?-30 16.1470.-05 18'1お7
天 候 B B R B E B B B 

気 温 20.0 21.2 21.8 22.0 2-1-，7 24.6 21.4 21.2 

風向・風力 一一IE-'E R E 。E E E 1 

水 深 8う

海 流
ト一一一一一一

一一一
水 色 3 3 3 3 3 3 3 3 

透 明 度 19 18 18 18 18 21 119  0 18 
一一一守山内ー』 ー

波 浪 。 。 。 。
一う ね り 2 2 2 

一一一一一
気 圧 1.013 1，013 1，013 1，014 1，013 1，013 1，013 ト 1，竺13

雲形・雲量 c' 3 ci 2 c' 2 c' 2 c i 2 c i 2 ci 2 ci 2 

PL l*集形式 稚 IPL 稚! PL 稚|丸 稚 IPL 稚 IPL 稚 IPL 稚 1PL 稚 IPL 
。 20.2 20.0 20.4 19.6 20.3 H!.9 21.2 2C.3 

水
10 
19.う1 19.51 19.11 18.54 19.80 17.69 17.09 16.19 

基 101 
。。I 。o I 。o J 0 o 1 Q o__Lo 010  010  

温
20 
19.51 19.40 18.89 18.24 19.62 17.61 16.17 1 C. 28 

r-、 11 " " " I " 。C
30 
18.27 18.28 14.48 16.30 18.04 14.80 11.21 4.94 

、--' 準 " " 
M 

" . 1う.49 15.ラ2 14.88 11.94 15.62 14.3ラ 5.58 2.61 
50 

" 2 I 2 I " 2 1 " 2 I 0 2 2 I 0 21 0 " 
傾

75 
13.7ラ J 3.0ラ 11.86 10.25 9.71 5.31 1.87 1.78 

水 3 I " " 庁
グ I " " " I " " I " 

角
1∞ 11. 10 10.5ラ 9.51 5.ラ6 2.86 1.15 1.19 

" I 
を，
" " " " I " " " I " . 10.36 9.49 6.99 3.33 1.ラ0 0.89 C.77 

深
50 

3 I 3 I 3 I " 4 I 0 4 I 0 ラ I " 
3 I 0 " " 

ワ
200 

7.40 7.57 4.85 1.83 1.03 0.66 0.61 
イ " " 
ヤ ，.、、

300 
1.98 1.42 1.21 0.73 0.59 C.43 0.47 

M " " " I " " 
延
、、J

長 4∞ 
500 

。 18.552 18.う37 18.557 18.924 18.879 18.818 18.783 18.642 

塩 2主 10 .552 5うO .662 .912 .869 .813 .773 .622 

2G .562 562 ，778 .914 889 .828 ，783 ，743 

準 30 .680 677 .821 .904 980 ，833 _--'-担~_ ..88413 1 
50 .844 864 .844 .944 899 .833 .803 

水
75 空8J9 904 .919 .929 929 .899 .ll_3_2_ .833 
100 944 929 .929 904 一____._8.3_L 4.282218 -

.828 

分 深
150 ，92.4 .919 .909 81>4 .828 _..Jl.き9
200 980 .907 .889 呂ヨ雪

竺宜主
.839 

r-、 ，ー、、
300 844 .828 .826 只?~

可、仏"" M _4臼i
.833 

、-〆
500 

60 -90 4うー 290 60 - 280 0-230 。_170 55 -95 
記 事

(見張調査)漁獲試験
その他
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青森県水産訊験場 昭和44年 7月 日本海地先定線海洋観測結果表

観測線名|経 作!期 日! 7 .15 - 7.16 i調査船名!東奥 丸|調査員氏名|
9 10 11 12 13 14 

N 40048' 41000' 41000' 41000' 41000' 40000' 
144E0P0 5063..7ゲ' 位 置I~ I 13;0~;， l'泡040' 139000' 139020' 13904ぴ 140000' 

日均分 ({912ι 21空240・u 23.型34与oo 51355 03b44.5w 10 06わ065.~30 07bf370.w 40 i~_ 0'> />! "2O.23 .η日

天 候1 B 
「一一一一一一一一

B B B BC C C 

気 温 20.1 19.8 19.8 20.2 1 Q.4 19.4 20.4 

風向・風力 E E E l E E ESE E. 

，水 mo 118 

梅 流

水 色! 3 3 

明 度! 18 18 

浪! 。 。 。 。 O. 5 

う ね り 1 _ 1_L工一一 l 

気 庄 1，013 1，013 1，013 1，0131 1，012 ri，-012 ヤ一一ー 1，O13 
I 雲形・雲量 |CC 2 。C 2 口c 2 。C 2 C 5 lOIS 9 NS 8 

L 採集形式稿 PL 在)I九 備 IPL (訟 !FL監 IPL |骨 IPL 骨 IPL 
19.9 18.4 18.0 17.9 19.2 19.0 

水 16.43 1乙7う 19.13 19.02 18.96 18.44 18.70 
基 010 。| 。 o 1 。 Q__J 。 o I 。~ 20 I 。

況L l雪.84 、 13. 51 18.84 18.84 18.75 18.35 18.44 

11 [ " " " I " " " I /1 グ I " 
/1 ，町、

。C 9.81 7.79 13.66 14.53 17.79 18.01 17.99 
、..." 準 11 I " " " ，，_j 11 ~ m よ λ~ 

. 9.92 9.36 9.59 10.51 13.65 13.25 14.36 
2! 0 2 I " 2 I を， 2 I /1 2 I " 3 I H 3 I " 1 .う8 3.13 6.50 8.4'9 11.03 12. ~4 17.~9 

傾 水
75 
" " " " " " が~1.03 4.30 4.93 7.00 9.81 10. s8 1 1. 35 

100 
" I 角 " 11 " " " " 11 " o. 70 1.51 2.35 4.18 7. 21 9.14 . 決 150 3 I " 3 I " 3 I " 3 I 11 4 I " ちL__g_0.60 1. 10 1.49 2.03 5.62 7.73 

ワ
200 

" I " 11 
" I " " " ~~ 

イ ，....、 0.37 0.72 0.80 1.05 1.39 2. 13 
ヤ M 

300 
" " " I " " グ」 " " I " 、..."

延
400 

~_l よ

長
500 

。 18.632 18.773 18.884 18.844 18.917 18.899 18.844 

10 .637 .806 .839 .828 909 .924 844 
基

. 
塩 20 .b42 .813 .849 .884 912 .914 .854 

30 .753 .765 .934 .9C9 934 .904 849 
準 50 .7う3 .783 .914 .9うO 914 .9C凶 .909 
75 .844 .866 .924 .919 .970 19.046 .939 
100 .826 .758 .894 .934 .929 Ii込939 .929 

探
150 ! .823 .341 .841 .847 .912 .919 

分 2∞ .828 8空3 833 e41 .907 917 
，...、

(1300 

.828 .839 .833 .828 .833 .344 
%。 包 400、、J

500 

(見抜調査)漁獲試験
その他
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青森県水産試験場
昭和 44年6月 日本海地先定線海洋観測結果表

観測線名|臨作桁!期 日I6/2.切 l調査船名!瑞鴎丸|調査員氏名|十 技 師

ST. 番 τ口ァJー- l 2 3 4 5 6 7 8. 

位置 ll 40036'| 400 36' 40036' 40036' 40036' 4003s6弓r 
1「74元00長3:6FF 

40036 
トー一一一一ー一一

1390う0'5 1 390-'iう 139038'う 13902う'う 1 39 01 2'う 1380う9 138033' 

662 日 時 分 655 - 7_ 50- 8.55 - 10.30 - 12.10 -

-13
口

I.:i一
5、0m~dii151El2c う

15

号

町~ 

3 

16.うう~
715 8.25 9.3う 11.α〕 12.うO 17.30 

天 {戻 。 BC 口 C 。 。

気‘ 温 12.0 14.5 14.5 13.5 13.0 じEぅ二
風向・風 力 N SE SE E 3 ESE 3 E 3 

水 深 1ち
ト ー

海 流

水 色 4 4 ヲ 4 4 4 4 

透 度明 日 ラ 6 14 16 14 12 9 

波 「一γ一一浪 2 2 2 3 3 3 

仁三二1づ オヨ り 2 2 2 2 2 2 2 

気 圧 1，012 1，016 1，016 1，016 1，013 1，012 1，010 1，009 
雲形・雲量 9 2 9 9 10 10 10 10 

PL 採集形式 偏)!(PL)i信)I白L (前!(Pふ (存)i (PL) 語)1仙 (同 I(pL) 組 1(pL)

水 。
14.0 I 14.2 14. 3 12.8 13.0 12.7 11.6 

ラ I 0 

11口fu1-.. I_~ 
13.78 I 13.ラ8 14.37 12.71 12.47 11.う9 11.69 
80 I 0 I 0 I 0 20 I 0 o! 0 010  01  0 グ T 

基
13.80 I 13.89 13.59 U.95 

7アつ
11.06 10.88 

20 戸、 !!.__I __  ，，- か T 
'c 1 1 30 13.71 I 13.70 12.39 10.70 11.83 10.うi 9.71 

)準
ノ'1 I 

" 
I /! J 11 11 ! !I か I

" 
グ I ノ

13う6 I 13.30 11.72 9.87 8.82 7.67 6.36 
50 

" 
J 
" I 

11 I /1 か I 11 ち ， 11 ~--~ -8-~ 8-[ -" 

75 
12.33 10.1う 9.07 7.66 5.76 4.23 

ェ五主?zl| 
1頃
7.1<. 

!} I 
" " " 」斗 ρ

10.30 9.26 8.55 6.78 4.6う 2.86 

角
100 

"ノ " " 
150 

9.2う 7.06 7.46 4.35 2.60 
l(〕1-.|E6+2 -. 

深
Eミ I +1 12 I +2 18 I +8 11! +2 

6.う1 7.13 3.83 2.45 1.う2 1.32 0.95 

ワ
2.00 

11 /! ， '1 、 " " " " " 
イ 300 

1.69 1.99 I‘11 1. 01 0.72 0.6ラ 0_59 

ヤ 1¥1 
グ i Ff " " 11 " 

延
400 

長
500 T 
。 17.836 17.583 17.890 18.833 18.849 18.844 18.849 18.826 

塩 基
10 18.237 18.207 18.212 .833 .844 .839 .844 .803 I 
20 .287 .297 .412 ，899 ，844 .833 .844 ，813 

準
30 .377 .487 688 .934 ，924 .833 ，844 

トー 50 
.512 ，672 .798 .914 ，924 .899 .864 .8う9

分 水
75 .833 .894 .924 .919 .783 

.879 9 

ヰ|
100 .808 .894 .914 .927 .894 .8う

深
150 .899 .849 .919 894 .849 846 
200 .919 919 .874 .844 .844 .839 

弘
r、 :l00 .844 .8う4 .798 .833 .849 .844 
M 
400 

、~ 、、..-'
500 

記 事

漁獲試験
吋ー 11
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青森県水産試験場 昭和44年6月 日本海地先定線海洋観測結果表

観測線名|櫨作埼|期 日I6.2 6.5 I調査船名!瑞鴎丸|調査員氏名i十 一 技師
S T，番 号 8' 9 10 11 12 13 14 

N 40048' 41000' 41000' 41000' 41000' 41000' 400ラ3.5'
位置 E 138037' 138040' 139000' 139020' 139040' 140000' 140006'7 

6どう
日 時 分 21. 00_ 19.00 - 16.45 - 14.25 - 12.20 - 10.20 - 9.10 -

21.30 19.30 17.20 15.03 13.5う 10.50 9.2う

天 候 。 c 。 ハ》 。 ロ 。
気 温 10.0 11. 0 11，0 11.0 11.0 11.0 12.0 

風向・風力 NE 2 N 2 W 2 w 2 W 3 w 4 w 4 

水 深 120 

海 流

水 色 4 

透 日月 度 12 13 13 10 10 

波 浪 2 2 2 2 3 3 3 

つ 士ユ 'J 2 2 2 2 3 3 3 

気 圧 1，014 1，014 1，014 1，014 1，014 1，013 1.012 

雲形.雲 量 9 q 10 10 10 10 9 

PL 採集形式 幅)_j__(Í>~ (稚)1φ印 。住)1 (Py (掛|手品 (稚)1 (PL) 偏)1合Lj 保)1 (p白 稚 1PL 
。 10.4 12.6 12.6 12.6 13.0 13.8 14.2 

T 
水 10 

10.25 12.01 11.78 12.68 12.56 13.01 13.98 

基
うの ! 。 o I 。o 1 。o I 7つT 。iO'l 。20守+3 

温 10.10 10.99 11.96 12.5ち 13.11 13.42 13.9ラ
20 

グ I 11 11 ，) 11 1/ f 11 
f、、

。C
30 
9.93 9.ぅO 11.52 1 2 ~ 31 12.92 13.22 13.81 

¥ーノ 11 11 11 /ノ V-I ノ

準
7.66 8.00 8.80 10.47 12.20 12.70 13.38 

50 
13 I 11 ラ I 11 ノノ 14. I 11 2日 +3 36 I +24 

傾 4~ 79 6.20 6.72 8.40 10.26 11. 69 12.59 
75 

11 λr 11 11 グ I 11 

角
水 3.57 4.87 5.60 7.38 9.74 10.37 10.79 
100 

11 11 λy 11 グ i 11 

. 
150 

2.92 3.63 4.う5 6.07 9.47 10.12 

深
22 I F〆 17 I +7 ラ I +1 ち I +1 16 I +雪 32 I +27 7 
1.ラO 2.06 2.22 4.02 7.03 9.44 ワ 200 

イ 11 か I 11 11 

ヤ
300 

0.76 O. ，.)4 0.98 1.43 1.5う 4.32 
〆園、、

か| 11 か I 11 か| 11 グ|グ

延
M 
、-./
400 

長

500 

。 18.763 18.773 18.788 18，808 18.833 18.469 18.302 

塩 基
10 .743 .778 .773 .783 .808 .う45 .272 

20 .768 .778 .793 .788 .813 .597 .357 

準
30 .760 .884 .823 .813 ._849 .622 .477 

50 .869 .902 .884 .879 .859 .773 .572 

分 水
75 .864 .899 .899 .899 .889 849 • 768 

100 .844 .874 .894 .904 .889 .874 .783 

深
150 .864 .828 .874 .889 .894 .894 

200 .813 .813 .828 .859 .894 .904 

協
/"'、 300 .823 .806 .818 .818 .808 879 
恥f
400 、』ノ 、-'

500 

記 事

(見張調査)漁獲試験
その他
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青森県水産試験場 昭和44年5月 日本海地先定線海洋観測結果表

観測線名!偶作埼正西!期日， 4. 30~6.1 ，調査船名東奥丸|調査員氏名!十三技師
S T.番 仁寸ゴ 2 3 4 う 6 7 8 

N 40036' 40036' 40036' 40036' 40036' 40036' 40036' 40036' 
位置 E 139050' 5 139045 139038'う 139025'う 139012'号 138059'5 138047' 138036'ラ

4ゴ30
日 時 分 9 ラ~ 10. 30 ~ 11.4ラ~ 13.45 - 15.45 - 17. 35 ~ 19.1う~ 20.4ラ~

10.00 1.00 2.30 14.25 16.15 18.00 19.50 21.15 

天 候 ロ ロ 。 。 B 。 R 。
気 温 16.0 14.0 14.0 15.0 14.0 14.0 8.0 6.0 

風向・風力 WS胃 3 ESE 2 SW 3 日 2 s 2 NW 2 w 3 W 2 

水 深 92 

海 流

水 色 4 4 4 4 4 4 
一ーーー『

透 明 度 14 15 14 17 16 16 

波 浪 2 3 2 2 2 2 2 2 

う オヨ り 3 2 3 2 2 2 

気 圧 1，013 1，012 1，012 1，011 1，011 1，01l 1，011 1，012 
雲形.雲量 巴E 8 AS 10 S t.Ac 9 9 S t. Cロ 7

PL 採集形式 備 I(ぬ 豆tDI @ @I⑨ 併)I手。 併)I (E~ CWI付 伊)I (PY 向|荷
。 11.3 10.8 11.2 10.4 11.20 10.9 10.9 10.30 

7)< 10 
11.45 10.4ラ 10.45 10.08 10.44 10.46 11.14 9.99 

基
3勺 I 0 3C i 0 8" I 0 デL__Q 70 I 0 デ I 0 40 I 0 

温
20 

守31 10. 31 10.89 9.68 9.61 9.70 10.83 9.53 I 
r、 か| ，/ 1/ I 11 " 

，/ 
" " // Fノ // 1/ // //_L 三乙

。C
30 

8.70 9.65 10.02 9.00 9.96 9.35 9.95 8.64 
、、J

1/ " 11 I 11 f' I 1/ // // 

準. 8.68 9.33 9.14 9.31 8.93 9.06 8.73 7.30 
50 
341 10 7 I 1/ 11 I 15 I 2 8 1 12 I ヲ I// !L~_I_ 1/ 

1頃
75 
8.73 9.18 9.09 9.16 8.79 8.74 8.ラ3 6.12 

水
官， // 1/ " ! 11 1/ 

角
100 

8.8ラ 9.06 8.69 8.67 7.96 7.83 4.73 
// 1/ ノノ // 

. 
150 

8.42 8.42 8. C 6.98 う.47 4.66 3.09 

深、 32 I 27 う F〆 21 I 10 15 I 2 lう I 2 5 1 1 16 I う
ワ

200 
7.50 6.85 6.77 4.34 3.38 2.13 1. 87 

イ グ 1 /f // // // // 

ヤ
300 

2.91 2.41 2.42 2.00 1.63 2.09 1. 05 
〆-、
乱f

1/ // 1/ 11 

延 、、J
400 

長

500 

。 18.312 18.502 18.452 18.う72 18.367 18，728 18.718 

塩 基
10 17.880 .毛?7 .547 .667 .552 .622 .72ラ .874 
20 .272 .327 .796 .811 .778 .75う .72ラ .874 

準
30 .728 .748 .552 .846 .781 .7ラ8 .891 .902 
50 .7 38 .844 .823 .864 .818 .907 .934 .934 

I分弘水( 篠

75 .798 . ggl .864 .894 .844 .907 .929 .939 
100 .894 .889 .879 .912 .723 .g74 .907 
150 .0つq .884 .904 .929 .917 .904 .874 
200 . q()4 .904 .904 .894 .869 .844 849 
300 .844 .828 .846 .859 .851 .839 .849 

)13RKl 1 400 
500 

記 事

ST. 8 '7ス流網操業中のため安定(400 36勺 138033')より 2.5マイノレ東側(40036'， 
138036引で観測を行った。

(見張耐)1漁獲試験
その他
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青森県水産試験場 昭和44年 5月 日本海地先定線海洋観例措果表

観測線名 I410 N正西1期 日! 4.30_う 1I調査船名|東奥丸!調査員氏名!十三技師
ST.番 マ仁コ 8' 9 10 11 12 13 

N 40048' 41000' 41000' 41000' 41000' I 41000' 
位置! E 138037' 138040' 139000' 139020' 139040' 1 140000' 

;21も~ ly1  1 日 時 分 0: 45 ~ t 2.うち~ 5.00~401 i 7.15~ 9.10 -
1.201 3.301 5.401 7.40 9.40 

一一天 {長 t 1 f 1 0 I 0 I 0 口

気 活 ち 6 6 7 9 12 
一一一一F一一一 F

風向・風 力 W 3 '1' 3 W 3 w 3 日sw 3 SW 7 

水 深

海 流

水 色| 4 3 3 

透 日月 度 16 16 

波 浪 2 2 2 2 ヲ う

つ オヨ り 2 2 2 2 3 4 

気 圧 1，013 1，013 1，013 1，013 1，014 1，013 

雲形.雲 it 主 10 10 9 

PL 採集形式 ⑩(お (高)!(pυ 備 [CPY⑮|同 幅)!刊 幅)I PL 
。一~Q 7.0 8.5 9.4 10.2 10.3 

水 10 
9.83 8.37 8.66 9.55 10.36 10.81 
ララ。| 。 7υi 。30 1 0 。1デi 。300 I 2 T 

基

温 20 
9.36 8.34 8.60 9，53 9.78 10.70 
u /ノ 1/ ! 11 u u 

r問、 8.う9 6.86 8.38 9.51 9.18 9.94 。C 30 
" " 

ノ/ 1/ I 1/ 

、-' 準
7.64 う.21 6.う2 7.93 9.03 9.32 . 50 
101 10 I !う 1 2 10 I 301 B 60 I 30 

傾 75 
6.32 4.27 7.11 8.24 8.89 9.82 

" " グ 「つア
，/ 
" 水 5.24 2.69 う.84 8.77 8.44 8.78 

角 100 
!/ !/ I " ノ， " 11 !万

150 
3.04 1. 36 2.6ヲ 4.73 6.6う 8.71 . 
30 I 23 15 ! 弓 20 1 10 25 i 17 40 1 46 うoI 80 T 

深
1. 76 1. 19 1. 54 3.00 5.05 8.69 

ワ 200 
グ I " ノノ l ノy が | " ノ: 11 

イ
0.8ラ 0.89 0.84 1. 46 2.39 6.32 

ヤ 300 〆-、 か!グ グ! !/ " I " グ!万
!/ I " 

M 
延
、_，
400 T 

長
500 

。 18.86守 18.869 18.879 18.864 18.823 18.163 
ー一一

10 .864 .874 .8う4! .793 
塩 基

.869 .163 

20 ，876 ，869 ，874 .833 .869 .173 

隼、 30 ，889 .889 ，884 .849 .869 .625 
一←一一

50 ，922 896 ，899 .849 .876 839 

分 水
75 .927 ，866 ，899 .884 ，884 .178 

「一一一

100 .942 .849 ，864 .912 .763 .861 

.823 .839 .896 ，212 .864 
深
150 .864 

…一一一日一一ー

200 .833 .833 ，828 .889 .904 .864 
〆戸、 .849 1 2込 300 .833 .833 ，828 I .833 .627 
M 一 一一一一一一也

、J 400 
500 

ST， 13 風浪のためプランクトン探集出来なかった。

記 事
日T. 14 荒天のため欠測した。

(見張調査)
漁獲試験
その他 l
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青森県水産試験場 昭和44年 4月 日本海地先定線海洋観測結果表

観測料名It雪作埼正西|期日 I 4・1 I調査船名!瑞鴎丸 i調査員氏名!中川武光
S T.番号 112131415! 6 

N I 40036'1 40036'1 40036'1 40036'1 40"36' 1 400 

4ゴl日時分 6:10- 1 7.05- 1 8.05- 1 9.50- 1 11.30-113.05-
6. 30 1 7. 30 1 8. 30 1 1 O. 1 5 1 1 1. 5ラ 13.30

天候 B I C I C I BC BC I C 

気?昆 3.0 1 7.0 1 9.0 I 11.0 I 11.0 I 6.う

風 向・風力 E NE 2 NE NE 2 NE 2 NNE 2 NNE ~__j__~.. ..-1 
水 深
、降 流

一一一一

7}< 色

三十日透 明 度 7 7 10 7 7 7 

波 浪
一一一ー-

う オユ 2 2 2 2 

気 圧 1，021 1，021 1，021 1，020 1，020 1，019 1，019 1，019 
雲形.雲 量 6 9 9 7 6 10 10 B 

PL 採集形式 ゆ! PL 信)1 PL 信斗工L盛 IPL (高2..1 PL (ti性「j1」旦ι(宥)I PL 血l~L
。 7.8 7.2 8.2 8.6 日.2 6.7 4.う 4， 3 

水
10 
6.67 7.38 8.12 9.21 8.75 う.42 4.62 

ま三日工!o I 。o I 。o 1 。010  o I 。010  o 0 
温
基

7.う7 7.81 8.20 8.49 7.95 4.48 4.19 
20 

，-、 " ノノ Fノ j " 
。C

30 
8.14 8.06 8.24 7.88 7.28 2.48 3.33 

、、J
" I " 11 _~ 

準 " " " " " " . 
50 
8.22 8.03 8.12 7.70 7.14 2.31 2.58 2.07 
々!万 グ I " う!万 " " か I " う| " ") I " 10 i 

1頃
75 

8.11 7.6う 7.00 4.84 1.98 1.62 1. 51 

水
グ|ノ/ " 三口二

角 7.82 6.96 う.72 2.う9 1.40 1.23 0.93 
100 

11 ! 11 1/ I 11 " 
/ノ 。. 6.54 4.72 ラ.2.0 1.48 0.96 0.81 

150 
3 I 3 I " 10 I 2 8 I 

深 " 
ワ 3.59 3.05 3.04 1. 15 0.77 O. 78 0.92 
イ

200 
" I " か I " 11 1 11 グ I " 

ヤ 300 
1. 52 1.37 1.57 0.75 0.53 0.73 0.67 

( 

" か I " グ I 1 

延
M 
、回J
400 

長

500 

。18.791 18.705 18.889 18.909 18.904 18.874 
18.84656 9 1 

18.859 

塩 基
10 .816 .798 .879 .889 .896 .849 .8 .851 
20 .854 .856 .879 .891 .894 .844 .8 .849 

準
30 .861 .871 .864 .879 .889 .820 

..88439 6 
.844 

50 .861 859 .884 .884 .889 .828 ヒ二Zt分 水
75 .866 .902 .909 .879 .821 813 
100 .889 .904 .902 .854 .821 .813 

深
150 .899 .879 884 .828 .811 .813 
200 .846 .844 .902 .813 .811 .823 

.818 .828 .879 .813 .818 -'-'む豆一

-77-



青森県水産試験場 昭和4.4年 4月 日本海地先定線海洋観測結果表

観測線名 1410N 正西!期 日 1 4.1 --4.2 I調査船名瑞鴎丸|調査員氏名|中川武7't

ST.番 号 8 9 10 11 12 13 14 

位置
N 40048' 41。∞F 41000' 41000' 41000' 41000' 40053.5 

E 1 3SO 37' 138040' 139000' 139020' 139040/ 140000' 1400仁6.7

48/. 1 40;/252 ~ 
白 時 分 18.10- 20.2 05~ 22.2 15~ 2.35 - 4.45 --

6.00 _ 

18.3う 0.30 2.40 0.50 3.00 5.10 6.20 

天 候 。 B 日 E 。 BC BC.S 

気 温 3.ラ 3.5 2.5 3.0 3.5 3.0 3.0 

風向.風力 NNW 3 NNW 4 NNW 4 NNW NNW 4 NNW 3 NNW 3 

水 深

海 流

水 色

透 明 度

波 浪 2 2 3 3 ヲ 2 2 

フ オヨ り 2 3 3 3 3 3 3 

気 圧 1，021 1，022 1，022 1，022.ラ 1，022 1，022 
雲形・雲 量 9 4 3 B 7 B 

PL 採集形式 齢 IPL 雇)! PL 惟)I PL (単位)I pL (維)I PL I (恥 IPL I (柏 I_!，L 
。 3.6 5.8 5.8 5.8 7.6 7.ラ

十一手

水
10 
3.13 5.21 5.04 4.93 7.4う 7.19 7.09 

基
o I 。 。I 0 30 1 0 50 I 。4わ I0 ~_Q 17.l ラ7q 

温 20 
2.28 ラ.76 ラ.66 う.45 7.93 7.64 

戸、 11 11 11 fI ¥ fI ，/ ーと上_JL__L竺亡フ「
。C

30 
1.73 6.01 ラ.96 5.20 8.12 7.92 7.89 

、、J
準

/1 1/ 1/ /1 1/ 

. 
50 
1. 70 5.02 5.58 4.07 8.35 7.74 7.86 

1/ 8 I 1 10 I 10 I !.LL!' U__{L_ cr_]二三←
領

75 
1.1ラ 3.40 4.38 3.58 7.74 7.91 8.09 

水
11 1/ 1/ 

角 0.89 2.41 2.47 2.47 . 6.23 7.81 8.11 
100 

11 i 11 1 1/ '! [M  11 

. 
150 lf1 

1. 50 1. 09 1. 62 2.99 
7.48 1 L一一L

深
10 I 2 l5T5 26 I 17 B 20 I 10 15 Iτ 

ワ
200 

0.79 1. 06 1.01 1. 27 2.02 6.38 

イ 1/ Fノ 1/ 1/ 
1/ 

ヤ
300 

0.64 0.72 0.60 0.67 0.93 1.77 
，.....、

1/ グ I1/ ，，! 1/ か 1 n 
M 

11 

延 、-' 400 
長

500 寸 ト二Iご!。 18.899 18.919 18.917 18.937 18.927 18.869 18.8雪6

塩 基
10 .881 .914 .909 .907 .914 .854 .828 

20 .902 .919 .912 .907 t .919 .859 .839 

30 .861 .927 .917 .909 t .909 .866 856 
準

50 I .854 .909 .909 .046 .914 .864 .849 

分 水!
75 i .844 .879 .899 .889 .917 .955 .866 

100 i .844 .864 .869 .861 .927 .904 .879 

仇mミ「マ 150 I .866 i .851 .846 .856 .879 

200 .856 .861 .846 .851 ，8ラ9 .929 
f、I""' 300 ! .854 t .851 .849 .844 .851 .849 

、物..;。 、M-Jl  l 400 
500 

一一一一一 一一一一ーム一一

記 事

(見張調査)漁獲試験
その他

-7 8ー



青森県水産試験場 昭和44年 4月 太平洋定線海洋観測貼果表

観測線名|尻矢埼E線|期 日 14.12-131調査船名 瑞鴎丸|調変員氏名|中川l武光

ST.番 号 イ 2 3 4 
ト一一

N 41025' 41025' 41025' 41025' 41025' 

E 141035' 141040' 142000' 142020' 142040' 
トー←一一一一一一一一一

4./0 12 
日 時 分 8.05 - 呂.う0- 11，00 _ 13.00- lラ.10-

8.1う 9.1う 1.18 13， ，0 lう.，0 
天 候 B 日ロ 。 ロ 。
気 温 7，0 7.0 8.0 8.0 9.0 

風向・風 力 sw 3 sw 4 弔宮市 3 W日W 2 ssw 2 

水 深 L一一ー一一←一一一
海 流

* 色透 明 度 10 10 11 う 13 

波 浪 2 2 2 2 

う オユ り 2 2 2 3 

気 圧 1，018 1，018 1，017 1，015 1. 014 

雲形・雲 量 6 7 9 9 10 

PL 採集形式 稚 IPL 。存oI (py 稚 IPL (同 I(Py 稚 IPL 
稚 J土圭 稚 IPL 

。 6.6 ラ.7 8.6 3.5 8.0 

仁二I=

* 10 
6.ラO う.69 8.47 4.31 7.72 

「一
基

50 I 。30 1 。 。o I 。30 I 0 
温

20 
6，54 う.46 8，29 4.04 7.70 

〆戸、 fI 。グ| fI fI fI μ 上一。C
30 
6.50 ラ.29 8.04 3.49 7.70 

、、J 。fI I fI よーー仁エ二準
fI fI 

. 
50 
6.38 う.22 7，42 5.49 7.68 
7 I Fノ 。10 I +1 fI 6 Iυ 仁工二

1頃 75 
6.うO ラ.20 7.68 4.20 7.60 

* 
!/ 。 ~川 M L40 乙-

角
100 

6.50 5.28 6.63 5.32 7 

" グ I 0 fI 一」 ~____L . 
150 

5.25 4.47 5.29 6.82 

深
13 I +4 18 I +8 101 " 12 I +3 コ二二:

ワ 200 
う.20 6.54 5.62 ラ.80

イ fI 工三三 「よ
ヤ

300 
ラ.05 5.61 6，43 う.28

，-._ か | fI 11 1/ T ー し一一
延
M 
、-' 400 

L 二二工二二長

500 T 。 18.798 18.6'20 18.922 18.35日 18.844 
10 .801 .607 .896 362 

塩 基
826 

20 .791 .610 .889 452 826 

準
30 .803 .622 .866 462 831 
50 .793 .635 .811 .662 I .823 
75 .791 .645 .839 .63ラ!

分 水
.826 

100 .796 .642 .7ラ3 627 808 一一一一一一一
.683 

深
150 .642 .622 .768 
200 .672 .818 .677 683 

官。 〆ー、 300 .684 .768 凸67
乱4 793 
400 

'-'1'-' 
500 

L一一一一一

記 事

(喜善望書)1
その他
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青森県7)<~試験場 昭和44年 4月 太平洋哲泉海洋観損!貼果表

観測線名|中間点!期 日I4.12 - 131調査船名!瑞鴎丸!調査員氏名|中川武光
S T.番 号 〆、、 ホ -ー ノ、 ロ

型問・ l1 N E 
41000' 41000' 41000' 41000' 41000' 

位
142040' 142020' 142000' 14104ちF 141030' 

4ど12 4.ノ013 ラ.00-日 時 分 IR. 20- 20.35 - 22.40- 0.05 -
18，50 20.ララ 23.00 0.25 う，05

天 候 ロ パυ 。 BC BC 

気 温 5，5 8.0 9，0 7，0 l乙0

H一水a一 向・風 力深 S 2 日 ヲ ss宵 2 日 2 押 4 

海 ?市
一一一一一一一

水 色 l

透 明 度
L一一一←一一一一一 トー

波 浪 2 2 

フ 才ユ 1) 2 2 2 2 2 

気 圧 1，013，う 1，012 1，009 1 ，0cP 1，008 

雲形.雲量 ! 0 10 日 6 

PL 採集形式 (荘、I!糾 稚! PL 稚 iPL 稚 i PL 稚 I PL 稚 iPL 稚 I PL 詳ーいと
。
2.8 8，4 6，3 5.8 7.2 

「一一
7)< 

10 
3.16 8.56 6.22 う.72 6.94 
。 1 。 o I 。 。| 。 o ! 。 う| 。

温
基

2.79 8.ラう 6，09 う.70 6.13 
20 

〆『、 " I ，.ノ か! " I! " 
1/ 

。C 2ω 8.52 5，67 ち.ラヲ
'-.../ 30 

" " "し__!!_， か i " . 2経 2.23 8. 45 う.う2 う.02
50 3 I " 3 1 " 4 " 3 I 

fノ I 
{頃

75 
2.2ラ 7.80 ラ.60 う.6呂

大k
7TFF " I " " 

角
1 00 

2.50 6.12 う， 74 う， 09

" I /ノ 1/ ! 11 1/ 1 !I ノノ

. 
150 

2，94 5.50 5.63 ラ.93

ぅ I+ I 10 I +2 6 ， +1 10 I +2 T 

ワ
深

1.9ラ 6.89 6.09 6.01 

イ
200 T I 

ヤ
300 

2.50 う.68 ラ.74 6.04 
，-、 11 j 

" 
11 ! 1/ 1 

延
M 
、】ノ 400 

長

500 寸

。 18.417 18.894 18.70日 IR.612 

塩 基
10 .417 .904 .68月 .627 

20 .917 .904 .684 .637 

準
30 .430 .894 .693 .6ラ可

50 .437 .902 .700 

分 水
75 .447 .826 .690 .700 

10fJ .474 ，69丹 .730 
.743よ」ーー一 1-一一一一一一一

深
150 .ラ27 .672 .745 .745 

200 .482 .80月 .803 .760 

0/00 
/ー、 300 .ラ82 .793 .796 .77o 
乱f
400 

) 、』ノ

! 500 

記 事

漁獲試験
その他
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青森県水産試験場 昭和 44年4月 太平洋定線海洋観測結果表

観測線名|鮫角 E 終|期 日| 4.13 
一一

!調査船名|瑞鴎丸 l調在員氏名!中Jli 武光
S T.番 号

2 1 21 1 20 1r-Zhriァト二
位置!

N 伊 31'1 4門 I'! 4門 1714門 l' ザ -31'1 4門 l'

E 141037'1 141041'1 141048'1 142001'1 142014'1 142027' 

4./0 13 
日 時 分 5_ 00- う.3う- 1 6. 15 - 1 7. 2う_ 18.50- 1 10.15-

ラ.051 5.4う 6.251 7.45 1 9. 10 1 10.4う

天 候 BC BC llC B口 目。 B 日

知、 j昆 12.0 12.0 11.0 10.0 9.0 呂.ラ
N1 0.う2 

風向・風 力 胃 4 W 4 NW 4 NW 4 NW 4 NW 3 

71'<. 深
トー一一 一

海 流 +- ト一一一一一L一一一一一一一一
水 色

透 明 度 7 7 11 10 4 t-~一一
波 浪 2 3 2 2 2 2 

つ オユ り 2 2 3 3 3 2 3 

気 圧 1，008 1，008 1，010 1，010 1，011 1，012 1.013 

雲形.雲量 6 6 6 6 4 3 3 

PL 採集形式 稚 1PL f住 IPL 稚 IPL 幅)I (旬 稚! PL 併すτむ 稚 1PL 石了 PL
。 7.2 6.7 6.8 7. 1 6.8 4.4 4.8 

;}( 
110 

6.94 6.83 7.00 7.11 7.05 4.88 4.06 

基
デ 1 0 6パ I 0 50 1 。3う 1。60! 0 4 I 。以:二上一Q_仁コ二ご三

温
20 
6.13 6.10 6.18 6.89 6.29 4.76 3.72 

( 
か 1 11 " I 11 11 " グ 1 11 ア-'---ーー一ー一一ーー一。。

30 
6.39 6.29 6.69 5.90 4.81 う.う。

'--ノ 11 ! 
準

11 11 11 " "-一四日日一 ー. 6.40 6.19 6.48 う.60 う.72 6.74 
50 

12 1 +1 11 1 +1 13 1 +2 12 1 +1 7 1 ぅT ζ二11 11 

1頃
75 一一M」iL90m M6.l42 u 一千p-Lj E4m - Mうl.83M 色，/L

一」一一
71'<. 

1/ 11 

角 6.19 う.75 う.72 6.74 
100 

か 111 i 11 11 

. 
150 

6.23 ラ.63
-Ri」|ユ+ー1--1一ー

深
18 I +8 101 +2 

ワ
200 6.了30 う.56 日.65

イ 11 11 1/ ! '1 

ヤ 3.9日 弓 2う
300 

6.00 
〆ー、
M 

'1 

延 、.J
400 

長

500 

。17.930 18.う82 18.637 18.7う円 18.70う 18.322 18.242 
10 18.186 .577 .642 .6931 .305 

塩 基
• 748 249 

ト一一 一一
20 .582 .587 .662 .748 .67一003 1一一，__i2_4_トー ・627
30 .642 .700 

準
.743 .7031 .547 • 7う3う

50 .73う • 718 .735 .683 1 • 680 トー .73 

分 71'<. 
75 .728 .740 

.71 3...6668R94 3 3 
.715 

100 .738 .723 .695 
.788 

深
150 .683 
200 

..7828L3上1一
.677 ~U1l_ 

fヘ
%ο M 300 .627 トー

400 、.J 、』ノ
500 

記 事

(見張調査)漁獲試験
その他

-8 1 



青森県水産試験場 昭和 44年 5月 太平洋定線海洋観測結果表

観測線名|鮫角 E線|期日 15.8- 5.11 1調査船名幸洋丸|調査員氏名|赤羽・田村
ST.番号 25 1 24 1 23 1 22 1 21 1 20 1 19 18 

N40031'40031'140031'140031'140031'140031'140Cヲ1'140031'

位置 E 1 141037'1 141041'1 141048'1 142001'1 142014'1 142027'1 142040'142053 ' 
5 ど9 ト一一一-

日時分 12.07_112.35_113.25_114.37_115.40_116.50_118.3う-1 20.03-
2.15 1 12.481 3.3ラ 14.4う 15，.57 1 17.30 1 18.う71 20.50 

天候 BOBC I BC I C ! C I C I C BC 

気温 11.9 11.0 1 11.5 1 12.0 1 11.5 1 11.5 1 8.0 8.0 

風向・風力 NE 3 I NNE 2 I SE 2 I N阻 21 0 Is Ils Ils 1 

水深 28 I 62 I 90 144 

海流
水色 7 I 6 ラ 4 6 う 5 1 

透明度 5 10 1 13 12 9 10 1 11 

波浪 2 212  2 0 2 1 1 

う オヨ り 2 313  3 2 212  2 

気圧1.0131 1，013.5 1 1，014 1 1，014 1 1，014.ラ 1，0151 1，015 1 1.015 
雲形・雲量 6 414  9 9 91914  

PL 採集形式稚 |PL 十 PL 稚 IPL 稚 1PL 稚~⑩|付稚 1 PL(稚01向
。10.3 19.6 19.0 8.8 7.6 1 9.5 16.25.2  

1 卜一寸一一

水 9.649.09 1 8.56 8.21 6.21 1 8.31 5.49 r-4.足T
基 10 I 12" 1 0 1 1 001 o I 1101 o 1 20 1 0 1 0 1 0 1 2υ1 0 I 90 1 0 I 50 1τ  

、日日比 20 8.97 1 8.93 1 8.42 t 8.04 1 7.27 7.78 1 5.16 1 4.02 
かか i r'，1 ，， 1 ，， 1 " JF" 1 " 1ff p"1 ，， 1，， 1 7 

C~ I I 30 8.42 1 8.10 1 7.85 1 7.44 1 7.60 う.19 3.2 
)準 1 1 11 1 

50 7.74 1 7.97 1 7.81 1 5.4ぅ 7.96 6.44 2.48 
~_-"J 11 1 ""1  1." 1rrr"1" 1" 1M  

傾 757.82 7.う8 1 4，47 6.88 ラ7.81一 L一2，10 
水 1 7 1 11 1 0 1 11 1 1I_j F"1 4 1 r" I 6 I "1  7 1 " 

角 100 7，47 1 4.01 5.43 1 5，09 1.97 

150 3，77 2，88 3.う9 3.30 
深 11 1FF r'，["I"I"["T ふ
ワ 200 う.44 2.03 3.78 1.96 
ィ 1 1 1 1 1 
ヤ 4.17 2.74 2.81 

i B 300 I 1 1 I I 1 I 1 I 1 1 i + 5 1__2_ _L_ "_0下耳
延'-"I 400 2.55 1 2.37 3.05 
長 1 1 1 1 

3.28 1 2.78 3. 18 

ト-500I 1 I _ [ ___L 1 I I I I "i 11 1 11 1 11 I 12 1 +7 。 17.8161 18.5971 18.7711 18.7931 18.4021 18.6うo1 18.22218.1缶
塩基 10 1 18.472 1 .217 1 .760 [ .718 1 ，402 [ .607 • 197 I • 123 

合04ラ7I .う871 .7531 .733 [ .う27I .5ラ21 .2171 .123 

準 30I .547.7日 .7431 .577 ・6221 .337 1 .173 
50.683  1 .7凸8I .733 I う321 .763 1 .632 1 .320 

分水 75 I I .748 I .733 I .512 I .720 I .617T--J32 
100 I I .7日 .507i .602 !537-~I -.362 

深 150 う22I .437ー ;487l ・477
200 I I .683 I • 322 : .ラ32I .392 

(似n 〈M 300 I .592 I .担上一・:532
3)  400 I -1 ，562[542 i ・1包一

500 1 i - • 71 3 1 .647 I .7 08 
鮫角NE1 "7'イ)1/斉吾度lKe末藻 10_25m)  

事 !日32 オットセイ 2頭
記 ST. 21より魚探故障のためiftlJ深出来ず
/品開高¥1 ST:20より 3マイ川 オアトセイ l頭イけ群泳
¥その他ノ凡 19 海鳥2匹

1 sT.18 海鳥2匹
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主森県水産試験場 昭和44年 5月 太平洋定線観測結果表

観測線名|鮫角 E 線|期日 15.8-5.01 調空船名幸洋丸|調査員氏名|赤羽・田村

ST.番号 17 1 16 1 15 1 14 1 13 1 12 11 

N 1 40031'1 40031'1 40031'1 40031'1 40031'1 40031'1 40031' 
位置 E ! 143012'1 143030'144000'144030'1 145000'1 14ラ030'1 146000' 

5 ど;8 ち/10 
日時分 22.28-10:35- 13.45- 16.30- 1 8.45- 112.15-11ラ.06-

54 1 1 • 1 3 1 4. 19 1 7. 029.20 1 12.53 1 15.45 

天候 BC I BO I 0 F I F F F 

気 温 8.0 f 9.0 1 il.8 12.5 14.0 1 14.0 1 18.0 

風向・風力 S 1 1 WSW 1 1 SW 1 1 WSW 3 1 WSW 3 1 SW 1 1 SW I 

水 深

海流

水色 61413131 4 5 

透明度 11 1 10 10 1 11 9 

波浪 1 1 1 1 3 1 3 1 1 1 1 

う ォョ り 2111313  31312  

気圧 1，014.011，014.011，014.011，014.51 1，016.011，015.51 1，014.5 

雲形.雲量 6 6 1 10 10 

PL 採集計式稚 PL ⑧ |ω661 (P~命|何世) I 0司)I f!t I PL 稚 I PL 稚 IPL 
06.0  1 10.3 9.8 1 9.9 1 10.8 10.7 9.0 

水 5.901 10.291 9.96110.171 11.38111.151 6.95 
10 I 20 1 0 1 10 I 0 1 40 -1 0 i 110 i . 0 1 80 i -0 1 60 i 0 1 40 i 0 t=J 

温基 0 5.401 10.081 9.701 9.481 10.79111.181 6.52 
( 20 I 11 -1 11 I 11 Ir'/I"I"I"J ググ lr，1 11 1 11 1 11I 万 一l一一

ニれ 30 p5.l92F~l.95M M9.l01M M9.l84M M1 0|.43f~l.38M M6.l08 rr亡コ二二
準 6.50 I 9.49 I 8.74 8.88 I 9.741 7.131 5.19 

50 I 11 1 11 I 11 ¥ 11 T-;; -1 11 I 11 i 11 1 11 1 r， 1 11 1 rノ グ r-~ 一一一L

傾 75 M4.l98H77i.34M76.187MM6.l9+う4158|.雪+9331l67M71l20H 

角水 0 3.64 I 6.881 5.9う 6.8ラ 6.70 1 4.72 ， 4.49 
100 I 11 i 11 I 11 "-_'1 t 11 -1 0 1__ ，~j_~_'L_J 11 -i' 11 I 11 L_"j_，，__j FF 

• 1 1 1503.26 1 6.39 1 4.ラ6 ラ.50 1 4.00 1 4.89 1 3.37 
150 I 11 1 fI I fI 1 11 i fI 1 0 I fI l__"か ~F'/1 fllfll fI 

ヮ深 200 2.36 1 6.37 I 4.28 4.44 1 4.23 え句 3.68 
イグ |r'11 11 I 11 1 11 1 __  0 J___，.，_ _L__II__l__ fI I 11 1 11 L 11 グ i rf 
ャ 4.38 I 3.51 I 3.93 4.80 I 3.72 I 4.41 I 3.78 
f 1 '"300 I 9 "' :1::4 I 1 2 I--_~Z j 1 5 i + 11 I 18|+1雪 28L+40 1 5 1 +1 I 5 _L-t ~I 
足延 ~ I 40 。 2.99 2. ラ21 4.02 3.911 3.19 3.831 3.14 
長 )400I -9 Ir"...l___t;_l_~ll 1 fI I fI I fI I fI 1 11 I fI I fI I 11 fr j__ー

2.89 1 3.571 3.64 1 3.941 3.3う 3.75 1 3.14 
500 川 "1"111 I fll" 1"1 FF ι上ーさ | 
o I 18.267 I 18.803 I 18.677 I 18.816 I 18.934 18.859 I 18.567 

塩基 101 .2521 .7981 .7331 .7531 .9041 .8う91 .557 
201 .3101 .6221 .7201 .7651 .9141 .8231 .5う7

準 301 .482! .7931 .680 1 .859 1 .909.8Ei5 1 .562 
501 .6171 .7731 .6831 .8891 .9C刃 .683 • 590 

分水 751 .5021 .6471 ，718 1 .816 1 .864 1 .61731 ， I _.637 
1001 .4321 .7331 .6881 .7631 .7381 .587 .607 

深|150 ・427I .660 I .650 ! .688 I .572 .683 I .547 ! 
120o 1 .4271 .642 1 .650 1 .652 .622 i .718 i .ラ721

〆q戸、ム 21300 1 • 637 1 • 542 ， . 695 • 74'3 1 .702 1 .728 1 .783 
d'1-:'::14∞ .607.627: .803! .788! .713↓・ 8031 .768 

500 1 .683 : .803 ， .854 I .8う91 .82'8' .859 I .826 I 
ST.1ぅ附近 オットセイ 10数頭群泳 ST.14から霧中航行

記 事 ST.12 - 13途中オットセイ l頭遊泳 11h20 m _ 12hOO mの閣の霧晴れるが，

見張調査 12hOO mから再び霧中に入る。
試 sT.ll観測中霧晴れる。

漁そ獲の 験他) 叫 11-10' 途中 16h4うmオyトセイ 2頭 16h55mオットセイ 1鋭 17hl0mオットセイ 6
頭夫々昼寝中

一一一一一一一一
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青森県水産試験場 昭和 44年 5月 太平洋定線海洋観測結果表

観測線名 1尻矢 E 線!期

S T.番号i 10'~ L 
INI  410∞'| 

位置 !+E ハ46000'
1 5/10 

日時分118.10-
8.36 
F 

iI:O! 
SE 1 

天 候

気温

風向・風力

水深

海流

水色

透明度

波浪

う オョ り

気 圧

雲形・雲量

P L 採集形式

水

温|基
戸、
コC

I t魯

(頃

準

分|水

深

記事

(fFI) 

日i5.8-5・111調査船名 i幸洋
1 10 9 I 8 

146000'1 145020'下寸44040' 

ナμr~
丸;調究員氏名i赤羽・田村
71  6 I 号

152十三日;十ぷ;::

|::三三:
斗」ートζ一一一ト-J-
31  1 2 1 41  4 

l:口14ilh|l，oL5H計ふ
|1  10 

耐斗兵金一!偏::! (泊|稚 IPL 

J61 3.
13Q t---ftu 

右 L『k中ヤF
tずオ守主こ卜うん[丘一

lぅヂち十治もh~子tz

M1 "1 " 1 "1 !.~~ 

222i114!ム231 lhh「
3.26 I 2.71 I 3:26 J 

18乏会ト」2::引 18.立?

.4971 .4821 .688 

念日-去計一一:努

;!?!ぺ謝i;

E
1
J
 

一
円

U

K
U

一QU
一1a
-
q
L

一
'

4 

ト一一τ
← L一一斗

稚~稚 i p戸市打方言!⑩n可!佳工ふ
o 1_2牛上一一1 1 9.8 1 6.4 1 7.1 
1 I  ! I I!  I 

o 1 7i 14 1 
9・i1__1 日ソ.88

_IL_j ，， 1 | し竺ー

30 1ノ;15M| い8・86，， 1 ，，4・55//if-i60 
01fiうlHillp7119mlM123m i ff¥  

75 トf~ 1 1184川-d乞竹千ZN
100 1__， 4ム'，87 1 4'，14 I3.471 3.31 
「ア -;;-1一一丁一一下7ア"1 ，， 1 ，， 1 ，，一~

50i f・58m|lM39乙lJ141iM3F 
200 1 ノ;17M| | ノ・ラ6"I ，，2・88MlH2196 

300 1201261 i !28130120if16|ムケ16
400 13.07 I I 3.37 I 3.01I 4.14 

ァ 1，， 11  1"1"1 ，， 1"1 ，，てゴ/
500 I~. 円9 I 3.23 I 3.00 I 4.10 

r i 11 1 I 11 ! 11 I 11 I 11 I 11 1 
iM71 118.7781 183l汁些話

完lliU| ラ7汁→話

::2!lfill::z+→等
.7う81 う87! .7481 .823 

RT.8 稚魚ネットにホワネンエツ?の知入。。
ST.6の 2マイノレ東にオットセイ l頭遊泳中。
ST.ラ 風浪商く，透明度測定出来ず。

O
一
日
五
一
初
土
凶
一
日
一
川
市
一

m一則一
ω一則
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青森県水産試験場 昭和44年 5月 太平洋定線海洋観測結果表

観測線全番盟主号旦1盤上4旦旦iLEf3~5.11!調査船名(幸 洋丸!調査員氏名!赤羽 . 回
ST':;: ¥";-1 4 1 3 2 

位置il 41025' I 41025' 41025'1 
142040' 1420 ~， 142000' 

日 持 分 ih;ih 1 711':5 .うう 円37701 
天 f咲 C C C 

気 温 8.0 7.5 9.0 

風情1 ・風刀 SE 3 SW 4 W ち i

水 i'5k 
鳥、 流 _L  
水 色 う 4 

透 明 度 8 7 
トー 「一一 T一一→←

波 iW 2 3 4 
t""--ー

う ね り 3 2 3 

気 圧 998 999.5 
十一 一一一一

雲形・雲量 10 10 LO 

PL 保集形式 稚 !PL (事!向 稚 IPL 稚 IPL 稚 IPL 稚 IPL i稚 IPL 稚[
。 8.1 8_2 8.6 

工二i水
10 

7.ヲ9 7.92 8.59 
基 8 i 。9】| 。 。 L 
温| 8.08 8.11 8.ち8

20 
11 111 ドーしートー上〆困、 11 

℃ 7.99 8.04 8.44 
、・J 準

30 
11 11 、 11 」一一11 . 7.06 8.00 8.29 

50 
11 " " 

作者
75 

7.23 7.29 8.24 

i* 16! +3 III 十1 18 LÏ~ 

角 100 
7.32 L33 8.16 
11 I 11 " 11 ーし一一. 

150 
6.65 7.22 7.87 

深 " グ| " が! " 
ワ

200 
ラ.72 6.うO 7.31 

イ " " 11 11 」一一
ヤ 〆曲、

300 1而4|.+361 1 
4_fil 6_99 

M 16 1+17 40 1+54 下

延
、』ノ 4.01 4.21 5.36 
400 

長 11 " " j 

T 
1..7う 3.66 

500 
11 1 11 11 ! 11 

" よ。 18.720 18.733 18.793 
塩 基

10 .718 .738 .798 
20 .728 .743 .783 

準
30 .718 I .748 .793 
50 .723 .743 .793 

水
75 .904 .758 .803 

100 .793 .793 .803 

150 ! .753 .798 768 
分 .680 .743 .788 

r、 300I ._ill_j .617 .dl3 
担 400 .647 ! .672 .783 

「ハハ l .647 .672 i マ'>0I 

府近Uて標流物多い

記事|竺.2
(昆張調査¥i叫 ii 漁獲試験/

観測前より，次方?に風浪高(1.t b.終了後 c，sw VL変化
イは，その後厄¥i食がかさ"fらず，同{じと在るのみので，欠測。

その他/

-8うー



青森県水産試験場 日自和44年 5月 太平洋定線海洋観測結果表

観測線名|中同点|期 日 15.8~5.11 調査船名|幸洋丸|説査員氏名|赤羽・田村
ST.番 号 ，、、 ホ ーー ノ、 ロ

位 置~
日 H守 分 2 ・~:.-

. '3.15 
4.45ラ~ • 5.00 6.306~ .う0 8.008-.25 929 5-'-9.50 

天 1戻 B B E BC E 

気 温 8.0 9.0 11.0 13.8 13.2 

風雨]・風刀 SW 3 SW 3 SW 3 SW 2 SE 2 

水 決 う70 395 

海 流

水 色 4 う

透 明 度 11 5 15 15 

波 浪 2 2 2 2 

う tコ b 3 2 2 3 2 

気 圧 1，007.0 1， 008.2 1，008.2 1，007.6 1，006.8 

雲形・雲量
「一一i PL 採集形式 稚 IPL 稚 IPL 枚 IPL 稚 IPL. 稚 IPL 

7.6 7.6 5.2 8.4 9.4 。
8.08 7.81 5.3ラ 8.55 8.68 

水 10 
80 I 0 50 I 。6二 I 0 5" 1 0 7" I 0 

温
基
20 

7.97 7.71 4.02 8.41 8.69 

" グ 1 1/ が 1 1/ 11/ 」一一一r、 7.9う 7.69 3.67 8.37 8.55 。C 30 
、、J 1/ 1 1/ 1/ I " 1/ 1 fI 1." し一一一
. 準 50片Z119.61 4.88 7.98 8.38 

" i 12 1 1/ 31 1/ 7 1 1/ 11/ よ

傾 75 
7.19 7.17 3.17 7.89 8.34 

1/ 1 1/ " 1 " " 1 "1" 1 " 

角
水
1∞ 6.94 7.29 3.42 7.85 8.24 

6.57 7.30 4.17 7.70 8.22 . 150 
15 1 " 20 I " " ラ 1 " 11 1" 

ワ
深
2∞ 5.24 6.58 4.8~ 7.71 8.18 

イ
。 i "1 ，， 1 1/ 11 1 "1，， 

:十工仁二L」工i ヤ 300 
4.28 4.37 1.89 7.31 乙69

r、 II__ 1 " " 1/ " 1/ 1 If 111 I " 
M 

i延 '-' 400 
長

500 ご二仁二三。18.733 18.748 18.422 18.798 18.798 
塩 基

10 .7∞ .708 .392 .793 .781 
20 .703 .723 I .322 .798 .793 
30 .713 723 .312 .567 .788 

準 50 .7うち .708 472 .778 .788 

7]< 
75 .788 .8a .467 .778 .803 i 
100 .778 .808 .4う2 .778 .798 
150 .748 .798 .587 I .783 .798 i 
200 .ラ32 .768 : 527 .763 .798 1 

0/00， M 
300 ! .642 i 620 i 497 ! .823 .828 I 
400 、-"、'-'
500 

記 事

(そ見漁 獲張の調試他査験)
4うもL南サケマス調査の帰途観測。
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青森県水産試験場 昭和44年6月 太平洋定線海洋観視l陪果表

欄線名|尻矢埼~期 日16.14-6.151調査船名|瑞鴎丸 理李且弓阜名iLZF一6一羽一一一一…
ST・番 号 イ 1 I 2 I 3 I 4 ラ 7

位
41025' 41025' 41025' 41025' 41025' 41025' 4102う' 41025' 

141035' 141040' 142000' 142020' 142040' 143000 ' 143036' 144000' 

日 H守 分 il亙11435.ラー03 15.163.L 16 18.00-iS.27 20~d~6 22227すう 自:iL1 03b543.・33 076256 

天 候 c BC BC c c c F F 

気 温 15.0 14.5 13.ラ 12.0 12.0 12.0 8.0 8.0 

風雨]・嵐刀 NNW WNw 3 WNW 2 NW 2 NN 3 NW 3 坦豆一一ーし N 1 

水 深 344 790 1，450 
海 流

水 色 3 3 3 6 7 

透 明 度 11 11 10 9 9 

波 浪 2 3 2 2 3 3 

う ね り l 2 2 

気 圧 1，005.ラ 1，005.8 1，006 1，007 1.007 1，008.0 1，009.0 1，010 
雲形・雲量 8 3 5 7 7 I C 
PL 探集形式 稚 IPL @Iい ⑪ ~0 稚 IPL 稚 IPL 直 EEこ通IJ~
。 12.0 12.う 11.6 12.6 12.2 12.4 7.5 

___l 

2 fj i f3sl-.948 1 o 
水

10 
11.70 10.97 10.26 12.00 12.(9 12.38 5. 17 

基 チ| 。40 I 0 30 I 。3つi 。90 I 0 7~ I 0 ごhて4仁.3597 
ー立目m 

20 11.
48 10.27 10.12 10.49 11.80 11.53 

〆目、 H か l " " " 
Me2Ij1 •• 二9RJ87 E 仁

一ιL"→ 
。、C』a， 30 11.39 

9.62 9.82 9.88 10.44 11.31 

-rE311..45ラ5 u 準 " " " I " か ~ι ，， 1 " . 11.42 9.73 9.14 9.62 9.79 11.01 
50 M "__1 か L~ " " 

しグ3]12i..116 7 ，p J 
汐 I " " " " 北長

75 10.88 
9.38 8.99 9.47 9.58 9.82 1.76 

水 " 8 I 
。6 I 6 I !U__:!:_l 18 I +4 7 " " 

角
100 10.68 

9.32 8.41 9.22 9.20 9.48 

M022111...6496 3 3 8 0 
14! +2 " 1/ 

グ I " 
三ーぞー工2LL.83三」3D E L . 10.20 8.85 7.60 8.21 8.91 8. e7 

深
150 

" I " " " " 
ワ

200 9.91 
8.40 5.45 7.77 8. 3D 7.48 

イ ml " 6 I +2 11 ¥ +3 20 1+13 " I " " JU__ "-
ヤ ，胸、

300 6.05 
3.11 2.67 5.21 7.36 4.39 1.17 1.92 

延

M 14! +28 11 I +2 グ I+2 " " 28 1+40 8 ¥ +5 M21.62 8 、...... 
2.91 1.67 2.63 3.54 2.82 2.26 

長
400 

" I 8 I +5 " " " " " ~J__-_!~-
500 

。 18.816 18.ち32 18.522 18.743 18.758 18.783 18.193 18.242 
塩 基

10 .944 .582 .492 .728 .748 .788 ~L~ 
20 .803 .683 .733 .708 .758 

.808トゴ;子
準
ro .818 .667 .738 .740 .768 .818 97 
50 .816 .743 .738 .778 .773 .816 .324 .392 

水
75 .839 .783 .773 .768 .828 .81ιi 

生.竺43三7一一_---，-4空1100 .839 .823 .763 .808 ! .833 .7白8 I ，，-252__ 

分 深
150 .859 .803 .798 803 .833 .833 I .5う2 ------247 _ 
2ω .841 .816 .683 .833! .839 .813 i 立.5笠02」i一 .542 

認12ljqq .7旦十 47 J67l ι(ii里3 L ?.3620笠7! よ一一 .662 I .748 .五n
)l)400  .607 I • 57 .560 ・592i .6521 二一回

~ i 500 '--_~_ L_←一一一一! i 
表面毎崎水位

記 事
14 13h 12..9 21h 12.2 0うh 7.413h 12.5 ST.4観測中 スルメイカ 2程0尾度
i4 h 12: 4 22h 11..<1 06h 7.1 14h 11.8 
15 h 12.0 23h 12.2 07h 6.9 15h JJ.2 

灯付遊泳 札. 10 -11 cm位
獲試験 16 h 12.5 24h 12.2 08h 7.2 

17 h 1 2. 5 15 01 h 12.4 09h 9.5 
18 h 11.6 包h 8.3 10h 9.8 
19h 12.2 03h 8.2 1 Jh 10.6 
20 h 12. 5 04 7.う 12h 10.6 
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青森県水産試験場

ほ叫 J線名!尻矢崎E，則

行者三ヨ
い崎ペf1Jhパ
i天待i
|気温i
同 i白]・風力 !NNW 1i 
! 水泳i
伝統i
水色 5 1 

透明度 1 711i  

f-7す同十 :lil
b.」 I，口1; iJ;汁斗;

， /行一'ELdU盛斗JT

hzp汁千戸。

:llEil;iilJj;: 
)川三丘士三戸汁プPM

深 I~生三ち十汁Z27行主2H

;lg ljill-

昭和 年 月太平洋定線海洋観測結果衣

日! 6.15 -6.16 1調査船名|瑞

910  ! 10' 
4102デ I 41025'1 4']000' 

145020'! 140000' I 146000' 

151己b 22.50-
~3:IO 

F 

9.0 

S 2 

鴎丸!調査員氏名i赤 羽

40031' i 40031'!40031' 1 40031' 
146000' 1 145030， I向。00'い4叩'

明石lw判明百ラI1 2， ~~'58 
一 一一一一一

llf一三o十示十ι-
2ドL三L竺一一三上竺 Z 

件十三1
| 2寸ー… i一一!

山21
1 I ! IL_  

6' 1.0|?LO RjgLIQ 
i " 1 tI Iλ， I " 

M J.Jl p 11・9汁「177m

μ ・lLJ121・22Mlヅ在

J-引 M3fl行TP
M1・17ml MIl-へ竹千7
27 I+251 " i ~Lι_1_一仁
3.29 1 2.28L~3..!}l_.， 

H i:汁サ71斗iEhtE
M1 11 1 " ! 11 1_，，_1_-ι 

角

500 1-

18.207 

1笠2
252 

. :<99 

.342 

」旦
.572 
.5う2
.617 

.642 

.768 

18止旦9
.467 
.ラ72
.587 
.637 

.647 

.597 

.577 

.567 

.738 

.844 

立上 18.4互

塩|基 H:::;;
準 l-i:::;;
水 11;;::;;

器行語|
3001.7(8 

事|

張調査¥1
獲試験)r 
の他パ

保

(

M

)

分

(
d
w
)

衣面毎均水温
15 d 16h 10.9 24h 
17 10.8 16d 01 
18 11.4 02 
19 12.0 03 
20 11.1 04 
21 11.4 05 
22 11 .3 06 
23 10.8 07 

10.6 
11.0 
11 .1 
11.3 
11.1 
11.1 
11 .1 
11.。

記
見
漁
そ

/
f
i
l
¥
 

2 

1.013 

10 

稚¥PL 
10.8 
寸

10.27 
3" I 0 
9.69 

;二工二
9.24 

" [ごM
6.37 

ιコ二H
4.65 

五一一L1L
4. !o 

7ココ
2.96 

uニグ
2.96 
14 1+7 
3.06 
-マーー-

3.ω 
H ー「一

2 

1，012.7 
8 

ーヲ~一一ーでーで~ー

唯一じ己
11.4 

11. 43 

LJ_Q 
9.34 

" Iコ
8.63 

~ 
8.29 

M 寸-M

3.91 

E工三つ
3.24 

11 i " 
3‘47 

11 II 

').49 

m ーし 11
3.36 
22寸平Eo
3.4f' 

~Lーか
d 

日主主IJ 18.3521 1主笠斗__!_8._l~_2 
.562 1 • 322I • 2E引 .362

討:剖ヲ卦;:三;
.547 1 .562 I • 397 I .482 
• 550 1 .50引 .50引 .502 I 

.620 I .4671 .47引.ラ37 I 
• 8つ8I .う ~2 1 .50引.567 I 

辺斗~-竺」23)__ _ .733__1 

むら_ST..つロコ'-.iに俗;主同オジトセイ数頭七穴ガ〉市 (Ai 

記F守仲間lこ'7Af**'lli?4隻あり i 
オットセイl互臨船唐開を液体 | 
丹宇治ネットにカニU効 ?入網 ! 

日T.I1-1.2の徐山オットセイ与量持均( I 
S T .13版元ツト ilE取ぴsr.I4附近オ v~-tイ i

ST.14陥丘流木;し i 

ーj_
18.562 
日72
.582 
.582 
.587 

.612 

.575 

.587 

4笠
.713 
.793 

08h 1 (). 8 
09 10.4 
10 10.4 

8 8ー



青森県水産試験場 昭刑 44月6月 太平洋定線海洋観測結果義

観測線名|尻矢崎E!期 日I6・16-6.17 I調査船名|瑞鴎丸調査員氏名|赤 羽

ST・番 号 15 16 17 i 18 1 19 i 空白 21 22 

N_____j__~oo st 'l_ 4003_I'j 400~8' L 4002デ 40022'
位置 E 1 14400ゲ 143030'1 143.012'1 142053'!I142040'1 14202γ1440 20021一43一'一14一20一01'一

日 崎 分 6Ig116F2?T7 円2%222J?す506..21E7ラう 02d?36I 03D~ち2mduωG?T5
一一一一 ト一 一 一一

天 候 c c I F I F I F F I F I cF 
気 温 1ぅ.5 1 14.0 1 13.0 1 11.5 1 11.0 一一一←戸i一一一11一.一2一一一一卜L一一一旦一z一一o←一-一- 13.5 
風向・風力 Bw 3 I SW  2 I sw 1 Nw 1 ωIm I NE 1INE IINW 1 
水深 564 
海流 トー一一一

水 色ラ

透明度 10 I I I I 11 I 11 I 11 
ト一一一一

波 浪 3 1 3 1 2 1 1 I 

うねり 3 12  I1  12  1212  2 I 1 

気圧 1，007.5I 1，0071，007 1 1，007 11，006.5 1 1，006. 5 1 1，007.3 I 1，007 
雲形・雲量 10 I 10 I 10 I I I I 10 

PL 採集形式⑫|⑥⑨|⑭ 稚 I PL 16ii) I@ 稚 IPL ;偽 iθ 稚 I PL 稚 IPL 
i 。 12_.3__L__IO~8__I _11.0 1 10.5 1 LO~]_ _L_ll._B___I 112 L__!_O・L

I _-r:-I 1-
水 11.99 1 9.87 1 10.86 1 9.24 9.90 1 11.09 1 10.92 1 9.90 

10 1 5~ r ' 0 1 ]'0}0 '01 3ζ1 0 1 8' 1 0 1 5リ 1 0 I_ 3υl_o_L__Q'_j_QJ 2" 1 0| 
温 2010.62 1 9.43 1 a.26 1 6.851 7.111 9.221 9.34 1 8.78 
("1F'_1  " 1 "1 " I "1" ! " 1 "1  "1" I " ~ 11 1 " I " 
~ 1，，，，" 1-30 6.968.85 1 8.56 1 3.94 1 7.33 1 837 1 8.43 1 3.30 
)準，， 1 "1 ，， 1 ，， 1 " 1庁" 1F， 1 " 1r.，1" 1" グ~ F， 1 
- 5 0 6 F 4 う 7.701 7.761 3.881 6.56 1 6.821 6.871 8. 三圭~

か!万砂 I ，， 1 " 1F，1" 1 ，， 1，， 1 "1 ，， I"I"!  "I"! 
傾 577o 1 7.97 ~~ 1 3.87 1 4.00 1 4.fI1 I 1.97 I 7. 
水 75115 <C~31_JiL+l 1_7 =L -" 1 " ~r'" I 13 Î~+22_1_--，，-_L_9_ _1_=tLJ_4 _I 

角 1007.46 1 7 • 93 1 6.301 2.651 4.221 3.15 I 1.79 I 6. 
"1  "1" 1"1"  1 "1" 1"1"  1 "1" 1"1" 1"1"  1 " 

• I :nn I 150 6. 18 1 6.68 1 4.38 1 2.31 1 3.ラ71 3.151 3.221 4.40 
深"1 " L_，，__L___，，_ I__，，_ J ，， 1 " 1 "1" I "1" I "1 6 I "か I " 
a:J0 3.4ラ 4.03 1 2.1 1 1 1. 43 3. 35 1 3. 21 1 2E'9 1 2，77 

イパ n 川 +10 ハ，， 110 I +5-' ，， 1 "ハ "1 ，， 1"1 41I二4ゴ
ヤ 3001.79 1 2.8ラ 1.88 1 1・58 I 1・94 1 3.30 1 3.06 
J 1 M 2ラl+30 1 " 1 "r ，，--T ，; 1 " I "2うi+30"_1 "L" 1 " 
延'-' I 4∞ 2.0ラ 3，46 1 2.63 1 2.24 1 2.79 1 2.94 1 3.47 |  
量 s'1 1 " I "SF  F'1 11 t'1 I "1 ，， 1 "1" I "1 11 Ifp 

5001_ J _1 --r I I I I 1 I I ! I I 1 I 
o 1 18.55'2118.227118.30718.312 1 18.2771 18.3871 18.2:8218.207 

塩基 10I 57.2 I .357 I .437 ペ37 ・292 ・42'2I .287 ・2921
2o 1 .5421 .492 I .427.36ワ .309 『R7I . 377 哩44:L

準 30I 347.497 ・562 ・372 ・392.417一 342一1 ・532
1)01 .422 1 .5621 .号ROI .弓Q2~437 I .462.L~.~旦旦Zー モ5.n
75 1 _ 725 1 .660 1弓R2.4R2 ・on パ 32I .387 ・718

k1001 .7431 .723 ・657 ・477 ・562I • 5位 ---4..2452432 2 7 .698 
分深 1501 .7381 .562 ・602 ・492 ・557 ・532 L___~_! 

2001 .5621 .5621 .4弓7 ・467 ・532 ・552_L_____.i_22_L__，--52_之l
，...... i，...... 300 537 I .527 .弓4n .__212 ・持~ .~;!-t- 全長す1竃1。
3n/ むH 1450000 587 612 ぷっつ 1 ...6.12.L1 ・6H71 --山J1--AAi1t二二二Ji 

記事

f見張調査¥
¥漁獲試験/
lその他

炭面毎持水温 i 

18μ:o E210.7 

i議FBU1i寺輪i)出!?iM鷺スJ
カ10一葉及仏 1 8 -2 Oc問符支度の10尾くらいdも|
昏婚勧日分間ヲIn_ 1 尾釣穫{手動~L，，_l . 9cm) 
tJel 北浜I~撞虫色ルメイカ 30尾制I佑漁 l 

SL'.20観視阿イカ釣識動30街昔ずるも国ほしo i 
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青森県水産詞験場 昭和44年 6月 末平洋定線海洋観測結果表

観測線名雨失白云!期

S T・番 号I 23 
1N 1 

位置:E I 141047' 

日持分|f1;i55
F 

NW 1 

9う

天 候

気温
風向・風刀

水禄

偏流

水色

透明度

波浪

うお b
気圧

雲形・雲量

PL 保集形式

準

水

温

(

℃

)

基

傾

角
水

深

(
M
)
 

ワ
イ
ヤ
ー
延
長

1: 

記む

水|

分|深

協1M|

10 

1，007 
10 

正ι此
14.2 

0勺土
13.α1 

10 1 70 I 。
rJ.94 

20 1"てアナー“
l .， 

10.4う
3o 1-;-寸-M
9.65 

50「F7J7
9.66 

75 I -"..iーか

1 00 

150 

200 

300 

400 I 
二
」
!
川
市
町
一
謹
4
1
1

日|日.17-6，18 I調査船J副豆島丸l調査員氏名「足一塁
24 I 25 I I スルメイカ調査点

4叫1101円9ぺ 4伺003丸tぺ |i鮫絞角E阻 |鮫角珂〆A色
14付山1

I口2め仇71rお3;詰!?戸451 1 ~，も巴 ;詰i恥b恒~O 1いη明9ちf品dめ仇3智豹?円知す石O 
lQ ー I Q 

9.5 I12，5 I 11.3 I 11.0 

E四2_jIl. 21 IE 21E 1 

う6 30 I I 144-148 I 140-152 

-斗

一一ト一一一一←← + 

稚 1 PL 

2_l__Q 

2てこごo

Hコ二"

"1 " 
9" 54 

| 比わず
Hi" 

-1 1" I "下-1

I _I 

ド -12E
i l 「て二i~_' I 

一「一寸 1-一寸
|漁獲 1尾i漁獲コト i/
I (サンノド)1魚探反応1比 10.9c?n 仏 loomli にあり

10-t Icm i 
|の小イカ 1

1 戸内
「一一寸 ! 

ST・17附近工れ南に流されをがら西行。
濃霧のため. ST， 24繁野J奇点堂K人語ぷ;j山 J
18日ST・2品長スノレメイ元の調査嘉。

10 

2 

1，007 

稚ーIPL 
13.7 

12，37 
4二よー。
μ.!!l 
F乙~

11. 6亘
乙よ~
10.91 
子-¥-訂

一
工
工
工
了

6

一叩一2
一
2

一山一叩一一一山て告一

2 

3 

1 J∞8 
10 

2 

1，011 
10 

稚 IPL 

500 

i 十

ui，620 I 
，698 I 
.700 I 
三E

稚 IPL 

L一一一

I 

T 

高さ10m

叫 j

r 

よ一一
18.407 
，632 I 
.665 

表面毎均水温
17d 05h 1I.4c 
06 11，2 
07 11，う
08 10，5 
09 10.3 
10 12.0 
1 1 13.7 
12 13.7 
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青森県水産試験場 昭和44年6月 太平洋定線海洋観測結果表

観測線名尻矢崎Ei期 6.19 |調査船名|瑞鴎丸|調査員氏名 赤 羽

ST・番 号
，、、

ホ -ー ノ、 ロ
d 

410001 41000' 41000' 
位 置 N 

E 142040' 142020' 1420∞' 

日 持 分 OC雪ぢ 036230--AB 6b1710 06c1?2 080.75.IL 15l 1 
天 ↑疾 F F F F F 

気 温 9.う 10.5 11.5 0.5 12.0 

風向.風力 ESE E~司自 I ENE 2 ENE N 1 

水 深 303 
325 

海 流

水 色 4 

透 明 度 11 7 
ト一一 一一一一

11 

波 浪 l l 
一一

う ね り 1 

気 圧 I，CIO 1，010 1.011 I，Oll I，CI2 I 

椛T4z雲形.雲量 10 

「証一一PL 探集形式 稚 IPL 稚 IpL 稚 IPL 稚 IpL 稚 IPL PL 

。11.0 1I.6 
一一11寸.2 

ト-71101工..61二
9
二
11.8 
L____j_I__L  

10 
11.23 11.99 11.02 11.28 

基 。 o 3わ I 0 4'-' I 0 _o _I_Q_ 
Q-10L.78 旦一三!温 20 卜寸"

10.21 9.46 9.92 

F司、 か " 11 11 か r-; " I ，， 1 

。C
30 
10.61 

M 寸9.-24F 予ー6「.177 
9.80 
7下γ-下、、~

準. 
50 

9.24 9.32 

戸"
9.32 

" 1/ 

告書 75 
9.37 9.54 ~.82 9.48 10.17 

水 3 I " 5 I IJ 20 I +5 :1 I 1/ 3 I " 
角 100 

9.00 
与19 ~. 92 9.39 9，09 

1/ 11 11 2 " 1/ I "i . 
150 

8.47 月.46 3.94 8.61 9.54 

深 " 
ワ

200 
九4ラ .7.73 3.12 4.19 9.37 

イ
ヤ

1、-2Ji!:制
4.20 4.42 3.07 3.84 

7 I 1/ 131 +7 13 I刊 4 I 0 

延 2.82 2.67 2.36 
長

400 
" 

11 I司 I+7 " I " 

5ω 二土--。 18.482 18.602 18.337 18.562 18.748 
塩 .595 .307 .750 .715 542 ト一一一一一一一一一一

20 .6う2 .710 .287 .808 .748 
島一一一---

準 20 .617 .768 .457 .833 J43 
50 .683 .783 .482 I .828 .808 

水 I 75 743 773 .う17 .803 .813 
.763 .798 .う67 .823 .808 

分 深 150 .793 .788 .577 .818 .823 ー一一一一
，-.，. I 200 .783 .597 .527 .557 .833 

係〆肉、。M 300 .ラ87 .552 .592 .597 一一一一一一一、~ 、旬J 400 .557 329 ! .552 

500 
ST.戸、 観測中 15 - 18Cm， 10 - 11 cmのスルメイカ各 10数尾灯付，釣獲され在った

記 事
百九ホ " 約 16cm 11 1/ N 

表面毎持水4h温

(見張調査)
向陶 18臼14h 15 16 fl 18 19 20 21 22 23 24 01 02 

漁獲試験
その他 水掲値 ! 3. 2 12.9 11.111，010，0 10.211.011.1 

!件苦 闘 03 04 05 06 07 08 09 

!水温値 11，6 11，5 11，2 11，2 11，111.111，8 
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青森県水産詞験場 昭和 44年 7月 サンマ定線海洋観測結果表

l観測線名| 国i 日17.11-7.15j調査船名|幸洋丸!謂査員氏名| 田村校師
ST・番 号』 25 24 23 22 21 20 19 18 

位
40031' 40031 ' 40031' 4003 )' 40031' 40031' 40031' 40031 ' 

14 i' 37' 141041' 141048' 14ワ001' 142014' 142027' 142040' !i4zos:デ

日 同 分 h1lb3.μ 35 13127-.10 
14440.-5 
1<55 16160.02W 0 17if.o3 19.10-9.59 21 ~~?3 .32 23'2~?58 

天 候 c c C c C C c R 

一一一
気 温 17.0 16.0 16.0 14.5 14.0 14.0 13.0 13.0 

風向・風刀 ENE 2 E 2 E 2 E 2 E 3 E 2 E 3 E 3 

水 決 28 65 校〕 lうB 680 

侮 流

水 色 う 5 3 3 3 4 

透 明 度 10 11 17 15 15 14 1I 1I 

波 浪 2 3 2 2 2 2 2 2 

う 士コ り 3 3 3 3 3 2 2 2 

気 圧 1，017 1，016.5 1，016.5 1，016 1，016.う 1，016.5 1，016.5 1.016，3 

雲形・雲量 9 10 10 10 9 10 

PL 係奏形式 稚!丸 稚 IPL 稚 1 PL 稚 IPL 稚 IPL rnti I (凶 lit ! PL 恥 C@
。 14.2 14.2 14.8 14.2 13.6 I与。 13.8 16.0 

水 10 1_2.66 
13.86 14.38 13.90 lえ62 13.43 l乙93 16.11 

温|基
9'， ! 。9つ! 。7へ 1 0 。70 I 。15'" I 0 60 1 。II可。

20 
13.40 13.13 14.22 11.う6 9.93 12.7.9 7.20 15.36 

ro、 " " " 。 1 " " " " " 
ぞ，
" " I " 

。C
30 

12.76 13.78 12.76 8.56 1 l.!i 1 7.65 9.29 
、、J
準 11 1 " 。| " " 1 " " " 111 " . 
50 

12.62 13.29 I1.37 7.11 10.02 う.6う 8.45 

" " " 1 " " 1 " グ 1 " " I " か J8.一0一7ょに
イ頃

75 
; '2.60 10.う8 う.87 8.74 与25

水 6 " 11T+1 10 1 +1 26 1 +8 9 I " :mr+旦
角 100 

9.1言 う 87 5.弓4 6.39 6.02 

11 1 " " " 
λ， 11 

. 
150 

8. II 与62 4.74 6.59 5.51 

深 " " 11 HT 11 
ワ 200 

3. 13 3.22 4.25 3.19 

イ L_  " I! 
か 1 11 11 1 11 H 寸ーヲー

ヤ r、 J)O 
1. 79 2. 50 3.14 2.41 

M 2_ 1+3 15 1+11 30 1+16 181+15 
延.._.， 2.78 2.93 3.00 2.59 
長 I400 

" 11 " I 1/ 
2.92 3.07 2.77 

lig)O  2.72 
11 λy " I 11 λ， 

" 。 18.723 18.763 18.680 18.397 18.387 18.287 18.262 18.773 
10 .723 .7ぅ5 . 683 .399 .347 .272 .267 ).740 

塩 基 20 .730 .768 7うO .542 -I88 .740 .075 .680 

準
30 778 .763 .813 .319 .793 .339 

ト一一・.515987 
50 776 803 773 .457 .788 .422 

75 778 808 .542 .743 う75 .683 
水 100 .733 .522 t .532 .640 .662 

分 深
150 .713 .527 .572 

..65602 7 
.622 

200 .522 .504 .512 

""' ""' 300 • 567 .う42 .ラ70 • 532 
%0 M 400 • 642 .6271 • 66ラ .607 、同J 、、J

500 • 71 31 .7081 .74う .683 

同T. 21 侮鳥 3

記 事 ST. 20 サンマの稚魚

漁獲試験 ~T. 19 サシマ遊泳(体長 10仁川) 1尾

その他 日r. 18 サンマ遊泳体長 15cm位
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記事|

(見制査¥1
漁獲試験 11

iその他/1

ST 14 

ST i3 

日T 11 

ST F 

流れ語表多し{④内VC(.昆入}
イノレカ 3'i1員船付
マンボウ 1j;s
イルカ 3頭骨片付
サンマ椎漁網に人る 体長 15 cm 1尾
サンマう尾遊泳(体長 1Ocm~1 5crn) 
サンマ椎魚遊泳( 1~2crn)2 尾，サンマ 2 0尾{立呼泳
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青森県水産試験場 昭和44年 7片 サンマ定線海洋観測結呆表

観酬側線名 I 凶期 日則LIい，J1u1 J豆BEB5，JUdf士ST.番号L__!l: 1E__L__{____l____，"-_L_B_L__~__L_I_Q___l___2 
位 R|Nlmvi町，卜耐 4-1C~ 6~t-~%ヲ 4 

E
i 

147
0
21' 148

0
00' 1148

0 
0 0' +___l2i3c附 il 1i1f715U7331l1124弘6U4主o';|1704-3661041070百'五 μ5020' 

1日持分 170ヰb121.旨5001|l 07b8う0.~3511 11122.」001414ラ0.~11 .05615H .5l 

天候 c c F 1 c -1 clF  F F 

気 温 1九o 15.5 16.0 17.0 16.0寸fCEべ忌ベ
風向・風力 IE 2 E 31E 2!E 21E 

水 深[
ト一一 一一一ー

海 流!

水 色 i 日 4 4 4-十 う
ト一一三一一一

透 明 度 12 12 13 20 16 11 

÷ち空十し一一;liー -波 浪 l 2 2 2 2 1 

う オヨ り l 2 2 2 3 2 2 

気 圧| 1，014.5 1，01うl 1，01ラ 1，01う1 1，01う.ぅ 1，014.5 1，014.ラ

雲形・雲量 10 1 10 「也1工196pL!1E」bい11035十l1蚕」PL 採集形式(推)I PL 儒iI肘 (w; i PL I PL 厄_1工3↑LE十益」毛三・1工

l3-I 0 L 50 I 0 1 9" I _ Q_L8" Q [_] I一円
組 慕 991 866 J三1己t弓t与r戸ゆZZZM μ 」5.一7一1笠ト_!L_L竺- u_j1-丘一一一一ι
℃、・~ I 30 1_1_3，.83 12i 77 1 5~ 71 I 6i27 ， 10.97 
| 1"  i ，， 1 '" I 1/ I r/ I ~/ i 1/ 1" i ，/ 1/ i 8 " 

準 1.97 I 2，29 I l，tO 2.13 8，29 I 7.81 
1 1l  m l~I"I ，/I !， ì" ，，， 1 ，/1//1 ，， // 

傾 I 75l ‘|・ 1.22 1 0，92 1.62 I 1，25 i 5.04 6~00 
~ 10|+ 1 I 14i+ 3 I 16 ! -t:....il_z__j_ 0 I 13 L:+:...l_Ll_s I + 3: 16 I ... 3 L12_J_:t:_l 

角 水 100L 8.26 1 ぅ.00 I 2 || l ・ [竺一一空i_l一一1立ー-
llMl~ '_'_Iι 

'1 ~15 弓4J 05H~  
1/ //1" l "1  '" l " n 

深 200 1-一一4一.09 3.04 I 1.91 I 2.47 I 2.7' I 1.38 3.17 I 3.11 
グ"lml  M lY1"  1 " 

300 I _ 3~C6 I 可，68 i 2，85 I 3.16 3.1c; 2，48 I 2.99 3.10 

)i1l 40 0j 1 3 .923.9133.l19  M 

500m  3.14 LAl3・10 六モケZ...2.LJ山 入

下一一

2 0 cm 

S t 9 海鳥 1(05:02)
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青森県水産試験場 昭和 44年 7片 サンマ定線海洋観測結果表

哩直1し一J日[汁7.一山""，:"，7.ムL元5-1幅詞査卦船名釦|幸 洋 丸 i副謝拍副措査員甑氏孟釦J旦付 荻 師

3I点tι立JL」」ιギ止;;i;i土:i:山it:ι主ι;オ~<ιif己古配f占奇主:=E jF J 
分引Ib同64;ib包制ケ包叫21ト12品 |い15乃Y官'I~ずf3Fと5ぷあ 181愉;

: oh“ぷふ6Jム:o-iぺlげJふ7;心:二oh日3ムh刊4ムhμ4よtI5:Q=-+--14:Q _j 
31 88E 31 88E 31 8E 2 1 8E 21 W8W~~__l_4-~___lj 

L 十一L_.

日 日寺

天一気一

U
一
水
一
海
一
水
一
透
一
波

候
一
温
一
力
一
深
一
流
一
色
一
度

風一

う 6 

8 

5 

8 明 15 

3 

11 17 

2 3 俣 3 2 

1，01ラ
うねり 43¥ 2 

気 圧 1，01叫ん012.5I 1，012.7 I 1，0 i3. 5 I 1， 014. 5 
雲形・雲量 10 9 

E 画同宣[@l@J豆llliI @[til p~ILGLI(~@lm 1旦正平
k 。「寸L一下「ι '-r 1 .寸二~工\よ二一二士立正コT士

ιトJj市討主主ι竹1::寸:。
1 1 '"u r;;-下---;;-[ ，，[ "["1 ，， 1，/ "[，，一r;
g 1 1 ~~8J7611 L-「-L←
|i301  M8176U H4716H U11.ooJ H.13J7Tu  

50 1. __5;02 6; 70 10.，12 5'，53 1 13.1.Q :t針。 lJH6・iJh云山市
角川正予15J ヘJF20 1+5120H512+1 

1 {¥(¥ j 3.36 ¥ 3.43 1 白.43 [ 1. 5 1 [ 10.64 

二円y-Flu山~ふ中古f
深卜ー?グ 川" I ，， 1~~~ I ，， 1" " 
200193・ヘl行ペレヤIJH. H.|う

400 三三六4lf
土_j__土l_"， 1 ，， 1 " 1，， 1，，]川 μ 下M
18.347 I 18.675 1 18.776 1 17.969 1 18.6う7

:27l:ZlE 法←務

72引 :;;;! :告弁ーラ2汁-f
:;;引 :;;;1 1il :;;;十寸先

1 .730 1 .677L-401LJ立記_-~型
18色 7 イJレカ 2豆員船付

~[J. 事 18む44 魚影 1• 2尾見えど倖わからず
百件三副主三 I 8 t 3 海鳥 l
踏ま長 ! 今 サンマ l尾遊泳(体長 10 C711位)
| 他 lm2…カ 1聞い川

山 !日‘ l サンマ2尾椎魚網採集(うm位)

3 2 

準

{頃

(
M
)
 

ワ
イ
ヤ
ー
延
長

一ι
分1:尋
bisl諜

う

10 

2 

2 

1引も
弓門

主主」

五三仁二五

坐11[80"t-;:=巴ι竺 L

10.79 I 11.24 I 12.42 

urhIJa牛17Li;If
" [ "1，， 1" パ

;479i14に12・39m
lL_Lr2LL12_L一三上L上一王L

H 云 1-，-;-寸"了Fア"

オZ雪山円七乎J
lβ.597 1 18.662 i 1ihJ_2.2 
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青森県水産試験場 昭和44年 7月 サンマ定線海洋観測結果表

魁 1髄 l___ 1 盟___ll_L_'0・ ll~ 15与瞳也!主互1LT直話記旦-tE一一哩
i呈工三重一一 号 j一一--r=-~-"'----r ←~-~---- 十一一一 「一一一一トー一ープ一一一ーナ一一一ー

い-E山L-l l1 」-「
日時分;U4627五
天候 B

気温 14.0

風向・風力 iBW 1 1 i 
水 深 360

|車一一一一一連!
水色l

透____~1L_J壁 13
波浪 1

う オ孟 川 2

気圧 1，015

三=ミ_#1:!王亙三E日~回:盃亙TPL斗吊恥J主PL ， ftE正J一
土1旦ニ一一一一一一 一一一← 一一一一一一一一斗一一一一一一-一一ト 一一一←一一一一一 | 

口口1;子弓千;三入一--~-工;二f三三三二-"--"---三二二γ;三三7二7三7子1二;二一J三
f戸7ご 7亡:三:三二τ士7ヰ;三二1工i 二
孟忌---三¥子〈一[ι弓ι(一」
:三:L七J(寸子ト二ナ一二二川川三:三1三:二三三三L壬三-1三弓二
工十一一て二二

十

長'-' 4仁]二二二--_:----+-二二二二二三仁士
500ト 1 一ーでご仁コ二工三二士二-，~--+-二二士7土二一l;!(112ll-J 「¥二----
[準 |;;l:;;;|
i ，_ 75 I .798 ! 「一一一千
|水 l100I .803 ! 

分 I~ IiZ| ::;; i l i ! -斗一一←一一

空jr-
記事

f見張調査¥
L漁獲試験)!
その他/1

- Q 6--



水

深
分

(
W
W
)

L一一一一一一一一一ーー一一一ームー一一一一
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青森県水産試験場 昭和 44年 8片 太平洋定線海洋観測結果表

日 持

天 候

気温

風向.風力

水深

海流

水色

透明度

波痕

う オヨ り

気 圧

雲形・雲量

PL・採集形式

基

水

温

的

-
U
)

傾

角|水

深

(M)

ワ
イ
ヤ
ー
延
長

t
J
M
L
 ¥

1
1
/〆

事
査
験
他

調
試
う

張

獲

(

記
見
漁
そ

/
/
1
¥
 

準

日I8片山日|調査知名|瑞鴎丸!調査員氏名|田

内'14円~のl'斗 4o 31' 4円~ぜ
旦t:..i.!~J 1410 48' LL'120 0)' I 1420 14' ! 142027' I 14204CY 

l刊0'6貯おιヲ弘i3U [川J1lu円吋1'1叶1d灼州1治h古弘叫61い吋愉2"1沼1己:討%引8Ji 哨 3リi 愉 I 1げ7'1愉'lg命灼2釘討7Jl l 9市1仏』
i c c c I B B B 

123.0 23.0 23.0 29.0 I 21.o 19.0 

2iE 2!~ 21E 21E 2:W 21 w 判官 2 

65 90 I 240 
|I  
7661  

712  I 12 I 14 14 

1 1  1 1 1 

2 2  221  J 

l，013.0 j 1，013.0 I 1，013.0 I 1，013.0 I 1，012.0 
| 

椎 PL:椎 1PL I稚 IPL I椎 I PL:硲 r~~
20.2 20.1 18.0 17.418.4 
下 「 i | 一下
19.98 I 20.07 I 18.93 I 16.57 I 15.3ゆ

f仰が川日宍
19.36 1丘07 I 13.72 I ふうo 6.91 

117，23 I 11.85 I 5.88 i 7.20 

「十一i l JT470194foJ M579H 
|8.  10 I 2.99 4. 14 

工二二| lpVJ42789U8守2

11i  w2J“一号
」十一! I 1十ι"1"1" 
18.693 18.424 I 18.402 I 18.907] 

|.798 [ .823 I .482 i 

72計で去十
三針

旦」且

400 31' 1 

141037' i 

分 iねつ0，
C

一山一
E

一目

い
じ
2

一(一…
重」←PL
20.3 

7 
ワnつつ

10ドτ一千ーハo I 0 
19.93 

20τ了コイ

。

30 

50 

75 

100 

150 

200 

300 

400 

500 

0 

10 
20 

30 

主主
75 
100 

150 
200 

300 

400 
500 

18.217 
.39乙1

.64う

1
1
一
寸
よ
寸
よ
寸
i

i 

i 

ー
寸
斗
1
4
ー
ー
+

斗
18.227 I 
.467 
.517 

.409 i 

.562 

.695 

.615 

.595 I 

.582 i 

.632 

.728 

付真通

hf3l' 

初一

1
一2

1 

2 

1，012.0 

椎 Ip叫(推ハ川Fリ|

l「叫

O中山七!zz0

0平計一平QJ
l Z子叶z平工
出叫寸f旦，
M半オ711旦M

吋ず「主50
i /，/ i "τ" 

亡山一
A
m
m
E
f
w一
豊
川
市
十
一

一
引
王
子
治
一
下
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青森県水産試験場

|融測線名|鮫 角|期

ST・番 号 I 17 

位置|封出
日 時 分 128A~5-:: 

~í: 20 
問一---1員一 Bc
l気温|石;。
E風向・風力 Iw 2 
水深l

海流

水色

透明度

波浪 1

うねり 2

気圧I1，013.0 
l雲;tt・雲量 IU 

P L .採集形式椎 1 PL 

水

温|基

山

Z
M
I
f
f
J
i
p

。

準

水

℃

)

・

傾

角 75 

一一
L
J
i
t
J
i川

深ワ
イ
ヤ
ー
延
長

200 

500 

塩|基

f出和4 4年 8片 太平洋定線海洋観測結果表

日 8f:11-8日|調査船名|幸洋丸|調査員氏名|田 村真通
16 15 I 14 13 12 11 F 

4cf' 3 l' I 4刊 l'I 4003r_l__i空立 L~21~_L_i~_~.r_J_iaoH'_ 
14刊ぴ I14伊 Oぴ I14403ゲ 145000' I附 30'I 14げ Oぴ I14604ゲ

呪 τ7i171334い021%。l引す9loid

L4;同山古およt
寸

Fc 

21.0 

SE 1 

14.99 

~ 
14.90 

M二口，
13.39 
H二亡u
11.92 

Mご1 " 
10，15 
7て亡ρ
6.67 

wコ二H
6.15 pτ二M
4，38 

eコ二H
3.01 

17ココ9
3.60 

c 

20.0 

SE 2 

3 6 

15 6 

2 2 

2 2 

1 1 1014.~ 到〕

BC C 

21.5 

ENE 2 1 I SE 

3
一同一
1
7
1

iヰヰ

M 

L_J ，， 1 "1 ，， 1，， 1 1 
o 1 18.377 I 18.344 I 18，362 I 18，642 
101 .307[ .5871 ，382 [ ，939 

準 iZl:3112l:2ilfz
水 1__  7U___._Q57_L__.]88 [ 19.061 [ .622 
[ 1oo[ .612[ .768 [ .058[ .637 

分深iml::;;! :271 18:::;l :認
容 g寸;U2U.2;i.21
ト斗叫- ii竺L .6931 _I 

記 事!

(見張調査)l漁獲試験 1 その他

3 

20.6 22.4 19.5 

1/).26 1 19.68 1 15.85 
501-015つ 10160寸 o
15.59 1 16.75 1 14.28 
/，/ 1//1" 1/1" /，/ 

!]，93 1 14.69 J3.26 
111// 1/1// 1/ 

13.43 1 13.21 1 13.18 
1 ，， 1 N 1 ，， 17寸"
旦.88 I 11.45 11. iO 
4 1 グ|空，~I"I"
15. 32 I 10.84 I 9. i3 

" 1 "1" "1 10 1 2 
10.18 1 10.44 1 5.48 

"1"1" I ，， 1 N 1" 
6.22 1 8.82 1 4.45 

"1"1" 1"1" " 
3.18 
13ー-1-5 

乞Tも

7 

よ
18.688 
.768 
• 856 
• 904 

旦旦
」旦
」旦3
A笠
.627 

20旦4 21.0 

9立0 斗|旦o
16.67 18.08 
10 1 0 130 I 0 

10.82 11.28 9.70 

" " 7，67 8，42 7.67 

"。 " I IJ H I " 4.92 5.58 5.54 
15 1+2 " グ L し
3.63 6.53 3.06 

~ L"" 
3.40 5.90 2.e 1 

'! __L_!{ 
2.92 4.02 3.07 
2! I千10 5 1 + 1 ~ 
2.54 2.90 3.40 

" 
」

」 よ

上一 | 1 I I 

止守守空千
.三計-づ??十一一
.間トーlli-+
十一一一寸一一一一

- 9')ー

ー戸清明・ー四4
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青森県水産試験場 昭和 44年 8月太平洋定線海洋観測結果表

副理名 1 !fL一一一主上潟i__ê_L吋ど旦u唾監ト主旦1国重量且~旦_ft_旦一一通
i平三貫一7-~hよ51+ ーネー-lfげ~ん(ヰ子hf2計
i以 且 IEI I川叫 14400ゲ! 143030' i 

同時分 [1801548 「

E天 候 F I F 1 Il i 
安一一一一つ町 20.0 1 20.0 1 
風向・風力1SE 31 NW 川
水深

海流

水色I 5 I 
透明度 10 I 

波 俣 3 1 1 1 3 2ー-i-_-1
L以ιヰ出UU牛1191ド十三日

{¥ 1 17.0 Ll_~6 16.9 ー19.7 20.2 2 O.4 19.8 

水 ; 1 I ・ 98 汁均一行中「亙i可記寸0，与I--~~~-片言.72
温基ト二11E3了1寸~ゎ 件王土0_:]1うつ 1_ 0 I 8~ _10+=ξ立ロヨヨ:
1 =1 引， 1 9. 50 1 8.93 9. 14 1 I7.59 I 19・67 1 17.91 1 18.52 i 18.43 
お 1 L二U~_j←竺 1 " 1 " 1 ~_L到三一一竺~工三工三二亡三!{__[互コ二五L1LL瓦

~I 十UL--44件止や主干31-rzI\ιI '''' L二;t_._IU_J J.:n I 3.11 I 13.64 I 14.36 I 15.33 I 16.ラ2
傾 l トニド114jpo-工 23 1 ~~弓弓-J-I+=ì~ _1~1ワ-17口E三一ァ
!日 id，凶コ.;i(J 1. )乙 2.41 12.円 1>.51 !5.87 1 15.13 

角 | 水 旦弘jf;ト?日口3苅〈仁B〈f:コ:与点7心山2ぐ乙山;;-
一 門 2丸.4刊5 I 2丸.4伺o[ 1し.7η1 1 1κ'). 1臼8 1 I11.04 I !(刊0.7ηI 1 Ilし.5労日 1 ト

? I利一一子三i州主古山 34ι11385.8;。lら.Jド勺引 3:。J2;113:。;2ヂ
川!… lH比十f" ¥ 1/ 1 '" ¥ '" p1三ιトι」ょμ___l___Lj!" '"!ιι 
延
長 81:~~ I ~_~_-~十トト一戸二十ト11-
一ートー「寸一円己02

塩 1基→件そ皇子
準 :;J:::;
一一

水 l--To引 :27
分流卜-Z :2 
~IB すi
~j_____[ゴ止
記事

/見強調査¥
{ i漁獲試験 j
I ¥，その他 J

18.4う7

三031
7珂
808 
.839 

-101 

844 

.874 

.793 

.798 

上
ill.._7_lQJ 
.698 
フ国

.821 

.826 

.833 

.869 

.818 

.793 

一_I_ーし___j-ーよ一一__L

.864 1 .851 1 .786 

t二z二22
jー一



青森県水産試験場 昭和 44年 8片 太平洋定線海洋観測結呆表

観測縦名尻矢出戸|期 日¥ R片1-8日|嗣凱i名|幸洋.瑞鵡!説査員氏名|回 付

S T .番号イ| ロハーホへ
I N I 41025'I  4100ぴ 4100ぴ 4100ぴ 41000'4100ぴ

目ー位 置 IE Il 141・~-l 14103Cf 1 1410押 印。Oぴ lザ 2ぴ 1ザ仰

日時分!日1伝!D1% ;8『07dhoぅ62:25il 040ijTb 叫;??50161%
天候 bウ c c c c B 

気 温 13.0 1 20.0 14.0 19.0 19.0 19.0 

風向・風力 ENE 31 1Jw 3 Nw 2 Nw 3 Hw 3 問 2 

水深 ! I i 
海 流

水色 5 I i 
透明度 10

波痕 2 2 22  2 2 

う オヨ り 2 1 2 2 2 2 

気 圧し009.01 1，013.01 1，013.0 ( 1，013.01 1，012.01 i，OI2.0 
雲形・雲量 4 

ドー一一一一一一一一一ー

子[1菜集形式稚 IPL 稚 1PL 稚 1pL 格 IPL 椎 IPL 椎 I PL 椎TPr: 稚 |PL
o20.4 1 20.0 20.0 I 19.2 19.7 I 19.2 

水 24.8 19.84 1 19.19 1 17.68 1 19.76 1 13.80 
10 I 8" i 0 I 13" -i 0 I 1" i .-0 I 10 i 0 I 0 L_QUう 1 01 ! 

温基
20 24.8 19.19 1 1722 1 17 • 98 i ICJ .66 1 17. 79 

~，， 1 ，， 1 1" ，， 1，， 1 "1 ，， 1 "1 ，， "1 ，， i ，， I 
~ 1 30 24. 3 13.2 1 1 16. 10 1 16. 1 1 1 17 • 891時.52
l準 1"" 1-'/ ，，1.---，.1 ，，--r ，/ -i "i "T '.1 1 ，.1 L __'.I__¥ . I~~ 1l3.87 1 17.521 14円 I 15・15 I 1日 I中傾 2~ I 5 I 1 25 I n -，5-1 ，， 1 5 ，， 1 4 " 1 12 i 1 I 

75 16.04 I 14.2913.4114 .:;> 3 I 13.30 ロ.90

角水 ~__! __!!_ I _!!__ 
" 1" 11 I ，， 1 " i" 1.1 

100 13.88 I 12.44 12.67 I 8.36 11.60 
i" T，，-Tp r "T" 1 ，;1" 1 "1 ，， ρ 1一一
民 45 1 1143 I 10.13 I 2.514.551 

ワ深
150 I [1  i 30 -1 23101 "! 151 5! 81 IT29121i 

イ 200 12.01 I IQ.20 I 8.4o 1 2，52 1 6.88 
'-------'-_---'-I___j" 1" 1 " l___I，_ 1 _" 1 r'1 "1 "1 ，， _1 " _L _1 

ヤ
I I _ I 300 9.35 ，2Q 1 42o 1 234 1 4.86 
延 担 ! 11 i 11 I " r -"r " "1 u-n=t ;-1-4 --;，-r~ ー「一一一
長 400 1 

ト
500 I 
o 1 18，5571 18.677 1 18，5551 18，517 1 i尽.丙日ラ 13，662 

塩基 10 1 .6551 .675 1 .6471 .3341 .688 I .771 -
20 1 .657 i .693 1 .7451 .572 1 凸841 .839 

準 301 .6521 .7651 .7761 .8611 .5221 .826 
50 ，808 I .763 I ，796.889  : .8(14 L ~_856 

水 751 .6701 .811 1 .8451 .917 1 .R641 .859 
100 1 .8'0J_.8191 .846 i .36i! .839 

分深 1邑01 .8491 .8491 .8181 .3071 .813 
200 1 1 .846 1 .839 1 • 788 I • '142 .710 

fリ2:1M 300 I .803 I .580 I .607 I ラ121 .592 
~ ld I400 

1500 I 

記事

/見強調査
¥漁獲試験

l その他
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青森県水産試線場 昭和 44年 9片 太平洋定線海洋観測結呆表

観測線名 鮫角 E I期 日I9. 13-9.16 I調査船名|幸洋丸 調査員氏名I
ST ・番 号 25 24 23 22 21 20 19 18 

40" 31' 400 31' 40" 3 l' 40031' 400 31' 40031' 4C043ぴl' 400 31' 位 ヤ一一一一一一
1410 37' 141041' 141048' 142001' 14~ 14' 142027' 1420 142053' 

13 
日 時 分 113100』 β35- 14.I β~  15.30_ 16.1 50~ 18.1 20w 20.2 10~ 212.422.~ 25 3.08 13.45 4.27 ラ.43 7.20 9. 10 0.42 

天 {長 B B B E B B B B 

気 温 21.0 21.0 21.0 24.0 21.0 

風向・風力 ESE 2 ESE 2 日E 2 SE 2 S 2 

水 深 150 640 

海 流

水 色 6 3 3 4 

透 明 度 4 4 17 17 15 

波 i良 2 2 l 

う オョ り 2 2 l 

気 圧 1，012.6 1，012.7 1，013.0 1，013.1 

雲形・雲量 。
PL・採集形式 稚 IPL 椎 IPL 稚 IPL 椎 IPL 稚 IPL 稚 IPL 椎 IPL 並~

Q 
22.0 21.8 21.6 20.7 21.0 20.4 l旦 B 1I.2-一一一

水
21.34 21.13 21. 10 20.10 20.73 19.40 18.90 17.19 10 
010  30 I 。40 I 30 I 。4u I 0 10υ1 0 2" I 。4> [ 0 温 基

20 
21.16 20.98 21.09 19.88 19.84 18.59 l月.10 16.59 

℃ 1/ 1 1/ N " 
fI " 1/ ト竺 " 1I__l μ ~ 

。| fI 

、回〆 21. 11 21.19 19.38 19.05 16.46 13.69 13.24 
30 

/J /J /J 是，
グ G " 。~. 準

20.96 20.60 16.05 lう.23 13.87 12.68 10.41 
50 

~ " "___jグ 。 "傾
/J w 

75 
18.82 13.65 14. 12 12. 15 10.33 9.05 

角 水
10 I十l 4 [ グ !.Ll__1 22 I 6 3 " 2 1 /J 

100 
10.83 12.16 9.89 7.82 7.うO

" ~ fI グ "グ| " . 
1，，0 8.97 6.94 4.04 3.25 

深
~~ グ" " " ワ
4.20 3.25 3.06 2.70 

イ 200 
1/ /J 左， IJ 

グ-2.l-ラOEL ，2.I98 H ヤ 2.97 3.69 

お1 I 
300 

30 L__1Q 33 I 54 4 [ U___!!: 
延

2.78 2.67 3.04 2.81 
長 400 

1/ 1/ 

" 
500 

2.93 2.81 3.10 3_27 

ト 1 ~ 。 18.269 18.217 18.6 lU 18.667 18.617 18.605 18.542 18.332 
塩 基

10 .545 .弓77 .597 .642 .617 .547 .527 ヒL一っ一」笠立雪ー20 .ラ62 .617 .605 .597 .547 482 589 7 

準
30 .532 .607 .675 .469 .627 .48 
5() .592 .617 .846 612 859 773 .52♀一

水
75 .745 .889 .864 .833 .680 --._Q7_Q_ 
100 .798 .952 .791 .657 .698 

分 深
150 783 700 547 ~_53l_ 
200 .592 .512 .537 .532 

~ おf
300 .582 • <:45 .572 .612 

、幽， 400 .657 .720 .690 .677 
500 .703 703 .763 773 

記 事

(見張調査)漁獲試験
その他
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青森県水産試験場 昭和 年月 定線海洋観測結呆表

動測線名鮫Z角TE線|期 日I9・13-9.15I調査船名I 調査員氏名| 一一一
ちT・番 17 16 15 14 13 12 II 

l P4 4ぴコ31'I 4ぴ 3l， 40031' 4ゲ 31' I 43031' i 4ゲ 31'I 40031' 
位 置 1E i )4デ 12' 14す30':竺045f65えP川知刊wIl! 144030' ~デ仰 )4デヨゲ 146

0
00'

日時分 lg-hi J1の5l C18ûè~7i llhitE!i7伶 3
天 候|E|B|B i BlB  i E| 二一一L 二三
気 温 17.0 14.0 18.0 :W.O 十118.0 :2 1.0 一LO←.0一一1一一一一一
風向.風力日 21sw 1 W:sw 1 wsw 2 I wBw 2 j Wsw 21 wsW21 

水深1:||

海流 i i i i 11  

水 色 4 3 3 4 3-斗一一二
透明度 2 -1  -T- ¥4 r--2~ --1 2

2
1 ，;-I---~---

波 俣 2 1 1 1 2 2 上--~二二二
うねり 2 1 11)  2 2 2 

気圧 1， 0 15. 0 I 1 ， 01 5.0 1 ， 0 16. 0 1 1， 0 i7 . CJj___) ， 0 17. 0 I )， 0 16. 5 i 1 ， 0 16 • 6 ←一

/主1(1!D : (pYT cm) I (PY! _ffiD_I 稚 IPL 

i 寸 |ll 「一

ィ 200 2 94 145  1 4 04 2・ぺ 2710 1 2J  I _2，.lill_L~--
f， ，， 1/，1 グ グ 1m'/I " 」ι" 川 11 ，/!，'__j__.!LL____j一

ヤ 3.15 I 3.Q::l _____l.lL¥_ 3. 14 3. 56 2.99 3. 14 
延l(M 30013 -r-"i 20 i16! 20川判 l120llb|12l__sι3_L  !L_L____j 
長 Id 400 I2，89 j 3.01 3.5 12.88  1 4. ) 7! 2.81 i 3.25 
l " I/]"Iul//I//I" l"1 ，， "1 N .L，，: " j__1 --"'''--，I_~ 

500 11 2.99 I _ 3. JI I 3.23 ープ18↑.78403 L|一|-I-M125.」l一日879u」!1一H 3.2C1 3. 15 r-;-r ，.1" 1.1 '.1 " J.~~_______!!~l ，/ ，/ 1 1/ グ I"L  
o I 18・362I 18.592 1 18.3521 18.8031 18.')89 ~ 18.527! 18.409 

.5751 .3321 .768 I .87 7 ~ • 517 : • 322 
.4071 • 796 1 .874 i .5171 .3'91-

1 ・~~~ . ;~~ I .~~: I ・制 l ・.，021 ・307I 
.884; .6751 .9551 .972 [ .412 !.3Z7I 
.743 .672 I 19.0001 .781 .437 I .309 
.582 1 .677 1 18.934 I .6i2: .487 .4白4

.5671 .5321 .557! .5771 .497: .54Q_j_----

.5471 .6371 .487j .392: .4871 .487寸-

JiiJ_ ~6551 ~5121 :572J ~572' :5871 
.7101 ，7631 .6771 .7051 .640i .662 L 

____~ 778 : .801 1 .818 i • 723 1 二743 ! .73そi

しー

-[ 04ー



青森県水産試験場 昭和44年 9月 太平洋定線海洋観測結果表

観測線名l中間点，尻失|期 日L2・13- 9・161調査船名!幸洋丸 i調査員氏名|

ST .番 号 1ry 10 9 8 7 ↓斗'一ι一1-生4E132003…3450引''ト 1引土竹何田C。2田百~ V N 41000' I 41 025' I 41 025' I 41 025 '1 41 025 

位置 E 146000'1 146000'1 145020'1 144040'1 144000 

自時分 %~45 -1 I t{:~ち;よéM'~45-1 06.00-109・3う|
21.1ち 0，07 La3-. 24 I a6. 3709.531 

天候 B BC I C C 1 F 

気温 18.0 19.0 I 20.0 19，0 I 18.0 17.0 

風向・風力 WEw 2 1 1 w，Bw 3 1 wBw 3 I s sw 3 I wsw 2 I sw 3 1 sw 3 

水深 l 

海 流 l L一一」一一一
水 色 I 3 ラ」1一一三一 空

透明度 1 16 21 8l  lO i f  

波 浪 2 2 -2  '-1-2 2 I 3 :ι仁Ll，_2士9里-'-ミ二うねり 2 2 2-r-2 2 3 

気 圧し017.う 1，017.0 I，Ol2_，_'5 1，o I 5 . 0 I 1 ， 0 13 • 7 1 1. 0 10. 
雲形・重量 2 2 9 9 -上
百採集形式稚 l~ 稚 1 PL 憂=m布石弓~i) 1 両島ー喧命 1(I;i2斗並よ PL

20.7 20.4 20.4 19. 1 16.9 17」一一一_1l_，._s_一一
水り _1_ 1-1_  _L_L__I -----l------'L__L__j 
基 20.59 I I 20.3 1 I 20.41 I 19.0う__!lJ)l__ト 17.07 I 2L 81 

温 lり 10勺 100I 0 1 40 1 0 1 r J 05'  I 0 1 1 001 0 デ Q
fヘ 20，78 1 20.60 1 18.8う 14.38 1 11.43 1l_ 6821  .s.2__ 
℃準 2り -r寸"1 1" 1 ，， 1 " 1 (，J"ρHLρ"  1 11 ρi  
) トー 18.43 16.刊 行.92 1 12. 12 1 7. 19 8. 14 1 21 .40 

3り ρ1 "1 1" I n ρ1  " ~乙←上" n ，， 1 n n 万 ρ
水 14.11 14.01 14.3314.143.64 ラ.39 1 18.う2

傾 5l)ρ!!_ 1__ _l I n rl I n fI j 11 /1 I fI 1 I1 ρ 11 I n..JL  

13.04 12ど」 13.27 1 9.18 1 2.59 1 3.40 1 1うあ
角深 75 [ 201 ぅ I 18_l__i_j 13 I 2 I 22 1 6 I 11 I 1 I 20 I ラ 7 1 0 

12.40 1 !_，_Q__J___I_~i_l_~_]J_←-3.30 1 3.41 1 13.54 
lOl)" ，， 1 1 "L-'~.L，寸 -;--I~----; "ρ~-"-i___E_ 

10.84 I 11 .32 1 10.44 I 4.48 I 2.883  _02 1 10.09 
ヮ 15l) 。 .II_L_IρI" 1" 1 "1 ，， I "ρ| ，" I (1 Iρρ  i 
イ 9.20 1 I 9.20 I 8.う4 3軍一R一4 2. 3 3 1 2. 9 1 I 6. 27 
ヤ (2り0 1" 1 ，， 1 [ 1" 1"[ ，， !-;-r;~ 11 " I " 1" I 11 I 11 1ρ 
I 1M4.1う L-_j:_.]L_ 3.77 2.94 I 2.82 2.82 1 2.78 
延 )31lU 1 24] 28 IU~201 16 I 36 1 71 1 20 1 1619 1 1ラ Lo_J__g
長 3.85 L-----r 3.54 I 3:60 「 三三了I 王百- 3.78 1 2.69 

4(}りか l r" I ρI  11 I 11 Iκ 11 " ¥ fI I " .--1 11 I /1 ρ 11 

3.82 3. 16 ヲ.02 3.37 1 3.26 3.00 1 2.93 

川 11 I "1 L 1" 1 n 1 "，，_~ 11 I /1 I "笠tーR-8.J-0叫6ZLLFAI -日5!ヱL 2 。 L8_J83 j 18，796 1 18.557 1 18.392 1 18.158 
土恒rnt 10 j .758 I .781 うI1._l__.3771 .153 

~__.763-j .1 7681 .6701 .3121 .247 ・ 1 3う12

30 I .909 I .828.1.8 ラ9 1 .487 .312__L___，_ニJ1ニJニt11互盟旦2盟E2旦25主主ZZ7L2L」Jiiii上---_… 」JA.曹ι・，5E8E67円532271l 9 Z 2 8 2 2 

5U 1 .8日9 I .846 I 19.058 I .929 I .287 
マレ 1 75 I .914 I .813 1 .Q4LJ .755 I .347 

分ノ'J"11l}U I .914 .803 1 .035 1 .733 1 .4471 
!_!)_lJ__J___ .884 1 .907 1 18.912 1 う27 I .464 

(10/ 叫開 ~~_1 .844 I .839 I .821 I 542 I .4 ラ9 
づ明 ( 30() 1 日 7 1 .602 I .日37 I ラ92 1 ラ47
'---' 1 M4l)り.ラ97 I ラ<JZ_J .622 I .677 I .662 
'--" 15UU 1 .680 1 r------:657 I .660 I ，763L一一」竺3 .705寸一 ，647 

記事
見張調査
漁獲試験
その他
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青森県水産試験場 昭和44年 9月 太平料定線海洋観測結果表

観測線名|尻失 E線|期日 19・13-161調査船名|幸洋丸|調査員氏名!一一 一一
S1 ・番 号 4 I 3 I 2 I 1 イ

N 41 025' 41 02ラ' 41 02う' 41025' 410 ?弓
位 置 E 142 040' 142020' 142 000 141040' 1410 3'1 

91/7lう13- 百15-16 09/.4i8う~ 日 時 分 19.1う~ 21.2 30~ 37_ 
17.37 9.5ラ 1.う3 0_18 01.12 

天 候 R R R 。 B 

気 温 17.0 18.0 19.0 19.0 19.0 

風向・風力 SE 2 E 3 NE う NNW 4 NW 4 

水 深

海 流

水 色 4 

透 明 度 lう

波 浪 3 3 4 3 

う ね り 2 2 4 4 2 

気 圧 1，006.0 1，004.0 1，002.5 1.004.0 1，004.う

室形・蚕量 9 8 

PL 採集形式 稚 IPL ⑮|⑩  稚 IPL ⑮|⑭  椎 IPL 椎 IPL 稚 IPL 稚 IPL 
。21.4 21.5 21.2 21.4 20.2 

水 10 I 0 
基
10 
21.42 21.33 21.42 21.29 20.26 

温 30 I 。14~1 0 lラ。I 0 20 I 0 か I " ，向、 21.01 21.う4 21.2う 21.00 20.00 
。C 準 20 n 11 I " 
、、J 20.60 21.43 21.20 20.70 19.83 

30 
" 、" " " " ρI  " 11 I 11 

水
50 
18 _13 20.80 20.14 18.88 17.67 

" I " " " I 1 
{頃

75 
16. 12 17.28 17.46 16.00 14.34 

深 6 33 I 1う 24 I 7 3 I 0 10 I 1 
角

1りυ
14.14 15.03 lう.94 14.94 12.87 

" I ，，， " I " 〆『、、 11.60 11.27 11.88 10.1う 7.4う
M 150 1/ I " " I 11 " I " " I " 

ワ 、、J iO .12 10.64 10 .47 8.4ラ 6.74 

イ
2りO 。I" 

ヤ
300 

7.94 9.ラ0 7.62 5 _ 14 2.95 

11 i う 3う I71 34 I 54 4 I 1 lう I11 
延

400 
う.33 7.7う 3.89 2.88 

長 11 I 11 上一一

500 
2.80 う.70 2.58 3.07 

。"。 18.う14 18.472 18.ラ14 18.494 18う77

塩 基 10 .718 .504 .う37 .う12 .う62

20 .570 .う17 .54う .562 .う72
準 30 .う47 .う37 .552 .562 .う7う

一一一一一
50 .507 .う92 .590 .587 .627 

水 75 .778 .733 .743 .718 .793 
1υ。 .803 .788 .783 .851 .844 

分 深 150 .783 i .753 .788 .728 .う62
~、 ，陶、 2りυ .758 .748 .768 .748 i .703 

物。 M i 300 .728 .738 .725 .577 .うう7

400 .529 ! .690 .512 .632 I 
500 .517 .587 .517 .760 

孟ロコu 事

漁獲試験
その他
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青森県水産試験場 昭和44年 9月 太平洋定線海洋観測結果表

観測線名|出戸

S1'.番号

位置it
日 時

天候

気温

風向・風力

水深

海流
水色
透明度
波浪
う オョ り
気 圧

雲形・雲量

PL 採集形式

水

準

温
(
む
)

傾

角

(
M
)
 

ワ
イ
ヤ
ー
延
長

基

準

水

深

へ

M
)

塩

分

(

私

)

基

水

深

期
一
∞
一
日
一
~
刊

一
一
一
什
一
目
的
問分

B 

17.0 

NW 3 

308 

2 
1，007.0 
ヲ

椎ユPL
20.4 

i 
1υ 片手#E
I 30 I 0 

20世主H
3UJ半1H
18.42 

10ー「ー。

己
13.81 

~ 
11.90 

~ 

り

50 

150 

2りo

30り

日 19.12-1:]
ノ、 ニ二

41000'1 41000' 

141045'1 142000' 

20.0う~
20.ラ0

2 

1， 008. 0 

3 

椎工PL
2LO 

「
19.64 

4ヨ二0
19，96 

H二亡H
19.71 

"上"
19.78 

1江二0
14.30 

p二口
12.72 

Hて亡H
7.28 

~~ 
5 76 

H 工コ
1. 80 

" 1.-ρ 

回避主i東
ホ

21・h|ど13~

16‘o I 14.0 
同 4I NW 4 

4 

1，叩9.0

椎よPL
20.9 

6てo
m二仁H
21，06 

，~ I N 
17.79 
14 I 0 
14.7ラ

グ二G
12.61 

HてD
9.95 
28 I 20 
6.95 

m コ二M
2.98 

4 

1， 009.0 

稚~ I PL 
20.4 

I 
20.94 

E工二o
20.91 

とよー竺
'JJ..97 

Z二1二五
盟.93
16 1 0 
16.03 

Hコ二H
13.92 

Hご仁n
11，85 

30ー_t__n
l笠

" I " 

ー一一一一一寸一一一一一一一一一一一

02.25 -
å3~ 10 

10j寸二「1三二
稚同市 IPL 川陸上~埜_L_，，:，_

-二二工二コ二二工二二

徐州__j_十コ二守 二て

IK羊:
九iJ6J1 1十 i十一上一一
2idV十 I I I 一」
ぺ80Ml | l lート」

剛一。一山一室町一%一部一説一川一問

400 」

18.ラ62

.555 

.ラ日7

.592 

.675 

.788 

.818 
芳むず

813 
.日日2

」
18.537 
.5う7
，552 
，562 
.808 
，841 
.821 
.572 
57う
.う82

i 

i 
18.587 
.ラうう

.ラ7う

.540 

.755 
，801 
，786 
，773 
612 
.ラ22

よ
王
山
孝
一
ω
一意一月一間一川

よ

j___~ l I 
巴」豆立 I

.582 ! 
582 

~盟
730 
A盟 1

816 

.801 

ユ且

ーと二二

よ一一一一

(?号ti)
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青森県水産試験場 昭和44年 10月 太平洋定線侮洋観測結果表

E線|製| 日I10.11 - 13 調査船名|幸洋丸|調査員氏名|!;観s測線名|鮫角
T.番号1 2う 24 23 22 21 20 19 18 

iLE11| 
109/21 1 3~0 1l 1 1 日 時 分 09.25_¥ 09.日止ニ1 10.35~ 11.45 - 13.00 

_ 14.30 -
09.301 10.00 I 10.4う 11.うラ 13.32 lう.08 16.40 18.17 

天候 B BC BC BC BC BC C 。
気 温 12.0 14.0 12.0 12.0 14.0 I lう.0 13.う

W
品互4コ風向・風力 ISW 2 SW 3 I w問 2 WNW 2 WN胃 3 WNW 3 NW 3 

深

向 流

7l<. 色i 4 4 4 4 4 

透 明 度 5 18 lう 13 10 12 13 

波 浪 2 2 2 2 3 3 3 

う オ」 り 2 2 2 2 3 3 3 

気 庄 1，023.0 1，023.0 1，022.2 1，022.0 1，022.0 1，022.0 1，023 .0 

雲形・雲量 う 8 

lEL 採集形式稚 l~ 稚_l_~L._1 稚 1 PL 稚 J~ 椎! PL 伴J1 PL 椎 IPL 健u豆E
18.2 18.0 17.9 16.9 lう.1 17.2 17.0 16.8 

水 i i 
基 17.43 1_8 . 11 17 .82 I 16 .63 lう.34 17.18 17.36 16.81 

8υ1 0 1 8 O! 0 1 10 01 0 100， 0 150¥ 0 2001 +1 18 oj_+ 1 
f、 17.44 18.14 ¥ 17.78 ¥ 16.50 lう.3Q 16.60 16.01 16.44 
。CI ~~I_，， __ Iι ¥-p__J_" i " i "ρ 」 " " " 

16.73 ト日ず一)準 l 18.09 ! 17 .75! 15.56 14.84 16.19 
'N 1/ 1 11 

"
ρ1_--" " " 

1I.85 I 17.38! 14.22 13.08 13.0う 16.06 
Hl う了.0一6二"---.l ρ 。 i，， 1 " 1ρ " 、" " " " 11 

{頃 水 l
16.17 13.20 12ラ9 11.02 14.39 

3上12L-士
3う
12 _ 角

75 119 +1 lう。1+3 150i+3 16 I +4 3001+12 
「ー 11.2ラ 10.22 10 .03 14.11 11.66 

、" " " ! 1/ " か」 ρ
ワ i5T: 

150 
6.76 3.04 6.92 9.34 8.31 

イ 1/ 11 " 、" ρ!  " 
ヤ

200 
2.67 3.42 3.70 う.09

" 、" " 11 " " " 
延 ~ I 30υi 2.う3 2.32 2.93 2.08 
長 200件13 18 01+1う 34 01+62 30 ¥+46 

2.42 2.90 2.51 2.うl
」 " U 、" " " 

止|
3.39 2.74 I 2.82 3.04 

" " " 。 18.703 I 18.688 18.703 18.684 十 18.733 18.73ち 18.700 

塩川 .642 I .683 .690 .683 .660 ， .70う 703 .690 
20 .64う .683 .688 .684 .645 .688 

三3笠E上」--4dEEZ2 3り .677 .688 .680 .640 .672 
511 .693 .698 .869 .662 .542 .677 .657 

.683 .688 .743 .417 826 .492 
1りU .695 .778 .740 .763 .849 

分!煤 15り .582 425 .627 .783 .745 

(i(1200 
.う02 .482 .622 

..65 77 M 1 30り .ラう7 .う 17 ，日うラ ヲ2-
.610 .637 .う37 .622 

.73υi .6/迂 .62 コ古一
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青森県水産試験場 昭和44年 10月 太平洋定線海洋観測結果表

J期日 110・11~一旦JJI.l::離名|幸洋丸J調査員氏名!
17 16 15 14 13 斗 1211 10 I 

i i I I I 

i周到恥 04112JOWL-J713117ZM

l BC BC BCBC  BC C 

l7..0 12，0 I 10.0 7，5 9，0 9.012，0 1 11.0 

3l 問 3I N 3 I N 3 I N 4 I ENE 4 I ENE 4 I ENE 4 

i観測線名!
S1 ・聾 号

位 竺国
日 時 分

天候

気温

風向・風力

水深

海流

2 明 2l 11 l :l l l; l L l :。十 L i il-十一jーザ
波 浪 I 3 3_ _J___J_ 4一一

う ね り1. 3 J _ ___L__L___:;_3_..J__----';__.L__~______' グ4 上一一一 4一一一L___1
し室長pナ I，C円l，c;35 う 1，チヰム巴;jωい-13311
子日集形式|椎[6JQi)1 (iYlli稚 I(p01~) I (@TIi~凶L直 1(00 I ~r)上ι且;

7]( 1..1_0と吐:L111jJ11ft;ドザ三圭士吐

;門と可土日!日:11:!::11
----1準 | … 13，68 1 13，45 ~9 1 19;09 14.う91 14立し114.09 14.82 

IFI村吉許可 ;13J兜"日住;壬
傾 1水 1_7主主主品。 1H81び-fト寸先?吋抗i lJ184012立与

唱 . l___l止11 6，88 1 う._l8 7，08 I 8，32 1 6.81ー上 7.65 ， 6.69 
探~汗と王[32 // Iρ 入j3Jド3lJい4:76Mluう!30ρlM61JドY5:22¥，11)E

111144LJ4JJ位三151主
ヤ IM I _ ... 1 2，8 1 1 3，う21 '3，"12 1 
| |)|30りい9-o'I~46 26 -o'I~34 I " "1 ''</~ 

I 
26-i~34 I 34-o'I~62 I 33~0'出訂iOl ιbo0'1.06_ 

正… 2，63 I 3，15 I 3.16 1 3.87 1 3.53 1 3，14 1 3.39 1 3.79 
長 1400 1---:;;-二乙寸"ア汀7ーにζ戸三土 "1，， 1 

1---1 市二5ソ昌二三"
塩14ド;;::l:2l::jjlEJjjj!:215ト-f
U;;l:jZi:72i 引 :271ι;212半ii:
13l :21 ::21 ・.2J| ::;;! :;;?l :;:;( 間二走
掛か ;;jilZ:;;;iJ21J託手話午守jj

ST 16サンマ I尾採捕

角

深

(
M
)

分
(
町
四
)

I(性胃)l
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青森県水産試験場 昭和 44年 1U月 太平洋定線海洋観測結果表

観測線名 l期 日|札11- 13 I調査船名|幸洋丸|調査員氏名|
ST・番 号 10 9 B 7 6 ラ 4 3 

N 
位 置 E 

1108/.19210.2 0~ 0 
lO./40 13 

日 時 分 212 .30~ 
0_40 _ 04。.50~ 08。.00~ 11.00 - 13_20 - 16130~ 

2.03 01.25 5.30 8.33 11.25 14.00 7 05 

天 候 日 BC BC BC c BC BC 日口

|気 祖 10.0 10.0 10 .0 11.0 18.0 10.0 14.0 

風向・風力 ENE 4 NE 2 SW 2 SSE 2 WNW 3 NW 4 NW 4 
事長

一一一一一
J毎 流|
Lt:" J':':. 4 

14 2 
透 明 度 16 9 II 13 10 13 

波 浪 4 2 2 2 2 2 3 すー一

う ね り 4 3 3 2 2 2 3 2 

気 庄 1，02ラ.0 1，025.0 1，02う.8 1，024.う 1，02う.0 1，024.0 1，022.0 1，022.0 

雲形・重量 3 う う 7 ラ

PL 採集形式 ⑮|切 ⑮ i付 勝|旬 をぜ)I~ ⑮|ゆ 稚 IPL 椎 IPL 椎
14.0 14.8 13.7 13.9 16.7 18.1 18.0 17_4 

水
。

基 13.83 ! 14.54 13_73 13.93 16.71 17_96 18.06 17.29 

温
1U 7 01 。801 。501 0 50 1 0 ~I_o 1201 0 10寸 0 1001 0 

~、、 14.06 14.79 13.81 14.00 16.52 18.06 18.09 17.ラ4
。C 20 

" 11 I /J " " I " " I l' " 

ir，t寸つ-1 
、~ 準 14.07 14.62 13.79 11.46 lう.32 18.09 18.02 

30 
" " " " " ! fI 

50 
14.36 11.32 11.30 10.80 13.89 18.09 18.13 

f頃 " H 1 " 
角 7]< 10.56 8_73 8.41 7.72 11.76 17.86 16.64 16.ラ2

75 1901 +5 lラ"1 +3 10守 +1 lう守 +3 16 01 +3 11_"J_:t] 2001 +う 」旦l士士一
8.67 6_64 6り日 6.50 6_93 1う.19 15.13 14.7う

ワ 100 
" " " " 

イ 深
15U 

6.31 5.01 6.46 3.12 ラ.14 11.99 12.36 12.01 

ヤ " " 1 /J 11 1 f/ " " 11 L____" 
r、 4_87 3.87 3.92 4.05 2.97 '10.3う 10 .64 10.48 

延 M 200 " " I " " " I " ~ 
長 、、J 4 _11 3.62 3.61 3.04 2.19 3 _ 10 6.99 ララ7

3υ。
2001+1611401+11 109 +う 2ラ。1+31 30 01+46 30 01+46 3う 1+62 30 01+46 

4りり
2.79 3.80 3.85 3.02 2.62 2.84 6.50 2.32 

" 11 ! " 
500 

3.29 3.62 3.47 3.29 2.80 2.79 3.27 2.82 

" 。 18.637 18.ラ85 18.74う 18.622 18.70ラ 18.715 18.723 18.705 

塩 基 10 .622 .534 .472 .602 .688 .69う .683 .690 

20 .632 .ち37 ."87 .595 .708 68S .69う .698 

準 30 .627 .う40I .う09 ，392 ，7ラ0 .688 ，688 .700 

5り 7ラ8 ，657 .う14 .600 ，665 ，690 .703 .684 

水 75 ，828 .693 509 .740 .803 ，693 .801 .801 

100 ，705 ! ，630 .647 .690 .4う9 .828 .859 .864 

分 深 150 .652 i .617 .う87 .487 .612 8う9 8うi .8ラl
( r、、 2り0 .617 .585 .610 .630 .う29 ，816 .823 ! .823 
%。 M .6L2 300 .665 .672 .637 .5う7 .487 .743 ，62う

4JlU .625 ! .768 .ヲ73 .708 .637 ，537 ，572 .459 

5υ。 .745 : ，781 .816 I .783 1 ，738 ，647 i .ラ75 .565 
己Tち II時日分頃水深約う m ぐらいでサン 7 の群見る(型中)

記 事

漁獲試験
その他
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青森県水産試験場 昭和44年 lU月 太平洋定線海洋観測結果表

観測線名 l期 日いO.11-1~1 調査船名|幸洋・東奥|調査員氏名|
ST・香 号 2 イ ロ ノ、 -ー ホ ，、、

位 置
N 

E 

r~切2002子う3~う一日 時 分 IfV.H -212 .3ラ~ inJ~ 17.ラ0_ 19.20 4号~ 2L40- 23.ラ0-
.00 2.07 .ララ 8.2J .1ラ 22.10 o 20 

天 候 B口 G c ロ BC c B B 

気 温 17.0 15.0 1う.0 12.0 1LO 9.う 8.0 7.0 

風向・風力 NW 3 NW 4 NW 3 N胃 3 NW 3 N胃 4 NW 4 NNW 4 

水 深

海 流

水 色

透 明 度 11 11 13 

波 浪 3 3 4 2 3 3 3 

う 主司 り 3 4 3 2 2 2 3 3 

気 庄 1，023.0 1，024.0 1，024.0 1，022.0 1，022.0 1，022.0 1，023.0 1，022，0 

雲形・室量 う 8 8 B 6 う

PL 採集形式 稚 IPL ({fD1ゆ 稚 IPL 椎 IPL 椎 IPL 椎 IPL 稚 1PL 稚 1PL 

水 U 
17.7 17.6 17.6 18.9 16.ち 17.2 17.2 17.4 

基 17.55 17.68 17.38 17.4う 16.93 18， 13 18.07 18.23 
温 10 1401 0 1101 0 1601 0 20 I 0 1-" 1 _Q 40 1 _0 40 I 0 ~L2 
r、

17.62 17.73 17.63 17.う9 17.07 18.16 18.18 18.36 
。C 2U 

/1 ρI  /1 ρ1  " "コ三;、国〆 準 17.73 17.81 17.70 17，65 17.03 18.17 17.7う 17.71 
3U 

ρI  " 1.1 N /1 

" " 
17.6う 17.85 17.69 17.37 16.84 18.13 18，12 18._lL_ 

5U 
/1 80 1 0 10 1 0 1201 0 8 0 1 0 1ぅ守 。

f頃 水 17.19 17.04 16.62 17.36 16.4ラ 17.45 16.63 
Mlr  75 

2801+10 1301 +3 16 1 +3 /1 " 
/1 

角 16.19 15.53 16.68 16.35 15.90 16.25 14.80 14.10 
lUO 

/1 /1 . 深 11.91 11.43 10.51 11.63 12.05 11.94 12.19 1leLU 38 15り
/1 1801 +8 2201+12 2401+14 20 oi+ 10 26 1+17 

ワ 8.03 ι.63 7.20 8.ラ6 4.89 9.90 10 .73 10.71 
イ r、 2Uυ 

/1 万一し /1

ヤ M う.28 2.83 4.21 2.90 1 2.67 1 7.88 
) 3UU 30 "1+46 22 01+24 

延 3.28 2.86 
長 4Uり

fI I " 
2.89 3.13 

500 
fI I N 11 I 11 

() 18.64う 18.632 18.705 18.781 18.753 1 18.733 1 18.743 
lU .602 .612 .672 .710 .71う .720 .7 13 

塩 基 2U .605 .607 .667 .713 .710 1 .718 1 .715 

準
3U .610 .627 .670 .70う .7231 .7231 .718 
5り .675 .684 .662 .708 .718 1 ，710 1 .708 
75 703 .67う .667 .700 .733 1 .70う .844

7.K 1ぼ} .803 .672 .6ffi .713 .713 i .771 I .869 
分 1玖} .8ラ4 .723 . t:iU .793 .839 i .854 1 .869 ，帽、 深 ?(lll 677 642 640 .760 .540 .818 823 .841 
OJX ( 

.680 .ラ52 .622 .570 .う12 .791 i .806 3Uυ 、旬J M .ヲoL .6 lf 4Uり
、~ ! 5UU ，62う .718 ! 

記 事
ST 2サンマ遊泳 2--3尾

(見張調査)漁獲試験
その他
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青森県水産試験場 脳相44年 11月 太平洋定線海洋観測結果表

観測線名鮫角 E線 it羽 日a・13- 14 1調査船名i東奥丸|調査員氏名|
ST.努 考 25 24 23 22 21 20 19 

N 
位 置

!E  

lJf13 
070.lう3~5|i OBO .4h| 日 時 分 0 0~!03D3う~ 04_ 22- 05。.4ち~ 10.25 -

_081 03.4ラ ó4~35 6_0う O.ラO

天 候| BC BC B門、J BC BC 日 日

気 混 11.0 1 11.0 I 11.0 I 11.0 I 13_0 1う0! W二コ"r。一土引l「一二一一二-11 | l 風向・風力 W 21 N胃 2 I NW 3 I NW 3 I NW 3 1 NW 4 I N 

水深 38 !日 83 185 

海流

水色 3 3 

透明度 1う 21

波浪 1 1 3 33  3 4 

うねり L____2 2 I 2'  r - 2 T 2 2 3 I '1 

気 J玉[ 1，014 1，014 1 1，01う し016 1，017 i 1，019 : 1，019 
CU 5 CU 5 実形・雲量 CU う 。臼 6ト計示位dcE3PL 採集形式 椎 PL 聖一1←4己0EJl 椎 1PL 壷 I(~ 椎 IPL 椎 I PL 

14.9 14.9 14.0 14.4 14.う 14• 9 14.3 
水

u 
よ

基 14.81 14.36 lラ.14 lう.06 14.96 14.48 
{温

1り 。01 。 201 O[ 30[ 。 1 0 1 0 201 0 I 30 [ 0 I 50 [ 0 
i一一一，-、 15.00 15.27 1 14.24 15.14 15.06 I lう.0l i 14，23 

。C 2U 
" y i-EFド.~ ρI 1.1 ! /1 11 1ρ ，， 1 "1 ，， [ρ トーし-、.../ 芸名 15，04 lう.21 14.11 1ち.02 14.93 14.86 [ 13.80 

3U 
か i " 

M iρI " [ " t; /1 ρ N // 1111/ /1 

日 19 I 一山~一」12L0l18 o 15 _0ラ !14Jiう 13.54
50 50 i 0 6 01 o 80 L_Q 100[_ Q 

1t長 水 13.04 lう 21 15.01 I 14 

l二90Z亡lZ112.10 m 
7'i 11  ρi  rf lM  」

角 14.80 ← 14.97 [ 13 
1Uり

" 
深 13 .64 14.13 11.80 10.27 
150 

220トト12 却。|+lO|181也 1801+8_j_一一上一一
ワ 11.81 9.54 6.66 
イ ，向、

20り 」 ，ッ
" か斗 N 」

ヤ 1M 6.98 6.44 4.う6
、~
3υ1I 

" ~ρ L 
延
長 400 

」

り 18.723 j 18.(')77 18.713 18.723 18.743 18.808 18.811 
±亙 基 10 .662 .684 ! .70'う _68'1 .713 .826 I .806 

2り (')32 .o75 ! .703 .o77 .713 I .B3S! .816 
準 3り .632 .670 I .703 (')77 .713 ! .856 .796 
5り| .o77 ! .o93 o93 71呂 l 836 .803 

水 75 (')4う .703 .718 .796 .823 
10り (i9ち .725 日01 ，786 

分 深 15り ，730 .740 .84S! .841 
( ( 20り .816 .851 .632 %。 品4 .oうO 738 66う30[) 
) ) 40り

5りり
ヤ一一
言己 事

漁獲試験
その他
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青森県水産試験場

J

J

N
一E

名
一
番
一
置

線
一
・
棚
一
日
位

(期
昭和 44年 11月 太平洋定線海洋観測結果表

白 111.13-141調査船名|東奥丸 i調査員氏名|
Lよニ 1 ハよーロ ! ートー___j

一→一一ード ー

日 時 分 liqis 21 .日~
22.25 

天候|

気温[ 16.0 

風向・風力 INW 4 
水深!

海流

水色 3

透明度 17

波浪I 4 
うねり I 3 
気圧I 1，019 
芸形・雲量 Oi 3 

旦一盟主fp
温!基 !1り旧汗2o
~ 1 1_2uHETEt 
.......1 準 I3U I }4j6211 

ι1う.04

傾 L三~二O
水 [7ち」叫立2

ワOi'i: 150同時2
:|(12州ト汁Z
kl ど I~りυi寸斗モ
長

水

角

4りり

基

準

水

深

(
M
)

塩

分

(

払

)

5Uり

..Jl 
1υ 

20 
3り

主位
75 
1りり
15U 
2υυ 
300 
4()O 
5りり

よ

7 
18 753 
，748 
.740 
.735 
芹5
.7ち8
.776 

d竺
841 
ゴ宛

16.15 -
16.42 

与竺2

椎二日記
1守
20亡O

珪 11

M一丁ー/J

o笠o
M二亡M

M当主H
160¥三6

7てL!e
λ年fノ

~
刊
一

円
り
・
一

t
a
n
u

一

a

ハ
ノ
ー
-
一

円
U

-

q
，

，

一

~
m
M

一

つ
乙
・
一

つム
Q
U

一!
 

。。
ー

BBO  

9.0 9.0 

問 3 ! 日胃 3 

l出 021

稚P叫旦斗PL
14.7 14 
.十11
3許制τ咋20

l ，~I 11 11 

グ百戸ラウiρ
8三一1 o 1 80 1 0 

t立
l 11 1 1801+8 

ι」ヱ斗ーιーし竺

i寸 二7

「千ご二
丁一一一一一一「一一 一--1

旦
三二亡三

豆三上_Q

とコ二
zコミ

BO 

8.0 

SW 3 

286 

よ
18.75ラ

.743 i 

.7ラ0
743 

.7 33 
，723 
.i:l26 
言育
.76う
万百

L 
18ι18 
.718 
.718 
.718 
713 
.680 
708 

.755 

.76ラ

.720 

1 i 

1 1一丁一一lよ

「
一
工
宮
川
一
議
童
謡
戸

よ

土
18.688 
.700 
705 
.70τ 

4盟
693 
730 
7すヲ
.713 

l 1  

I I 

自→一一一」

何事i)
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青森県水産試験場 昭如44年 11月 太平洋定線海洋観測結果表

観測線名 t 尻 失 i錫j 日111・13- 14 I調査船名!東奥丸1調査員氏名l
ST.香 τ日ョ 4 3 2 イ

位

iyi4 lrr lyj4 日 時 分 05.25 - 07648 う~ 10.05 - 1 ら~ 13.40 -
.5う .15 10.35 .5ラ 14.10 

天 候 BC ロ 。 C c 

気 温 8.0 12.0 14.0 15.0 16.0 

風向・ I!R~力 sw 4 wsw 4 wsw 3 wsw 3 w 3 

深 26う

侮 流

水 色 3 3 3 3 

透 明 度 19 19 9 20 

波 浪 4 4 3 3 3 

う ね り 3 2 2 3 3 

気 !王 1，020 1，020 1，020 1，021 1，020 

雲形・雲量 CU 5 s t.cu7 St.NB.9 s t.NB18 S t.N 1 

PL 採集形式 椎 iPL 盟企 I (P~ 椎 IPL 値比企 稚 IPL 椎 IPL 椎~ 稚 IPL 
。 14.9 15.0 14.4 15.1 14.8 

7}( 
基
1U 
15.00 14.95 14.う6 14.61 15. i 7 

温 う。 I 0 6 0 i 0 ~ 3 01 0 ~ L_  
r、 lち.02 lう.20 14.61 14.53 14.8ラ

2U 
ρI  " 。C

、-" 準 14.90 lう.11 14弓l 14.33 14.62 
3U 

よ
14.96 lう 15 14.60 14.33 14.71 

5U 
1201 0 lQ_"l_o 8 0 1 0 8 0 1 0 ~ 」 止 一一L_

{頃 7}( 14.90 lう.22 14.49 14.12 14.62 
75 

# 1 " 11 ~ ~ 11 1 " 
角

10U 
14.20 14.70 13.89 13.77 14.41 

ρ1  11 11 I 11 ρ 」 ρ よ
深 11.88 12.18 11.98 13.21 14.49 
15U 
2201+12 2201+12 20 01+ 10 2001+10 22 01+ 12 

ワ 11.0う 10.66 13.30 12.17 13ラB

イ ( 
20り

11 1/ " I ，，， ~ 
ヤ M 8.52 7.85 12.18 2.72 
、』〆 3UU 

11 
IJ I '" 1 

延
4UU 

長

5UU 
i 。 18.748 18.723 18.773 18.708 18.718 

塩 基 1U .720 .755 .72ち .743 .700 
2u .718 .743 .725 .733 .733 

準 3U .710 .738 .72う .733 71う

5υ 688 713 .]00 728 703 

水 75 .683 .748 .738 .748 .713 
1UU .748 .773 .]38 .750 .71う

分 深 15U .828 .813 .7うO .763 
戸、戸、 2りυ 808 ，788 .]05 .763 .738 

%i M l30U .763 .763 .70ラ .487 

'-" I '-' ! ~~)U 
50U 

記 事

漁獲試験
その他
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青森県水産試験場 日付和44年 12月 太平洋定線海洋観測結果表

観測線名 鮫 l期 日 I12.5 - 6 I調査船名|東奥丸|調査員氏名!
S1' ，番 号 25 24 23 22 21 20 19 

「一一ー 一一千

位 置
N 

E 

臼 時 分 吟7- lうi10~ lち，53- 17，!O - 18，35 - 202 .10~ 212 .40~ 
.43 5.20 6.03 17，28 9，00 0，30 2，00 

天 候 c 。 G ロ ロ 。 。
気 温 ラ，0 5，0 2.0 2，0 2，0 1.0 1，0 

風向・風力 NW 4 WNW 4 WNW 4 WNW 9 WNW う WNW ラ NW う

水 深 28 64 84 185 

侮 流

水 色 4 4 3 

透 明 度 1ち 13 16 

波 浪 2 3 4 4 う 5 う

う ね り 3 3 4 4 4 4 4 

気 圧 1，025 1，025 1，025 1，02う 1，025 1，02う 1，025 

雲形・雲量 Nb-s t9 Nb-s t 9 Nfrー古 t9 Nト官 tlO Nb- s t Nか-st 9 Nb-st 9 

PL 採集形式 稚 IPL 椎 IPL 稚 IPL 舶u丘Q 椎 b 盤2低金 椎~ 稚 L_l'_I，_
12.1 11.8 12，日 12，1 11.3 14.5 14，2 

* 
υ 

基 12，20 12.39 12，53 12.70 12，42 14.71 13.90 
温

10 20 I 0 3 0 I 0 401 。1_"_LQ 6 0 I 0 60 i 。80 I 0 
( 12，29 12.60 12，70 12.92 12.76 lう， 10 14，95 
。C 2U 

1/ 
1/ I " ρ~ ~ρ ] 

準 12.62 10.99 13.04 12.94 lう， 2ラ lう.55) 

3U 
~ " Iρ " I 1/ 

12.73 12.73 12.97 12.96 14.89 1う 22
5り

601 。80 I 。目。 1 0 1001 0 1001 0 ~ 
柏 * 75 12，94 12，93 12.92 14，54 14，12 

" " "-~ ~ ，1， 1 " fI I " 
角 12，92 12，17 13，99 13，68 

100 
~~ " I " " N I " 

深
150 

12，93 12，79 13. i4 12.76 
2501+ 17 2401+14 2401+14 2601+ 16 

ワ 12，61 11.67 12.50 
200 

イ 戸、 ~ " " 1 " 
ヤ M 

300 
10.06 7，う6 8，91 

1 守二;、同J 11 I f，I 

陸 400 
i 

500 
i 。 18.9うO 18 弓93 18，う05 18，665 18.598 18.864 18.98う

陣 基 10 ，497 ，542 520 670 66ラ 836 972 
20 ，5∞ 547 ，573 630 721 872 977 

準 30 .う47 ，603 660 804 867 970 
一一ーー

<;0 .ち7ち .う68 1 ，668 ，771 887 937 
;水 75 .620 688 .746 ，786 879 

山一一一一一一

分 l深
，665 ，718 i18 836 

150 ，640 711 8うl 786 
200 ，776 ，753 783 

私 M 300 922 828 ! 97う

」 |)|4ω!
500 I 

言己 事

その他
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青森県水産試験場 昭和 44年 12月 太平洋定線海洋観損li結果表

iE! 410 !JtiJ B I 12.5 - 6 I調査船名 I!f[ ~ 
Sl' .番号 j へ 1 ホ l ニ l

i位置4
i日時分Ihヲロ
天候

気温
風向.風力

水深

海流

水色

透明度

波浪

うねり

気圧

呈主」一重量
P L 採集形式

準

水

温

(

む

)

(
M
)
 

ワ
イ
ヤ
ー
延
長

甘

苔

準

水

深

(
M
)

塩

分

(

偽

)

基

深

ロ

0.0 

NW 5 

1，025 
NIr--S t 9 

鍾 1(Pill

亘~♀
11 _92 

30寸平
IL85 
1401 0 
IL93 
Z二仁ρ

100 トlh笠
" 

9.68 
28司王言。

200ヲ古
平2

。
10 

20 

50 

75 

150 

300 

0う.う3-1 
仁6.14i 

Y
Z一

。

十
十

3 

丸|調査員氏名i

椎 1 PL 

4 
7 

I 

i 

T 

十

寸

工-

椎 r~ 椎 1 PL I 椎 1 PL 

i 

T 

1 
斗

丁

l一

T
i
-
-
寸

i
I
l一
丁

l-

寸

1
一

↓

l
i
T
i

↓
i
l

一

斗

4h 
413  

1，024 1，023 
Bt-c:u 8! s七-c:u10 
椎 IPL! 稚 IPL 

仏←ドヂ
3押~伊。
12.91 I 12.85 
M1  ，，， i 11 11 

H 1  ，， 1 " 1 " 

8010180!0  

13.13 13.01 

H I ，， 1 " i " 
13.20 i 13.00 
ιム~ι工フ
13.00 I 12.90 
2ピl:t_1212001+10
12.86 1 10.75 
M ，， 1 "下"
5.09 I 4.24 

1.023 

s t-c:ロ 9

藍~

2す下 o

か一ιρ
空E
12.87 

60 I 0 

2 
咋E

品
7_34 

" 1 " 

ρ与う

T T 

i 

i 

T 

i 

T 

T 

¥
1
1
1
/
 

事
査
験
他

調
試
つ

張
獲
Q

記
見
漁
そ

/
/
1
1
¥
 

400 

上
工
喧
岩
盤
強
一
藷

500 

0 
10 
20 
30 
50 
75 

100 
150 
200 

300 
400 
500 

4 

.73旦

よ盟

三記

i 
7 
__L 

18.745 
.738 
.738 
728 

.728 
755 
，763 
.7ラ5
748 

.652 

コ二一
18.773 
.760 
.763 
.768 

ιg 
.760 
.740 
763 
728 

.642 
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青森県水産試験場 昭和44年12月 太平洋定線海洋観測結果表

観測線名|尻 失|期 日 112.5-6 調査船名|東奥丸!調査員氏名ー[

ST.番 下山'j 4 3 2 イ

位
N 

一一一一L一一一一昨置 E 

分[可32-日 時 lち.う0- 18.08 - 20_ 25- 212 .38~ 
4.00 16.18 8.3雪 20う3 1.うラ

天 候 ロ c 。 。 R 十一一一一一一一
気 温 5.0 3.0 2.0 2.0 0.1 工二二二一一
風向・風力 s う sw 5 sw 5 I sw う sw 6 

7]< 深 270 

海 流

水 色 4 4 

透 明 度 15 13 
L 一一一一一一波 浪 5 9 ラ 5 ラ

う オ4 り 4 4 4 4 4 
十

気 圧 ヤ一一1，019 1，018 1，017 1，016 1，01う

三雲形・雲量 日もーベコロ 9 Nlr-宅 t9 Nbー古色lC Nb-s ~ 9 Nか-st 1 0 

PL 採集形式 稚 IPL ⑮|凶 稚 IPL sι止i椎 1PL 稚 I__P_L 稚~ 稚~
12_8 12.6 12.9 12.8 12.7 

水
。

基
10 
12.81 12.78 12 _1 i 12.49 12.07 

温 60 I 0 60 I 0 8 0 I 0 60 I 0 80 1 0 よ
~、 12_93 13.01 13.03 13.03 13.01 
。C 20 

ρ|ρ  ρ よか よ よ" 
、・，; 準

30 
13 _O 1 U.09 13.22 13.23 12_ 8ラ

，，， " グ 1" ，/ I N よ

50 トー 12_67 12.99 _! 13 • 16 13 .06 12_ 96 
。 n 1701 n 1 140! n 1401 n l五01 n 

私自 水 75 
12.う9 13.01 13.ω 13.07 13.01 

，/ 1.1 一「一一
角

100 
12.50 13.00 13.05 12_91 12_85 

" 
深
150 

11.94 12_ 57 110.1 02 13_04 12.99 
2201+12 2401+14 26 Vj+17 28 0 fr20 30 0 ft-23 1 

ワ 200 
10.17 11.02 12.19 12.92 12.15 

イ ~、

" " " /，1 1I 

ヤ M 
300 

3.ラリ 3_37 4.64 4.71 
、、J

" 
延

400 
長

500 
ト一一一 。 18.748 18.758 18.745 18.753 
±E 基 10 .738 .763 .740 .748 Ji5 

20 .7う5 .73ラ .iヲラ .7うラ .7うG

準 30 .760 .773 .733 .763 .773 
50 778 .776 .740 7ラ3 .7'76 
75 .773 .773 .143 771 .763 分 100 .773 .173 .73う .786 ~ 768 

r、 深 150 .798 .791 .74う .776 .7i8 
9もc ，曲、 200 .813 .796 .76う .778 .776 
、-' l¥!l 300 .590 .6i7 .627 .640 

、~ 400 
500 

言己 事
見張調査
漁獲試験
その他

-I  17ー



青森県水産試験場 昭相45年3月 太平洋定線海洋観劇結果表

観測線名 |期日 13.11-131調査船名|幸洋丸|調査員氏名

ST.香 号 イ 2 3 4 ラ 6 ，、、

{立 置
N 

E 

日 時 分 tfJio~ 040.4 1 0~  (あ 10- 080.8 00~ 10.0ラ~ 12100~ 14.30 - 18.30 -
03.45 .45 06.35 .30 2.2う 14.4ラ 8，42 

天 候 。 C CS S C BC BC c 

気 i温 。 。 -2 ーう -0.5 。 2 -5 

風向 ， J'武力 NW 3 NW 3 N胃 2 NW 2 NW 2 官 3 w 3 NW 3 

* 深i海 流

水 色 う 4 う

透 明 度 14 14 11 18 16 

波 浪 3 3 2 2 2 2 3 3 

う オ」 り 3 3 2 3 2 

気 j玉 1，012.う 1，012.7 1，012，8 1，012.8 1，012，0 1，010.雪 1，010，2 1，011.5 

雲形・芸量

PL 採集形式 稚 IPL を~I ゆ 椎 IPL 締|⑪ 椎 IPL 椎 IPL 椎 IPL 皇位[~
。 う，0 う.2 0，9 2，3 -0.9 1.4 0，9 o 丁b 

水 」
基 う.91 4，50 0，70 2.16 -1.13 1.33 O.7u 

温
10 
lQ_"L_O 1001 0 8 0 i 0 1001 0 30 1 0 5 0 i 0 13"1 0 _L二

( 6，02 5，63 0.80 2.21 0.78 1.28 0.69 
む

20 
" 1か ~ i n 

、-' 準 5.01 う.80 0.80 2，33 -0.09 1，26 0，67 
30 

I " m よか ~ρ " " . 
50 

5，91 う.81 0.99 2，う6 0.61 1.26 0.89 
2う。1+う 1201 + 1 1101 +1 1001 +1 401 0 8 0 1 。lぅ句 +3 

傾 水
75 

う.96 号.80 0，87 3.86 3.1う 1.44 1，67 
ρ 」か //_______l ρ ~ 」

角
100 

5，93 う，86 4，38 4.64 4.60 1.49 2，36 
ρ1ρ  ~ _l_一一. 深 弓，89 う 97 う 14 う 43 4.25 2.21 2，28 

150 
3001+15 3001+15 lラ。1+5 1201 +3 10守+2 1601 +6 213 01i:2Q 

ワ
200 

".84 5.89 4.9う う43 3.75 2.39 2.う7
イ ( 

" " L一一
ヤ M 

300 
う 92 5.84 4.07 4-47 2.45 7..27 1，84 

、、~ が」か ρ 」 ρ 斗

延
400 

長 L 
500 

i L 。 33，732 33，443 32，645 32，883 32，462 33，1ちO 32.Y55 32，018 
塩 基 10 ，fi87 ，425 1 ，637 ，878 ，476 ，127 .9うう

20 fi74 ，557 I 641 863 543 i27 9ラl
準 30 ，fi33 .569 i .650 .815 ，686 ，100 ，942 
50 .642 .587 1 704 .91う .83う .114 964 

オt 75 I .647 6ラI1 日30 280 33.177 163 33.123 
100 .fi33 ，629 I 33，19う 33.407 42う 14う 226 

分 深 150 .587 .己74I 398 .551 .407 ，258 ，428 
( r、 200 .620 .678 ! .383 .5う6 .425 ，316 ，343 
%。 M I 300 .611 ，674 .389 ! .587 .383 I .371 .347 
、-' 、_. 400 

ー一一ー一→四

500 

記 事

(昆張調査)漁獲試験
その他
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青森県水産試験場 昭和45年 3月 太平洋定線海洋観測結果表

観測線名 |期 日13.11-131描船名|幸洋丸|調査員氏名

ST.番 号 19 20 21 22 23 24 2う ロ

位 置
N 

E 

3f11 31/0.13 30~ 日 時 分 00- 22220~ 25弘~ 01，47 - 03. 15 -! 04.05 __ C40.34 ラ~
1，23 2.うO ，22 02.17 b3 ，3 0 I . O4， 1う .45 0.4う

天 候 c G c B B 日 B BC 

気 温 --6 -8 一号 -3 -3 -3 -3 。
風向・風力 NW 4 NW 3 NW 4 NW う NW 3 NW 3 NW 2 WNW2 

水 深
危、 流

色 4 

透 明 度 18 

波 浪 4 4 4 4 3 2 2 「一寸

う ね り 3 3 4 4 4 3 2 

気 庄 1，012.0 1，012，5 1，012，8 1，013，2 1，013.5 1， 01 ~. 3 1，014.5 1，018.0 

蚕形・雲量

PL 採集形式 椎 IPL 紛|切 椎 IPL 備|帥 椎 !PL 椎 U土
。 1， 1 1.2 1.2 う6 5.7 う9

水
基 10 

1，07 1，09 1，35 う.59 6，36 6.08 
深 lう。10 lう。1 0 

13ι60 
lう01 0 1201 0 90 1 d 

.，...、 1 ， 11 1.23 ラ，55 6.42 6，37 
む

20 
11 I 11 f/ I " 

) 準 1. 11 1.2う 1.32 ラ69 6，47 6，43 
30 

~ " . 1， 11 1.31 1.42 5，73 6.47 6，40 
50 
1801 +3 1801 +3 23 01 +4 2801 +7 1201 +1 11 01 0 

傾 水 75 
1.36 1.ラO 1.7ラ う，72 6，うO 5.80 

よ

士二士1主 .]8工9 : 
角

100 
3. 12 1，76 2.39 う.70

" 
深 150 

3，21 2，98 3.86 5.66 5.80 

~_"lt:l う 31 01+26 3.2_~J.t31 3001+23 12寸干7
ワ 2，10 2.47 4.22 
イ

200 」 」 」，向、
" 

ヤ M 2.0う 1.83 3，31 
ヤ一一一一一

300 ト一一一」一一、J よ
延

400 
長 1 」 」 」 1 

500 

33干.上6ー95や。 33.027 33.190 33.023 33.ラ48 33.752 33.761 33.6ラl
塩 基 10 ， 1う4 .009 .023 .548 ，687 

君主
恒星42

20 .109 32.982 .000 .ち51 .674 
一一__L盟昼まLZ 

準 30 32.兜2 .964 018 .638 687 
50 .978 33.181 100 .651 .692 651 

水 75 33，063 .009 .118 .611 .770 .647 
100 .1う4 .082 168 638 

J立て8
分 深 I150 .320 .222 .407 ，624 692 
( p、 200 .217 .240 .521 
。ふ 恥t .387 .276 

F一一一一
300 380 

'-" ，_... I 400 一一「一一一一一

I 500 

記 事

(見張調交)l そ漁獲の試他験
-11与一



青森県水産試験場 昭和45年 3月 太平洋定線海洋観測結果表

観劇線名

ST.番

位

号 i

置 I~

|期日 3.11-13t調査船名|幸洋丸|調査員氏名l

」→
「1

E二二コ

円ヰ己JlFLH!FLl 椎~椎 I PL 

ノ、

日 時 分lv;i2J ~
刊
n
u
-

q
L
A
マ・l

A吋
ι
ー

~口
n
u
-

F
Hノ
内
ペ
ノ・1
7匂ー

天 候I
気温

風向・風力

水深

海流

水色

透明度

波浪

うねり

気圧

雲形・重量

PL 採集形式

水 I I 0 
温 i基 110

℃ 
'-' I 準 1--;;

50 

傾|水 1 75 

角

深

ワ
イ
ヤ
ー
延
長

(
M
)
 

基

準

水

深

(
M
)

塩

分

(

町

四

)

則一
o
一日一切一室長一同一説彊

、、1l
J
'
/

事
査
験
他

調
試
つ

張
獲
〆
U一

記
日
比
漁
そ

/
1
t
¥
 

BC 

O 

WNW 

3
一日一
2
7
1

椎斗PL

ーよ一一

三..1.l
120! 0 

20三三
中戸
ーム13
'25三Lt2
6.09 

~ 

100り主
6_ 94 

3001+23 

ι2E 
竿~つ

150 

200 

300 

400 L 

33.692 
.70う

.714 

.701 
70う

.723 
7T可
.696 

.638 

:no 

椎iPL

20匙仁子h

;示訂 1 
¥Jν8 

宍ブ主f;i 

4T百 v ぅ

3 

17 

3 

3 

1，017.2 

i 

33.8旦
32_95う

937 

.082 
33 う06

.633 
669 
.714 

723 
ーす官官

ー-4

BC 

O 

WNW う

3 

12 

3 

4 

1，016.う

よ

主 623
.ラ88
万h
.853ι 

821 

.991 
33 _063 

.199 
425 
万7古

i 

T 

斗
丁
斗

iIT--斗
!
?
斗
|
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調宜重要資源動熊沿岸

的

本県太平洋沖に来砕する沿岸資源、のうち最も重要なスノレメイカおよびサパの漁況を把握し，来初キ:資源、

量，分布移動，生態について調査研究をおこ友い，特にスノレメイカについては，漁梅況予報事業とあわ

せて漁業経営の安定に資する。
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調査期間
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海域

項目

スノレメイカ魚、海況調査

スルメイカ多項目測定

11 

査
査

(3) 調

(4) 調

① 

② 

果

調査員 1名が交代で八戸市に駐在し，当業船からのききとり調査および試験船の調査結果，魚市場陸

揚げ調査をらびに魚体調査等をもとにして，漁況概要を作成し，日報として八戸漁業用海岸局から仲合

各船に通報するとともに，市内に設けた掲示板に速報を掲載し地方紙にも掲載広報した。

(1) スノレメイカ多項目測定結果

イ外 套 長(平均値)

大まかにその推移を見ると， 7月中は18-20cm前後， 8月-9月中旬には約20-22cm，
10月下旬23.5 cm， 1 1月-12月上旬には約24-26cmと走り， 7月中に出現したものは雌

雄差は左く，時間的増加傾向もあまりなかった。峰雄差は8月以降時間とともに増大した。

外套長組成

6月下賞片7月中旬におけるモードは15 cmから 20仰に変化し，約5日に 1仰の割合で増加し

結査調阻

た。

平均体重

7月中は大体100-160ifで， 8月-9月中旬には 160-220g'， 10月下旬280if，
1 1月上~中旬 310-320if，11月下旬320g'と左り増加と雌雄差は外套長と類似の傾向

を示した。

生殖腺重量

雌雄とも，時間的に増加し夏イカでは♀ 1if.l2:1下，

-89.位であるが，時間的にはばらつきがある。
性 比

雌雄同数だったのは 1回だけで，毎回雌雄何れかに偏りがあったが，全期昇ヨ守合計ではほぼ同数(

ロ

ノ、

O 5 O 3 if以下で，秋イカでは♀ 1-2人
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6月中の小イカは古が多かった。)性比の偏りには一定の傾向は左かった。(性比の差20%以内が

約7割を占めた。)

へてん卵腺重量

大まかに分けると.7-8月には 8--27 lf(Ifl， 9月上旬29--37 lf(Ifl， 1 0月下旬--11月上旬

3 7 --4 2脚， 1 1月下旬49lf(1flで，時間的にか念りばらつきがあった。

ト 性比と外套長の関係について

7月中の平均外套長の増加は時間との相関がうすい。この期間雌雄の魚体差は余り1.1:1，、しかし

性比との相関がこの期間でみとめられた。 7月中，合側閏体が多いときは，外套長は雌雄とも大き

く，♀の個体が少左いとき，外套長は全体として小さし精果を示した。又，この期間より椙関は低

いが，秋イカについては，これと逆の関係が傾向的にみとめられた。

月 平均外套長
性 比

月 日 平均外套長
性 比

日
(♀) (♀〉

lf(Ifl ザ。 溜R % 
7 • 6 184.1 50.0 1 0 • 2 2 233.9 ラ8.1

7 • 1 4 197.2 ラ8.0 1 1. 2 24う.0 46.5 

7. 1 7 19 1.9 44.0 1 1. 3 247.ラ 53.3 

7 • 2 1 197.2 68.8 1 1 • 4 246.8 60.0 

7 • 2 4 187.7 う4.2 1 1 • 6 2ラ0.9 36.3 

7 • 2 7 1 78.5 44.8 1 1 • 1 4 250.2 ララ.5

7 • 3 1 206.ラ 64.0 1 1. 2 7 2 5ラ.2 46.6 

r=  0.75478 r=ー 0.49169 

チ胃内容物

近海イカの大多数の個体防空胃の状態だが，胃中に餌がみられる個体でも，満腹と思われる程

捕食してい左い。

夏イカの胃内にはAmphi po daが多くみられ，秋イカには魚類が多く，次いでThemistoの

順にをっていた。

太平洋近海イカの胃内容物中には， Themi s toが優占的だが，同じイカが生息してると思われ

る津軽暖流域内でのプランクトン組成は1%位の割合であった。

第 21図 餌料種別出現率 月/日

0.4 

7/15-9/11 
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N 今後の課題及び問題点

本年も資料収集の手段として聞き取りの他;fJ'対掃を選んだ札漁況速報の資料としては有効で左かった。

問題としては当業船の積極的な協力が得られ念いことであり，速報を充実したものにして漁民に還元

させるためには漁民意識の向上と，これに対する説得の努力以外には左い。

-12'3-



太平洋サケ，マスはえ在わ漁菜試験

I 謂査目的

北緯48度以南北太平洋に来初宇するサケ，マス資源の動向を明らかにし，国際的資源評価において重

要割安害IJを果す基礎資料を収集するとともにナケ，マスはえ左わ漁場形成要因を究明し，当業船の指導

と本漁業の経営安定に資する。

E 調査内容

(1) 調査期間

(2) 調査員及び調査船

昭和44年4月5日-8月10日

調査員技師富永武治

技師団村真通

調査船幸f羊丸(1 2 1トン， 40 0馬力)

(3) 調査海域 (A.B.C.D.Eの各点に固まれた海域)第 1図

A 4月中旬-4月下旬
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ロ 450N .160oE 

ニ 420 N.1600 E

ロ 450 N .1550E 

ニ 420 N.1550 E

ロ漁場調査

ハ魚体調査

ニ食餌調査

ホ標識放流

血調査結呆

イ海洋観測(第1表〉

サケ，マス調査要綱にしたがって定線(点)観測を行った。

水温測定(0 • 10. 20. 30. 50. 7 5 • 100 • 150 • 2 0 0 mの9層)透明支.気温.

気圧.風向.風力・天候.稚旬、の採集等

ロ漁場調査(第2表)

指定海区における第1次航海(4月 10日-5月3日)は 11回操業で 977鉢を使用し，カラフ

トマス 6，07 2尾，乙/ロザケ42忌言十6，11 4尾で， 1鉢当り漁獲量は 6.3尾であった。

第 2次航海(5月18日-6月 11日)においては 14回操業2.110鉢で，カラフトマス 16，757
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尾，ベニザケ 1尾， νロザケ 10 9尾，マスノスケ 11尾計 16，878尾で 1鉢当りの漁獲雪は
8.0尾であった。

第3次航海(6月15日--7月3日Dは19回操業1，9 0 0鉢使用でカラフトマス 18，04 9尾，

νロずケ 39尾，ギンザケ 9尾，マスノスケ 1尾，言十18，0 9 8尾で 1鉢当りの漁獲量は 9.5尾であ
った

第 4次航海(7月16日--7月29日)は 12回操業 1，690鉢を使用し，カラフトマス 11，630

尾，ジロずケ 32尾，ギンずケ 29尾，マスノスケ 2尾，言十 11，6 9 3尾で， 1鉢当りの漁獲量は

6. 9尾であった。

以上のよう左漁獲状況で，本年の羽合カラフトマスを主に漁獲した。

6月第 3次航海を{7IJにとると第 3図(表面水温と漁獲の関係)から見られるように，6-1100の

範囲で操業し800前後の水温域でもっとも良い漁獲を得た。

この800の等温線はちょうど等温線の密にまった部分に当る(気温線の収れんした部分に当る)こと

から，漁場は潮墳に沿って形成されたことが解る(第 4図)。

他の航海においても同様左ことが言え，カラフトマスは6--800の潮境付近でよく漁獲された。

ハ魚体調査

操業の都度各魚種ごとに 30尾づっ魚体測定(尾文長，体lt'i，性別 生百副泉重量，採鱗)を行った。

第 1次航海では，ジロザケ平均体長 54.4仰，平均体重1.7 6 9 Kg，カラフトマス平均体長 38.0cm 

平均体重 0.59 Kgで，昨年同期に比べνロは体長2cm，体重 0.17 Kg程度大きく，カラフトマスは体

長1.8 cm，体重0.14 Kg程度小さく宏っている。

第2次航海におけるνロザケでは平均体長52.4 cm，平均体重1.7 5 4K9，カラフトマスは平均体
長 41.7cm，平均体重 0.81 9 Kgで，第 1次航海に比べνロザケは体長2cm，体重 15 9程度小さく

カラフトマスは体長 37c円体重23ヂ程度大きく左っている。第 3次航海では，カラフトマスは平

均体長43.2 ~'1Tl， 平均体重 0.92Kftで第 2 次航海に比べ体長1.5 cm，体重 111g程度大型化している。

又，体長38.0 cm，体重 0.68 Kg前後の小型νロザケが漁獲された。第4次航海の，カラフトマス
では，平均体長 46.8cm，平均体重1.2 6 Kgで第 3次航海に比べ，体長3.6仰，体重 340 g程度大
きく在っている。 νロザケは平均体長 51. 5 c九平均体重1.791Kgであった。
ニ食餌調査

カラフトマスについて旬に 1巨l朝宏わ，タ念わの漁獲物 10尾づっの胃袋を採集し，ホノレマリシ固

定し，遠洋水研北洋資源部に送付した。

ホ標識放流

調査要綱に基づいて，定められた調査海域において， νロザケ 6尾，カラフトマス 1，71 9尾，言十
1. 7 25尾の標識放流を行在った。

N 今後の課題および問題点

本調査は2年目ではあるが，本格的には初砂ての年であって，資料経験が不十分左ため深く究明する

ことができ左かったが今後，調査の積み重さねによって，畳淀奔不治年における漁獲効率をあげるための最も

良い条件(ぬ侃，漁具漁法)を究明する必要があると考えられる。カラフトマスについては， 6--8 

00の潮境付近で多く漁獲されることが解ったが，これははえ左わ漁法によっての結果であり，更に流網

との比較をすることも必要であろうし，叉潮境保索の方法にしても，水温だけでなく，更に他の妥因で

も試みる必要があろう。
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第 1図

はえなわ謁空船指定緑区 ~幸洋丸調査海域

いいと~ III 
A 

日
¥ ¥ 

145 150 155 160 165 

B 
) I 

l i 
145 lうO 15う 160 165 

-126--

N 
うO

45 

IO 
l'!0 E 

N 
50 

145 

40 

170 E 



170 E 

-127-



トJ

cf' 

1400E 

第 2図

1450E 1500E 

1 96 9年幸洋丸
航跡及び調査位置

1 9 6 9 

第 l次航~第 3次航
海洋観測点

lう50E

海洋観測点

第 l次航海

第2次航海

第 3i欠航海

第 4次航海

1600E 

ラ〈 x 

4月上旬
6月上旬
8耳上旬

第 l次 l

※タ;;，:わ|

第 2次

冷7タたわ

第 3次

※:タ nわ

第4次

※タ左わ

500N 

4ラON

400N 



鉢

当

り

漁 10

獲

尾

数

う

内トーーー--'

lトイ

トー→←-→

←__:.，f一一一--.，
トー ド イ

tー吠一一?

6 7 8 9 10 "0 

第 3図 6月の表而水温と鈎獲率 × 水沼平均値

440N一一一一一

コ操業地点

430 N 

lラ60 E 

第 4図 6月(23日-28日)の水温分布と操業位置

129--



第 1 表幸 洋 丸

航海 観 視j 観 測位置 観 測 ブラシクトン 水

次数 月 日緯 度 経 度 時 間 標本番号 。 1 0 20 30 5 0 7 5 
4. 10 43 -03N 146 -07E 

19-20 
O. 3 O. 4 -0.1 一O.1 O. 4 O. 6 19-50 

4.10 43 -OON 147-00E 
L) - 30 

3.9 3.7 3. 7 3.9 3. 1 3. 1 
23 -45 

四 4.11 43 -∞N 148-∞E 05-00 4. 1 4. 2 4. 1 4. 2 4. 4 4. 1 
05ー 15

4.11 43一OON 149 -OCE 10-50 2. 4 2. 1 1.8 1.7 2. 4 3. 5 
11-0'5 

月 4.11 43 -OON 150-00E 
16 -05 

1. 5 1.ら 1. 3 1.4 1. 3 2. 0 
16 -20 

4.11 43一OON 1ラ1-OOE 20一日 1. 4 0.8 0.8 O. 9 0.8 O. 7 21-10 

中 4.12 43一∞N 153 -∞E 0ラー lう 1. 3 0.9 O. 9 1.0 0.8 0.7 
0う-35 

4.12 43 -00河 155ーOOE
14一切

8.0 8.0 7.9 7. 8 7. 7 7. 7 15-05 

旬 4. 12 42 -O~ 156-∞E 22ーの 8.8 8.8 8.8 8. 7 8.6 8. 7 23-05 

4.13 42 -o~ 158 -0α 
07 -30 

7. 8 7.4 7.4 7. 5 7. 3 7.4 07-50 

4. 13 43 -0仰 lラ7-OOE 
14 - 35 7. 6 7.6 7.6 7.7 7. 6 7.6 14 -45 

6. 9 40一∞N 152-α)E 02-00 14.7 lう3 1う.う lう.4 14.0 13.4 02 -20 

6. 9 40 -OON 151 -OOE 
07一日 12.9 12.9 12.9 12.7 11. 4 9. 4 00-15 

一ノ'¥ lラー00
6. 9 40 -0別 1ぅo-oa 15 -20 1う.3 1う.2 15.1 14.2 13.3 12.3 

6. 9 40 -OQN 149 -OCE 
21-10 

14.2 14.5 14.1 14.1 14. 1 13.0 月 21-30 

6.10 40 -OQN 148 -OOE 
0ラ-55 

16.2 16.3 lう.7 14.4 12.6 11. 4 06-05 

上
6.10 40 -0加 147 -OCE 

10一円 iう.0 11. 8 11.8 11. 0 7.9 6. 5 11-13 

6.10 40 -OQN 146 -OOE 
16一日 13.7 13.6 13.3 13.0 11.8 8.8 

旬 16 - 30 

6. 10 40 -0例 145ー OQE
21 -2ラ

15. 3 Iう.2 14.6 14. 6 13.8 11. 4 21 -40 

6. 11 41 -Oa" 14ラー O~
04-20 

7.6 7.0 6.6 う.6 2.う 3.0 
04-40 

7.29 45 -0仰 155 -OQE 
17 -20 

11. 5 10.8 7.6 6. 3 3.6 2.5 
七

17 -40 

月 7.29 45 ー OQN 154ー OOE
21 -19 

7.8 6.4 4. 2 3. 2 2.2 1.4 
下 21 - 38 
旬
7.30 44 -O()N 153ーOQE

04-30 12.7 12.7 6.9 う.3 3. 5 2.3 
04一日

i¥ 
7.30 

12-30 
月 43 -OON 152ー OOE 12 -47 

1う.8 14.6 6. 6 4. 3 2.6 l. 2 

上
12 -34 

句 8. 2 41 -OON l侶 -OOE 12-59 18. 9 17.3 8. 5 6.4 1.4 

ー一130← 



温 水 透 気 象 塩素量(%0 ) 
明

100 150 200 色 度 気 圧 気祖 天候 雲量 風向 風力 Om 50m 100m 

O. 7 0.8 1. 2 10ω.0 1.0 C WNW 2 

3.5 3. 7 2. 0 1011. 0 3.0 C 羽冷M1 2 
巴‘

3. 0 3. 7 3.3 4114 1013.0 2. 0 C 川恐JW 3 

3. 5 1.7 1. 1 4119 1016.0 3. 0 B WNW 3 

2. 3 2. 1 1.7 4116 1016.0 4. 0 B 羽明W 3 

O. 7 1.0 1.9 1017. 0 1.0 B wsw 3 

O. 6 1. 2 2.9 4118 1018.0 1.0 B sw 2 

7.7 7. 8 7.6 4114 101う.0 9. 0 B sw 4 

8. 5 7.6 7. 3 1012.0 8.0 C sw 4 

7.4 7. 4 7. 1 4116 10ω.0 6.う R W う

7. 5 7. 6 7. 4 lOa.o う.0 C w 4 

12.9 11. 9 10.8 1010.0 6.う B 明「 3 19.123 19.138 19.ω5 

8.う 5.8 4. 1 4118 1010. 5 13. 0 B wsw 4 18. 913 18. 890 18.848 

10.8 o.5 3. 5 4116 1010.0 1う.5 B wsw 4 18.999 19. 126 18.994 

12.0 10.9 6. 6 1012.0 lう.0 B wsw 4 18.893 19. 141 19.072 

10.7 9.2 7.7 5117 1012. 0 14. 5 B w 4 19. C防 19.070 19. 017 

5.5 4. 6 3.9 4111 1011.う 14.0 B wsw 3 18.641 18. 722 18.699 

7. 3 う.5 う.0 4111 1010.0 iう.0 C ssw 3 18. DI 18.875 18. 785 

9. 8 7. 8 6.4 14.0 C ssw 3 19.045 19. 075 18.933 

3.0 2.9 2.2 7 う 1008.5 8. 5 F S 2 18.241 18.428 18.538 

1.8 0.9 2. 1 5111 993.5 11.5 F E 4 

1.4 1.4 1.6 996う 8.0 C w 3 

1.3 1.8 3.0 5110 1001. 5 11. 5 C NNW 3 

1.2 2. 1 2.8 5112 1005. 5 18.5 BC NW 2 

2.2 2. 5 2. 3 519 10σ.8 20.0 R wsw 2 
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第 2 表第 1 次航海

操業次数 1 M 2 M 3 M 

投縄 位置 42.3ラN 1 57.3 3 E 42.5 3N 1 58.3 9E 43.4 1 N 1 59.22 E 

投縄 日 時 4.1 4 0.2.05-0 3.1 5 4.16 02.1 0-02.5 5 4. i 8 o 1.う0-02.45 

揚縄 位置 42.4 ON 157.34E 43.00N lう8.41 E 43.4 5N 1 59.2 6E 

揚縄 日 時 4.14 05.05-12.0う 4.16 03.ラ0-09.20 4.1 8 o 3.4 0-1 0.50 

投縄方向 S S s w 

天 候 C S C 
海
風向.風力 N 3 I¥'W 2 NE 2 

象
波i良.ウネリ 3 3 2 2 2 

気 月 令 26.9 28.9 1.4 

象 透明度

i投縄中水樋 7.5 - 7.3 8.4 -う.0 6.8 --う.5

o m 7.4 8.4 6.3 

1 0 7.32 6.60 6.00 

71< 20 7.4 0 7.40 6.30 

3 0 7.ラO 7.4 2 6.32 

5 0 7.30 7.4 4 6.42 

7 5 7.4 7 7.30 6.10 

温 100 7.4 5 7.5 0 6.35 

1 50 7.37 7.うG 6.80 

200 7.22 7.23 6.68 

使用針数 1 50 鉢 120 喜本 1 30鉢

4、寸.、 ー @ 

漁 乙/ ロ 18 2 

獲 てF ス 763 936 838 55 

尾 ギ ソ

数 ス ケ

言十 78 1 938 838 
ト一一←」

魚、体鉢，小7型左るも餌付良好 オアトセイ I頭縄付帥 i波浪のた川明断3--
( UP-S 贈〉餌呈度付 ) 前日より稿、大型風雪のた必 4ケ
N側(終り頃 悪く友 放流中止 魚、体，中，小極り
る。 オットセイ 2頭湖付

備 考 魚体小さく，マス元気をく
放流出来左い。

-1 32--



5 M -1」-ト土_M~~
I 43.4 9N lラ8.44E 43.う4N lう8.40E 

4.23 01.50-02.55 4.24 01.50吋 2.40 I 4.24 16.30-16.4 0 4.25 01.30-02.15 

43.うON lう8.31E 44.02N 1 58.4 7 E 43.17N lう7.31E 43.1 3N 157.27E 

4.23 o 3.5 0-08.3 0 4.24 03.3う-08.10 4.24 17.30-1 8.25 4.2 5 03.う0-09.25

S E S W N E S 

C C f f 

2 SW  2 NW  2 N 2 

3 2 2 2 2 

6.4 7.斗 7.4 8.4 

一一一一宇

4.6 --2.2 6.0 ，.....う.6 3.9 ，....， 3.8 3.5 '""'-' 3.1 

6.0 6.6 3.8 3.4 

5.82 6.27 3.80 3.27 

う.96 6.52 3.20 3.00 

5.92 6.う予 3.30 2.98 

6.00 6.70 3.27 3.00 

う.88 6.80 3.7ラ 3.65 

6.00 6.92 3.70 4.う2

6.00 6.92 4.70 4.92 

4.72 う.55 3.68 3.4 7 
十一一一一一ー

150:鉢 ( 61鉢) 100鉢 20鉢 100鉢

⑮ ⑫ 

3 4 

63う 607 1 39 2 803 1 02 

ト 807 

オットセイ(…頭lオツトセイ I附 オットセイ 1頑縄付 全般に魚体梢、大型
制付 61鉢弱後縄切断残魚体全般に小型 乙ノロ匝員 2ケ 餌付にムラがある。
流失す。 毛針1鉢で 4尾釣獲 マス M 6ケ
2脅魚鱗iζ帰jく，マス ( 49本付) オy トセイによる被害
ll，o O O尾，餌，塩等流 iノロ SIjj 8ケ
l す。 マス " 3 0ケ

-]ぅ 3



操業次数 8 M 9 M 1 0 M 

投網位置 43.05N 1 57.2 1 E 43.09N 1 5う.32E 43.08N 1 5う.39E

投縄 日 時 4.30 06.3う-06.50 う.1 02.00-0.2.ラ日 う.2 02.2 0-03.10 

揚縄位置 43.05N iぅ7.21E 43.14N 1 5う.38E 43.1 3N 155.4ラE

揚縄 日 時 4.30 o 7.30-08.5 5 う.1 03.5ラ..._10.1 0 5.2 03.4 5戸、10.2ラ

投綱方向 N E S 羽7 SW  

天 候 f C C 

海 風向.風力 羽1 2 SE 3 NE 4 

象 波浪.ワネノレ 2 4 3 3 4 4 . 
気 月 令 水管4 14.ラ lう.5

象 透明度 16m 

投縄中水温 3.1 --2.9 7. 9 ~- 7.2 7.6 - 7.4 

um 3.1 7.9 7.4 

1 0 3.1 0 7.70 7.1 2 

水 20 2.90 7.82 7.58 

3 D 2.90 7.80 7.63 

50 4.55 7.80 7.う8

7 5 4.35 7.62 7.4 8 

温 1 0 0 4.90 7.62 7.62 

150 4.67 7.52 7.68 

20 0 3.90 7.08 6.0 3 

使用鉢数 30鉢 1 20鉢 ( 75鉢) 100鉢 (65鉢)

，、.、
一 ⑮ ⑮ 

漁 乙/ ロ 2 3 

獲 "? ス 37 584 1 6 689 1 00 

尾 ギ ユ〆

数 ス ケ

言十 39 う84 692 100 

06.0 以O3F0甑ト鉢砥ン試とノ験し念操りきガスの
量浪のため鈎よりはずれて 風ち多浪し高く縄の切断及び鈎落

中忌縄 業魚探 ちるマスが多かった (60
にプラ 反応あ --70尾)オy トセイ制付 オットセイ 1頭総付
るも (20-40m)漁獲 付近クジラの排泳あり
少し。 風浪 のためか縄の切断個

イ庸 考 所多し。

--1 3 4----



1 1 品f 島f (朝縄) 計 E (夕縄)計 メ口入 言十

42.4 lN lラ2.47 E 

5.3 02.2ラ-03.20

42.30N 152.4 OE 

う.3 04.0 5--10.00 

NW  

C 

SE 2 

1 3.5 

3.2 - 2.3 

2.4 

2.06 

2.06 

2.08 

1.70 

0.60 

0.50 

1.85 

2.45 

126鉢 1，126鉢(957鈎 20鉢 ( 20鉢) 1，146鉢 ( 9 7 7~本)

@ ⑮ ⑮ 

9 41 尾 2 42尾 2尾

178 40 6，070尾 452 2 6，07 2" 4ラ2"

1 8 7 6，11 1尾 4ラ4 3 6，1 14尾 4う4尾

;魚探反応あるも漁薄い。
8"C台適水するも時間切
れオットセイ縄付
マス 長良 3ケ
乙/ロ 量頁 2ケ

ー I3 5--



第 2 次航海

|竺一子次数 1

投品位置 41.2うN

投縄日時 .20

|??ピ礼子

投縄方向|

使用鉢数

，、.‘ ーー

漁 ν ロ

獲 弓ヨF ス

尾 ギ ン

ケ

言十

M 2 3 M 

1 57.4 9E 

01.3テ""'02.4う

lう7.うOE

03.3ひ-09.55

S - SSE 

C 

2 

3 

6.8 

M 

1 49.1 1 E I 4 1.う 3N

02.1ラ-03.10 う.21

1 49.1 4 E! 42.0 5N 

竺
竺
川
一
Hl04.3 0-0 9.4 5 Iう.21

E E/S -ENE 

C 。
、τ 9 w 4 

4 4 4 4 

3.8 4.8 

う.0，_ 4.4 10.8 - 7.6 

4.6 10.8 

4.38 10.90 

4.ラO 10.9う

3.3 1 1 1.00 

1. 70 10.22 

0.70 9.6 1 

0うラ 8.7 0 

1. 1 5 6.22 

0.4 3 う.39

120鉢 lラC鉢(1 2鉢)

NNW 

2 

9.1 - 7.0 

9.1 

8.37 

9.00 

9.20 

8.90 

8.1 5 

7.90 

7.30 

6.1ラ

14ラ鉢

⑮ 

3 

1，28 1 う610う尾 4 12 

イ蔚 考

2 

107尾 I 4 12 

最初の 1-2鉢主切善良好(I椅の切断個所多く纏絡せる
1鉢に 12-13尾〉在る|地約 50-60鉢

も次第に主曜悪く在る。 I場始捕付良好左るも次第
( 6 0 鉢 l 放し)に不漁と~る。
2 放しめは風浪のため枝子氏|投~Jl!時付近操業船 3-4 隻

が発んど親縄に選落してお|見る。

り殆んど皆無状態であった。i

2 

1，286 

投縄片付近操業船3隻，全
般に平均餌付良好

揚縄持水温

9.4-8.6--7.5 

1 ') 6→一



5 M 6 M 7 M 
一一一一一一一一

157.32E 43.20N 157.34 E 43.1 4N 1う7.57E 43.26N 1 57.う8E
ト一一 一--一宇一一一

テ.....15.30 う.24 。1.4ぅ、{l2.50 5.2う o 1.20角...()2.30 う.26 o 1. 25 ...... 心2.3う
一一一一一一ー一一一ト

1ラ7.32E 43.19N 1う7.24E 43.19N 157.50 E 43.31N 1ラ7.う1E

1 7.5 0 ....... 2 O. 1 0 う.24 03.3ひ-10.30 う.25 03.1 5-10.25 う.26 03.00-12.4 0 

NW  N W SW/W -WSW 

C C C C 

SE 3 SE 3 E SE 3 

3 2 2 3 2 3 3 3 

水色う 7.8 8.8 9.8 

18m 

7.8 ....... 7.6 7.1 - 4.5 8.5 ....... 6.7 7.6 .......う.0

7.6 4.5 6. 7 5.4 

7.5 0 4.49 6.57 5.10 

7.17 4.09 6.75 4.62 

6.90 4.02 6.78 4.57 

6.99 3.1 3 7.00 3.42 

7.4 2 2.30 6.95 3.22 

6.47 2.30 6.8う 2.21 

4.60 3.20 4.83 3.22 

4.45 1.82 5.20 2.78 

50鉢 1 50鉢 150鉢 154鉢 ( 14俗本)

6 6 7 9 

143 867 1，653 1，350 

873 1，660 1，359 

νロの釣獲割合精良好錫 当業船(八戸〉の要望K 全般に餌付良好宏るも中 投荒多縄天』才く一大、禄左近と操を業り鈎船4隻ズ
縄時風浪強く左り鈎ハズより北寄りK遍水5.......6 00頃め柏の鈎低獲温率域悪し，湯縄始 勾ハ レ
レのものあるもょう 台の水帯調査す ( 6. 700 )は る。

0 投 縄問町叫 i鉢当り 20-2 5門最終叩断 14鉢流失
しい 7.1-6. 0.......う.2-度中頃~終り頃の高温域す。

1 45漁獲(釣獲)にムラ (口-8.500)梢釣獲
あり良いところで l鉢 率悲<1鉢当り .......8尾|
1 4-1 5尾程度 位又レロの釣獲も低温域

!が良好

一一 lヲ7-ー



操業 次数 8 M 9 M 1 0 E 

投縄位置 43.ラ4N 1 58.04E 43.07N 157.09E 43.12N 157.29E 

投縄 日 時 5.28 o 1.0ラ--02.15 ラ.29 00.ララ-02.00 う.29 1 6.2 0-1 6.3 5 I 

揚縄位置 43.ラ6N 1 58ρOE 43.04N 157.25E 43.12N 1 57.29E I 

揚縄 日 時 う.28 03.1ラ-10.05 5.29 03.0ラ--10.20 う.29 1 82 5--1 9.4 0 

投縄方向 ESE 羽TSW--w w 

天 候 f C C 

海 風向，風力 W 2 NE 2 E 2 

象 波浪.ワネリ 2 4 2 3 2 3 . 
気 月 令 1 1.8 12.8 12.8 

象 透 明度

投縄中7.K温 う.2--4.8 9.1 --8.9 7.1 四-6ーら

o m う.2 9.1 7.1 

1 0 5.0ラ 8.96 

水 2 0 う.50 9.10 

3 U ラ.90 9.00 

5 0 う.7う 8.21 う.30

7 5 2.75 7.90 

j毘 10 0 3.70 7.ララ 1.ラO

1 50 3.4 0 6.60 

200 2.4 5 ラ.80

使用鉢数 15匂本 lラO鉢 30鉢

4、、4・ ーー

魚、 ν ロ 4 10 3 

獲 マ ス 8 12 1，070 31 3 

尾 ギ ユ〆

数 ス ケ 2 

言十 8 16 1，080 316 

縄の中頃全般に餌付悪し 8 0鉢湯縄切断多く在る。 平均して餌付良好
クネリ高く量勾ハズレマス多 中頃釣獲率悪し， i鉢当り 10.4尾を記録す
し

イ庸 考
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1 1 M 1 2 M 1 3 M 14 M 

43.14N 1 57.55E 43.07N 157.23E 43.31N 1 5う.07E 43.1 IN 1 5う.26E

う.30 o 1.0 0--0 2.30 う.31 o 0.5 5~・-0 2.1 0 6.2 00.50 ...... 心1.50 6.3 01.40-02.5 0 

43.18N lう7.49E 43.04N 157.18E 43.32N 1ララ.28E 43.18N 1 5う.16E

ラ.30 03.1ラ、'15.00 5.3 1 03.00-10.30 6.2 02.日 -09.50 6.3 04.00-10.40 

SE ...... ε ~叫V SSW - WS¥̂l E SSW - S 

C d (細雨) C C 

NW 3 NE 3 SW 3 N 4 

2 2 2 2 3 4 4 4 

1 3.8 14.8 15.8 1 7.8 

9.0 -う.6 8.0 --6.4 6.3 ，....，う.4 8.5 '" 7.2 

7.2 8.2 6.3 8.ラ

7.03 8.00 6.1う 8.60 

7.27 8.08 6.1 0 8.5ラ

7.3ラ 8.2 5 6.10 8.う5

7.1 0 8.65 2.4う 8.62 

7.32 う.60 2.13 7.76 

う.08 4.24 2.63 う.11 

4.17 4.24 2.85 3.70 

3.1 0 4.3 1 2.うラ 3.90 

190鉢 ( 180鉢) 1 70鉢 ( 125鉢) 120鉢 l う〔喜本

@ ⑮ 

10 5 18 7 

1，71 0 1，267 1，173 54 945 41 

2 2 

1，722 1，272 1，193 9う3

揚縄中鯨1-211J輯泳あ 付近操業齢、約 20隻 波浪高くも低水温のため 技縄!時T近操業船3隻当
り 揚縄中交叉激しく 45鉢 かモーカによる縄切断殆 初第餌に付高良く好なるも波浪次
認始餌付良好( 1 i鉢当り 流失 んど左し，オ 7 トセイ 2 左りハズレマス
2 0尾)20鉢頃より縄 当初餌付良好宏るも切断 頭縄付 多く在る。
切断餌付不良と左る。 個所より宣明寸不良と左る。7.1<色薄笹色7.1<にて平均餌 。詳子が他の船に比べ若
付近操業船l隻，縄交又 付良好 干(2 cm)程度長いた
あり纏絡縄多し文切断個 めマスがハズνテいく
所多し。 のかワ
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操業次数 1 5 E 1 6 M 1 7 M 

投縄位置 43.33N lう4.54E 43.4 4N 1 54.5 OE 43.28N 1 55.0 3E 

投縄 日 時 6.3 1 6.2テ...，16.4う 6. 4 o 1.2ト-()2.15 6. 6 o 1.2ラ、ο2.40 

揚縄位置 I43.3 3N 154.54E 43.40N 1ララOOEI 43.35N 1 5う.13E

錫縄 日 時 I6.3 03.15-08.451 6.6 o 3.3 0--1 O. 1 0 

NW  S W 

l天候 R C 

梅 風向，風力 N羽「 2 SE 4 NE 3 

象 波浪.ワホリ 2 3 4 3 3 3 
. ， 
気月 令 (水色 6 ) 1 8.8 19.8 

象 透明度 8m 

投組中7.k温 6.4 内 d ラ.9 7.5 - 6.5 7.9 ，....，う.0

o m 6.4 6.5 7.9 

10 6.3ラ 7.92 

2 0 6.42 7.94 

30 6.70 8.20 

5 0 5.60 6.40 8.3 2 

7 5 う.12 7.ラO

i昆 1 0 0 3.68 3.80 3.50 

ト
2.75 4.90 

200 2.90 3.62 

使用鉢数 40鉢 100鉢 15仮本

，、、. 
-ー ⑮ @ 

漁 乙/ ロ 2 7 1 1 

獲 '守 ス 347 1 8 3 1，826 1，01 3 146 

尾 ギ γ 

数 ス ケ

計 349 1，833 1，025 

投柏崎付近候業船 1隻
全般に餌付良好(1鉢当り

持化酬のため 10叫だ|付近操業船ラ-6隻
ゆ付近操業船3隻 揚始め餌付良好

8. 7尾) 全般に餌付良好( 1鉢 20 
尾位

備 考

' 
-14仁一



1 8 E M(朝縦)言十 E (タ絹)言十 ~ヨ、 言十

43.26N iう4.42E 

6. 6 17.13......17.32 

43.26N lラ4.42E 

6. 6 1 8ρラ-20.20

WSW 

C 

E 3 

4 4 

(水色 6 ) 

8 m 

7.2 ...... 6.7 

7.2 

6.43 

4.00 

4俗本 2，049鉢(1，95鉢) 160鉢(160鉢) 2，209&本(2，1 10&本)

@ l尾 @ ⑮ 1尾 @ 

9711 2尾 1 2尾 1尾 10911 ち尾

470 1 6 1 1う，48411 29711 1，27311 3441/ 16，7 571/ 64 111 

1 11/ 1 111 

47 1 lう，593尾 299尾 1，285尾 345尾 16，878尾 644尾

付近操業船約 10隻
全般に餌よ付り良好
魚体彰jよ梢大型
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第 3 次航{匂

j受業次数! 1 E 2 M 3 E 

投縄位置 43.36N lラ4.39EI 43.31N 154.22E I 43.38N 154.32E 

投組 日 時 6.17 1 6.5 0-1 7.1 8 . 6. 1 8 01.18吋 2.3ぅ I6.18 1 6.5ラ-17.1ぅ

揚品位置 43.34N 154.38E i 43.38N 1 54.3 1 E I 43.4 ON 1ラ4.59E

揚総 日 時 6.17 1 8.00-20.30 6.18 03.13-10.28 6.18 18.00-20.4ラ

投ぬ 方向 NNE S W WSW  

天 {戻 F F F 

海 風向，風力 SSW 2 羽TSW 3 WSW 3 

象 波浪.ウネリ

気 月 令

象 透明度

|投判中水温 7.8 --7.7 7.7 '_' 7.3 8.8 ._ 8.1 

Om 7.7 7.3 7.9 

1 0 7.30 7.4う

71< 20 6.65 7.10 

30 う.92 う.30

50 1.16 1.60 0.73 

7 5 1.03 3.00 

温 100 3.86 2.80 3.37 

150 3.00 3.20 

20 0 3.00 2.50 

使用鉢数 50鉢 15後本 40鉢

ーー @ 

漁
乙/ ロ 3 3 

獲 マ ス 886 1 19 1，945 733 

尾 ギ
γ 

数 ス ケ

計 889 1，948 733 

イ持 考
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|4  M 5 E 6 M 7 E 

43.34N 1 54.49E i 43.3 4N 1う4.46E143.39N 1ぅ4，24E i 43.29N 1う4.28E

6.1 9 0 1.24-02.4 0 I 6. 1 9 1 6.3b"""1 6.5 6 1 6.2 0 0 1.4C-02.5ラ 6.20 1 6うひ-17.1ラ

43.4 ON 1 54.5 9 E 1 4 3.3うN 1ラ4.47E143.33N 154.22EI43.27N 154.23E 

6.19 03.15-10.00 16.19 18.10-20.0016.20 03.30-11.0516.20 18.0O......20.3う

WSW --S W W S W N W E N E 

C 1 C C C 

羽市孔九7 3 I E SE 1 E 1 S W 3 

水色 7

4 

9.0 ，._， 7.2 I 8.6 -- 8.4 I 8.2 --7.7 I 8.6 -- 8.2 

7.2 8.4 7.7 1 8.2 

7.00 7.42 6.82 7.92 

5.94 1 7.31 1 5.30 6.91 

3.60 3.67 I 3.10 I 5.53 

1.1 0 1 0.8 3 1 1.2 2 4.6 2 

1.00 I 2.30 I 0.80 4.95 

3.62 3.6 3 I 1.9 3 4.4 7 

3.8 2 1 3.3 4 I 3.00 I ~52 

3.6 0 I 3.6 1 I 2.5 2 I 3.7 8 

1ラO鉢 40鉢 150鉢 4鉢

312  

1，800 350 1，000 I 403 

1，803 350 I 1，002 I 403 

命ヰ、 y ト曳
位置 43-28N 
15牛ー24E
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操業 次数 8 E 9 M 1 0 E 

投縄位置 43.28N 154.4 9E 43.32N 1 5ラ.06E 43.36N 1 54.ラ2E

投縄 日 時 6.21 1 6.3 7-1 6.5 8 6.22 o 1.2 8'"'-{) 2.4 4 6.22 16.34-1 6.54 

場縄位置 43.30N 1 54.4 7E 43.30N 154.50E 43.33N 1 54.4 1E 

揚縦 日 時 6.21 18.00-19.33 6.22 o 3.1 CY-1 0.0 5 6.22 17.44-19.30 

投縄方向 ss羽7 W N E 

i天 (戻 C C C 

海 風向.風力 NNW 3 NW ssw 2 

象 波浪.クネリ

気 I7.K 色 6 

象 透 明度 6 

投縄中水温 8.3 - 8.0 10.0 '"" 7.0 9.4 --8.4 

o m 8.0 10.0 9.4 

1 0 7.98 10.34 9.28 

水 2 0 8.28 10.4 0 9.89 

3 0 9.4 2 10.48 7.2ラ

5 0 0.95 7.91 6.8ラ

7 5 0.81 6.49 6.62 

j昆 100 3.00 4.10 3.94 

1 50 4.00 3.4 7 3.65 

2 00 3.50 3.50 3.27 

使用鉢数 4惨事 lラ俗本 4俗本

:.......: 
一

漁Iv ロ 2 2 

獲 .守 ス 4 1 2 1，516 220 

尾 ギ ユ/

数 ス ケ

言十 4 14 1，5 18 220 

朝縄荒天のため操業出来ず

イ庸 考
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M 1 2 M 」 1 3 E 14 M 寸

43.39N 1 5う.04E 43.33N 1 5う.01E 43.32N 1 5う.OOE 43.4 4N 15う.45E

6.2 3 o 1.43-02.55 6.24 o 1. 3 0-0 2.4 7 6.24 1 7.0ひ-17.23 6.2ラ 01.35--02.うO

43.31N 1う4.54E 43.25N lう4.52E 43.3 ON 1 54.う8E 43.39N lうう.33E

6.23 03.30--10.20 6.24 03.1う--10.00 6.24 1 8.00.-1 9. 30 6.25 03.30-10.打

N E N E N E ENE 

C F F，R F，R 

S 2 wsw 3 S sw 

6 

6 

8.4 - 7.6 7.6 - 7.2 8.7 --8.2 8.5 --7.9 

8.4 7.2 8.2 8.0 

8.4 7 7.70 8.1 0 

8.45 7.30 7.う3

8.30 7.27 7.2 1 

う.6I 3.53 1.65 1.83 

2.67 3.17 3.22 

2.96 3.1 2 3.60 3.76 

3.うO 3.58 3.4 0 

3.32 3.25 3.73 

1 50鉢 1 50鉢 4C鉢 lうO鉢

う う 2 

1，993 1，880 220 1，6ラO

6 

1，998 1，885 220 1，6う8

濃霧により縄端視認容易
-rzらず，す従って観測時
惜J短縮 。

-14う←



操業次数 1 5 E 16 M 1 7 E 

投縄 位置 43.46N 1 55.0 OE 43.38N 1 54.5 2E 43.4 7N 1ララ.06E

投縄 日 時 6.25 16.53:-17.13 6.26 01.32-心2.47 6.26 16.4 8-17.06 

揚級位置 43.48N lラ4.57E 43.4ラN 1 5ラ.02E 43.4 7N 1 5う.10E

揚組 日 時 6.25 17.50-19.40 6.26 o 3.30-1 0.00 6.26 18.00-19.30 

投組方向 S E S W W 

i天 候 F F C 

侮|風向，風力 NNW NNW SSW 

象 l波浪.ゥネリ

気;水 色 6 

象 透明度 ラ

t食料中71<温 7.6 --7.5 8.3 --7.4 8.5 -.. 8.3 

o m 7.ラ 8.3 8.3 

1 0 7.3 0 7.99 7.4 7 

水 20 6.79 7.30 6.1 1 

3 0 6.04 6.2う 4.22 

50 う.80 7.5ラ 0.70 

7 5 1.78 3.4 1 1.14 

100 2.49 4.00 2.98 

1 50 4.26 4.90 4.10 

200 2.34 4.10 2.71 

使用鉢数 40鉢 1 5仮本 40鉢

ーー

漁 ν ロ 3 

獲 マ ス 1 30 1，う00 1 3 8 

尾|ギ ソ

数 ス ケ

言十 1 30 1，ラ04 140 

@採集位置

43.4 5N 

1 55.0 2E 
備 考
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1 8 M 1 9 M M(朝吋)言十 E (タ削)計 1口入 言十

43.49N 1ラ5.02E 43.う6N 1 5う.07E

6.2 7 0 1.3 5-01.ラ86.28 01.1 5-02.50 

43.43N 155.IOE 43.50 N 154.52E 

6.2 7 0 3.00-05.0 0 6.28 0 3.2 5-1 O. 1 0 

NW  E NE 

F C 

SSW 3 S羽「

6 

ラ
ト一一一←

8.2 --8.1 7.8 - 7.4 

8.1 7.4 

7.7ラ 7.37 

6.90 7.32 

6.00 6.10 

1.98 1.90 

1.30 1.20 

0.73 3.57 

1.50 2.10 

2.70 2.90 

う匂本 190鉢 1，440鉢 370鉢 1，810鉢

@ ⑮ 

ラ 31尾 6尾 37尾

390 885 14，うう9" 3，493 11 119 18，0ラ2 11 1 19 

8 11 1 11 9 11 

392 891 1 4，599 11 3，500 11 119 1 8，0 9 9 11 1 1 9 
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第 4 次航海

E 2 3 |操業次数i
投縄位置 14634N

投網日時I7.19 
錫縄位置 46.36N

場縄日時 7.19

投縄方向

じ天 候

海風白. 力

象|波浪.ワネリ

気|水色

象!透明度

i投縄中水温

水

温円二

M 

N

N

 

E

一
7

一
E

7

一

山

川

一

山

一

M

一

3

一

3

一E

O

O

一E

1 55.0 lE N

N

一

E
一
O
一

E

一
O

山

一

日

一

山

川

01.3う~ο2.40 

lラ4.ラ9E

03.2か-09.20

ENE S 

F C R 

NE 2 NE 3 N 3 

7 

ラ

7.7 --7.1 7.6 --7.2 

7.4 

7.7 ._ 6.8 

7.3 7.2 

6.02 7.22 

う.71

3.00 

1.47 

6.52 

う.50

2.90 

1. 38 

3.60 

2.27 

1.61 

1.ラ7

1.33 

1.12 1.20 

0.9ラ 1.10 

1.40 

1.51 

1.39 

1.36 

1.20 

1.47 

40鉢 1 5俗本 150鉢

獲|マス

尾|ギシ

数|スケ

@ ⑮ 

42 

5 

294 

4 

1 9 

29 1，286 28 1 75 

4 ラ

47 302 30 [ 1，300 

イ薦 考
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一ー
4 M 5 M 6 M 7 M 

4う.49N 1ぅ4.51E 4う.56N 1ラ4.5IEi 45.4 3N 1 54.2 2E 4ラ.39N 154.30E 

7.22 01.10"""02.28 7.23 01.1ラ-02.47 7.24 01.1 7-02.48 7.2 ': o 1.1 7-02.44 

4う.4ON 154.ララE 45.4 5N 1 54.56E 45.4 2N t54.33E 4う.49N t54.38E 

7.22 03.00-10.38 7.23 03.1 5-1 1.42 7.24 03.1う"""11.うO 7.25 03.30"""1 1.ララ

N/W N/W W/N S - SW/S 

F F F F 

SE 4 SSE 2 S 3 S 2 

8.6 --8.0 8.8 ....... 8.2 8.0 -う.8 7.6 ....... 6.4 

8.3 8.2 7.9 7.6 

8.20 8.14 6.0う

3.96 6.28 3.73 

3.ラ2 4.ラO 2.63 

2.20 3.05 1.82 1.88 

1.60 1.69 1.23 

0.73 2.4 9 1.60 0.82 

1.20 1.02 1.5う

1.70 2.80 2.08 

iう0鉢 190鉢 18悌 180鉢

⑮ ⑫ 

7 9 

1，481 149 902 1 18 1，005 1，ラ98

3 4 2 

1，485 907 1，013 1，609 

濃霧のため在日測層減ず

一一
ー一149



操業次数 8 M 9 M 1 0 M 

投縄 位置 4 5.4 3N 1ラ4.42E 45.4 2N 154.34E 4ラ.32N lラ4.33E

投縄 日 時 7.26 01. 3 5内-02.42 7.27 o 1. 32--02.44 7.28 o 1. 1 8--{) 2. 1 8 

場縄位置 4う.34N lラ4.38E 4ラ.36N 1 54.30E 4う.28N 1 54.2 9E 

場縄 日 時 7.26 03.30-10.20 7.27 03.3 O"'_'I 0.3 0 7.28 03.20角..Q9.20

投縄方向 NE/N"'_'NE NNE NNE 

天 候 F F C F 

海 風向.風力 wsw 2 sw 2 wsw 

象 波浪.ワヰ、リ. 
気 水 色

象 透明度

投縄中水温 8.3 .._ 7.6 7.9 -- 7.4 10.7 .._回

Om 8.0 7.8 1 1.0 

1 0 6.8 0 ラ.ち5 9.72 

水 2 0 5.28 3.24 4.75 

3 0 3.69 2.60 3.82 

50 1.60 1.60 2.84 

7 5 1.69 1.50 1.60 

温 100 1.1 1 4.10 1.うO

15 0 1.58 1.82 1.60 

20 0 2.22 1.82 1.43 

使用鉢数 1 5俗本 150主本 120鉢

，、.、 ーー

漁 乙/ ロ

獲 マ ス 1，170 1，602 645 

尾 ギ γ 2 2 

数 ス ケ

言十 1，174 1，604 647 

イ蒲 考
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1 1 E 1 2 M M(朝紹)計 E(夕料)言十 ぷ口入 言十

4ラ.15N 1 54.1 5E 45.10N 1 54.0 7E 

7.28 1 6.36--1 7.04 7.29 01.12........()2.42 

45.1 3N 1 54.10 E 4ラ.19N 1 54.1 7 E 

7.28 18.00--19.2ラ 7.29 03.30--1 4.03 

N E s W 

F， R F 

E 2 WNW 
J 

7 6 

6 9 

9.0 --8.1 9.4 --8.4 

8.8 8.8 

6.00 6.10 

4.20 4.38 

3.38 3.70 

2.06 3. 1 2 

1.67 1.60 

1.37 1.53 

1.うO 2.60 

2.27 1.64 

ラ0鉢 190鉢 1，6 1 (肱 9俗本 1，700鉢

⑮ @ @ 

35尾 2 37尾 1尾

392 1，2 13 11，196 1/ 47 1 434 28 11，63011 499 

2ラρ 4 29" 

2/1 2;' 

393 1，21 6 1 1，2ラ8尾47号 440 28尾 1 1，698尾 日尾
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「一

操業次数 M(朝組1)言十 E(夕尚)言十 -&コ入 計 1鉢当り釣獲率

投総位置!

投組 日 時

揚刑n位菅

湯川 日 時

投~1:fl 方向

l 天 1戻

海 風:f~ .風力

象 波浪.ウネリ
• i 

気 水 色

象 透 明度

。m
1 0 

2 0 

3 0 

I_ 5 0 

7 5 

温 1 0 0 

150 

20 0 

使用鉢数 6ヲラ 8 矧~ (6，267尚 64仮本(640鉢) 7，225鉢 (6，907尚

ーー l尾 @ ⑫ l属 電b

漁lv ロ 2051/ 5尾 20尾 1尾 22511 6ft丞 0.03尾

獲!マ ス 47，4491/ 1，22911 う，202" 49 111 5 2， 6 5 1 11 1 ，7 2 0 1/ 7.62尾

尾|ギ ソ 331/ ぅ11 3811 

数|ス ケ 141/ 1411 

言十 47，702尾 1，234尾 15，227尾 492尾 5 2，9 29 1/ 1，72 6" 7.66尾

f荷 考

一一lう2-ー



ズワイガニ漁場開発調査

I 調査目的

本県日本海における未利用資源であるズワイガニの漁場を開発し，漁船の合浬的操業計画を樹立させ

て，沿岸漁業者の経営の安定をはかる。

E 調査内容

(1) 調査期間 昭和44年12月1日吋司年12月23日

(2) 調査員および調査船

調査員技師富永武治

技師団村真通

調査船 試験船幸洋丸 12 1トシ 400馬力

(3) 謂査海域 青森県日本海沖合海域

(4) 調査項 目

① ズヲイガニ分布状況

② 漁獲物組成

H[ 調査結果

(1) 分布状況

ズワイガニ漁場開発計画図にもとづき，カニ箆2放(1放カゴ30ケ)を使用し，餌料は冷凍小サ

パを使用して調査した。

調査は12月2日小島沖W/N6.4マイルつk深250-23Um(24海区)，小島内JW/S6.4 

マイノレ水深33u-38Um(42海区)にそれぞれ1放校箆し，調査を開始したが，その後連日の

時化のため傷害置は 16日経過した 12月18臼と左った。。

この小島沖海域は43年 12月に第1図13.14• 15. 2 2 .23 • 35. 4 4の7海区を調

査し， 1放当り大カニ(1 2 cm以上)1 U局中カニ (11-8cm) 7 3尾，小カニ(8 cm.l21下)

7 U尾，計153尾の平均漁獲尾数で，昨年の調査海域の中でもっとも漁獲の良かった海域であった。

本年の調査は漁具の敷設時聞が長かったにもか』わらず1放当り大カニ 15尾中カニ 17 5尾，小カ

ニ 13尾，言十2U U尾で昨年より高い水準にあった。

(2) 漁獲物組成

無作為に抽出した 30尾の平均甲巾および平均体重は 24両区では 11. 4 cm， 5 8 7 C;， 4 2海区

では 11. 2 cm， 5 3 1 C;で両海域とも雄のみであった O また， 2 4海区でベニズワイガニの小型のも
のが3尾混獲された。

N 今後の課題および問題点

本年の 12 月は例年ーより安保が悪く，た~' 2放の調査だけで充分を調査を実施することができ左かっ

たが，今後は更にきめ細い漁場とともに，経営面の検討たとえば販路の開拓，流通の改善を推進するこ

とが必要であり，多くの音量を積載するため漁具の改良も一つの課題と君主ろう。

-153-



口内の数字は海区番号

斜線は昨年の調査海区

0印は本年の調査海区

N 
1 9 20 

28 29 

37 I 38 

250，000 。
経塗議選f

第 1 図

21C?PPえ労:1 24 目lirCフ
30 31 32 33 34 1/ヨ号//1 36 小島

39 40 41 ~} I 4 3 j，0 j~ 4う I46 I 47 

5 1 52 I 53 

う9 62 

2 3 4 う 6 7 8 9 10 
ド:知GID 凶器瀦 伝統/#，j !TIl]吃:~::~~~斗| マイル
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中部千島沖合底びき網漁場調査

I 調査目的

中部千島沖合海域における未利用の漁場および資源を開発し，漁場の再度利用を促進するとともに，

沖合底びき網漁業にかかわる生産向上と経営安定に資する。

E 調査内容

(1) 調査期間 昭和44 年 9 月 1 日 ~9fl30 日

(2) 調査員及び調査船

A 調査員 漁業課長浅加信雄

水産課技師武田収平

B 調査船 幸洋丸 121トン 22 D 4 0 0馬力

1 5日枝丸 9 6トン 88 D 440馬力

2 3妙、栄丸 9 6トジ 77 D 4 4 0馬力

(3) 調査海域

クノレァプ島伸津岬から真方位 180度の線と東経 153度の線にはさまれた太平洋海域のうち，次

の各点に囲まれた海域

(巨岸 13浬を除く。)

イ点 4 50_ 3ぴN

ロ}~， 4 40_ー5ぴN

ハ点 4 60- 4 0" N 

ニ点 4アー4ぴN

(4) 調査項目

(1) 漁場環境調査

1 4 9'-24' E 

1 4 9'-2 4' E 

1 5 3'-0 0' E 

1 5 3'-00' E 

海底地形…… 15 10- 0 0' E8東の海域(A海l豆)

(2) 漁獲試験

漁場価値判定…… 15 10ーoO'E以西の海域(B海区〉

直調査結果

各調査船は，次の漁法により調査を実施した。

幸洋丸 121トン 22 D400馬力 かけ廻し漁法

1 5日枝丸 96トン 88 D440馬力 11 ( リー/レ付)

2 3妙栄丸 96トン 77 D440馬力 船尾式オッター漁法

(1) 漁場還境調査…… 15 10- 0ぴE以東の海域(A海区)

測深範囲1，60 0 mの魚群探知器機で調査定線上を航走し，魚、採により記録した。(別図2のとお

り)新知島の南側(巨岸 18マイノレの範囲)と北クノレブプ水道の列島沿い(巾 5マイノレ， 長さ 13マ

イノレの海域)ならびに45qー 3ぴN， 1 5 10- 0ぴE付近から 25マイノレ巾で北東に40マイノレほど

の平担な堆状の区域があり，いずれも水深1，00 0 m以上で曳網限界をこえているため操業するに至

らなかった。

(2) 漁獲試験日… 15 1旦ーoO'E以西の海域(B海区)
A 幸洋丸(かけ廻し漁法)

期間中2航海，計20目操業で漁獲量は，キチジ23 6K9，サメカレイ 10 6 K9. アプラカレイ

787K9，計1.1 29 K9であった。

曳網可能海125.は2海125.だけで，その他の海区では恨がかり，破網或はロープが切断した。

← I 5うー



B 1 5日枝丸(リーノレまきかけ廻し漁法)

期間中2航海，計76回操業で漁獲量は，キチジ 5，295K9，サメカレイ 4，08 5 K9' アプラカ

レイ 4，87 0 K9， カラヌカレイ 1，16 5 K~ メヌケ 2 5K9，スケソクダラ 5K9，計15， 4 4 5 K9""で

あった。

曳網可能海区は非常に狭く. 1海区. 2海区. 4 9海区， 5 0海区， 5 5海区であった。

C 2 3妙栄丸(船尾式オッター漁法)

期間中2航海，計90回操業で漁獲量は，キチジ4，75 5 K9. サメカレイ 266K9，アプラカレ

イ267K9，カラスカレイ 11 5Kg:. メヌケ 9，321Kg:， エイ 96 Kg:.計14，8 2 0 Kg:であった。

操業回数の多い海区は 61昭三. 6 2海区.68海区.74海区.75海区であっむ

以上2つの異なった魚法による操業結果から見て，この海!玄では，かけ廻し漁法の利用出来る嬬場

範囲は非常に狭いものと思われる。船尾式オァター漁法ではかけ廻し漁法で操業の不可能な海底起伏

のある岩場でも，魚群探知機を活用した操業が可能であり，今後操業技術の向上と相まって，更に漁

場範囲を拡大し，漁獲量の増大が期待出来よう。

N 今後の課題および問題点

今回の調査により， ワ/レァプ島からνンνjレ島にかけての沖合海域において，かけ廻し漁法を利用出

来るi漁場範囲は狭く。 巨つ漁場価値も少ないと思われるが，船尾式オァター漁法であればクノレァプ島沖

合に為、ける岩礁地帯の操業は可能であり，従来の操業不可能とされていた漁場を利用することが認めら

れ，今後更に漁獲量を増大する期待も生れてきたわけで，録業技術の改善ならびに，新漁場開発が

残された課題である。
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第 1 表 各調査船による漁獲試験結果対比表

幸 洋 丸 1 5 日

海区 水 深ヤ1) キチ v'
ナメ mlカラス 記事メヌケ *' 深 (mJ キチジ

サメ

カレイ カレイヵνイ カレイ

1 
9月7日

ゲ二Eロ 曳き (タ凡取り失敗)
9月3日

60 30 
440-465 460 -480 

9月8日
3 大破網

9月3日 90 60 
415 -440 460 -470 

9月5日 100 60 
470 -470 

一一
9月5日 160 160 
485 -485 

9月5日
200 200 

475 -480 

9月22日 40 40 
470 -475 

9月22日 20 。
475 -475 

9月22日
皆 無

470-480 

9月26日
60 20 

460 -460 
-1/91 199 81 63 

2回! 3 9回 I1，795K9 730 570 
2 
9月8日

20 20 10 大破網
9月3日 30 30 

475 - 505 465-480 
ド一一一一一一一一

9月8日
15 20 

9月8日
40 15 

478 -470 : 480-495 

50 20 9月8日 40 40 
450-450 495 -495 

9月9日
不成功

9月8日 40 40 
460-500 510 -495 

9月9日
不成功

9月8日
30 60 

492 - 550 520-495 

9月9日
不成功

9月13日 40 1∞ 
475 -465 490-490 

9月24日
10 2 19月13日 60 120 

480-475 490-490 

9月25日 60 5 45 
9月13日 100 100 

445-470 485 - 490 
ト一一一

9月26日
60 5 630 i9月13日 20 80 

445 -465 4ヨ5-4ヨ5

9月26日
10 8 

19月21日 60 20 
470-500 470 -470 

19月21日 80 20 
470-470 

19月2I日
475 - 500 l∞ 20 

19月21日
490-490 

皆 無

9月21日 80 20 
480 -490 
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単位 Kg 

栄 丸 2 3 たl、 栄 丸

アプラ カラヌ
記事メヌケ 水 深(司 キチジ

サメ アプラ カラス
メヌケ 記 事

カνイ カレイ カνイ カνイ カレイ

9月26日
30 45 

490 -420 
町 根がかり

30 10 F艮カ1カミり

20 。
20 20 

100 40 

80 20 

20 。根がかり
中艮カ1かり
破 網

40 20 

38 17 

340 155 l回| 50 50 

4う 15 

ラ
根;カ1カミり

破 網

20 20 

20 20 

'tO 5 

20 20 

20 20 

刀 20 

20j 40 

100 20 

20 20 

20 20 破 網

大破網

40 
L 

-1 G 1--



幸 洋 丸 1 5 日

海区 7}( 深加} キチジ
ナメ アプラ カラヌ

記事メヌケ 水 深同 キチジ
サメ

カレイ カレイ カレイ ヵνイ

9月21日 60 40 
480-490 

9月26日 200 20 
530 - 530 トー一

I/IO[ IOIKq 20 10 71 lパ6[ 152匂 61 40 

16回I2，53うi986L一一一一一10回 I1，012 195 102 715 72ラ

3 
9月4日

皆 無
480 -490 

9月8日 40 60 
480 -490 

ト一一一一一
1/21 20 I 30 63Kq 

ート一一一←
2回! 125 40 60 

4 
9月5回 100 ZlO 
550-ラ50

ト一一

l目| 720Kq 100 200 

7 11
9月3日
450 -460 

7ラ 75 

片百十訂 75 75 

8 
9月7日

言 2 大破網i9月4日 300 1，000 
405 -415 490-475 

9月24日
10 50 119月4日 140 320 

450 -435 490 -475 

9月25日
IO 

420-430 

9月25日
10 10 

430 -450 

1/4 I 24K9 9 。 15 1/21 1，060 220 660 

4回| 99 35 2 62 2回12，120 440 1，320 
9月4日

160 2∞ ~ 490 -490 

9 9月4日 140 80 
490 -49J 

~ 1/21 480K9 150 140 

'1 2回| 960 3∞ 280 
10 9月5日

皆 無
う70-570 

一-1-一一一一一

i回| OK9 

12 ~ 9月3日
336 -336 

皆 無

il9月6日 皆 無
390 -390 

十一

I1 2回! OK9 

13 9月25日 2 10 恨がか竺りj19月6日 l∞ 140 
i 405 -420 ふん の0~4m 」

!一一
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単位 Kg 

枝 丸 2 3 妙、 栄 丸

アプラ カラス
深 mjキチジ ナメ アプラ カラヌカレイ カレイ

記事メヌケ 水
カνイ カレイ カレイ メヌケ記 事

120 20 

i)154303し 321ぽ08 ) 

ト一一一一一一

根がかり

20 5 

-斗10 3 

20 雪

4∞ 20 F良カlカミり
破網

400 20 

75 45 慢がかり[
破網

7ラ 45 

200 20 恨カ1カミり

100 40 破 網

1 '刃 30 

300 60 

140 60 恨がかり破
9月28日

30 10 
網 20 545 ~ 630 

140 20 

140 40 10 

280 80 20 l回 40Kg 30 10 

4良カミかり
破 網

破 網

中良カ1カミり
片桐切断

80 40 
恨がかり 9月28日

30 20 6 
破網 395 -405 

， 

一一16ヲー



幸 洋 丸 1 5 白

海区 水 深 m キチジ
サメ アプラ カラス

記事メヌケ 水 深 m キチジ
サメ

カレイ カνイ カレイ カνイ

13 

i回 15Kg 3 2 10 l回 360Kg 100 140 

14 
9月6日 100 100 
5∞-5句

町 一一-一宇ー十一一

←一一一一一

トー
l回i 280Kg i∞ 1∞ 

15 
9月5日

皆 無
う間~ラ50

1回| OKg 

19 
9月6日

皆 無450-4ラO

1回| OK9 

20 
9月6日

皆 無
550-ラ50

l回| OK9 

23 

24 
9月25日

皆 無
490-490 

I回! OK9 

25 

28 
9月7日 20 。
390 -390 

l回! 85Kg 20 。
31 

38 
9月25日

皆 無
395 -395 

l囲 i OKg 

40 9月7日 皆 無 空曳き不成|
395 -440 功サンゴ

l回 01<9 

42 
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単位 K~ 

枝 丸 2 3 妙、 栄 丸

アプラ カラス 記事メヌケ 水 深 m キチジ
サメ アプラ カラス

メヌケ 記 事
カνイ カレイ カレイ カレイ カレイ

80 40 I回 61Kg 30 う 20 h 

40 40 
ネ艮カ2かり

大破網

40 40 

4良カ1カミり
破 網

綬がかり
9月28日

25 10 。 20 大 破 網
ラ20-585 沖合起伏甚しい

l回 55K~ 25 10 。 20 
根がかり

9月17日
皆 無

430 -430 

i回 OKg 

恨 tiiカミり
大破網

9尽5日 30 3 6 10 10 エイ 4 
560-500 

i回 53K~ 30 3 6 10 10 4 

40 2) スケミトりウ破ラ根
がカ 網

40 20 5 

9月15日
15 

恨がかり
565 - 565 破 網

I回 t 15Kg lラ

恨がかり
大破網

9月17日
30 20 

根がかり

435 -460 大破網

1 [iJ1 5 QKq 
30 20 

9月26日
80 1 5 30 15 2 エイ 30 545-515 
-'-ー四回 開」司自 - 一一
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幸 洋 丸 1 5 日

水 深川 キチジ
サメ|アプラ カラヌ 記事メヌケ 水 深 キチジ

ナメ
海区 m 

カレイヵνイヵνイ カレイ

42 

44 
9月7日

皆 無
520 -ラ25

!日| OK9 

45 
9月7日

皆 無
525 -525 

l回! OK9 

46 
9尽7日

皆 無
550-580 

i回| OK9 

48 
9月9日

皆 無
520 -540 

l回| OK9 

49 
9月8日 40 40 
480 -480 

9月12日 30 20 
490-490 

9月12日 50 20 
490 -495 

9月12日 40 20 
495 -500 

9月12日 50 20 
ラ00-510 

9月24日 180 40 
520-530 

9月24日
2∞ 20 520 -530 

9月24日 100 20 
525 -520 

9月24日
皆 無515-515 

9月25日 60 10 
520-520 

v!Ol 315K9 75 21 
10回13，155 750 210 

9月8日
皆 無50 480 -480 

9月23日 220 40 
525 -530 

9月23日 80 60 

、
520 -520 I 
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単位 K9

枝 丸 2 3 妙 栄 丸

アプラ カラス
記事メヌケ 71< 深 m キチジ

サメ アプラ カラス
メヌケ 言己 事

カレイ カνイ カレイ ヵνィ カレイ

9月26日
475 -580 45 30 
1/21 1 22K9 62 7 15 7 16 15 

2回| 247 125 15 30 15 32 30 

根破;カ1か網り

根がかり
ト一一一一一一一一一

根がかり

4良カ1かり
大破網

卜

ト

8α〕 20 5 
γ一一一一ー一一

100 20 。
卜一一一

150 20 。
←トー

150 40 。
「 一一一

100 20 。
一一一一一一守

40 20 。
400 40 。
200 20 根がかり。

ヤ一一一一一一←

十良カLカミり

破 朝間

40 10 

193 21 

1，980 210 う

恨カ1カミり 9月ラ日 75 。 2 70 
片綱切断 525 -480 

40 10 

80 
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幸 洋 丸 1 5 日

海区 水 深 キチジ
サメ アプラ カラヌ 記事メヌケ 水 深 m キチジ

サメ|
m 

ヵνィ カνイ カレイ カレイ

50 
9月23日

皆 無
525 - 525 

9月23日 360 120 
520 -505 

9月23日
皆 無

520 - 520 

9月24日 200 10 
520 -530 

9月24日 60 5 
520-ラ30

1/81 200K9' 11ラ 17 

8回 1_J.600 920 135 

51 

54 
9月10日

皆 無
510-510 

55 
9月23臼 恨がかり 9月9日 40 20 
632 - 520 片綱切断 500-510 

19月9日505-引O
40 10 

9月22日
535 - 540 . 

I;トJ520 --520 

9月24日
520-520 

i l/5| 山 96 26 

ラ回 I1，005 480 130 

56 
9月10日

皆無'. 520 __ 520 
」 ー一一一

19月23日
535 --540 

40 

i 9月23日
530-530 皆|無

! 1/31 108K9' 86 13 

3目 i 330 260 ! 40 

61 
19月22日

皆|無565 --565 

168-ー



単位 K9 

枝 丸 2 3 妙 栄 丸

アプラ カラス|記事メヌケ

* 深
m キチジ

サメ アプラ カラヌ メヌケ lle 事
ヵνィ ヵνイ カレイ カνイ カレイ

|根片が綱か切断り

320 40 

恨がかり

20 5 破 網

5 5 

58 10 

465 80 l回| 148)(，♀ 75 。 2 70 
9月18日

100 300 
恨ヵ:かり

570 -610 破網

1 @] I 400K9 100 300 

十艮カ1カミり

150 40 
9月20日

230 。 。 30 8 大 破 網
575 - 560 エイ 15 

う0 20 
9月20日

200 。 。 。 45 
575 -ラ20

20 10 破 網
9月21日

150 1う 30 。 30 
590 -520 

20 20 恨破がか網り

60 5 

60 19 1/31 251Kg 193 5 10 10 28 5 

3∞ 9 5 3回| 753 言80 iう 30 30 83 15 

恨がかり 9月22日 120 。 。 。120 
大破網 530-585 

20 10 
破網 9月26日 30 5 5 5 45 

破網 IJゆンキン
キチジ小 525 - 545 小メヌケエイ 5

撲がかり
破網

6 3 1/21 16ぅKs< 7う 2 2 2 82 エイ _L  

20 10 2日1I 335 I 50 5 5 

9月18日 90 3∞ 
52) - 580 

9月19日 60 15 15 。120 
525 -615 

9月19日
445 - 570 

70 。 。 。 20 破 網

9月19日
120 。 。 。 50 

550-570 

9月20日
60 15 15 。 20 大 破 網

510 -550 . 
-16すー



幸 洋 丸 1 5 日

海区 水 深 mlキチジ サメ アプラ カフス 記事メヌケ 水 深 キチジ
サメ

カνイ カνイ カνイ カνイ

61 

一一一一

l回 OKg 皆 無

62 

ートー一一一一

一一一一一一一一一一一一一J

67 

L 
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単位 K'1

枝 丸 2 3 妙 栄 丸

ヵνイ|カレ2|記事メヌケド 深川|キチジ日 :ff|カラヌ i…iョ イ
一一

昨::ペイ-;
ド月23~のう I 10 I 15 。

520-520 
。 。 。 。400 

一一ト一一一一一寸←一一一
9 )11 7日 60 。 lう 。 。
555 -655 

9月18日 う 10 。 う エイ 6 
600-585 60 ロープ切断

9月23日 60 。 。 。 60 破 網45ラ~う20

9月23日 40 lう 10 5 100 エイ 15 
515-510 

一一ー…-一一一一

9月25日 60 10 う 5 50 根がかり
4RO -56ラ エイ 5 

9月2う日 60 。 。 。 60 十艮カ1 カミ り
525 -535 大破網

一一一一一一一一一一一一

9月29日 60 6 o i 15 破 網465 -555 

出町 55 6 7 寸:目玉士 三1，745 500 53 66 IO 11. ao 1 26 
9月7日

起伏甚しく投網後すぐ揚網465 -56。
600-520 !皆 |無 It艮がかり

1 7 1 



幸 洋 丸 1 5 日

海区 水 深 m キチ1/
サメ アプラ カラス

記事メヌケ 7]< 深 m キチジ
サメ

カレイ カレイ カレイ カレイ

68 

74 

75 

-172-



単位 Kg:

枝 丸 2 3 妙、 栄 丸

アプラ カラヌ
記事メヌケ 水 深 m キチジ サメ|アプラ

カラス
メヌケ 記 事ヵνィ カレイ カνイカνイ カVイ

9月6日 70 。 。 。360 根がかり大破
545 -530 網魚擁刃訪り

9月6日 150 。 。 。100 
530-565 

9月7日 100 。 。 。 50 恨がかり 破
570-475 網起伏甚しい

9月7日 60 100 
580 -665 

9月19日 90 250 
51ラ-600 

9月19日
日0 30 

500-61う

9月20日 70 10 100 破 網490-480 

9月22日 10 30 大 破 網500-600 

9月24日 20 50 破網
530-445 起伏甚しい

9月24日 30 60 
根ヵ:カミり

590 -545 破網

9月29臼 140 3 5 3 150 根がかり
510-580 

9月29日 60 120 
根ヵ1 カミり

525-引5 破網

1/131 I 73Kg: 65 107 

13回12，268 850 15 3 1，4∞ 
9月6日 lう 。中良カ， ;O通 り
520-525 

9月7日 60 220 破 網
480 -630 

9月18日 30 20 
4艮カl カミり

580 -595 破網

9月I8日 150 400 
580 -610 

9月I8日 60 100 
ラ5う-685 

1/ラ| 211Kg: 63 148 

5回 11，055 315 740 

9月19日 5 200 
+艮カ1 カ通り

450 -540 大破網

9月21日 45 8 7 45 630-705 

9月21日 20 45 破網
570-660 起伏甚しい

9月22日
皆 無

中良カ1 カミ り

565 -610 破 網

9月23日
30 70 

565 -585 

-17テー



1 5 日

海区 水 深 m キチジ Iサ メ !lアプラ il カラス記事メヌケ|11水
カレイヵνイカレイ

76 
9且23日

ロープ切断破網，皆無
630 - 580 

|| 

81 

一一一トー一一

82 

11 

ト

83 i 

← -1 74←ー



単位 K9 

枝 丸 2 3 妙 栄 丸

!アプラ
ヵνイ カレイ記事メヌケ水 深 m キチジカ νイ Iカレイカ νィ メヌケ記カラス 11 サ メl hカラヌ l 事

550-590 
起伏甚しく揚索

9月24日
う 30 大 破 網

580 -505 

1/71 73lヤ 15 1 I う6

7回! 510 105 81 7 : ヨヨ0
9月8日

オッター交叉 破網皆無
ラ25-530 

9月9日
オッター交叉 破網皆無550 -700 

根がかり9月21日 15 60 
6∞-625 大破網

!1I 百/3丁1 25K9 ラ 「ーヲδ

75 15 60 

9月8日 70 120 破 網
580 -580 

190K9 70 120 

9月8日
う0 110 

580 -590 

9月18日 60 30 
630-575 

9月20日 70 150 大 破 1悶60ラ-575 

9耳21日 20 8 8 75 エイ 8 
555-ラ65

9月21日 180 30 起伏甚しい

9月23日
555-615 

20 80 

1/61 151K9 67 2 2 79 エイ

6回| 809 400 8 8 475 8 

9月8日 100 600 魚探反応あり
560-500 

トー一一一ト一一一一一
9月9日 40 20 破 網
550 -625 

9月21日 70 5 5 5 160 エイ う
575 -565 

11 9月22日 60 30 15 480 
う85-605 

9月23日 15 50 
600 -625 

9月23日 40 80 4艮カl カミり
575-585 

1/61 
トー一一一一一一

3 
卜一一一一一

エイ I 296K9 54 6 231 

6回 11，780 32ラ 35 20 ラI1，390 5 
一一一 ト

9月8日
皆 無 |大 破 網

一 175.~ 



幸 洋 丸 1 5 日

海区 水 深 m キチジ
サメ アプラ カラス

記事メヌケ 水 深 m キチi/
サメ

ヵνイ ヵνイ カνイ カレイ

88 

89 

90 

104 

I 76-← 



単位 Kg 

枝 丸 2 3 妙、 栄 丸

アプラ ガラヌ
記事メヌケ 水 深 m キチジ

サメ アプラ カラヌ
メヌケ 記 事

カレイ カνイ ヵνィ ヵνイ カレイ

I回| OKg 
皆 無

9月7日
40 75 恨がかり

5伺-580 

l回| 115Kg 40 

9月8日 40 50 小石入網
605 -640 

9月8日 15 15 破オァター父網叉
655 - 625 

9月20日 110 150 
565-570 

1/31 127Kg 55 72 

3回| 380 165 215 

9月7日
30 40 

恨がかり
715-750 破網

l回| 70 30 40 

-177ー



ツプ資源開発調査

I 調査目的

本県日本海において， カニかごにツプの混獲がみられ， また，他県船によっても相当混獲されている

ようなので，ツプ資源の分布状況および企業の見通しについて検討し，漁業牛一産の向上と沿岸漁業経営

の安定をはかる。

E調査内容

(1) 調査期間 昭和45年 3月1日~同年 3月 31日

間調査員および調査船

調査員 技師赤羽光秋

調査船

(3) 調査海域

(4) 調査項目

技師田村真通

福宝丸 2.0 1トy 1 1馬力

青森県日本海海域

① 分布状況

② 漁獲物組成

ll[詞査結果

①分布状況

ツプ箆漁場開発計画図にもとづき，ツプ籍2放(1放 30ケ)を使用し，餌料は底びき網漁業で漁

獲された雑魚を網袋に入れ使用した。調査期間中時化の日が多く・調査を実施したのは 7日間であった。

調査実抱海域は，鯵ケ沢沖WN W 7， 0 0 0 - 8， 0 0 0 mのNo.tl海区(水深 60 -6 6 m )， No. 1 2 

海区(水深 78-80rn). NO.13海区(水深 75-80m)およひ糠ケ沢沖NW9，000 m， No24 

海区(水深 92-95m)ならびに鯵ケ沢沖NE/Nl/2N7-8マイノレ巨岸2，00 0 m海域(水深

20m)の 5i海区であった。

この海区で漁獲があったのは 12細志 1 3海区の2海区で漁獲量は下表のとおりであった。

海-------区::::--~種---------類\ セず メ吋 ノリ 刈#汁J エゾポラモドキ エゾタマガイ

1 2 5つ 2コ 4コ

1 3 2コ 6コ 。
計 7コl 8コi 4コ

② 殻長，体重組成

-11通¥j'IL 均殻長 平均体重
モスソガイ 3.2cm 9.4 '1 

3.7 cm 4. 1 '1 

ヱゾタ 7 ガイ| 2.5 cm 11.1 '1 

@漁獲と水深，底質との関係

末尾に示した操業結果表及び，第 1l辺操業位置図に表わしたように，ツプ(モヌソガイ)の入籍し

た場所は，水深150m，海底砂泥質のとこんに見受けられ，水深及び底賓が異るとこるでは，出現し

なかった。

一178 



叉， ツプが入籍した場所では， 他の貝類も入箆し， 単一種としての入籍はみとめられなかった。

N 今後の課題および問題点

本調査はきわめて狭い海域の調査しか実施出来なかったので充分な分析を加えることはできないが，

一応棲息していることが判明したので今後は時期的な分布状況と，漁具，漁法の解明に努力を続けたい。

縮尺 l: 250，000 

NN羽7

第 1図 操 業位 置 図

ー-[79-

20ザ例伊級鰍線

NNE/fL 官U 小
/ んf同出
叫/
@12j  

Jぅ /出来島

町
;' / 
/ 

~// 

鯵ケ沢町

凡例
① 

/ 
第 1回投箆位置



質材仕様

使用鉄棒 9粍

従律本数 6本

使用網地 クレモナ 12号

中輪より上 120粍(4寸目)

より下 4う庁( 1. 5寸自)1/ 
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ツプ籍操業結果表

操業次数 1 2 3 4 5 6 7 8 

投 寵 &J1印4.5E5 
3/16 

31/2.2220. 3 ~ id27 iP7 的~
93/.3239 ~ 31/429 5~ 

日 50- 143.01~ 0 12.40 11. 20 10.25 10.05 1155 

揚 3ω/.120日7.4~ 0 
3/23 

lcz~ 73./0280.8 ~ 15 
7 ヲ/'1)

iG3~ ~~ð ~:;6--時 " .45- 8: 30-
13.30 30 8.20 50 8.ヨコ 9. 50 

位 置を2EAレ弁天蛇 弁務w 弁奇貯w 弁奇野w 高品1.川f{ 弁~N紗8.N5 弁士昨N'7N 
羽/NW

水 深 6D-66m 75 m 92_9ラm 78-80m 80m 22-25m 22m 19-21 m 

底 質 砂、 泥 砂、 泥 砂 泥 細 砂 砂 砂

流 投 籍 SW  W ESE E E N N N 

向 揚 " E ESE E N E E N N 

水 投 籍 一 一 6.8"0 7，0 7.0 7. 0 6.8 7.4 

温

(ω骨 場 " 7.0 6.8 7. 0 6.8 6.6 一 一 一

使用籍数 33 30 30 30 30 30 30 30 . 
投籍方向 SW SE ESE E/S E/S N N S 

漁
モヌソガイ 5個 2個
(ツプ)

エゾタマ 4 。
ガ イ

エゾボラ 2 6 
モドキ

獲 計 。 。 。 11個 8個 。 。 。
備 考 岩手水試 ヒトデ 5 ヒトデ 5 餌料の約 餌料の約 餌料は全 餌料峨

作成の寵 個人った。 ケ入った。 半分は， 3分の 2 部潮虫に っていな

にアプラ 漁具は3 潮虫に食 は潮虫に 食われて かった。

メ l尾 ケ所切断 われ令空 食われ， いた。

またイ也の され， 籍 であった。 空であっ

簡にヒト lケ流失 た。

デ l個人 した。

った。
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沿岸重要資源委託調査

I 調査目的

イワ i/類.アジ，サパ，スJレメイカの資源動態な把握するため魚体調あ漁況調査を実施する。

E調査内容
(1) 調査期間・H ・H ・-・昭和44年 5月~昭和45年 1月

(2) 調 査 員'"・H ・..主任研究員斎藤重男.技師沢田兼造臨時事務手清野さつ子

(3) 調査地域・・H ・H ・-鯵グ沢，船岡，後潟

(4)調査項 自

(イ) 漁況調査・H ・H ・-・イワν類， アジ'. -!Tパ，スJレメイカ
但) 多項目謝査

(a) イワν類・ H ・H ・-・体長，体重，性別，生殖腺重畠卵径，脊推骨数，胃内容および稜類。
(b) マアジ・H ・H ・..…尾又長，体重，性551]，生殖腺重量，肥満度，胃内容物および種類。

(c) マ分パ………・・尾又長，体重，性別，生殖腺重量，肥満度， 胃内容物および種類。

(d) スJレメイカ…・・外套長，体重，性別，生殖腺重量，成熟度輸精管重量，輸卵管重量，精爽のう

重量，アン卵腺長，アン卵腺重量，交接の有無.胃内容重量および種類。

い)パンチング調査
(斗 スJレメイカの標識放流

(刈 マサパの標識放流

亜調査結呆

鯵グ沢では一本釣KよるスJレメイカ，船岡，後潟では小型定置網で漁獲された カタクチイワν，
マイワν，マサパ，スJレメイカ，マアジの各魚種の多項届，パンチング調査乞実施した.

調査尾数は多項白，パンチング調査を含め，カタクチイワ乙/2，04 8尾，マアジ 1，39 1尾，マサパ

1.8()5尾，マイワν521尾，スJレメイカ 5，7 5 0尾である。

(li 漁況県統計課Uてよる昭和44年 1月-11月末現在ーまでの 6魚種の漁獲量はつぎのとなりである。

(イ) マイワ ν…'..・H ・..漁獲量は 12 0トンで昨年同期の

(吋 カタクチイワ ν……漁獲量は5.66 9トYで昨年周期の 96.3%であるo

(.11 ワJレメイワレ・ H ・H ・..漁獲量は僅か 23K9で殆んど皆無の状態である。
件)マ ア ジ…...・H ・-・漁獲量は73 1トンで昨年同期の 78.5%である。

(ォ、) スJレメイカ…，..・H ・..漁獲量は97.2 4 7トンで昨年同期の 69%である。

ト)マ サ パ・H ・H ・..…漁獲量は 14 6.2 7 2トンで昨年同期の72%であるつ

(2) 魚体調査

(イ) カタクチイワν
la) 体長組成

6-1月までの調査期間中の雌雄別の体長はつぎのとおりである。

雌H ・H ・-・・体長は 7.0-1 4.0 聞の範囲vc分布しモードは11.5cmvc認められ，体長 11 cm以上
の大型群の出現率は 51. 1 %.それ以下では 48.9%となり，大型，中型群の出現率

は大き/工差異は認められない。

雄...・H ・..体長は 7.5-1 3.0 cmの範囲K分布し，モードは 10.5. 12.0cmVL認められ.11

cm以上は52.6%. それ以下は74.4%で若干大型魚の来遊が多くみられた。

またパンチング調査(毎白 10 0尾 )VCよれば，体長 11 c和以上の大型若手は 41. 1 

%.それ以下では58.9%となり中小混合苦手の来遊が多くなっていた。
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陸奥湾K来遊するカタクチイワνは6-7月にかけては成熟蔀他の月は未熟群で
る。

(b) 体重

6-1片までの調査期間中. 2. 4 -3 6. 4 r;の範囲K分布し，最大の群は6月で成熟訟，旬別
平均体重では 11月中旬.これについで 1月初旬の}I民となっているがいずれも未熟の群である。

また雌雄別平均体重(旬別)は雌が大きい値乞示している。

(c) 性別

xZ検定によれば7月 16. 25日に有意差が認められた。

(d) 生殖線

6-1月までの調査期間中は 2旬以下_30.IfO淵図に分布し，最大は6J:lである的 6-7月

をどのぞいては殆んど O.1 r;以下のものである。
(e) ，!1s 径

6-7月にかけては 0.63 -0. 9 6腕，それ以降でι0.03 -0.1 67lUfl範囲のものが最も多か

ったが最大は 6. 7片である。

(f) 脊推骨数

44-46個の範囲K分布し，昨年同様45個が最も多かった。

(g) 胃内容

殆んどのものは空胃か 0.1r;以下のものが多く 0.3r;が最大で融業員については消化して不明で
ある。

(吋マイワν
(a) 体長組成

9-1 1片(4回)にかけての体長は 11.3 - 1 6. 1 C71iの範囲K分布しモードは 12， 1 4.5 

cmの二峯が認められた。

(b) 体重

調査期間中は 16. 2 - 4 9.!; r;の範囲に分布し. 1 1月中旬が最大である。
(c) 性比

XZ倹定によれば有意差は認められない。

(d) 生殖腺

O. 1 r;以下のものが殆んどであり O.2 r;が最大であったが未熟の個体である。
(e)卵径

0.1-0.1 67lUflの範囲K分布し. 1 1月 24日に調査のものが嵯かながら値が高い。

(f) 脊推骨数

50-5 2個の範囲K分布し. 5 1個が最も多かった。

(g) 胃内容

殆んどのものは空胃かO.1 r;以下であるが.11月 24日. 1 1月 16日調査のものは0.2-
2.2 r;でカタクチイワν乞食していた。

十守マアジ

(a) 尾又長組成

例年陸奥湾K来遊するマアジは尾又長 13四以下の群が王体をなし，雌雄の判別も困難な若年

魚であるが調査期I問中の!;-1 1月までは 5.5 - 1 4. 5 cm VC分布し 9.5. 11.0C7Jiの二主義が認め

られた。

(b) 体重

!; -1 1片までの調査期閣中は2.9-4 7.7 r;の範囲に分布し. 1 1月中旬が最も大きい値乞
示していた。
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(0) 性別

未熟な群であり雌雄の判別は困難であった。

(d) 生殖腺重量

すべて痕跡すらとどめね未熟の群で不明である。

(e) 胃内容

o. 1 '}以下の個体が多かったが. 1 1月 5!::l. 1 6日K調査したものは 0.2-2. 2 '}のカタク
チイワν乞摂餌していた。

(f) 肥満[芝

旬別平均肥満度は 12. 6 8 --1 4. 4 5 VC分布し. 1 0月は 14台で最も高く. 1)月下旬は 12 

台で最も低かった。

伺マサパ

(a) 尾又長組成

本年の最大は7月 16日調査のもので 19. 0 -2 8. 0 cm VC分布し，モードは 23. 2 4仰の二

峯が認められた。

他の調査日のものはすべて属父長24cm以下の群であった。昨年同様初漁期K大型先行がみら

れた。

(b) 体重

7 --1 2月までの調査期間中は 11--270'}の範囲に分布し. 7月中旬が最大であったが，

これKついで 11月中旬となっている。

(0)性別

調査期間中雌雄の判別したものは11月 25日. 1 2月 24日の 2日閣で他の調査日の雌雄別

は不明であった。

(d) 生殖腺重量

雌雄の判別ができたものは 0.1'}以下，その他は痕跡すら認められず不明であった。

(e) 肥満度

調査期間中は 7.5--1 5.0 VC分布していた治、月別平均では 10月が最高となっている。

体)スJレメイカ(鯵グ沢)

(a) 外套長組成

5月 17日-7片 21自にかけての外套長は 12--26αn('C分布し，モードはそれぞれ 14. 

1 6--20仰に認められる。 7月26日--11月 10日にかけては 15--28cmVC分布し，モー

ドは 21. 22crn('C認められた。

(b) 体重

5---11片までの調査期間中雌では 48--471'}. 雄で付 43-409'}の範囲K分布し，

雌では 11月，雄では 8月が最大であったが.}j別平均では外套長K比例し雌が大きい。

(0)性別

X2検定Kよれば5%の有意水準で7月 21日. 8月7日.10月 15日.調査のものκは有
意差が認められたが.雌雄刃IJの平均では雌50.4 %.雄49.6%で大差はない。

(d) 生殖腺重量

雌ではO.1 '}以下から 28.2'}の範囲K分布し. 7月 21日調査のものが最大(2 8.2 (j九

推で拡O.1 '}以下から 18.7 '}の範囲に分布し， 9]j 1 6日調査のものが最大(1 8.7 '} )であ

った。

(e) 輸精管重量および貯精のう重量

本年は輸精管('c貯精のう重量乞加えて側定したが，分布巾は 0.1'} --5.3 '}で最大は 8月 20

日， これKついで9月 25日. 1)月 10日， 7片17日となっている。
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(f) 精爽のう

0.1 -7.0 g の範囲K分布し. I:l月 12日調査のものが最大であった。

(g) 輸卵管室量

0.8 -4  2.0 gの範聞K分布し，最大は7月 21日の 42gこれについで9月21日(19.4 

g )， 7月 17日(1 6.8 g )となっている。

(h) テン卵腺長

1 0.0-1 3 5.0鵬の範囲に分布し，月別平均では 7片，旬別平均では7月下旬で，これKつ

いで 9月となっている。

(ュ) テン卵腺重量

0.7 -1  6.9 gの範囲に分布し， 7月下旬の 16. 9 g， 1 5. 5 gが最高である。

(j) 成熟度

半熟，完熟状態にあったものはl雄では6.80/0.雄では 14.7 %で全調査尾数の 10.7%で昨年

( 4.6 %)より高い比率となっている。

(k) 交接

本年の交接率は 18.7%で昨年(7.2%)に比し高い値乞示しているカ>. 9月K最も多いこと

は昨年と同桜である。

(1) 胃内容

本年の最大は雌では7月21日の 35.0 g，雄では 10月 30日の 35. 5 g.でス Jレメイカ乞食

していた。旬男IHてみると 11月上旬が雌雄ともK最高であるが，全調査期間中の平均では雌1.1

g.，雄1.6 gで大きな差異は認められない。

同スJレメイカ(後潟)

(a) 外套長組成

5片 25日-8片5日までは外套長は 6.0-2 O.ocmの範囲K分布しモードは 13. 1 4.8. 1 6. 

1 7 cm(!L認められた。しかし 11片 15日Kはそ-，. 1 9. 2 O. 2 3 cmの三峯含有-する訟の来遊が

あり. 1 2月 15日にはこれまでと一変して 19-31cmとなり 27cmεLとの特大群が来遊して
いる。

この 27-31cmの群は嘘奥湾で調査したものの中では最大の個体であった。

(bi 体重

5 jj-l片までの調査期間中雌では 6.0-8 0 7 g.，雄では 10.0 -5 0 3 g.の範囲K分布し，

雌雄ともに 12月中旬が長大であった。

(ロ)性別

活検定の結果5月 24日， 1 2月5日調査のものに有意差が認められたが，雌雄知jの総平均

では雌51. 00/0.雄49.0%である。

(d) 生殖線重量

雌では O.1 g.以下から 14.0g.，雄では0.1g以下から 10.1 gの範囲に分布し，とも(!L1 2 
月 15日調査のものが最大であった。

(e) 輸精管重量および貯精のう重量

輸精管に;貯精のう乞加えて測定したが殆んど輸精管も白化していないものが多かったが. 1 2 

月 15 E:l には5.3 g.で最高，これについで 11月 16日(3.4 g )である。

(f) 精爽のう重量

0.6 -2. 9 'Jの範囲に分布し， 1 A 6日調査のものが最高であった。

倒的卵管重量

殆んどのものは未熟の群であるが" 1 2月 15日調査のものだけに1.1 -5.6 'Jであった。

(h) テン卵線長
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5.0 -9  L 0胸の範囲に分布し.12月15日調査のものが最大であった。

(i) アン卵腺重量

0.5 - 9.1 9-の範囲K分布し. 1 2月 15日調査のものが故大であった。

(j) 成熟度

半熟，完熟状態にあったものは雌ではそれぞれ 0.4%で雄の半熟状態のものは 2.9%で完熟の

ものはなかった。

(k) 交接

本年の交接率は 7.3%で昨年(4.6 %)に比し高かった特に 12月 15日(iC調査のものは 17 

尾のうち 15尾に交接がなされており，調査期間中最も多かった。

(1) 胃内容

本年ω最大は雌ーでは 12片 15日の 44.5九雄では 11片 15日の35. 0 ;;でカタクチイワ
νを食していた。

全指査期[習をどとおしての平均は雌 3.1)f}.雄3.3f}で大きな差異は認められな!ハ。

(31 スJレメイカ標識欣流

(a) 目的

スノレメイカの分布移動画遊を究明し漁況との関係会明らかにする。

(bi 実施内容

北上群生対象として日本海では 6片 108. 1)月 11日K権現崎W/N1 2也鯵ケ沢W/N

6 3浬で計1.656尾乞政流し，同捕足数は 14尾(0.1) 5 % ).径i曲目数は 10 -7 0日で，津

軽海峡，奥尻，小島，漁場で再摘された。

太ミj'-i羊では北上群. l'判下群乞対象として8月9日. 1 9日. 27日. 1 1月 24日. 27日に殆

んど鮫角i中で1.0981言を欣流し再捕尾数は 3足(0.2 7 %).径過日数は L0 -5  7日ですべて

岩手県とど崎， dJ回湾口で丙捕された。

日本向太平洋乞含めての始、政流忌数は2.754尾，再捕尾数 17尾(0.6 2 %)である。

(4) マサパ標識放流

(a) 自的

日本海区水産研究所に協力し，陸奥湾内，後潟i中2浬で 10月 15日.16日の両日 Kわたって

1，01)6尾を放流したが再捕尾数は 34尾(3.1 4 %)，径過日数は1)-17 3日(1尾は昭和

4 5年 6月9日当場に届出)で 33尾は陸奥湾内の小型定置綱(1尾は一本釣}で再捕され，再捕

率の高さからみてこの岩手は湾内に滞泳していたものと忠われる。

ただし 1尾は昭和、15年 4片6日新潟県両津市和木i中で 17 3日径過後，再捕されているが太平

洋側からの舟捕発見の届出はなかった。

W 今後の課題と問題点、

(1) スJレメイカ

本県沖では沿岸域を北上，南下する冬生t1訴が主体をなしているが外套長，生殖版，成熟度など

よりみて仲合群との交流状態乞究明したい。

また，多項目誠査結果から漁75t'.との闘連をと究明したい。

(2; マサパ

陸奥湾内(iC来遊するマサパは例年尾又長 24m以下の群が主体乞なしておりさして課題とするもの

もないが，僚識欣流乞実施して日本海，太平洋への回遊状態を究明したい。
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沿岸漁場細密調査

I 調査目的

沿岸漁業振興の基礎となる漁場形成の基本的要因を解明し，人工魚線設置の適地増殖対策，年間操

業計画K対する指標を与え，漁莱経営の合理化K寄与する。

E 調査内容

(1) 調査期間 昭和44年6月 1日-8月 20日

(2) 調査員及び調査船 調査課長 豊川 毅

伎 師 沢田兼造

技 師 真 木序夫

観音丸(6.06トシD35馬力)

(31 調査海域

青森県日本海沖合

(4) 調査項 自

a 水 深

b 底 質

c 海底地形

d 潮 流

e 水 温

E調査結果

a水 深調査方法として調査海域を磁針方位東西南北それぞれ 1000m毎に区画し，その分画

線上を航走して水深を測定した。これらは，調査終了後5万分の 1図面K測点毎VCTn数で

記入した。

b底 質 aと同様2，000m毎K採泥し，採泥点毎K記入し，更K岩盤. (R)，礁，砂利，石

(G， CS， ST. )邑l、，細砂(S， F S ).砂泥，泥(SM. M). の 4種に区分して

底賀範囲を明らかにした。

c海底地形魚群探知機を使用して分画線下における海底地形を記録し，記録紙を整理し，写真撮影

して保存した。

d潮 流極沿岸部における潮流の流向，流速について，簡易i流速計を用いて調査した。この結

品津軽海峡入口に附近同いて，時速4t里を観刷した以外は，樹立 1浬内外で急潮域は，

i海峡部以外は，詞査時期(6-8月)には，少ないことが分った。

日今後の謀題及び問題点

(1) 本調査結果については，調査後，水深，底質，海底地形等を綜合して，南北二枚の地図K作成関係

方面K配布してこの有効利用方Kついて広報しているが，更K海底地形の存在様式などについて，実

際の漁業生産と結びっく形で考察を加え，漁業生産と漁場形成との相互関係Kついて究明する必要が

あるa

(2) 漁場として更K開発される余地があると考えられる場所について，漁業試験を遂次実施することK

よって，未利用海面の高度利用を計る必要がある

-188-



日本返さ yド蒸歳費函
n倒.
区53R(搭盤)

b州ll'yJ

P;~;I tS'.csバ
じコ門門S明

/ 

有R記jO，‘odO

-18少ー



日本海，F.琢斉欝函

ι I 9 Cトー



日本海水深奈啓図

一191



並型魚礁設置効果調査

I 調査邑的

沿岸漁場の漁場改良造成を届的とした並型魚線設置の投資効果ならびに設置効果を把握し，今後Kお

ける魚樵設置の適地ならびに効果的設置のあ b方を見出し，効率的投資効果を図る。

E 調査内容

(1) 調査期間

(2) 調査員及び調査船

(31 調査海域

(4) 詞査項目

a 漁獲量調査

b 漁業試験

c 魚礁利用状況調査

d 漁場環境調査

目調査結集

aの 1 漁獲量

昭和44年 4月-45年3月まで

調査課長 豊川 毅

技 師真木序夫

詞査船は詞査の都度傭松した。

東郡小湊町浅所沖合

調査海域における並型魚僚の事業実施主体である小湊漁業協同組合Kおける昭和44年(1}j 

-12月)における魚種別，漁業類別月別漁獲量を調査し，過年度Kおける漁獲量と比較するこ

とKよって，全体としての漁獲量の推移を明らかKすると共に旬、篠と関係の深いカレイ，ヒラメ

アプラメ，ソイの 4魚種Kついては，特にその数量の増減のよって来るところを追求し，魚線設

置効果の有無について考察した。これによれば，魚篠設置後における漁獲量は，必ずしも，遂年

増大傾向は示していないが，漁総投入最初の年次である 37年度漁獲量と比較してみるとカレイ，

ヒラメ，アイナメは，増加しており. :Jイのみ，ややした控jる結呆と在っている。

aの 2 標本船漁獲量

魚篠漁場を利用する業種は，一本釣，刺網，カゴ漁業であるが，これらの菜種に従事する漁

船の中から標本船を選定して，毎日の操業成績を記録してもらい，これを整理，集計して魚犠

における漁獲量を把握する予定であったが，この提出が順調になと左われ左かったた糊白合の受

託伝票の中から標本船の漁獲量をとって，魚篠Kおける漁獲量を推計した。

b 漁業試験

7.9.3月の 3回三枚潤Kよって実施した。

各回とも漁場が異なり漁獲成績は. 7.9月は. :Jイ，アイナメ，メパJレの外サメ，サノ'.νヤコな
どが羅射し，反当尾数は 7.0-7.4尾であったが. 3月はカレイ 4尾カニ 1尾で，反当尾数は O.4尾

であり漁業者の利用期間である 5-1 0月以外は，集魚が少いことがうかがわれた。

c 魚候不Ij用状記謝査

魚篠効果を示す一指標として，魚篠の利用状況を調査した。

調査方法は，組合の受託伝票の魚種組成や漁獲量から推計 rる方法と漁業者にアンクート用紙を渡

して記入してもらう方法の二つの方法によって調査したが，両方とも極めてラフな方法であるためも

あって，利用度数K大きな差異を生じた。しかし，短い期間ではあるが5-10月の期聞は，相当頻

度で利用している ζ とがうかがわ恥， ζ の意味での効果は高いと推定された。
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d 漁場環境調査

アクアラング潜加工らびに水中テレビKよる魚繰漁場の観察と，一般的環境としての底質， 水深，

潮ぬ透明度，水温などについて調査した。これによれば，魚線漁場は特に周辺漁場と異なった環境

を形成してはいないが，餌料生物の魚樵への附着や，魚、保の陰影形成が集魚効果を高め，調査時点

Kおける観察では，ソイ，メパJレ， νマダイ，アイナメカワハギなどの魚群が見られた。

目今後の課題及び問題点

1. コンクリート魚繰κ集魚する魚援にもよるが，投入から集魚効果をあけるK至るまでには，かな
りの時[理的経過が必要であることは一般的K言われているがこの原因を究明し，更K短期間で集魚

させる工法素材等を研究する必要がある。

2. 魚繰カ粕岸魚種の資源再生産V亡効果を有していることは推察される内各魚種の生態調査も件

せてなこ左い，魚礁効 1果。〉側面を理論ずける必要がある。

3. 魚t震が餌科生物の豊度を高め，集魚、効果をあげていると考えられるので，餌料についての研究をす

る必要がある。

4. 魚繰の効果を正しく評価するためには，調査機関が努力することは勿論でりあるが調査地における

関係者の協力闘係が更に高められる必要がある。
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昭和 44年 1片-12月，小主主漁協資料
ー

魚¥種¥名札'-，-制 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2 計

サ メ 2，101 222 273 290 2，886 

タ イ 7 20 

カ レ イ 10，463 10，138 う， 716 13，959 11，589 14，002 25，211 33，657 35，526 25，851 20，928 18， 153 22う， 193 

ヒ フ メ 25 2，830 1，494 836 1，824 1，612 6， 228 2，318 5，285 う， 199 3，103 794 31，548 

ソ イ 224 57 123 117 214 994 2，588 1，186 256 511 1，240 21 7，531 

アイナメ 1，476 4，698 5， 546 1，720 1，295 2，416 3，291 6，519 4，824 4， 730 3， 531 2， 187 42， 233 

カナガレラ 16 278 949 1，060 730 896 1，838 2，413 2，148 1，574 1，634 938 14，474 

そ の他 3，956 3，449 2，787 1，150 1，036 2，887 4，081 895 2，392 1，701 1， 395 25，729 

百十 349‘621 

ホタブガイ 11，538 3，838 7，844 268 550 lあ， 000 1，000 178，360 32ヲ， 398

その他 16，752 20，230 12，203 7，969 7，625 2，595 29 4，711 2，174 13，576 87，864 

計 417，262 

タ コ 336 359 954 93 167 279 381 57 36 9 46 29 2，746 

1ニ ピ 759 1，445 158 2，362 

カ ーー 472 204 1，015 2，286 1，764 55 う， 796

ウ 一 1，473 2，377 546 4，396 

ナマ コ 12， 6CJ2 ヲ， 783 916 1，204 174 9，055 27，734 

ホ ヤ 204 580 590 2，335 802 2，316 1，972 1，937 1，013 1，304 168 13，221 I 

フジツボ 2，600 18，364 14，734 35， 701 

百「 91，957 

~ゴk 計 手壬竺 50，500 42，844 51，369 42， 369 30， 970 50，805 17う， 750 51，760 46，074 44， 274 214，058 86う， 460
し一

魚種別月別漁獲量(単位Kg) 表第

日

匂

ふ

チカなどである。ヤリイカ，

貝類の場合は，種類Kより殻付，又はむき身重量のため，別表〈業態別月別漁獲量)と相具する。

藻類は，資料が不正確と考えられるので，除外した。員知、のその他は大部分モスソガイ(ツプ)である。

魚類のその他の欄K含まれる魚種は，サヨリ，メパJレ，vマイカナゴ(カラハν).アンコワ，ェィ，スミイカ，

要t商



効果調査報告書、
小主主漁協資料ノ

〆昭 43年分
、t出44年分

魚礁民連4魚種のj:j別漁獲量比較

~ 
ノl イ ア イ ナ メ ヒ フ メ カ イ~~ ν 

43 年数量 4 4 年数量 4 3 年数量 4 4 年数量 43 年数量 4 4 年数量 43 年数量 144 年数量

1 4 0 224 650 1，4 7 6 4 7 2 5 6， 7 2 0 1 0，4 6 3 

2 1 4 0 5 7 490 4，698 1 4 0 2， 8 3 0 4司 200 1 0， 1 3 8 

3 1 0 7 123 う， 54 6 254 1，4 9 4 7，50 0 う， 7 1 6 

4 3 2 0 1 1 7 1，36 0 1，7 2 0 2 0 0 836 1 0， 3 0 0 1 3， 9 5 9 

5 214 1，60 0 1，2 9 5 360 1，8 2 4 9，600 1 1，5 8 9 

6 1，3 5 0 996 3，8 0 0 2，4 1 6 750 1，6 1 2 1 2，0 0 0 1 4，0 0 2 

7 2，460 2，58 8 4，2 4 0 3，2 9 1 1，1 0 0 6，2 2 8 1 1，0 0 0 2 5， 2 1 1 

8 3， 1 I 0 1， 1 8 6 3，0 2 0 6，5 1 9 620 2，3 1 8 1 4，8 0 0 3 3， 6 5 7 

9 79 0 256 4，0 2 0 4，824 3， 2 0 0 う， 28 5 2 8，4 0 0 3 5，5 2 6 

1 0 2 5 3 5 1 1 4，97 3 4，7 3 0 3，60 0 う， 1 9 9 2 4， 0 0 0 2 5， 8 5 1 

1 1 1，2 6 6 1，2 40 4，244 3， 5 3 1 1，り o0 3， 1 0 3 2 7，7 0 0 2 0，9 2 8 

1 2 216 2 1 1，7 1 5 2， 1 8 7 1，9 5 5 79 6 lう， 18 0 1 8， 1 5 3 

計 1 0， 0 5 2 7，5 3 1 3 0， 1 1 2 4 2，2 3 3 1 4，1 2 6 ソ 1，5481171，4001225・193
i魚類対比 3.7% L. 1 % 1 1. 4 % 1 L.O% 5. 3 (/il I 9. 0 %l 6 4. 7 % I 6 4. 4出J

(K9 ) 
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三枚網による漁莱試験結果

試験片日 操業時間 漁 場 i魚、 獲 物 備考

4 4.7. 1 5-- h m 
3 7年旬、篠

ソ4 アイナメ ガヤ カレイ
4 4.7. 1 6 1 2-3 0 1 2尾 7尾 3 5 ks o 2 0 f己 741さ 0.0 e:m 
4 4.9.1 9-- h m 

3 9 i二十三魚、候 ソイ アイナメ ガヤ ， メノ~Jレ ' 
4 4. 9. 2 0 1 2-30 1 5 1 0 2 7 31主 i/-ャコ'I5MI 70 1 2 5ml~Jj各 1 0 
4 5.3.1 1-- h 

よ

m 
4 2 /q::魚、保 / / / 4 1 1 5 利回尺内割40%4 5.3. 1 2 1 4-0 0 

計 2 7 1 7 6 2 7 361 149 色水色。

表3 第



第 4 表 アンケート調査結果表

調査項 自 調査数 結 果 内 訳

使用漁船トン数 2 0 1トン以下 10% 1-3トシ 70% 3トンJd._上 20%

漁菜種類比率 " 
釣 7Oo/<n縄 55%.刺網450/(;桁網250/<nカゴ50%， 
養殖 70%

利 用 率 H 利用している。 100%

魚 礁 位 置 " 大体知っている。 10 0% 

35% 70% 70% 50% 70% 70% 
利 用 魚 礁 " 3 7年魚俗， 38年全.39年全， 40年全， 4 1年全， 4 2年全

5% 45% 1 0%  2 0%  20% 
船毎の魚礁利用率 1/ 

20%利用， 3 0%利用. 40%全. 5 0%台 不明

魚礁での多獲魚
100% 80% 20% 

" ソ11， アイナメ 2， ナパJレ2

。 75% 100% 60% 25% 。
利 用 時 期 B 

1-4片， 5-6片， 7-8片， 9 月 1 0月. 1 1 --1 2月

95% 20% 10% 40% 50% 
魚樵の良い点 " 漁獲が多い，高価な魚、がとれる，近距離，経済的，操主主しやすい

悪い点
1 0%  1 00% 5% 

" 
1/ 

漁獲が小さい 漁場が狭い操業しにくい

75% 。 。 25% 
魚礁効果の判陽1 " 効果大きい効果少ない効果なし 回答なし

1 00%  。
設置について意見 M 

継続実施すべえだ その他

手IJ 用 7移 態 p 50% 2 5% 25% 
カコe網 刺網 一本釣

者
95% 。 5% 

利 用 M 

多い 少い 回答なし

魚篠の評
55% 80% 25% 

11 

生産量増大 密漁防止 増鐘K役立つ
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タイヤ魚線設置効果調査

I 調査目的

沿岸Kおける漁場造成の一環として，従来のコンクリートプロ y クK代わるものとして，経済性と投

資効果を図るため不要タイヤを利用し，沿岸漁業経営の安定K寄与する。

E 調査内容

(1) 調究期間

昭和44年5}j22日~昭和45年 11月10日まで

(2) 調査員及び調査船

調査員櫛市，沢田兼造，主任研究員斎藤重男

調査船試験船青鵬丸 1 9.9 4トン 170馬力

傭船第 3長栄丸3.49トシ25馬力

(3¥ 調査海域鯵グ沢沖合(別紙第 2図)

(4) 調査項目

A タイヤ魚礁製作工程

B タイヤ魚篠設置適地調査

C 試験船瑞儲丸Kよる魚礁投入状況

D 魚礁効果調査

a 漁獲試験

b 魚種別体長組成

c 魚探反応調査

E 調査結呆

A タイヤ魚礁製作工程の見当

種々検討した結果安価で簡易な方法を選び本年度は概略下記図のとおり実施した。

一一 1(!フ
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B タイヤ魚礁設置適地調査

鯵グ沢漁業協同組合の共同漁業権漁場内で適地調査を実施し，設置場所を鯵グ沢港赤灯台から北東

2.2湿水深 2U-23mVC決定した。

タイヤ魚礁設置園

第2凶

タイヤ魚礁設置場所鯵ケ沢港から

北東2.2浬(距岸1.1浬の地点)

水深 22rn 

底質貝殻まじりの粗砂

図タイヤ魚像設置場所

-1ν9 
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試験船瑞鴎丸による魚礁投入個数及び投入年月日

昭和44年5月 24日から投入を開始し. 4臼閣(24.28.29.3 0 )で500本を，

-8月 27日の聞の 2日間で 300本，合計800本の設置を完了し吃。

魚、礁効果調査

員ぎケ沢樹尉姐の第3:&栄丸(3.9トン25馬力)を傭船し，魚、保設置場砂fを魚按で探索，魚泊筑応d祐I'ifをたしか

治崎 1:Lj>j匂てよる:察車:械を実施し九
謝査は昭和44 年 9 月上旬~1 1月上旬まで各月 2回(1 1月は1凪)実施したo
a 漁獲試験
9月-10月はタイが40-50%の漁獲を占め，エゾメパJレが 28-33%となっている。

9片. 1 0片は夜間の調査であるが. 1 1月上旬は昼間調査で，釣獲された魚種は9片， 1 0月

の夜間の場合と異り，アプラメ，ニ i/キベラであった。

9片及び 10月の 1魚獲量のうちどちらも下旬

における漁獲量が主i立を占めており，第4凶に

よると. 9pjでは上旬12%.下旬 22%であ

る。 10片は上旬 13%で，下旬45%の漁獲

となっている。

8月 22日

C 

D 

第 3図

円円吋

タイヤ焦礁月別魚種別魚獲高

% 

ニ

νキ
ペ
ラ

ア
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メ

小
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パ

ヱ
ゾ
メ
バ
ル

タエ IJ、キ

ゴサ
ノ、
lレノξ

魚タ
種

調査期間中における漁獲組戒は 9):Jはタイ

47%.エプメパJレ28%. サパ 24%の順

であったが.10月はタイ 49%. エプメバ

Jレ33%，サパは 17%で同じ傾向を示し，

1 1月は昼間調査の故か，ニνキベラ 61%

アプラメ 39υ仇となっている。

イス

旬別，漁獲高

イ

第4図

% 月別

11月10月9月丹
別

10pj分タイヤ魚縫漁獲高

日鴻 1 0月7日-10月31日(2日}

漁獲量尾数比率%

タ イ 5k 70 Oit 7 3尾 49.3 5 

エプメバJレ 3k830~ 1 5 " 33. 3 3 

小サ ，、. 2k020it 3 3 " 1 7.3 2 

計 IlIk550it 121尾 l 1 0 0%  

-20仁1--

表2 第9月分タイヤ魚礁漁獲高

[7識
9月2日-9月25日(2日)

漁 獲 量 尾 数 比率%

タ イ 3k790it 5 8尾 47.3 4 

エプメパJレ 2k220~ 1 0" 2 7.7 4 

サ ノ、. lk9359 3 2 " 2 4. 1 7 

キ ス 6 09 1 " O. 7 5 

計 8 k 0 0 5 9 1 0 1 " 100 判

表1 第
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第 3 表 1 1月分タイヤ魚儀漁獲高(昼釣)

M1  1月A
( 1日)

尾 数 比 率 % ------------漁獲量

アプラメ lku20g 3尾 3 8.6 3 

ニ vキペラ lk620" 1 7尾 6し36 

計 2k640" 2 0尾 100% 

% 
第 5 図

タイヤ魚礁魚種別漁獲高は下記図のとおりであ

魚
種

タイヤ魚礁魚種別漁獲高

タェメサ キアラニベ
ハ ジ

イ ブうレパ スプメキラ

b 魚種男lj体長組成 (次のページのと辛子り)

る。

⑮ エプメパJI/， 9月 25日の調査では体長モードが 19 cmと22 cmにあったが， 9月 25日の調査で，

体長の可Jは15-20cmモードは 20 crnとなり， 10月7日の調査では分布巾は 20-22cmで，モ

ードは 20αト 22crr(iiζあった。又10月31日の調査では分布巾は 16-22crnvてあり，モードは

2 1 仰にあった。

⑤ アプラメ， 1 1片 10日の調査では体長の分布Ipは23-29cmVLあり，モードは 23.2 5.2 9 cm 

にあった。。ニνキベラ， 11f310日の嗣査で分布巾は 15-19cmVLあり，モードは 19 cmVLあった。
⑬ タイ. 9片2日の調査では体長モードが10-1 1仰にあったが， 9月25日の調査で 18-1 9 

cmモードで分布巾は 10 -2 Ocm VLあった。 10月7日の調査では分布巾は 10 ~ 1 5仰にあbモード

は1OcmVCあゥた。 1U月31日の調査では体長分巾は10-24C怖にあDモードは13仰にあった。
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第 6図休長組成
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C 魚探反応調査

魚、礁投入位置Kおける魚探記録は下図のとおりで.投入前に比べ投入後の地形はやや変化し，魚

群の反応もでてきている。

投入後

投入前
) 

9月2日魚探反応

魚群

9月25日魚探反応

日今後の課題及び問題点

10月7日魚探反応

幸

10月30日魚探反応

魚礁

11月10日魚探反応

1 集魚効果は魚採によって明らかであるが，効果的な漁具，漁法の究明が必要である。

2 タイヤ魚礁設置場所を水中テレビ等による横重調査並に集魚調査を実施する必要がある。
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淡水養タ直同発調査

I 調査目的

パイカノレ湖産オーム日の木県湖渇と養魚池における適応性を検討し，これが企業性をも併せて究明し，

談水漁業の発展に寄与する。

H 調査内容

(1) 調査期間

(2) 調査担当者

昭和44年 4月-45年 3月

謀 長 長峰良典

相坂養魚、場長 三回 治

技 自耐 七戸喜太郎

11 青山 i偵夫

H 橋爪政男

(31 調査地域 : 相;坂養魚、場十二刷{落口ノ湖)

(4) 制査項届

a 養魚池における飼育試験

b 純生主({!;)J沼)飼育調査

c 湖沼渓境調査

目調査結呆

a 重量魚i也における飼育試験

昭和44年3}:j26日VCJ連から空路到着した約9万粒の受精卵は同日から 4}:jlO日Kかけてふ

化し，その推定ふ化率は 60 -7 0 %であった。ふ化後5-6日目からアJレデミアを与えその後生長

するにつれて肝臓→ベレットと移行したが魚体の生長経過は第 l表のとおりであった。

b 網生二週司育調査

1 0片 12日に平均全長6，6cmのオームり 4，200尾を収容して網生箕飼育を開始した。餌はニジ

マス稚魚用クランプJレを 1日300瓦与えたが冬期間でも餌付はよかった。 2}:j28日3棚届の網か

ら5蹴邑の網K交換した際の尾数は約200 0尾κ減っていたので，その!京凶を考えたところ，餌が
不適当であったため栄養不良で減耗したものと忠われる。その後クランプJレと豚肝識，生鮮魚を混合し

て与えることにした。生長の絵過は第2表K示した。

c 湖沼環境調査 夏期には成層がみられ水深 8m以深は無気層によって魚類は棲息出来ない。

冬期には成層が低下するが無気層は残っている(表 2-4) 

第 1 表 魚体制定結呆(相坂交魚、場)

測定年月日 6 9 7 0 
5. 1 6. 1 7.1 8. 1 9.1 1 O. 1 2.2 3.4 

3全ド長K7〈踊)1 1 2. 3 611 6リJ 噌J 内&噌4.47 マ40内ロ65 151 内J 向8I 5 9. 2 I 7 O. 5ヨF -E 3- ll 内e町1.0 I o .J内 U 

平体長均( 脇 ) 1 1 1. 2 7 1 1 3. 8 8 1 2 1. 0 8 13 4. 6 0 14 3. 8 5 15 1. 6 16 O. 5 16 O. 9 5 1 6 6. 2 17 L. 5 

平体均重 p 一 一 G. 1 0 I o. 50! 1. 0 8 11一一33 1 2. 2 I L. 2 9 1 3. 3 9 14. 0 0 
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第 2 表 魚体測定結果(十二湖)

測定年月日 6 9. 1 1. 1 4 ， 69.12 
， 

17 O. ヤO. 3.3 0 6 7 O. 1. 2 3 2.28 

測定尾数 5 0 5 0 5 0 5 0 5 0 

全 長叩 8.1-5. 4 8.6-5. 4 8.9-5.3 8.7 -5.9 8.5 -5.6 

平均全長明 6.64 6.8 3 6. 7 6 7. 0 6 7.2 5 

体 長 cm 7.2 -4. 6 7.8 -4.8 7.4-4. 7 7.3-4.8 

平均体重 m 5.74 5.95 6.0 1 6.1 8 

体 重 ♀ 3.5 -0，9 う.4-1.1 1. 3 -4.7 4.6-1. 3 

1平均体重 2.1 0 2.25 2. 3 5 2.50 2.8 2 

第 2 表 落口の池観測結果

観視l陣月日 4 4年 7月 24日

深 7}< 温 P H 
溶仔酸素 酸素胞和 硫化水素

m ℃ 時/L 度 % 呼/L。 2 1. 1 8. 0 1 1. 0 0 1 26.9 0.00 

2 18.2 8. 2 1 1. 6 3 1 2 7.1 0.00 I 
4 I 7.5 8.0 I 2. I 5 1 3 O. 9 0.0 0 I 

6 I 5.4 7.7 I 1. 6 9 I 2 O. 8 0.00 

8 8. 7 7. I 8.44 7 4.9 O. 0 7 

1 0 6. 2 6.9 3.80 3 1. 7 0.02 

I 2 5.5 6.7 O. 3 9 3.2 0.06 

I 4 5.3 6. 7 O. 4 1 3.3 O. 0 4 

I 6 う.2 6. 7 O. 2 9 2.4 0.04 

1 8 う.1 6. 7 0.00 O. 0 O. 1 4 

2 0 5.3 6.5 0.00 O. 0 O. 2 3 

湖 底 5. 4 一 一 一
観測時刻 14:05-16:10 

気 iAi 2 5.2 'c 

透明度 3.3 m 

に
UハU

η
J
L
 



第 3 表 落口の池観測結果

水 深 水 温 P H ηz ℃ 

。 1 O. I 7.4 

2 1 0.2 7. 4 

4 1 O. 2 7.4 

6 1 0.2 7. 6 

8 I O. 1 7.4 

I 0 7.9 7. 1 

I 2 O. I 7. 0 

I 4 5.6 7. 0 

1 6 5.4 6.8 

I 8 5. 4 6.8 

2 0 5.5 6. 8 

湖 底| 5.5 

観測時刻 14:30-15.20 

気 ふ回

'"工L

透 明度

3.6'C 

3.6 m 

第 4 表 落口の池観測結果

水 深
m 

。
2 

4 

6 

8 

I 0 

1 2 

I 4 

I 6 

I 8 

2 0 

湖 底 1

観測時刻

気温

透明度

水 温 P H 
℃ 

4. 7 7.5 

4.7 7.6 

4. 7 7.7 

4.7 7. 7 

4.6 7. 8 

4.6 7. 8 

4.6 7. 8 

4. 6 7. 8 

4.6 7. 8 

4.8 7. 6 

う.7 6. 9 

6. 0 一

5.6 m 

観測年月日 4 4年 11月 5日

溶存酸素 酸素胞和 硫化水素|
/fl(t/ L 度 % m官VL

9.8 9 9 0.7 0.00 i 

I O. 1 0 9 2. 9 0.00 

1 0.2 3 9 4. 1 0.00 

1 O. I 5 93.4 0.0 0 

9.89 9 0.7 0.00 

3.54 3 0.8 0.00 

3.2 7 2 7. 2 O. I 8 

2.60 2 1. 3 O. 3 2 

2.4 I 1 9.7 0.48 

0.4 7 3.8 O. 5 I 

O. 0 0 O. 0 0.8 2 

一 一

観測年月日 45年 1月 22日

溶存酸素 酸素胞和 硫化時/水L素
時/L 度 % 

I L 0 6 8 8. 9 O. 0 0 

I 0.9 6 8 8. I 0.0 0 

I 1. I 8 89.8 0.00 

1 0.4 9 8 4. I 0.00 

1 0.7 8 86.4 0.0 0 

1 0.7 8 86.4 0.00 

1 0.6 1 8 5.0 0.0 0 

1 O. 5 3 8 4. 4 O. 0 0 

8.78 7 O. 4 0.00 

2.89 23.2 O. 0 8 

0.00 0.0 0.4 0 

一
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目今後の課題および問題点

養魚池においては順調K生長しているが，広永大敵消性の魚であることから今後の経過を注視する必要

がある。

湖沼においては幼魚、期K入ってからの生長がやや鈍っていることの原凶のーっとして餌料が考えられ

るので，適正餌料の開発が望まれる。

湖沼の適応性Kついては今後の経過をみて検討する必要がある。

今までの飼育経過から見て成長が遅く，ニジマスに比べて全長が必 体重で.li{'L過ぎない，したがっ

て今後この次点を補うだけの長所として食味，繁殖力の 2点がオーム Yの交殖を左右する重要な要素と

なるだろう。
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ウ養殖試験ヨドジ

ドジョク養殖の企業性について検討

試験目的

ドジョワの養成方法と種苗生産技術の基礎計五え験をおこない，

し養殖業の確立発展につとめる。

I 

昭和44年4月-11月

次長頼 茂

課長長峰良典

技師 青山市貞夫

橋爪政男

稲垣付，本場

試験内容

試験期間

試験担当者

E 

(1) 

¥2) 

" 
(3) 試験地域

(4) 試験項目

養成試験

ドジョク養殖の企業性

餌料試験

種苗生産試験

農楽の毒性試験

a 

b 

c 

d 

e 

養成試験

春に全長8cm程度の種苗であれば短期養成で(秋までに)商品サイズ(1 0 cmJ2，l上)VC出来る。

放養量は 150匂/10 a.給餌料はドジョク重量の 10%/日がもっとも良かった。

b ドジョク養殖の企業性

水稲の収獲も加えると 10 aあたり約47.0 0 0 - 1 1 5.0 0 0円の粗収入が見込まれる(ドジ

ョワ 450円/匂として管理貧，胞設設を含まず。)

餌料試験

単→耳料の比較(魚、抗ぺレッ卜，米協堆肥)では魚粉がよく，魚粉と米糠の配合では魚粉2: 

米糠 1の配合比がよかった(第 1• 2表)

試験結集

a 

出

c 
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餌料別比較試験結果表

¥項--------------届----餌1 料 魚 粉 ペレァト 米 糠 堆 Æ~ 

試験期間( 7-9月， 6 8) 86 日間 86 86 8 6 

開 始 持 4 0 4 0 4 0 4 0 
A総尾数

終 了 時 3 8 3 4 2 7 3 5 

開始(b' ) I 2 8.7 1 2 8. 7 1 2 8.7 1 2 8.7 
B総重量('iJ ) 

終了(bつ 2 8 7.6 6 2 22.02 I 3 8. 7 8 1 1 4. 1 0 
開 ま台 8.8 5 8.85 8.8 5 8. 8 5 

C平均全長(cm)
終 了 1 1. 2 2 1 0.7 4 1 0.1 7 

闘 始 0.46 0.4 6 0.4 6 0.46 
D全長の標準偏差

終 了 O. 7 3 0.8 1 0.47 0.58 

1日体重(川
開始(e' ) 3.04 3. 0 4 3.04 3.04 

終了(e ") 7.5 7 5. 1 4 5. 1 4 ~I 
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項¥1LJ|魚、 粉lペレ 7 ト 米 糠 堆 肥

F不明尾数 2 6 1 3 5 

G総給餌量(~ ) 4 9 4 494 494 6 00 0 

H歩 留(%) 9う.0 8 5.0 6 7. 5 87.5 

I増肉係数 L.9 1 i 4.0 5 7 8. I 4 29.6 

J増重率 '2. I 5 1. 0 7 

K生長率 '2.90 2.5 0 i 1. 9 7 i 1.24 

第 2 表 給餌量比較試験結果表

F-瓦旦¥-f魚 粉 魚粉〉米糠

1 日の給餌率l魚粉(%) 6 4 

(餌重/ドジョク重} 米糠(%) 。 2 

給餌日数 〈日間) 1 0 G 100 

魚、粉(~ ) 360 240 
総給餌量

米糠(~ ) 。 1 2 0 

開 始 時 2 0 2 0 
A尾 数

終 了 持 1 7 2 0 

開始(b' ) 6 O. 0 6 0.0 
B総 重 量(~ ) 

終了(b ') 9 5. 2 I [ 8.0 

開 始 時
G平均全長(cm ) 

終 了 時

D全長の標準偏差
開 始 時

終 了 持

開始(e' ) 
E平均体重〈タ)

終了(e ') 

F ，、、 し、 死 尾 数

G 土伝 留 (% ) 
H 増 肉 係 数

I 増 重 率

H: 3 60 
----e'干F
(b~-z-x F)ー b'

d 稜苗生産試験

8.4 5 8. 4 5 

[ 0.6 [ 0.9 

0.2 I 0.2 I 

O. 8 0 O. 4 8 

3. 0 3.0 

5.6 5.9 

3 。
8 5_0 100.0 

7.48i 6_ 2 1 

1.87! 1. 9 7 

角、粉=米糠 魚粉く米糠

3 2 

3 4 

100 100 

180 1 2 0 

180 240 

2 0 2 0 

2 0 1 8 

6 0.0 60.0 

1 1 '2.0 9 9.0 

8.4 5 8.4 5 

I 0.6 I O. 5 

0.2 1 O. 2 1 

0.5 1 O. 6 3 

3. 0 3.0 

5_ 6 5_5 

。 2 

1 0 0.0 9 O. 0 

6.9 2 7.5 8 

1. 8 7 1.8'3 I 

( 8 -1 1月・室温)

米 糠

。
6 

1 00 
。
360 

2 0 

1 3 

6 O. 0 

6 8. 9 

8吻 45 

I 0.3 

。剛21 
0.7 1 

3. 0 

5.3 

7 

6 うー O

9.4 9 

1. 7 7 

人工採苗技術は確立出来たが，天然資源の比較的多い青森県では，天然採箇Kよる椎魚の確保が有

利である。

e 農薬ω毒性試験
PCPのドジ主宰ワK対する 24時間TLmは0.195P P M. P C P + D C B Nのそれは 0.25P P 
mであり，これらの農薬の使用はもとより流入もいけない(第 1図)。
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24時間TLm

PCP+DCBM 

第 6図
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ク

o. 2 O. 3 o. 4 0.5 0.6 0.7 
度(ppm)

O. 1 

濃

今後の課組および開通点

ドジョク養殖の基俗的な諸点(fCついては一応の成果がみられた杭養殖の本格的な企莱化はなお也養

殖用種苗の安定生産②適正餌料Kよる適正給餌方伝〈餌料効率の向上)の検討③実用的な魚病対策等の

確立が必要である。

また最近在自されている減反による水田を利用する養殖が水稲と同一基鍵盤でおこなわれるためKは

生産性の向上と経営形体の検討が要求される。
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淡水水族調査

I目的

陸封性マス類〈サクラマス}の生産力を高めるための調査を前年度K引続き実施し地方経済の発展K

資する。

E 調査内容

自昭和44年 4月 1日
(1) 詞査期胡

(2) 調 査 員
次主 昭長和45年頼3月3茂1日

(31 調査場所 下北郡東通付老部川

(4) 調査項 邑

(イ)人工飼育:堂、の放流効果

(ロ) サクラマス(含ヤマメ)に関する生態謝査

E 調査結果

(11 (標識放流}昭和43年 10月3.4日K採卵〈老部JII産サクラマス}して，相坂養魚、場でふ化飼育

した稚魚、VC，標識〈脂ピν切除〉を施し，昭和 44年 7月29日VC2033尾を放流(老部川支流

中の股沢ふ化ij昔前)した。放抗魚、サイズは平均体長，体重夫々 6.0 8 cm， 3.0 1 'fであった。

121 (釣獲試験)放流後経過白数が浅いうちは釣獲率も高いが，日を経るにつれその率は低下し，拡散

する傾向にあるがその範囲は差して大きくない。

(31 (採卵飼育)放流用稚魚を得λため唱手U4 1年 10月に老音E川産サクラマスから採卵して得た椎魚

を池中飼育して得た親魚、のうち42尾{平)から昭和 44年 10月 15.22.29日の 3固に亘っ

て20 079粒を，一方老部川Kおいてサクラマス 17尾(字}から昭和 44年 10月 7.8.11

日VC5 6，8 4 0粒を採卵した。(昭如45年 2月 10日1，000尾を淡水区水産研究所へ試験用とし

て空輸)

(4) (再捕調査}昭和 43年 10月 17日に標識放流した 6，281尾のうち本年回帰した親魚数は 17 

尾が確認され，その内訳は海面 12尾，老部JI15尾で，回帰率は0.27%である。(第 1表)

(51 (年令組成)老部川地先海市で角、獲された 44年春先(昭和 44年2月-5月)のサクラマス年令

*Jl成(4 9尾)を見ると， 3年魚、69.4%. 4年魚、26.6 %， 5年魚、4.1%で，前年春のそれと比べ

て4年魚、の割合(43年は8.4%)が増加していることは，老音i川におけるヤマメの栄養状態が悪く

成長の遅れを示しているといえよう。

16) (産着卵数)本年のサクラマス 1尾平均字卵数は 3，300粒を数え前年(2，8 0 0粒}に比べて多

く，産着卵数は 33万社(産卵!末数99床)と推定される。

(71 (産卵床数と椎魚、ω大きさとの闘係)
第 2表K示すよう1(L7片における O年魚、の平均体長は最近やや増大の傾向にあって昭和 41 年のそ

れに近似してきている。

(81 (ヒレ再生試強)第3表の結果から脂ヒレの再生が一番しにくいということは，これまで・いわれて

きたことの裏付けを示したものであをtJ'.， ついで背ビレがjl;lj合K再生しにくく F1 e s h y-

appendageは再生しやすいことが判明した。

(91 (摂餌の日周変化)ヤマメの季節目IJ摂餌日J司変化について消化管の充満度によって求めたものが第

1図のとおりであるが，春先(4月)には水J品の上昇する時刻に多量に摂餌する山が見られるのに対

し，夏はどの時間帯もギ均して摂餌しており，秋期中-.]I(L産卵行動終了後の 10片は9月K比べて多く

摂訴する傾向がある。5<:.U寺田IY:J(rLは一般に夕刻K多く摂餌行動が行なわれるようであるが，秋にはy上

温0)上昇す{S ~f習に活動が旺盛のようである。
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(101 (泊化返度)第 2凶κ王r，すとおり春先のJ常化;Ia;t廷は早くそれに比べて夏及び秋は割と緩慢である。
1111 (肥満度}全長 10 crn以下の O 才魚についてその出 i~Jl立を各):j引にみると第 4 表のとおりで， 9月

が最も出jい値を示しているが，これは季節月IJ摂餌よりも性的成熟によるものと，旬、われる。特に雄にその傾

向が大きくうかがわれる。

112! (両生産率調査)第 5表())とおり

W 今後の課起及び問起点

④ ヤマメの季節刷1日摂餌量を求めることによって老部J11 f'Cおける適正放流量を求める。

② 老音I~川系サクラマスの再生産出係を年々求めることによって，地先海面の持続的最大生産性 (MS

Y)水準を保つような漁業f古理を行なうべきである。

第 1 表 標識魚、酎弱状泌

採捕 /4三片日| 確認場肋 確認尾数
魚 体

備 考
B 1 E ltz亨44. 2. 7 尻 屋 1)吾 3 4. 7cm 海面

4 4. 2.1 4 白 糠 37.0 0.9 7 11 

4 4. 3. 9 
4 1. 0 1. 4 5 

11 
39.0 0.9 0 

11 

11 是， 43.0 1. 6 0 11 

4 4. 3.1 0 11 4 :2. 0 1. 4 0 11 

44 3.23 I臼 4 8. 3 1. 6 0 11 

ぎ， 白 糠 1. 8 0士H

4 4. 3.24 11 47.0 :2.30 I 11 

4 4. 3.25 11 4 3.0 1. 4 0 11 

4 4. 4. 8 泊 5 :2. 0 2.6 7 11 

44. 4， 1 6 白 糠 44.0 1.94 11 

4 4. 9.2 1 老部川 3 

4 4.1 u. 7 11 5 0.5 1. 7 6 ♀ 

11 11 50.0 1.80 11 

11 " 4 7. 5 一 11 

4 4.1 0.2 3 11 46.0 11 

計 1 7尾

第 2 表 産卵床と椎魚の関係

産 卵 推 定 7)=j における O年魚、の 3ド 均 採 集
標本数

床 数 差卵数 体長範囲 体 長 片 日

日伝 3 8 112床 2 3万粒 8.6-1 0.4c1Ii 9.0 crr. 3 

3 9 5 7 1 3 6.9-1 0.4 8.6 24 

4 0 147 3 5 7.4-1 O. 7 8.0 6 

4 1 I 9 0 4 5 6.2- 8.8 7.6 I 7 

42 149 3 5 4.7- 8.6 6. 7 2 3 4 2.7.2 7 

4 3 1 9 2 5 0 5.8- 9.0 7.4 2 1 4 3.7.3 0 

44 9 9 3 3 6.7- 9. 6 7.7 1 0 4 4.7. I 1 
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1. 

2. 

3. 

第 3 表 各ヒレの再生試験

試験実施期間

自昭和 44年6月1日

供試魚

歪 地和45年 I月16日(2 3 0日間)

サクラマス:0年魚50尾(体長7.5-1  1. 21JIf!.平均体重 11 c; ) 
実施方法

胸，腹ビレ及び腹ピレ附属物(F 1 e s h y-a p p e n d a g e )の各左右を基底部より切除したもの各

5尾，背，脂，尾，啓ビνの各ヒレを半分切除したもの各 5尾。

再 生 試 験 結 呆 表

?¥ヒ ν 啓 1胸 腹 ビレ 腹ヒ'レ附属物 尾 背 月旨 備
計

判定~ 右 左 右 左 右 左 ビレ ピレ ピレ ビν

再 生 4 3 4 5 5 5 3 5 。。3 4 考
一部再生 2 。。。。。。 3 7 

原形(切除し ) 
た状態
。。。。。。 2 。 2 4 8 

"" レ、 死
。。 。。。。。。。
表 各f'によら、 1" ゐ 9~ j~d 良;

3 )jlj !4月 i G月
♀ ! 「一一一一

一二二一 I 1. 7 7 

4 4 

第 5 表 老部川Kおけるサクラマス再生産率

沿岸 |年別 年令別資源量 年級別 再 生
年
漁獲量 そ上量 資源量 4 2 資源量 産 率3 2 5 4 

1963 1 2，270尾 112尾 12，382尾 1 1，144 1，238 一 1 3，329 1 19 

64 9，326 57 9，383 8，633 750 19，21 1 337 

6う 23，488 147 23，635 2 2，~ 53 1，182 一

&5 1 1，302 190 1 1，492 1 1，2 1 6 276 一

67 1 8，360 149 1 8，509 16，658 1，851 一

68 16，1 09 203 16，31 2 14，680 1，370 262 

28，719 136 28，855 20，025 I 7，647 1，1 83 i 

第 1図 ヤマメの摂餌日周変化
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44.10.12 日出う:42。 日出 4:05 広 AM8・:∞ 11.8'0 日入 17:∞ハ。O/- 44.6.19 日入 19:06 4.0-1 

4. 
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3 三万一〆〈¥: :/?-γ. て¥・2.0 
2.01 • .、

.e  1.OJ@.  
l.oi -・・.・ ..  1 • • 

下一一 -------.一 ， 
8 10 12 14 16 18 h 

平均1.35 1. 77 1.59 1. 53 2.う6 1.54 
¥v. T 14.0"01弓.2"015.600 16.6"0 1ラ.8"0 14.6"0 

-• 
8 10 I2 14 16 h 

平均1.17 2. 1 1. 7う 2. 02 1. 2 

4月
第2図 ヤマメの時期別消化速度
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マス保謬水面官出卓業に伴うサクラマス調査サケ，

品j査員的I 

サクラマス(ヤマメ)(rC ~起する生態を明らか人為的保護によ bサクラマス資源の増強をはかる一方，

にしてマスぬ美の発展tこばする。

典

夫

男

ヰ 4 年 4 月 ~45 年 3 月

次長頼茂

課長 長峰良

技師青 rD jJ点
H 橋爪 J攻

内容

調査期間

調査担当者

調査

(1) 

(2) 

日

下北郡東通村白糠老部川地域

調査項目

サクラマスの湖上および産卵調査

再生産K関する調査

標識放流調査

河川漁場調査

査

a 

b 

c 

(3)調

(4) 

d 

調査結呆

サクラマスの湖上および産卵詞査

老部川Kおける確認産卵床数は99床であり，約33万粒の産着卵があたっと推定される。このほ

か人工採卵用K捕獲したもの，密i魚Kよる被害を加えると 130-140尾の親魚湖上があったと思

われる。

再生産K関する調査

a 

b 

老部川(iLおけるサクラマス再生産率

年
沿 岸 1そ上量年別 年令別資 ø，~量 5一4時l1 Q 級別 再生
漁獲量 資源量 3 2 4 3 資源量 E長率

1963 1 2，27 0尾 1 1 2尾 1 2，382尾 11，144尾 1，238尾 13，329尾 1 1 9 

64 9，326 57 9，383 8，633 750 一 1 9，2 1 1 337 

65 23，488 147 23，635 22，453 1，1 82 

66 1 1，3 02 190 1 1，492 1 1，2 1 6 276 

67 18，360 149 1 8，509 16，658 1，8 5 1 

68 1 6，1 09 203 1 6，31 2 14，680 13704262L 

69 2 8，719 1 36 28，855 !2ω25 7，647 f 1，183 

標識放流調査

昭和 43年 10月K老部JlIで採卵し平日坂養魚場Kおいてふ化飼育して稚魚(ヤマメ)2 0 3 3尾を

標識(脂ビレ七TJ除)放流した。

d 河川漁場調査

例年と較べての特異現象はないが，

た。

砂利採取，木材ばっ採による河川の荒廃がみられるようになっ

c 

今後の課題および問題点

地先海面Kおける最大有効漁獲量と老部川への.i朔P上親漁限界数の闘連を明らかにすることが課題となる。
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I 

E 

量

目

在来マ ス ス ギ ノ コ )調査

白 自ワ

スギノコの生態K関する調査を行なうことKよって将来における資源維持のための資とする。

調査内容

(1) 謝

(2) 調

(31 調

(4! 調

イ)

ロ)

査 期 間

査 員

査 場 苛T

査 項自

自昭和44年4A 1日
至昭和45年3月31日

次長 頼茂
相坂養魚場技師 佐勝!直三
下北郡大畑町大畑川

スギノコK闘する魚体並びK産卵生態調査

スギノコ棲苗生産試験

調査結呆

(1) スギノコの産卵は 9月上旬から 10月中旬Kかけて，

である。

水温が10 "C-l 5"Cの聞で行なわれるよう

(2) 産卵は雌雄各 I尾Kよって行なわれ，魚体は雌雄とも同じ大きさである。

(31 産卵床は円形又は長楕円のものが多く，大きさは1.0 m'以下で，そこの深さは 20cm内外，流速は

0.3 m/se位l下のとこるが多い。

(4) 性比KついてX2 の検定ではスギノコは雌雄各々同数が成尽しているものと思われる。

(51 摂餌量は 9片より 10月の方が多い傾向を示している。{第 1図}

(6) 8 ~9 片 Kかけての I 年魚の雌の卵巣重量は体重の 0.5%から 7.2%を占めている。

(71 スギノコの O年魚は 10月上旬頃までに平均体長 lOcm位K成長する。(弟 1表，第 2図)

(81 スギノコは魚体の大小に関係なく時期的に本流と支流K桜み分けをせず，周年を通じて夫々の主義息

する河川に定住するものと忠われる。

(9) 種苗生産実績は第2表のとおりである。

今後の謀題および問題点

(イ) 種苗生産技術の見通しを得たので今後は量産体制UVC入るために親魚の養成が急務である。

(ロ) 人工が肩したζれ等在来マスを天然河111vc帰したとき，生育VC.il1びK生活行動等生態面Kついて天然
産のものとの比較検討及び再生産の間通並びに経済効呆の有無等，放流効呆全般についての試験調査

を行なう必要がある。
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l'話8.8. 3 11=9 
1%8.7.3111=19 

一一一一ヌギノコ
ーーーー ヤマメ

人ヌギノコ
{ヤマメ

充満度の尾数割合

1969.10.10 11=4 
1958. 10.13 =12 

スギノコ
ヤマメ

第 1図

1969.9.1811=12 
1958.9. 15 11=16 

スギノコ
ヤマメ
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)成長調査

5 6 9 1 0 計 平 均

43. 8. 3 3 2 2 。 9 尾 6. 8 2 

4 3. 9. 1 3 。。。。3 5 8 972} 
9. 3 2 

4 4. 9. 1 8 。。 2 5 3 1 1 8.9 3 

4 4. 1 o. 1 0 0 1 0 。。。2 2 1 0.0 0 

BL 。仔一魚{表1 第

44年度種苗生産実績(45.3月末)

ス ギ ノ コ 養 殖 サ ク フ てr ス

採卵粒数 90 5 粒 2 0，0 7 9 粒

発眼卵生産粒数 715 粒 1 4， 5 2 9 粒

発眼率 7 9 % 62.5% 

浮上率 56.5% 7 2.6 % 

稚魚生産尾数 404 尾 8，0 00 尾

採卵親魚数 4 尾 4 2 尾

採卵年月日 4 4年 1OA 1日 4 4年 I0月 15日， 2 2日29日(

ー-2i 8-ー
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水質汚濁監視事菜

I 調査目的

前年VL51続き坪川，岩木川，奥入瀬川，八戸沿岸水域汚染の現状を把握する。

E 調査内容

(1) 調査期間

(2) 誠査担当者

(31 調査地域

(4) 調査項目

昭和44年 4}j-4 5年3月

課長長峰良典

技師青山禎夫

M 橋 )ì\~ 政男

坪111(上北鉱山~小川原湖)

岩木111(尾富鉱山~板柳}

奥入瀬111(御幸崎~河口)

八戸沿岸(蕪昌~三菱製紙)

a l5f川，岩木川 水温， P H，道単曳-，酸化還元軍f立，透規受，銅，鉄。

b 奥人以 "1 てk.i晶， P H，電導!支，酸化i迄元電位，溶存滋子長一，透視炭。

c 八戸沿岸 水福， l容存駿主主，透明度， PH， COD 

回調査結呆

a -1  (坪111): 7片には比較的水質がよく下流域でアユフナ，クグイの湖上がみられたが， 1 1月Vて:

は再び銅，鉄が増加して魚種の棲息が不可能となった。

a -2 (岩木川):湯ノ沢川，きど沢等の支流ι銅の含有が多く，魚類は棲息しないが，美山湖からずT
流はあまり鉱山排水の影響を受けていない。

b (奥入瀬川):伺口付近の CODかやや高いほかは問題がない。

c (八戸沿岸):港内およひ'三菱製紙K悪化泥が見られる。
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第 1 表 坪川水質調査表

44.7.2 1 - 2 2 

調金点I水源 気 温 電導度!J 竜 イ立 l透視度
銅UM/t |l 鉄呼/eI~ 吋℃ "c 102 X MV C1/i 

間 天 (民 PH 

23.6 3 2.6 4 5 3. 6 29‘5 24 4 0 乙 50 21 13.30 B 4. 1 8 

2 2 2. 1 9 1.8 L.4 3 2 0.1 0 " 1 3.2 0 B 9. 4 4 

3 2 3.4 一 3 0 3.2 2.0 92 0 3.00 が 1 3.1 0 B 4. 7 4 

4 2 1. 3 1 1 3. 0 ニ'"3 0 1 1 6 0.80 ，~. 13.00 B 4.02 

5 2 1. 4 一 2 6 3.4 1.7 5 2 1.68 11 1 2.4 0 B 3.7 5 

6 2 0.7 一 4 2 3.6 1 5.0 1 4 6 O. 3 2 グ 16.30 B う.46 

8 2 4. 3 27.4 7 2 3.3 > 30 6 4 0.3 6 か 17.00 B 5.5 9 

1 0 2 5. 5 9 5 3.3 2 5.5 1 3 O. 2 4 " 17.25 B 6.2 1 

1 1 2 0.9 1 0 0 3. 2 2 O. 9 1 5 0.04 グ 17.4 51 B 6. 2 5 

1 2 1 8.8 2 5.8 1 00 3. 0 > 30 3 O. I 2 22 8.2ラ B 6. 4 7 

1 4 2 1. 0 2 7.5 9 7 3. 2 1 3 1 6 ¥ 0.4 0 グ 11.00 B 6.5 2 

1 5 2 1. 4 2 9. I 9 7 3. 2 2 8 5 0.60 グ 11.40 B 6.59 

P 1 1. 1 2の中閣アユー尾

P 1 2 フ九ドジョワ}未制定

メダカ，ワグイ

第 2 表 坪川水質調査表
'f斗
~喝~ム 1 1. 17-18 

調査点 水温 気 温 電導度 透視度 銅 鉄
時 間 天 候 PH 

℃ ℃ 102 xQ cm u'i / e ，!l'f /e 
4.0 1.0 100 〉 30 1 44 0 3. 7 6 i l/j 117 4.30 C 4‘4 8 

2 6. 6 2.8 1 7 2 1 550 6 3.5 0 1 4. 1 0 C 4.3 7 

3 6. 6 3.5 1 4 2 1 820 6 3. 5 0 1 3.45 C 4. 4 5 

4 5.6 3. 5 1 0 0 三〉 3 0 107 O. 1 3 1 3.50 C 5. 1 8 

5 う.8 2. 7 3 5 7 1 700 29.00 1 3.3 5 C 4. 5 9 

6 3.8 1.4 1 0 0 > 3 0 ! 4 8 0 7. 1 0 l託9.25 S 4.68 

8 6.9 1.3 9 0 > 3 0 2 7 CJ 7.1 0 10.05 S 4.8 0 

1 0 5.7 1.9 100 > 3 0 171 3.90 1 0.3 0 S 5. 1 2 

1 1 6. 0 2.6 1 0 0 1 9 1 8 7 3. 0 5 1 0.50 b C 5.04 

1 2 5.7 3. 7 1 0 0 〉 3 0 4 6 2. 3 0 1 1. 3 5 b 

1 4 5.9 4.3 100 1 8 6 7 2.23 1 1. 5 5 b 6.2 3 

1 5 6. 2 5.6 100 一〉 30 2 2 0.9 8 1 2.1 5 b 6391 
一一一 」一- '---
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岩木川水質調査第 2図
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第 3 表 岩木川水質調査表

昭和44年 9月 30日

調 査 点 気 温 水 温 PH 電導度 透視度 銅含有量 鉄含有量 時 刻 天 候

幡 ニR孟乙- 橋 ℃ ℃ ρ c:m u守/e m<;/ e 
1 L.3 1 4. 7 6. 7 70，<lC芦 >30 4 0.60 8.2 5 B 

安 東 橋 1 7.5 1 4.3 6. 8 80Xl02 > 3 0 3 1 0 0.1 0 ヲ.10 " 

藤 崎 橋 1 5.6 1 3. 5 6. 8 90Xlぴ 2 2 1 8 1. 5 8 8.5 5 M 

出品 士 見 橋 1 L.l 1 5.8 7. 3 >3  0 4 0.2 0 1 7. 1 5 11 

統 合統首士 1 3.4 1 5.4 7. 1 2 3 7 0.4 5 1 6. 5 0 " 

自 屋 橋 1 L.9 1 5. 1 7. 1 > 30 1 2 O. 1 7 1 6.1 5 " 

県営発電所T 1 L. 6 1 4. 4 6.8 1.2 X 1ぴ > 30 1 2 O. 1 7 1 5.5 5 " 

き ど 沢 1 3.6 1 5.8 7. 1 2 2 X 1伊 2 2 2 0 0 0 O. 5 2 1 5.1 0 " 

美 山 湖 1 3.6 1 6.2 7.0 1.0 x 1 0'" > 30 9 0.3 0 1 5.2 5 " 

湯 ノ 沢 橋 1 6.4 1 4.3 6. 5 5 0 X 1 (戸 > 30 5 O O. 1 8 1 4.50 " 

尾 太 橋 1 4.7 1 3.6 6.4 6 0 x 1伊 > 30 1 3 O. 3 3 1 4. 3 0 M 

砂 防 ダ ム 1 L. 1 1 L. 7 6.8 48 x 1伊 8 1 5 O. 5 0 1 4. 0 5 " 

鉱 山 上 1 L. 9 1 0.5 6. 9 1.9 X 1 0'" >30 。 0.06 1 3.5 5 H 
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第 4 表 奥入瀬川水質表

調査年月日:昭和44年9fl 2 5日

天候:時

it白 水温 気温溶存酸素 水素イオン 電導度齢元1化電030遺M位3川i 透3肱制;m，阻度土i謝査時間
COD 

酸素量 飽和度
、点、、

℃ "CI PPm % 濃度 X 102 QI X 持分 PPm 

御幸橋 1 6.9 2 2. 2 I 1 O. 1 1 I 0 7.7 7.1 1 0 0 I 3. 3 i 30cmPl H 1 4. I 0 1. 8 9 

共栄橋 1 8.0 2 3.9 9.53 1 03.8 7. 1 7 5 3. 1 30c刈斗上 1 4.4 5 1. 8 9 

目主 橋 18.2 2 3.2 9. 3 6 1 02.3 6. 9 7 2 3.0 2 2 cm 1 5.00 1. 7 3 

神明 橋 1 8. I 2 0.8 9.00 98. 1 7.0 7 1 3.2 1 9αn 1 5.3 0 1. 8 9 

下回橋 1 7.6 2 O. 0 9.2 0 99.4 7. 0 8 5 3.2 1 4 cm 1 5.5 0 2.88 

i河 口 1 8. 3 2 1. 0 9.0 1 9 8. 7 7. 1 8 0 3.0 1 9 c仰 16.1 013.29 」

第 5 表 奥入瀬川水質調査表

昭和44年 11月6日調査

31 水温 気温 1容存 酸素 水素イオン 電導度 COD 
酸素量 飽和度 透視度 調査持間

℃ 。C pPm % 濃度 XI04 f) PPm 

益事幸橋 9.6 1 0.4 6.8 1.2 3伐mQ止 1 5.4 ') 0.66 

共栄 橋 I[ 0.2 10.4 1 0.7 7 9 9. 1 7. 1 1.0 30C1T0上 1 6.1 0 0.7 4 

l圭 橋 9.9 9.9 1 0.5 1 96.0 6.9 1.0 3 0 cm 1 6.2 5 2.0 7 

神 明橋 1 0.2 9.1 1 0.5 0 9 6.6 i 6. 9 1.0 2 6crn 1 6.4 0 し 16 

下 田橋 9.6 8. 8 1 0.5 2 9 5.4 6. 9 1.0 26 cm 1 6.5 5 0.58 

I~可 口 1 0.0 8. 5 1 0.45 9 5. 7 7. 0 0.6 5 2 8 cm 1 7.1 0 O. 6 6 
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第4図 八戸港水質調査点
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第 6 表 八戸沿岸域水質表

昭和 44年 9月 26日

7.1<. 温 溶存厳素量
水 素

C 。D 塩素量 透明度
調査 J点 イオン演度 PPm fJ / f ℃ PPm m 

7 
。 1 9.5 2. 1 5 7. 7 0 2.55 1 5. 3 2 

1.2 5 ，凡 2 1. 1 4.90 8. 1 0 2.06 1 8. 2 7 

1 2 
。 20.5 5.4 2 7.58 4.7 7 1 7.5 0 

1.3 ;:，In 2 O. 6 0.2 2 7.5 5 5.3 5 1 7.4 8 

1 3 
。 20.6 3. 8 5 7.74 3. 9 5 1 7.3 5 

2. 0 
;:， rn 2 0.8 3. 9 8 7. 8 6 3.8 7 LZ.ム♀

1 4 
。 2 0.8 5.76 8. 1 2 2. 3 0 1 7.90 

1.2 5m  20.8 4.6 9 8. 1 2 4.03 1 7.9 0 

h~ 汎 2 1.0 7.06 8.34 1.48 1 8.3 4 
1 7 2しO 7. 1 5 8.3 2 1.07 1 8.2 4 

3.0 

1 8 
。 2 1. 1 6. 9 9 8.34 O. 4 1 1 8.5 4 

2. 5 
5m  2 1.1 7.06 8. 3 4 1.23 1 8.6 0 

1 9 
。 20.9 7.29 8.3 3 0.99 1 8.4 9 

3. 5 5m 20.9 7.4 3 8.34 1.48 18.4少

20 
。 2 0.8 6.57 8.3 2 2.06 1 8.6 4 

1.0 5m  2 O. 8 6.4 9 8. 3 0 1.6 5 1 8.6 4 

2 1 
。 2 O. 1 6.65 8. 2 0 5.76 1 8.2 8 

1. I 5口L 2 0.7 6. 7 7 8.26 2.88 1 8. 5 7 

2 3 
。 20.6 7. I 2 8. 3 0 1. 7 3 1 8.6 4 

1.8 5 T孔 2 O. 6 7. 1 3 8. 3 1 3.79 1 8.64 

2 4 
。 2 1. 6 6.83 8. 2 1 0.4 1 1 8.6 1 

1.5 
5m  2 1. 6 6. 5 3 8.2 5 5. 0 2 1 8. 6 0 

2 5 
。 20.4 6.8 5 8. 2 6 0.99 18.60 

1.6 5 in 20.4 6. 8 7 8. 2 8 0.58 ULf主2。 20.3 6.99 8.2 7 0.74 L8.._5_Q 
1.9 

5m  2 O. 3 6.90 8.28 0.58 1 8.55 

第 7 表 八戸沿岸域水質調査表

昭和44年 11，Fj 7日

水 深 7.1<. 温 溶存酸素量
水 素

C 。D 
調査点

m ℃ ppm イオン濃度 PPm fJ/ f m 
ト一一一一

1 4.4 4.08 7.20 う45 1 5.8 7 。
1.2 7 

5 1 4. 5 476 7.5 5 2.3 1 1 7. 1 5 

.1. 2 
。 1 3.8 。o1 7.3 5 1 3.0 5 1 7.5 7 

1. I 5 13.9 O. 1 6 7.60 4.38 1 7.6 7 

1 3 
。 1 3.9 4.6 7 7.68 4.7 9 1 7. 5 7 

2.3 5 1 3.9 4.84 7.78 3.3 1 1 7.6 3 

1 4 
。

1 4 " 6. I 3 7.88 1 0.08 1 7.5 9 
3. 1 

5 I 4.4 6. 1 9 8. 0 7 3.64 1 7.9 1 

1 7 
。 1 4.5 8._4 Q 8. 0 0 5.62 1 8. 3 7 

3. 9 5 14.5 7.94 8. 1 2 4. 1 3 1 8. 3 9 

1 8 
。 I 4. 1 7. 9 6 8.20 5.3 7 1 7.5 0 3.6 
5 1 4. 5 8. 6 5 8. 2 2 2. 1 5 1 8.4 5 

1 9 
。 14.6 8.2 9 8. 1 8 4. 4 6 1 8.3 2 

4. 2 5 1 4. 7 7.44 8.22 2. 1 5 L8.._l_l 

20 
。 1 4. 5 8.20 8. 2 1 3.06 1 8.4 6 

2.5 5 1 4. 6 8. 3 2 8. 2 8 1.49 1 8.5 0 

21 
。 14.6 7.5 9 8.23 6.0 3 1 8.3 6 

1.7 5 1 4.6 7.6 7 8.29 3.9 7 1 8.5 0 

23 
。 1 4. 5 7.9 3 8. 2 6 4. 1 3 1 8.5 0 

2.6 1 4. 5 7.86 8.30 5.2 1 1 8. 5 0 

24 
。 14.6 8.05 8. 2 3 4. 8 8 1 8.3 8 

1.9 5 1 4.6 7.88 8.2 2 2.48 18.34 

2 5 
。 I 4.6 7. 7 7 8.2 7 2.48 18.45 

2. 4 5 1 4. 7 7.9 9 8.32 1.32 1 8.5 0 

2 6 
。 I 4.6 7.89 8. 2 8 5. 1 2 18.44 

2. 1 5 1 4.7 8.06 8.28 4.79 1 8. 4 7 
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第 8 表 八戸沿岸捗底質分析表

む哩是 乾物重量 強熱減量 C 。D 
% % 7!l♀/守苛じ長

7 4 1. 8 1 2. 1 7 2 3.42 

1 2 4 6. 0 1 8.1 2 1 9.5 4 

1 3 39.8 2 3.7 8 1 3.74 

1 4 49.8 8. 9 9 1 6.2 9 

1 7 7 0.2 2.76 0.1 3 

1 8 59.0 O. 8 4 0.24 

1 9 66.0 4. 2 5 1. 3 0 

2 0 6 8. 2 4. 2 8 0.98 

2 1 69.0 3.04 0.82 

2 3 69.6 2.42 2.84 

2 4 一 一
25 67.4 2. 7 8 L. 1 2 

2 6 3 2.5 1 7.85 l. 5 4 

第 9 表 八戸沿岸域底質分析表

再三〉
粒!芝租成 乾物重量

く 12 5 u 

% 

7 86.85 43.0 

1 2 45.67 5 6. 0 

1 3 5 6. 9 8 4 6.4 

1 4 7 1. 5 6 46.3 

1 7 2 2. 0 5 7 L.2 

1 8 6 4. 3 7 5 5.6 

1 9 2 1. 3 69.0 

2 0 2 3.28 77.6 

2 1 2 O. 1 5 74.9 

23 1 6.6 3 7 5.2 

24 34.2 8 7 7.2 

2 5 24.8 1 76.4 

2 6 1 8. 1 5 7 2. 7 

W 今後の謀題および問題点

a 坪川

% 

強熱減量

% 

1 5.6 1 

2 9.9 1 

1 O. 6 6 

1 0.36 

3. 1 1 

7.2 6 

3.4 1 

1. 9 5 

2.44 

2.42 

1. 3 1 

2.1 0 

2.7 1 

昭和 49年9月26日

全流化物|粒度租成

S7!l~/'}掛尼 く125u% 

1. 7 0 4 94.0 

L.l 4 2 4 6.5 

1. 6 7 5 7 5.3 

0.6 2 4 7 1. 4 

O. 0 0 6 26.5 

0.007 

0.014 一
0.0 1 5 34.4 

0.0 1 5 9.0 

0.0 1 4 : 1 5.9 

0.03 1 1 6. 3 

O. 1 7 8 5 2. 1 

昭和44年 11月7日

C 。D 全硫化物
T1lfl/タ亨E泥 smル/'}乾泥
39.96 L. 4 6 6 

2 5. 3 0 1. 7 7 8 

2 L.6 0 し16 9 

2 0.8 1 0.6 99 

O. 7 3 0.0 1 1 

7.3 5 0.0 1 5 

O. 4 6 0.01 2 

O. 3 6 0.0 1 0 

O. 0 5 O. 0 1 1 

O. 4 6 O. 0 1 1 

0.2 4 O. 0 1 0 

0.42 0.0 1 1 

O. 7 5 0.0 1 1 

この排水は中和処理による浄化が可能Kもかかわらず実行されていない。

その他

H2S具黒

H2S易黒

日2S易黒

外 観|

そ の他|

H2 S易黒

Hz S臭，呆

日2S易黒F

黒

鉱山側の自覚を促すためKも地域住民，試験機関，行政機関が一体となって強力に圧力をかける

必要がある。

b 岩木川

この排水が流下する中閣K白屋ダムがあり，そこで十分稀釈されるのでそれより下流は略々無害と

-228-



なっている。しかし湯ノ沢川K魚を糊上させるためには，現在若干出ている排水を総てきど沢K回送

するようKすれがよい。

c 奥入瀬川

河口K近い感湖部が中や CODO)高い水質となっているが，サケ湖上のためには現在のところ支障

となっていない。

d 八戸沿岸

この海域は新井田111による汚溺が目立ち，これを改善するためには水産加工場排水，都市下水を処理

し，新井田川K流入しないよう施設する以外に方法がない。なお三菱製紙の排水はそれ程汚染の原因

となっていないが新井出川とともに今後も監視を続ける必要がある。

一229一一



漁土品環号保全基礎調査

I 調査目的

ホタテ員を中心に漁業開発K大きな役者lを期待されている青森湾の汚染の現状を知り，今後の対策の

基礎資料とする。

H 調査内容

(11 調査期間

¥21 調査担当者

昭和44年 4月~翌 3fl

課長長峰良典

技師青山頑夫

グ 橋爪政男

(3¥ 調査地域:青森湾(野内~油)11) 

(4) 調査項目

a 社会経済的調査

b 水域の理化学的環境調査

c 底質および底生動物

E 調査結呆

a 社会経済的調査

青森市の漁業者は 673名おり，ホタテ員，サパ，イワ乙/が主な漁業対象となっている。

漁業権は第 1-3種共同および第 1種区画漁業権が設定されておりオ、タテ養殖の伸長が著しい。

b 水域の理化学的環境調査

情西部(沖館)11)11口付近)において汚染の危険性がみられるが，全体としてはあまり進行していな

レ、。

CODをみると沖合に高いところがあふ。 Mt入河川の水質及び湾内表面水のCOD分布は夫々銘 1

表第1凶に示した。

c 底質および底生動物

底演については著しい悪化はみられず汚溺の指標となる Cap i t a i aがわずかに見られる桓芝であ

る。底質のCOD.硫化物，灼熱減量(I. L)についての分布は夫々第 2-4凶K示した。

以上のことから，この海域のj市街は沿岸部I'Lll艮られており，そω範囲は策5凶K示すとおりである。

第 1 表 青森湾流入河川の水質

調査.年月日 昭 .44.11.22

天候 C

I~河調川査名項~~---目¥ 水温 気温 溶存酸素量 酸素 i電導度 水量

?χoE ℃ ℃ 透視度 PPm  飽和度%p pmlP Hjl02 JJ t / s 
き く )11 6. 5 8. 1 1 4 cm I 1. 9 4 I 0 O. 3 "2.73 6.7 100 O. 5 

野内 !il 6. 5 3伐知必L上 I L. 2 5 10"2.911.74 6. 7 100 1 5 1 :2.: 1 

原別川 6. 5 " 9.2 1 7 7.3 4.05 6. 5 I 9 0 O. 2 

下 水 (11 7. 5 " 10.47 90.2 3.5 5 立立_l!_Q_Q__j__ーム7
堤 )11 6. 9 8. 0 " 1 O. I 9 8 6.4 3.80 ~6 1 3.81 2 0 

1123.:31 3 0 

下水 (2) 6. 2 2 2 cm I 0.88 9 O. 7 う.45 5.6 4 0 O. 3 1 3: 3 0 

沖館 111 8. 4 23cm 7.4 I 8 "2.8 8. 2 6 6. 8 5 5 :2..5 I 3:4 5 

新井田川 7. 2 2 2 C7Ii I 0.4 1 89.0 3. 5 5 6. 8 1 5 2 I 4: 0 0 1 

天国内川 7. 4 7.5 I 9αh 9.42 8 0.9 6.78 6. 8 8 0 O. 8 I 1 4: 3 0 I 
浜田 111 7. 1 3仕1fi以上 1 0.9 61 93.4 :2..40 6. 8 j1 0 0 1.2114J20 l 

日
U
2
J
 

パ
/ω



第 1図 表面水の COD分布
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第 2図 底質のCOD分布 x x ;>(、
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第5図 汚濁の範囲

底生動物の分布から見た汚濁の範囲
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総合的に見た汚濁の範囲
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魚類迷入調査

I目的

錫水機による生物に及ぼす影響度を謁べe 今後之等の施設設置に当って考慮すべき事項の資とする。

H 調査内容

(11 調査期間

¥21調査員

(3¥ 調査場所

(4) 調査項邑

白 地和44年 6月 27日
歪 佐和44年 9片 11日
次長頼 茂

三沢市 淋代錫7.k機

イ} 吸入される魚種の片刷，日周hl)漁獲量及び魚体損傷l詰塵瑛量，並びに魚、体の大きさKついて，

ロ) 気象，水理，水質に関する環境調査

自調査結呆

(11 吐水音flの網に乗網した魚種は19穣を数え魚祭;以外のものは 4樟であった。漁獲内容及び崎期的な

重要魚種の大きさについては第1.2 • 3表参照

¥21 乗網した魚、体の長傷度はカニは 100%原形をとどめないが.他の魚、は殆んど扇形をとどめている

ものの，ジ710fオやプカナギは同時に流入するゴミと水流K奔弄されて，取場持Kは90 %h斗上がへい

死の状態tてある。但し直接放出され売場合には生存するものと忠オつれるε 第 4表tて示すようK総体的tて

みて主主体の損傷度は意外に少ないと云えそうであふ。

(31 夕暮から朝方Kかけて一般に魚が多く乗網する傾向にある。このことはこれまでいわれてきたこの

時間帯K魚が移動するということと一致する(第 1図参照)

(4) 風向と塵挨量及び採捕量との関係Kついては，揚水機の位置によって西風5くは北西風の時vc網K入
るゴミの量は増大する泊、流れ藻の量と漁獲量との間には正の相闘はなく反って逆の傾向が窺われる。

(第5表)又， νラワオの稚魚については流入する渓によって絹届がつまってくると流れが反転流の
形となり，網の前部から流逸してゆく傾向Vてあり，一夜網をかけた場合は少なくとも確認実数の 2倍

以上のものが流失又は逃逸しているものと推定される。

W 今後の課題及び問題点

イ 水稲VL塩害と低水温の濯概用水を与えないようにすると同持[1::，水産資源(ワカサギ，vラクオ)
K影響を及ぼさないようにするためにはどのような方法があるかを考えなければならない。父魚の餌

料となるプランクトンの多い表層水を取水することは好ましくない。

ロ 水稲と塩分及び水温との関係については許容塩分段度は 0.03%前後であり，水温は高い程よく，

表面水温との差が余りない水深を取水口として選ばねばならない。即ち小川原湖の場合は湯水期闘中

(ら、 9月)の水面下 5m及び 10m線の水温と表面水温差は夫々 o、2.4'C. O. 1 --5. 1 'Cである。

ハ よって魚の証書泳層(5 m以浅)及び流れ繰を併せて避けふためK取水口を水面下 5m以深10m以

浅の聞に設けることが妥当と考えられる。又吸水口附近の流速を少なくするような構造をとる一方，

吸水口の周囲K防魚網を設けることが必要である。

(在:錫水機取水による水産生物に及ぼす影重要謝査報告書参照)
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第 I 表採捕実績表

操莱 ワカサギ シラワオ ハ ゼその他 合計 1

月時間数尾数重 量 尾数重 量尾数重 量尾数重 量

分 尾 F 匂

1，790 3 13.53 61 10.6 5 160 163.14 26 2う.28 250 2う.0
6 
1，260 39 17.3 8 2，191 111.32 6381 424.33 149 720fj9 3，017 '2.2..756. 9.6 

1，470 67 16.7 6 3 0.35 12，929 785.7 335 364心7 13，3 34 1，166.88 64.23 
7 

176.02 Ifj80 8，575 591 307.1 3 571 457.5 118 1，018.8(j 9，92513，543.72 6.6 7 

!~ 
420 4 2.2 5 481 8.25 2U3 273.75 無数 73 778 292.05 21.5 

1，う80 1，415 1，100.05 431 20.4 5 6801 523.75 " 261.11 3，190 1，905.31 91.47 

520 31 42.14 410 2L34 う，235 2，567.25 54 31M 5.730 2663.91 41.4 
9 
1，515 27 14.7 5 232 7.50 1，736 785.93 2，495 245.74 4，490 1，053.92 17.77 

4，200 105 74.68 955 4'2.09 18fj17 3，789.84 415 42833 20ρ92 4，335.44 152.13 
ロ

ふ015110，山 2.892.3812μ5 lρ48.2813β25[2，19151 3，49612，246.381 20β22 I 8，778.5 51 12 55 1 

〔注〕 上段:1 9 6 8 ワカサギ， νラワオ，クグイ，ウキゴリ，チチプ，ワナギ，フナ，メダカ，

トミヨ，タナゴ， ドジョワ，モクズカニ，アミ，サヨリ，不明椎魚，スジエ

ビ，シジミ (魚類 1 3 員類 1 ttl穀類3) 

下段:1 96 9 以土の外Kアユ，ビリンゴ，コイ，ヨレノボリ，イトヨ，ヤツメクナギ

(魚類 1 9 具類 1 甲穀類3) 

無数:アミの数量

第 2 表 ワカサギ. i/ラワオの片 55IJ魚体測定長

調 査 '7 カ サ ギ ν フ

月 日 採捕尾数 T L B W 採補尾数 T 

尾 cm F 
o 6片6日 8.0 453 7.3 

o 6月25 -26日 2 9.8-10.4 4.4、4.6 60 2.0-7.5 く0.1叫55

X6}j27-2tl日 39 68......10.9 0.0 1-3.84 2，191 1.7-7.8 0.15-0.7 

。7月凶日 32 L7 _3.4 くD.ド心2 6.3 0.35 

X7片 16"'" 1 7日 8;5 75 2.1 -9.4 0.04_7.5 591 6.1、.8.9 0.25-0.85 

o 7月 23-24臼 35 2.5 -5.3 0.1、心.85 2 2.6_35 <0.1 

o tl ):j 9日 4 4.2 _49 0.38、.().65 。 。 。
X8月12日 103 3.4 -6.4 0.1 -1.3 。 。 。
01)月 23日 。 。 。 481 1.1-5.3 く:.0.1、1，).14

Xtl月 2tl-2 9日 1，3 12 2.6-112 0.04、4.8 431 '2.0、.8.3 く:O.Dl-1.3I 

o 9片10日 31 3.3-10.3 0.15-7.1 410 1.2-5.1 く:0.1-1，).3

X9片9-1 1日 27 3.() -85 0.1 -2.0 232 2.5....，lb く:.0.01、IJ.7

。 105 955 
計

※ 1，0056 3，445 
身

0印:行 8X'6 9 
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第3表陽水量 実 績 数 旬間換算推定尾数

実績尾数:XB/A 
月 旬 年 調査湯水量(必 ワカサギ vラウコt 旬間総揚水量(B)

倍率

B/A ワカサギ 乙/ラワオ

4 3 11，610トン l尾 l尾 358，240トン 30.8 31尾 31雇
上
4 4 一 1，312，680 一

6 4 3 一 一 484.205 
l 中
月 4 4 一 一 2，022，760 

4 3 66ρ00 2 60 515，670 78 16尾 468尾
下

139，200 2，191 546尾 30.674尾-1 4 39 1，957ρ00 14.0 

43 10，326 32 386，2 70 37.4 1，197尾 37尾
上
4 4 一 一 1，585，215 

7 4 3 一 一 304.860 一
月
中

194.400 8:J 75 591 1，638，000 8.4 72ρ30尾 4，964尾4 4 

4 3 33.250 35 2 405，260 1:Z.2 427尾 24尾
下

1，316，400 4 4 一
4 3 17，280 4 。 295550 17.1 68尾 。

上
1，351，200 4 4 一 一

8 4 3 一 一 201，770 

月
中

28β00 103 。 1，260，000 43.7 4，501尾 。4 4 

4 3 1，680 。 481 95.690 57.0 。27，147尾
下

172，800 1，372 431 1，265.300 7.3 10，016尾 3，143尾4 4 

9 4 3 13，000 31 410 136，380 10.5 326尾 4，305尾

月l上 4 4 180ρ00 27 232 lρ22，040 5.7 143尾 1，322尾

4 3 153，140 105 955 3，183，895 平 21.2 2ρ65尾 32，282尾
計
144 715，200 !I 0，056 3，445 14，730，595 l 均 20.6 87，2 36尾 40，103尾

第 4 表 魚体損傷度(昭和44年度分)

調査尾数 眼球な し頭部な し 頭部だけ 腹部切断 正 常

ワカサギ 9，949尾 2 0.3% 1.1 % 0.5% 6.1 % 7.2% 

乙/ラウオ 1，4 38尾| 9.5%1 0.7% L.4 % 0.5% 86.9% 
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第 5 表 風向と塵挨量の関係

西寄り 東寄り 天 候 11時間当り
年月 日 風 l珂

塵挨量の風 の風 晴 曇 軍事 雨

4 3.6 5 N 一-K:r 
6 N 7.56 

2 5 SE 
7/2 8 ) 6/28 1 1日 1 0日 4日 5日

0.78 

26 E o. 1 2 
4 4.6 27 -N-E 1. 2 9 

11/3 (j I 2/3 0 I 1 1 5 。 4 
28 W-S 0.32 

43.7 8 E 3.4 2 

2 3 S羽f 10/30 19/30 1 8 8 3 2 3. 3 0 

2 4 S羽「 1. 3 8 

4 4.7 1 6 SE O. 8 3 
7/3 1 I 3/3 1 1 3 1 3 4 

1 7 SE-E O. I 8 

43.8 9 SW  
I 0/28 

3.2 4 
1 2/2 8 4 1 1 。 4 

23 SE 0.96 

4 4.8 1 2 W-E 1. 6 9 

2 8 E-SW 1 1/3 1 1 3/3 1 9 1 9 2 '1.. 2 5 

2 9 N う.32 

4 3.9 1 0 NW 3. 3 6 
2/1 9 4/1 1 4 5 。 1 

1 1 W 7.4 4 

4 4.9 9 SW-SE 1. 7 3 

1 0 S 5/9 1/9 3 6 。 0.53 

t 
S-W O. 4 8 
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河川漁場開発調査

I 調査目的

笹内川とJlI内川Kおけるアユ魚場の調査をおこない，適正な漁場管理とアユ資段、増強のための指針と

する。

H調査内容

(1) 調査鴎嗣:昭和 44年 5月-1O}j

(2) 調査担当者: 課長 長峰良典

技師 青山頑夫

グ 橋爪政男

(3¥ 調査地域 :笹内川，川内川

(4) 調査項目

a 河川漁場調査

b 棲息アユの性状調査

c アユ資源量推定調査

E 調査結集

a 河川漁場調査

笹内川はアユの好漁場と，思われるが，川内川は地理的にも白河川内でのアユの増産は能率が悪くむ

しろサグ，マス漁場としてのが条件を備えている。

b 棲息アユの性状調査

河川湖上は両何川とも 5月上旬か盛期で産卵期も 9片-10月とほぼ同じであるが，川内川のアユ

笹内川のそれと較べて小型である。

c アユ資源量推定調査

笹内川のアユ主要漁場は河口から約5.3Kmまででその聞の推定資源量は約50，00 0尾である。

川内川のそれは約 10Kmで約10 0，00 0尾である。

W 今后の謀題と問題点

アユは一年魚であるため年Kよる資源変動が大きく対象河川|の将来計画Kは今后数ヶ年の継続調査

が望まれる。
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十和田湖資源対策事業調査

I 目的

前年K引続き十和田湖ヒメマス資源の減少K件うヒメマスの生物学齢J変動を謝査し今後の資源、対策K

資する。

H 調査内容

(1) 調査期間

(2) 調査員

昭和 44年 4)=j-1 2月

次長頼 茂

(31 調査場所 十和田湖

(4) 調査項目

何) 産卵期と産卵場所

(吋産卵群の組成

令市 ヒメマスの漁業資源、

E 調査結呆

(1) 十和田湖Kおけるヒメマスの産卵目滋は 10片中旬の 13-14'Cより 11月中旬の 8-9¥)に行

なわれるものと思われる。(第 I図，第 1• 2表)

(21 本年は青森県側湖岸を主体K覗き及びアクアラングによる潜水によって天然産卵床の分布状態を調

査したがその結果は第3表のとおりで多くの産卵床を確認するK至Ijらなかった。(第 2図)

(31親魚、の性比は年Kよって異なるが一般的Kヒメマスについては第 4表K示すように雌が多い。

(4) ここ 3ヶ年の級魚、の全長，体重組成をみると年々増大の傾向にあり本年の産卵群のうち♀につい

ては 1956年頃(平均 TL 3 5. -1 3cm.平均 BW 4 4 8. 9 if ) (tC匹敵する型である。(第 5.

6表}

(51 本年の親魚1尾当りの字卵数は第7表から少くとも 900粒を超えるものと忠われる。(1 9 6 

7年 408粒. 1 9 6 8年 593粒)

(6) 本年の十和田湖におけるヒメマスの漁獲量は昨年の 60.2%に過ぎ.1.tい。その反面，ヒメマスの害敵

といわれているサクラマスの漁獲が急速に伸びてきている。

(71 各月Iておけるヒメマスの出現組成を示せば第3. 4図の状況で 7片にはその年K親魚となる魚体の

ものが現われ始める。

(8) 同じく各月の摂餌状況をみると水温的に適温を示す 6 • 9片が平均して摂餌している。

(9) 各月における雌雄別の左右別生殖巣重量比，体長と体変比，肉質肥満度を示せば弟8.9.10表のと

おりである。

(101 4月から 10月にかけて採捕した 190尾のヒメマスについてその年令組成をみると 2年魚-5年魚

まででその主体は 3.4年魚である。ヒメマスの湖にたける年間平均成長名式j己、むよそ 4-5cn信喪と~われゐ。

(第 11表第5図)

IV 今後の謀題及び問題点

昭和40年頃より倭小化した親魚も本年にはその数こそ充分ではないが，魚、体そのものは急激な増大

をみせ字卵数も 3倍を数えるK討った。一方総体漁獲量では年々減少の途を辿ついているがこれは放流

年から 3年後のストック量との関係からみ孔ば一応肯定できるものであり，放流数と漁獲量ιのl司Kは

正の相関が存在し天然からの補充もそれなりに還元されているものと解してよい。

即ち今回(1965-1969)のような現象は過去(195 4 )の十和田湖並びK支君事湖Kおける

例からみても一つの過度期とみて差支えない。
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但し，今後資源、を維持し生産を確保するためには下記事項の調査が継続しておこなわれなければな

らない。

記

1. 漁業試届ゐ標識股流，魚探調査による資源生態調査

2. 天然産卵床の分布，埋没卵の生残率等の調査

3. I鵠内の水質，ヒメマス以外の魚類の俵息発生状況調査

4. 季節局IJプランクトンの出現援と量的変化

5. ヒメマスK闘する生態調査

第1図十和田湖水位(子の口)

9 月 10 月 11 月 年聞を通じての減水位範れ

400 M 
10 20 30 10 20 30 10 20 30 ( 1-1 1月)

399.5 

399.0・4

398.5 

第 1 表

昭和 4 0 

4 

4 2 

4 3 

4 4 

第 2 表

串一一串昭40

1一一氏 41 
10-ーっ 42 
ぬ「ー込 43 

h一込 44 

降雨量(1 -1 1月}

1， 0 6 8蹴

1， 9 8 1 

1， 6 3 3 

1， 3 5 6 

1， 3 4 1 

十和田湖表面水温(十和田湖ふ化場前}

ミ々々]
9月 1 0月

上旬中 旬下旬平均比勾中旬作旬平均
昭 42 2182 18.04 1635 18.73 15.34 13.83 10.99 1339 

43 20.4 2 18.89 18.47 19.26 19.26 13.06 1 1.88 14ο7 

4 4 2066 19.77 18.69 19.70 1556 14.15 13.30 1434 
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昭 40 6. 0 - 1 13. 5 cm 

昭41 O.う- 7う.0

昭42 3.う-120.う

昭43 3.2- 98.7 

昭44 62. 5 -161. 0 

1 1月

上旬中旬[下旬平均

8.66 6.47 6.07 

1133 8.65 7.50 9.1。6C 

1 1.42 9.77 6.88 9.3p 

備 考



第 3 表 覗き調査結果表

年ー 月 日 水 温
水深|床の大きさ 考[

(時閣)
場 同h 種 床数 調査車立囲 {蔚

天 (民

44. 1 1. 5 I 1. O'C (中山半島西側} cm m' 
ヒメマス 1 ちm

( 10.15-11.00 ) C 六方石~ミコジ 3 2 x 2 8 1，200 
4 4. 1 1. 7 無慈悲~カナヤ

1.5 m' 

1「|肺コヒ4メマ製カス哨ワ品マ呼ス魚
カワマス 4 一

C んr マ沢 -2  10，000 

4 4. 1 1. 7 11.1'C 1.5 
64 X 54 

猿ケ鼻~一夜島 ヒメマス 4 
4 5 x 5 1 

嵐且G期局ER、K卦2、は1る.イふら氾tワれfナたれ。( 1 5.4 5-16.10 ) c &r -1β 5 4 x 3 8 1，000 
4 4 1 1. 7 3 2 x 3 4 

" " カワマス 1.2 
7 5 X 5 2 

7カカワスナマヤ(春ろq先沢ニに)11はジl 4 4. 1 1. 8 11.2'C 
猿子(中の海} ヒメマス 4 3.5 5.000 

( 11.00 -11.5 U ) h c 
1」!カ上40しワてマ年ス頃し党がま昭で和そ

4 4. 1 1. 8 
" 金 木 森 崎 カワマス 3，700 

( 12.20-12.30) 蜘J30鞘までは

ヒメマス 9 m' 崎dヒメ-7高J健Eカ臓ワでマあス
計

カワマス 6 20，900 

親魚の雌雄組成

年 度 雌 雄 計 雌 雄 仰 地曳網操菜月 日l

昭和37 1，2 5 9尾 448尾 1，70 7尾 1 ，')。 3う.4 つ月 19日-10月 29日;

3 8 2，466 1，6 8 4 4，1 50 100 6 8. 3 9月 20日-10片 4日

3 9 383 9 1 474 1 0 0 2 3.7 9 Ji 2 3日-10月 23日

.t 0 1，8 3 6 615 2，4 5 1 1 00 3 3. 5 1 0月 7日-11片 3日

4 1 2，288 1，5 2 8 3，816 1 00 66.7 1 0月 5日_1 1片 9日

4 2 1，6 5 5 396 2，0 5 1 100 2 3.9 1 0月 5日-11月 6臼

4 3 3 0 2 6 56 1 0 0 86.6 9Ji 7日-10jj27日

4 4 2 7 3 316 5 8 9 1 0 0 I I 5.7 9片 25日-10片 7日

但し十和田湖ふ化場前における地曳網Kよる採捕親魚数
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第 5 表 産卵群の全長組成

凶て cm 計|平 考
25 26 27 2 8 2 9 3 0 3 1 3 2 3 3 3 4 3 5 36 3 7 38 

1 96 7 5 1 1 1 4 3 1 2 6.4 8 ♀ 8 混

1 96 8 2 4 3 5 3 2 1 3 0.5 1 

Ll_~6_ 9_i 。 6 6 t 3 8 3 3 8 3 5.6 5 
ー」司--

第 6 表 産卵群の体重組成

JT F 
一一「

計 平 均 備 考
1 50 20 0 25 0 300 350 400 450 500 5 5 0 

1 9 6 7 2 9 2 7 9 2 。 6 9 2 r 1. 0 ♀のみ

1 9 6 8 7 3 1 2 2 48.8 

1 96 9 8 1 6 5 3 2 I 4 4 0.4 

第 7 表 ヒメマス産卵辞{♀)の訊リ定値

T L B W(a) 
採卵後

W(b) b/a 
1 '1当り
全卵数 備 考JVO 

の B W 
G 

の粒数

1 36.5 cm 480 '1 400 '1 8 0言 16.6% 1 3 1粒 1，048粒

2 3う.0 460 360 100 2 1. 7 133 1，3 3 8 

3 3 6.0 4 70 380 9 0 1 9.1 1 1 4 1，0 26 

4 3 5. 0 420 350 7 0 1 6.6 1 8 7 1，3 09 

5 36.0 460 360 100 2 1. 7 1 4 4 1，440 

6 3 5.8 400 320 8 0 2 0.0 一
7 3 3.5 420 350 7 0 1 6.6 一
8 38.0 5 00 一 一 90 8 実 数

9 3 7. 1 450 一 866 " 

第 8 表 左右別生殖巣重量比

♀ 8 
月
左 右 左 右

4 66.8 3 3.2 66.6 33.4 

5 66.0 24.0 5 7. 1 4 2.9 

6 8 7.5 1 2. 5 一
7 9 5.3 4.7 7 5.0 25.0 

8 6 3.5 36.5 6 0.0 4 O. 0 

9 一 6 4. 7 3う.3

110 64.8 3 5.2 83.3 1 6.7 

第 9 表 体長と体高の関係【 BL/BHX1 00 ) 第 1 0 表 肉質肥満度

月 ♀ δ 平均 測定 尾数 片 ♀ δ 平均

4 4.2 0 4.2 1 4.2 0 6尾 4 1 3.8 1 1. 3 1 3.4 

5 3.8 7 3.9 2 3.89 4 " 5 1 2.8 1 L 6 1 2.8 

6 4.1 2 一 4.1 2 7 " 6 1 1. 5 一 1 1. 5 

7 3.86 4.0 5 3.9 7 5" 7 1 2. 1 1 1. 0 1 1. 6 

8 4.1 2 3. 9 5 4.08 7 " 8 1 1.1 1 1. 9 1 1. 5 

9 一 4.03 4.03 3 n 9 一 、13.4 1 3. 4 

1 0 4.08 3. 7 1 3.8 9 ら" 1 0 1 2.1 1 2.4 1 2.2 
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第4図 ヒメマスの時期別体重組成
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第 11 表 ヒメマス年令調査定(44年度分)

2 年 3 年 4 年15 年 計 年 魚〈年令)体長範囲 議査尾数 間 差

2尾 27尾 3尾 2年魚{満1年} 1 1.8-16.(Jcm 5尾 4.2明
4 月 一 32尾

(6.2 )% ( 84.4%) (9.4 )% 3" ( 1/2年} 17.0-2 l.6cm 76" 4.6 " 

7 12 4" ( " 3年) 2 1.0-25.8 cm 88" 4.8 " 
5 月 一 20 

( 3.5) ( 60.0) 〈うー0) 511 ( 1/4年} 26.0-316cm 21" 5.6 " 

4 1 1 9 4 
6月 28 

〔註〕 ここに禿げる年令数は数え年Kょっ( 14.3) ( 39.3 ) ( 32.1 ) ( 1 4.3) 

14 4 6 て示した。
7 弓 一 24 

よって 2年魚、という場合は満 1年と( 58.3) ( 16.7) ( 25.0) 

17 8 7 2月ということである。
8 月 一 32 

( 53.1 ) ( 25.0 ) ( 21.8 ) 

1 1 11 
9 月 一 22 

( 50.0 ) ( 50.0) 

14 1 7 
1 0月

( 53.1 ) 一 32 
( 3.1 ) ( 43.8 ) 

i計!(州; 第 5図各月におけるヒメマヌの190 
(40.0%) 1(46・3%)I( 1 1.0%)尾 年令別成長分布
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養魚場

漁業用海岸局



魚場事業実積

マス類及びゴイ類増殖試験

昌的

マス類及びコイ類の極苗を生涯して県内外の需要者へ供給すると共K県内の養魚者K対する技術の指

導を行う。

場所 十和田市相坂 相坂養魚場

期目 白昭和 44年 4月至岨和45年 3)-J(周年)

項 昌 付)マス類及びコイ類の卵及び稚魚の配付

(ロ) 県内養魚者の技術指導

呆

苗配

相坂養

1. 

付

採卵尾数 種卵配付数 椎 魚 自己 付 数
魚、槌名

♀ 8 採卵数 県 内 県外 計 0 年魚 1年魚 2年魚 3年魚 計

ニジマス
尾 尾 万粒 万粒 万粒 万粒 尾 尾 尾 尾 尾
6ρ00 3，000 500 145 210 355 143:;J∞ 8，200 300 2，260 154，660 

万粒 1/ 万粒
カワマス 2，000 500 20 7 7 

マゴイ
万粒 干粒 干粒 尾

15 50 200 64う 645 298，270 

イ口ゴイ
万粒
千73粒5 

千粒 尾
10 20 100 735 34β70 

キンギョ
万粒 尾

20 30 5 I lう，000

2. 結

(イ)極

(口) 技術抱導回数

2. オームリ飼育試験

昭和45年3月4日現在約700属飼育中

平均，全長8.3Oc知体長7.25cm 体重 4.0 ff r 

見学者数(遠足，団体パス旅行等含む推定数)

25回

3. 

月足Ij 人 数

4 約 3，000 

5 " 1 0， 0 0 0 

6 " 
う， 000

7 
" 
1，5 0 0 

8 M 3，50 0 

9 1/ 1，000 

1 0 u 1，00 0 

1 1 
" 
2 0 0 

1 2 " 1 0 
l 1/ " 
2 p " 
3 " " 
計

治銀田

治

毅松

--247.一一

直

田

藤

田

三

佐

松

場長

技師

業務員

事業担当者4. 



黒石養魚場事業実績

I 事業目的

淡水Kおける増養殖事業の振興に寄与するため，コイ，ニジマス等の種苗を生産・配付し，淡水増養殖

技術の指導を行なう。

E 事業内容

1 事業期閣

2 事業場所

昭和44年 4月~昭和45年 3月

種苗生産配付 黒石養魚場

指導 県内

3 事業項目

(1) コイ，キンギョ種.1Js，椎魚の生産・配付

(2) ニジマス種卵の生産・配付

(3¥ 淡水増養殖技術の指導

E 事業方法

1 種苗生産配付 県養魚配付規則に:よる

2 技術指導 口頭及び実地指導による。

W 事業結果

種苗配付実績は次のとおりである。

種卵 稚魚

マゴイ

イロゴイ

キンギョ

1， 5 1 6千粒

1， 4 1 1 " 

3 5 5 " 

4 28.6千島;

52.8 " 

8.4 " 

ニジマス 5 0 11 

当場の参観者数及び現地・指導函数は次のとおりである。

参観者数 約 7，00 0人

現地指導回数 約 9 0回

V 事業担当者

実

武

治

郎

次

簸

徳

形

藤

口

川

山

清

山

瀬

長

師

師

員

務

場

技

技

業

-L 4 8-ー



鯵ケ沢漁業用海岸局事菜実絹

1. 所属船舶局数

よドf 弓k邑当 竜 話 ~ 計 前年数

官 庁 船 2隻 5隻 7隻 6隻

沖 メE弘3、 底 曳 。 1 1 1 1 1 1 

ま す。 レ、 iI， 。 5 5 5 5 4 8 

そ の {也 。
計 2隻 7 2隻 7 4隻| 6 6隻

2. 所属船舶局選任通信士

電信級 電話級 特 技 メEコ入 計 前年比

44 3 2 人 6，人
3 1現在

5 8人 6 6人

4う. 3 
3 

3 1現在

不足数 。

3. 取放通信の種別

(1) 漁業指導監督通信

(2) 漁業気象通信

131 遭難，緊急，安全通信

(4) 保安，要急通信

(5) 航地省報通信

(6) 漁況，海況，速報通信

4. 取扱通信実績

6 6 5人 74 1 8人

5 3 8 

|指導監督|気 象|漁 業l亭 | 樋 f言持窃故|オ T ト|相手lilli{言
フム|局 数「同

4月11，7 04件I6 5 0分I3，1 8 3件
5I  2， 1 2 3 "1 8 0 5 1/ Iい 01"
6 1 1， 1 4 7 1/ 1 5 1 5 1/ 1 2. 5 8 6 " 

7 

8 

9 

1 0 

1 1 

1 2 

i 

2 

3 

計

1941/[ 455// も 1も"

135//1 4 351/ 1 1， 0 6 0 1/ 

26 9 1/ I 4 4 0 1/ 1 1， 7 2 1ρ 
1071/13751/ 11，461// 

1 02 1/ 1 3 4 5 1/ 1 1， 9 1 3 1/ 

74//1375// 4 0 9 1/ 

73//14601/1 363// 

571/13601/1 259// 

1 9 3ρ4  3 5" /; 5 4 1/ 

ふ178件194時 10分 118，4 8 5件

1件 1 181  0局i4 4 2持 30分
8" I I 8 8 6 1/ I 4 7 5. 4 5 

2" 1 2件1 5291/ 1442.45 

1 1/ 

3 1/ 

1 1/ 

1 " 

立"

2 1件
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34 7 "1 4 5 7. 1 5 

59 7 ，， 1 4 5 7. 1 5 

2，， 1 8 0 3 1/ I 4 4 2. 3 0 

1 1/ I 7 1 9 ，， 1 4 5 7. 1 5 

75 4 1/ 1 4 4 O. 5 7 

16 2 1/ I 4 4 2. 2 7 

1 1/ 1 1 4 8 ，， 1 3 6 8. 4 3 

41/ I 1 0 0 1/ I 3 1 O. 2 1 
2// I 2 1 2 1/ I 4 1 3. 2 4 

12件 16，067局 15.1 5 4時 o7分!



5. 講習，打合せ

(1) 通信崎聞について打合せ会延 3 3名 3回

(2)通信反省会 3 5名 I回

131 周波数使用に関する打合せ会延 4 5名 3回

(4) 日本海ます通信の打合せ会延 4 0名 2回

八戸漁業用語岸局事美実煩

1. 所属船舶局数

昭和45年3片31臼現在

江町 電 話

4 3.3. 3 1現 4 7 587 

4 4.3.3 1現 5 1 620 

4 5.3. 3 1現 4 9 591 

2. 所属船舶局退任通信上

~土I 3 級 電話級
4 3.3. 3 1現 54 419 

4 4.3.3 1現 4陵 6 1 430 

4う.3.3 1場 6 0 4 6 5 

3. 所属船舶局通信士選解任証明件数

λfT 
4 2年度中

4 3年度 中

4 4年度 中

4. 取扱通信の種別

① 指導監督通支

選任(人) 解任(人)

581 55 4 

614 54 2 

529 4 9 8 

鮭鱒位置漁獲報告通信 {水産庁関係}

秋刃魚調整通信 必，

いかa さば調整通信 ( " ) 

準

Al A3 

2 9 

A 1 A3 

2 '2. 

Al A3 

2 7. 

特 技

7 7 

1 3 1 

128 

十 27 

+72 

十 31 

北部海域(146度以東}操業船位置報告通信

{海上保安庁関係)

本邦南方海域出漁船位置報告通信

(海上保安庁関係}

R点海域位置報告通信( " ) 
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計 (隻)

714 
5 1 

7 50 
5 7 

729 
6 2 : 

計 (人)

5 50 

6 2 2 

6 5 3 



5. 講習，打合せ

(1) 通信崎聞について打合せ会延 3 3名 3回

(2)通信反省会 3 5名 I回

131 周波数使用に関する打合せ会延 4 5名 3回

(4) 日本海ます通信の打合せ会延 4 0名 2回

八戸漁業用語岸局事美実煩

1. 所属船舶局数

昭和45年3片31臼現在

江町 電 話

4 3.3. 3 1現 4 7 587 

4 4.3.3 1現 5 1 620 

4 5.3. 3 1現 4 9 591 

2. 所属船舶局退任通信上

~土I 3 級 電話級
4 3.3. 3 1現 54 419 

4 4.3.3 1現 4陵 6 1 430 

4う.3.3 1場 6 0 4 6 5 

3. 所属船舶局通信士選解任証明件数

λfT 
4 2年度中

4 3年度 中

4 4年度 中

4. 取扱通信の種別

① 指導監督通支

選任(人) 解任(人)

581 55 4 

614 54 2 

529 4 9 8 

鮭鱒位置漁獲報告通信 {水産庁関係}

秋刃魚調整通信 必，

いかa さば調整通信 ( " ) 

準

Al A3 

2 9 

A 1 A3 

2 '2. 

Al A3 

2 7. 

特 技

7 7 

1 3 1 

128 

十 27 

+72 

十 31 

北部海域(146度以東}操業船位置報告通信

{海上保安庁関係)

本邦南方海域出漁船位置報告通信

(海上保安庁関係}

R点海域位置報告通信( " ) 
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計 (隻)

714 
5 1 

7 50 
5 7 

729 
6 2 : 

計 (人)

5 50 

6 2 2 

6 5 3 



(北海道庁}

(水産庁闘係}

( " ) 
( " ) 
(気象庁}

{水産庁，県 j

カニ規制報告通信1 7 0度以東船北海道海域，

おっとせい監視通信取扱

きはだ規制通信

ふぐ網位置報告通信

気象観測報告通信

漁海況通信

船行醤品周知通信

気象ュ自信

保安通信

遭難緊急安全通信

漁況放送

非常無線通信

漁業遁信

内航通信

公衆無線通信

信実績

②

③

べ

e
a
⑥

⑦

③

⑥

通

年
通 数 持 間 1 日 平 均

4 4 度
(件数} 通(件〉数時間〈分〉

備 考
( 分 } 

漁業通信

送 信 6， 2 2 4 1 7.0 

変 10 1，507 2 7 7.6 

(小計} 1 0 7， 7 3 1 89，890 2 94.6 248.8 

気象通信 2，890 12，044 7.9 3 3 

漁 況放送 365 5，444 lう.1 

指導監督
3 0， 3 0 0 30，2 8 9 8. 3 8 2. 9 

周知警報

事故通信 7 2 2，535 O. 2 7 

(小計〉 3 3， S L 7 5 0，3 1 2 9 1. 2 1 3 8 

内航通信

送 822 2. 3 
Z3ζ 1 4，9 1 0 1 3.4 

(小計} 5，7 3 2 8，9 2 7 iう.7 24.5 

公衆通信

発 2，1 7 6 う.1 5月 l日開始

着 1語 635 1. 1 

(小計} 2， 8 1 1 5，924 6. 2 2 4.1 

総 計 1 4 9，9 0 1 1 5 5，0 5 3 4 0 7.7 435.4 

中目 手局数 漁業 16 9 0 内航2，049 公衆 1，1 6 7 a、

5. 

昭和44年 12}j25日より

昭和 45年 3月 6日まで

1 04名

6 4名

6. 講習，研丸打合会倒係、

① 竜話級勤定講習

期間

(修練砂Tよりω委託生 10名含む)
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合絡者 57名 {一般50名修練所生7名〉

会 場 八戸市鮫町魚市場厚生会館

② 特妹無線技士(甲及びνーダー級)養成講習
期 間 昭和44年8月10日より

昭和44年8J:127日まで

習

者

場

講

絡
受

合

会

26名

26名

八戸市湊町，旋網組合会議室

③ 27MC DSB lW海岸局開設指導(はちのへみなとぎょぎょう}

昭和 44年 4月15日新設検査立会

昭和 44年 4月25日八戸湊漁業無線士会設立指導

昭和 44年 7月14日運用開始

④ 非常無線通信訓練実施

昭和44年 5月 15日-16日

昭和 44年 7月 1日- 2日

昭和44年 8月 20日-21日

~ 通信士対象の気象講習，レーダー講習

ファックス，ロラン講習説明会は随時開催

⑥ 通信時間割当会議通信運用打合会議通信違反防止会議迫信略号運用会議海難防止打合会等随

時開催。

7. 菜務概要

無線通信莱務

無線機器，保守修理，改良研雰

諸通信統計調査事務

無線従事者関係事務

{講習，選解任証明，指導監督)

対関係団体事務

(全国協会，東北協会県連合会，電波水洋会}

対郵政関係事務，県関係事務

漁業無線組合事務，内航無線組合事務

日本電信電話公社委託事務

(公衆通信関係)
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